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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　刻ときの綱つなを渡わたれ






　ヴェザニア軍が国境を越こえて侵しん攻こうしてきたとの報を受け、フォルセス軍は教皇軍の追つい撃げきをいち早く切り上げていた。そして戦場から舞まい戻もどったエリザとリノとドロテアは、兵たちを取りまとめたあと、斥せつ候こうらから情報を集めていたワルターを囲んだ。

　ワルターは言う。

「ヴェザニア軍は国境を越え、ローマ街かい道どうを南下してきておる。周辺の村々は無視して一直線にここまで向かっているようじゃから、フォルセス到とう着ちやくは早ければ二日といったところかのう」

　馬なら一日とかからない距きよ離りだが、軍勢の移動となればそうはいかない。歩兵のほうが多いし、砲ほうや武器や食料を運んだりする必要もある。食料を打ち捨てて、歩兵が駆かけ足で進軍するのなら二～三日で到着するだろうが、現実的にはもう少し掛かかるように思われた。

「どのくらいの兵力？」

　エリザが確かく認にんした。

「陸軍はおよそ一八〇〇〇といったところじゃ」

「一八〇〇〇……」

「それからガレー船二四隻せきを確認しておる。フォルセスの港こう湾わんを封ふう鎖さして、包囲を完かん璧ぺきにするつもりなのじゃろう」

「ガレー船二四隻だと、海上戦力は多くみて七〇〇〇といったところか」

　考えながらリノが応じた。

　ガレー船は、人力を動力とする戦せん闘とう用の艦かん艇ていだ。多数の漕こぎ手を並べる必要があるが、風に頼たよらず船を動かせるため、戦闘には向いている。漕ぎ手がおよそ二〇〇人、降板上には五〇人といったところだ。戦闘となれば、乗組員二五〇人は全員が兵士になる。

「率いるのはジークベルト・エルツベルガーなんでしょう？　北方の傭よう兵へい隊長としてはよく名前聞くけど、どんな将軍？」

　エリザの問い掛けに、ワルターが訳知り顔で応じる。

「ドーツ出身の優ゆう秀しゆうな傭兵隊長じゃ。軍務経験が豊富で、あらゆる戦場、あらゆる状じよう況きようでの戦闘を経験してきておる。伊達だてにヴェザニアに雇やとわれているわけではない」

「なら、勝てる見込みは小さい……か……」

　エリザはつぶやいた。

　リノが口にする。
















「まともに考えたら、そもそも戦争でヴェザニアに勝てる可能性はゼロだ。国力が圧あつ倒とう的に違ちがいすぎる。仮に目先の一戦闘で勝てたとしても、最終的に勝つことは不可能だろう」

「そうとも限らんぞ。泥どろ沼ぬまの消しよう耗もう戦に入るのなら国力の違いが響ひびいてくるじゃろうが、ヴェザニアは泥沼に引きずり込まれることを嫌きらう。それゆえ、序じよ盤ばんの戦闘でフォルセスが優勢になりさえすれば、ヴェザニアとの有利な講和を結ぶ道が開けてくるじゃろう。あとは外交での勝負じゃ」

「戦闘で優勢って言ったってな。ジークベルトは図ず抜ぬけて優秀な将軍なんだろ？」

「そうじゃが……しかし臨機応変な対応力に限っていえば、経験の浅い姫ひめ様さまのほうが上じゃとワシは思う。戦闘に慣れすぎているのは一長一短じゃよ。どうしたって自分のクセが付いてきてしまうのでな」

　エリザが訊きく。

「じゃあジークベルトにも付け入る隙すきがあるってこと？」

「ジークベルトにはクセがある。あやつは、ワザと自軍の弱点を敵に晒さらしてくる。これ見よがしにじゃ。ノコノコ弱点を突つきに行くと、いつの間にかジークベルトの軍に包囲されているという寸法なんじゃ」

「パターンがあるってことか」

「ジークベルトが張り巡めぐらせた罠わなにハマれば大敗する。しかしどうやっても罠に掛からなければ、最終的にジークベルトは引き分けに持ち込もうとする。正面切っての会戦に挑いどまないわけではないが、決して血気盛んなタイプとは言えん。自身が傭兵だけに、乱戦となれば、傭兵がいかに頼りにならんかということを知っておる。良くも悪くも、ジークベルトは傭兵隊長なんじゃよ」

「なんでそんなことまで詳くわしいんだよ……」

　リノが呆あきれたように言った。

「ふぉっふぉっ。あやつとは多少の因いん縁ねんがある。顔見知り、という程度の話じゃがな」

「ジークベルトは、チェザーレと比べてどうなんだ？」

「ふむ……。チェザーレは政治家としても軍人としても宗教家としても異い彩さいを放つ万ばん能のうな男じゃが……強しいて言えば政治家が本分なのではないか。しかしジークベルトは生きつ粋すいの軍人じゃ。軍務一筋に生きてきた。戦争に限れば、チェザーレの及およぶところではない」

「喜ばしい話じゃないな。……なるほど、だからヴェザニアは、チェザーレを自国に寄せ付けないために、ジークベルトを派は遣けんしたってことなんだな。間に挟はさまれるフォルセス公国にとっちゃ、たまったものじゃない。腹立たしい限りだ」

「それが弱小勢力の悲ひ哀あいというものよ……。どうやっても周囲の強国に振ふり回されてしまう。抗あらがいたいのなら、強くあらねばならない」

「……わかってるよ。ならば国庫を開いてでも、緊きん急きゆうで軍事力を強化するしかない。事ここに至れば、国力の限界なんて無視でいい。雇えるだけの傭兵を集め、フォルセス侵しん略りやくを、ヴェザニアに諦あきらめさせることが必要だ」

「今からですか？　傭兵を集めるにも時間を要します。簡単にはいきません」

　ドロテアは無理だと言わんばかりだった。

「そのためにも時間稼かせぎをしないとな。知ち恵えを絞しぼってヴェザニア軍を足止めし、その間に戦闘態勢を整えるんだ」

「待って。傭兵を雇うための資金的な余力はあるの？」

　エリザの問いに、リノがうなずく。

「今までは、チェスティ銀行への、元本や利息の返済を常にやり繰くりしながら対応してきたんだ。しかしヴェザニアと戦せん端たんを開くなら、チェスティ銀行に返済することは考えなくていい。となれば七〇万シリングくらいは手元にあるから、大おお盤ばん振ぶる舞いすれば、三〇〇〇～五〇〇〇くらいの傭兵は雇えるはずだ」

「傭兵が来るのだって時間がかかります。何日も足止めできるんですか？」

　尚なおもドロテアは疑問をぬぐい去れないようだった。

「わからない。それでも、やるしかないだろう？　多少の戦闘経験があるのなら、傭兵はその辺の農民でも漁師でも構わない。クロスボウさえ射うてれば戦力にはなるんだ」

　エリザが考えながら話していく。

「フォルセスの今の手持ちの戦力は二一五〇。負傷兵が回復すれば二四〇〇にまでなる。これは意気盛んな強兵だから、兵数以上に活かつ躍やくはできると思う。だけど、これに三〇〇〇を加えたって五四〇〇にしかならないのよ。ヴェザニアは陸海合わせて二五〇〇〇なんでしょう？　兵力差がありすぎるわ」

「海のほうは気にしなくていいだろう。封鎖作戦を完かん遂すいするために艦艇を派遣してきているだけだと思う。岸がん壁ぺきに合わせて城壁が造られているフォルセスを、海から攻せめるのは難しい」

　フォルセスの城壁と海との間に、砂すな浜はまのような緩かん衝しよう地帯はない。海から見れば、断だん崖がいに城壁が立っている要よう塞さいのように見える。

　この城壁のおかげで、フォルセスの海かい賊ぞく被ひ害がいは、他の海岸沿いの街と比べて圧倒的に少なかった。アドリナ海を挟んで対岸に海賊の根城があった時代が長かったにもかかわらず、海賊はフォルセスを避さけたのだ。軍隊だろうと、海からの攻こう略りやくの難しさは変わらない。

　ドロテアが言う。

「海側なら、城壁に大たい砲ほうを並べておけば、ヴェザニアの艦艇は近寄って来られないと思います。いくら命中率が低いといっても、大量の砲ほう弾だんを浴びせれば、すぐ側そばまで近寄って来た大型のガレー船に当てられないわけではありません」

「となれば直接相手にするのは一八〇〇〇と見ていいわけね。もし兵力が五〇〇〇まで増やせるならば、籠ろう城じよう主体の戦いができるかな。なんとかならないわけじゃないかも……」

「なんとかするしかない。エリザにしばらく国庫の鍵かぎを返しておく。金をいくら費やしても構わない。ドロテアやオヤジと協力して、市民でも農民でも、とにかく傭兵として雇えそうな人間がいれば、一兵でも多く搔かき集めてくれ」

「リノはどうするの？」

「これから俺は、自らヴェザニア軍に出向いてみるよ。俺一人で足止めできるなら安いものだ」

「足止めって……何をするつもり？」

　エリザは目を見開いた。

「外交官として出向く。交こう渉しようを持ちかけて、口八丁でなんとか一週間は軍事行動を押さえてみようと思ってる」

「一人で足止めなんてできるの？」

「可能か不可能かを議論しているヒマはない。やらなくちゃならない。その間に、教皇軍との戦いで疲ひ弊へいした兵士を休ませ、新しい傭兵を搔き集め、戦うための防備を固めてほしい。とくに、ヴェザニア戦の作戦を組み立てるのはエリザの仕事だ」

　強い口調でリノが言った。

「……わかった。やりましょう」

　エリザは口元を引き結び、大きくうなずいたのだった。




　　　　◆




　翌早朝に、リノはヴェザニア陸軍の野営地に到着した。

　ちょうどヴェザニア軍の兵士たちは朝食を終え、出しゆつ立たつの準備をしているところだった。

　重装備で固めた一八〇〇〇の兵士ともなれば、なんとも壮そう観かんな光景だ。各地の傭兵が集まっている軍だけに、出身地ごとにプレートの種類や武装が違ったりするのは面おも白しろいが、兵士たちが掲かかげている軍旗はヴェザニアのものだった。

　リノは真まっ直すぐに、そしてゆっくりとヴェザニアの野営地に馬を歩ませ、兵士たちの前で馬を降りた。兵士らは、馬で単たん騎きやってきたリノに奇き異いな視線を向けていた。

「何者だ!?」

　兵士の一人が声を荒あららげた。

「フォルセス公国の外交官、リノ・バルダートだ。どのような事情でヴェザニア共和国が我が国の国境を脅おびやかしているのか聞くためにやってきた。責任者と話したい」

　阿おもねらず、毅き然ぜんとした態度でリノは言った。

　ざわついていたヴェザニアの兵士たちだったが、やがて下士官らしい男がやってきて、強い語調で命じてくる。

「馬を預け、武装を解除せよ」

　リノは馬の手た綱づなを近場の兵士に手て渡わたし、剣けんの紐ひもをほどいて地面に置いた。するとヴェザニアの傭兵たちがリノを取り囲み、身体からだを触さわってきて、武器を隠かくし持っていないかをチェックし始めた。鎧よろいすら身につけていないリノが携たずさえてきたのは、本当に剣一本だけだ。

　兵士の一人が下士官にうなずくと、下士官は声を掛かけてくる。

「ついて来い」

　リノは素す直なおにあとに従った。

　陣じん幕まくに通されると、二人の男が待っていた。プレートに身を包んだ筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした男と、チェインメイルを着用しているだけの官かん吏り風の男。

　リノは二人を見ただけで役割を察した。ヴェザニア陸軍は伝統的に、優ゆう秀しゆうな傭よう兵へい隊長が率いる。だが傭兵隊長ということは他国市民であるため、監かん視し役としてヴェザニア市民が側についている。それゆえ外交交渉となれば、本当に相手にしなくてはならないのは、ヴェザニア共和国政府に直結している監視役のほうだ。
















「お会いする機会を頂き、誠まことにありがとうございます。フォルセス公国の外交官、リノ・バルダートです。フォルセス公国としては、貴国が国境を侵しん犯ぱんして軍を進めていることに、強い懸け念ねんを持っています。つきましては、この度たびの軍事行動の目的をお聞きしたく、参上いたしました」

「ヴェザニア陸軍大将、ジークベルト・エルツベルガーだ。といっても、お前さんも知っている通り、俺の本分は傭兵隊長。ヴェザニア共和国に雇やとわれている身の上だ。政治上のことなら、俺の口から約束できるわけもないのさ。だから何か交渉があるっていうのなら、こっちのオルカスとやってくれや」

　早くもリノは、ジークベルトに好感を持った。語り口はぞんざいで失礼だが、話す内容は率そつ直ちよくだし、自らの権勢を誇ほころうともしない。

　ヴェザニア陸軍大将という身分は、軍人としての一つの頂点であり、欧おう州しゆうでは大変な名めい誉よなのである。ただの俗ぞく物ぶつならば、さも自分が何もかもをコントロールできるような話をするだろう。しかしジークベルトは、自分に何の権限もないことを隠し立てせず、すべてを監かん察さつ官かんにぶん投げてしまったのだ。

「ヴェザニア陸軍監察官、オルカス・メルリです。このような場所ですから外交儀ぎ礼れいは省きましょう。ただし、本題に入る前に一つだけ……。リノ・バルダートというお名前は……宰さい相しようワルター・バルダートの近親の方ですか？」

「我が国のような小国の事情を、よくご存じですね。私はワルター・バルダートの息子むすこです。父はすでに老境のため、実務は私がすべて代行しております。実質的な交渉の窓口は私であると思ってください」

　リノの説明に、なぜかジークベルトが目を丸くする。

「ほう……。あの男に息子がいたのか……。いやしかし、ずいぶん歳としが離はなれすぎた親子に思えるが……？」

「父をご存じですか？」

「俺も傭兵隊長だよ。もう三〇年以上も傭兵として暮らしてきた。傭兵世界の出来事を、この俺が知らないはずもあるまい？」

　どう応じればいいというのか。

　正直なところ、リノはワルターの過去をあまりにも知らなすぎた。かといって、「父の過去はよくわからないんですよ」「自分自身、本当はワルターが生みの親だと信じていないんですよ」などという話が通用するはずもない。それを素直に打ち明けようものなら、たちまち自分の身分が偽にせ物ものだと疑われかねないことは容易に想像できた。だから、はぐらかす以外の選せん択たく肢しはないように思われた。

「そうでしたか。不思議なところでご縁えんはあるものですね。しかし悠ゆう々ゆうと身の上話をしているような状じよう況きようでもなさそうです。本題に入りましょう。貴国の目的をお聞かせ頂けませんか？」

　オルカスが応じる。

「我が共和国政府の軍事行動の目的は単純明快です。チェスティ銀行がフォルセス公国に貸し付けた二〇〇万シリングの権利を守るため、フォルセス公国へと進しん駐ちゆうし、徴ちよう税ぜい権を確保します」

「……は？　チェスティ銀行に対し、公国は一度も返済を滞とどこおらせたことはありませんが」

　リノには予想外の話だった。

　何事も力と策さく謀ぼうで強ごう引いんに押し通すチェザーレならともかく、ヴェザニアが何の大義名分もなく軍事行動を起こすことに疑問を感じていた。しかしヴェザニアは、ヴェザニアなりの理由を持っていたらしい。

「二〇〇万シリングの貸付に当たって、その契けい約やく条じよう項こうには、『チェスティ銀行は自らの権利を守るため、必要だと考えた場合に、相応の人員を派は遣けんすることがある』と明記されています。その場合、徴税業務をチェスティ銀行が代行する取り決めも盛り込まれておりまして、これは正当な軍事行動なのです」

「契約文書においては、一いつ般ぱん的に見かける文言だったはずですが……。そんな深読みができるものでしょうか」

「貴国がどう判断されようが関係ないことです。権利を守るために、我々も懸けん命めいなのです」

「……」

　返答のしようがなく、リノはうなった。

「万が一、フォルセス公国が教皇庁の軍門に降くだるようなことがあれば、チェスティ銀行の権利は踏ふみにじられたことでしょう」

「ですがフォルセス公国は、チェザーレの軍を打ち負かしたばかりです。我が国は誰だれにも支配されておらず、今後もチェスティ銀行への返済を続けていくつもりです」

「それは今この瞬しゆん間かんだけの話でしょう。将来に亘わたっては何の保証にもならない。貴国と教皇庁の間で起こる紛ふん争そうの状況を鑑かんがみれば、これは正当で切実な軍事行動なのです」

　リノとしては大いに不満なヴェザニア側の言い分だった。しかし大義名分の在処ありかを議論しても詮せん無ないことだ。大義など、所しよ詮せんは戦争の理由付けにすぎない。それゆえリノは名分について議論することを早々に止め、本題を切り出していく。

「具体的にお聞きします。ヴェザニアの求めるものは何ですか？　我が公国はヴェザニアとは良好な関係を続けたいと考えており、要望を可能な限り吞のみたいと考えております。ヴェザニアとしても、交渉だけで軍事行動の目的を達成できるなら、それが最も望ましいことのはずです」

「教皇庁を牽けん制せいしていくため、今後はヴェザニア共和国軍が、フォルセス公国への進駐をする計画です。当然のことながら徴税権はチェスティ銀行が担にないますし、統治方針や外交政策についても共和国政府の指示を仰あおいで頂きます。軍事的に守って差し上げようというのですから、当然のことです」

「要するに保護国化したいということなんでしょうね？」

「そう受け取って頂いて構いません」

　リノは内心の怒いかりを、あらん限りの理性を動員して抑おさえ込んだ。今にも身体が震ふるえだしそうな屈くつ辱じよくを感じたが、決してそれを表に出してはならない。

　懸命にリノは余よ裕ゆうぶった顔を作り、さも満足げにうなずく。

「ヴェザニア共和国の保護は、フォルセス公国にとって渡りに舟ふねの話かもしれません。チェザーレを押し返したとはいえど、またいつ教皇軍が侵しん攻こうしてくるかわからない状況にあります。どう楽観的に考えても、公国の滅めつ亡ぼうは時間の問題だと考えておりました」

　リノにとって大いに不本意なことだが、欧州中の誰もが、いずれはフォルセス公国が滅亡するであろうことに疑いを持っていなかった。だから国の内情を把は握あくしているリノが、自らの滅亡の可能性を語っても、それほど不自然な状況ではなかった。

　唯ゆい一いつ生き残る方法があるとすれば、エリザが広大な領地を持つ夫と結けつ婚こんし、その両地域を合一することで政治的影えい響きよう力を大きくすることだけであろうというのが衆目の見方であった。

　フォルセス公国は小国とはいえど、古代ローマと縁の深いイタリナ半島の付け根に長らく領地を押さえている国だから、より有力な相手との結婚は手が届く可能性のある話だった。加えてエリザの類たぐい希まれなる美び貌ぼうも知れ渡っており、結婚を申し込んでくる有力諸しよ侯こうは実際にいるのだ。チェザーレもその一人に相当するのだろう。

　オルカスは、意外そうに訊きいてくる。

「それでは、ヴェザニア共和国軍の進駐を吞んで頂けると？」

「その方向での要求は、十分に受け入れられるのではないかと思うのです。最終的には我が主君エリザ・ファウネル様の決裁を仰がねばならないことではありますが……私は説得できるような気がします」

「ほほう……」

「どうでしょう。ヴェザニア側の、より具体的な条件を提示して頂けませんか？　さすれば私は即そく座ざにその提案を持ち帰り、主君に対して受け入れるよう説得をしてみたいと考えます」

　前向きに装よそおうリノに対し、さらにオルカスが踏み込んでくる。

「率す直なおな物言いをすれば、国家の主権がなくなるかもしれないという話ですが？　形式上のフォルセス公国は残るでしょうが、実質的にはヴェザニア共和国の統治下に置かれます」

「全面降こう伏ふくすら、検討の範はん囲い内でありましょう。いいですかメルリさん、私の立場になって考えてみてください。教皇軍からは付け狙ねらわれ、ヴェザニアからは陸海二万人を超こえる軍を目の前に突つき付けられている。ましてやその軍を率いるのは、名高いエルツベルガー将軍です」

　チラとジークベルトを見やった。喜んでいるわけではないが、満まん更ざらでもなさそうな面おも持もちだ。

　リノは話を続けていく。

「フォルセス公国の形式が守られるのであれば、それ以上に素す晴ばらしい条件があるでしょうか。我々としては、公国を存続させることだけは死守したいと考えます。たとえ形けい骸がいであっても、公国が残るのなら喜んで吞みたいくらいの情勢なのです」

　満足げにオルカスが言う。

「共和国政府に、急ぎ打だ診しんしましょう。貴国との無意味な戦争を避さけられるのだとすれば、それが最も望ましい話です」

「ちなみに……ヴェザニア共和国に降ったのちの、私の地位や給料についてお伺うかがいしたいのですが……どのようなお約束をして頂けますか……？」

　わざとリノは卑げ下びた表情をつくり、上うわ目め遣づかいで問い掛かけた。毅き然ぜんとした態度での交こう渉しようよりも、こういう剝むき出しの人間味をさらけ出すほうが、ずっと信しん頼らいを勝ち得るときがある。本音で交渉していると思わせることができるからだ。

　さも理解ある風にオルカスがうなずく。

「フォルセス公国の統治機構の一いち翼よくをお任せできると思いますね。給料も、ヴェザニア共和国の庇ひ護ご下に入ったほうが、今よりはずっともらえることになると思いますよ」

「ありがとうございます……。私としても、主君への説得に身が入るというものです」

「話がまとまれば、バルダートさんは私の同どう僚りようということにもなります。できるだけ配はい慮りよしますので、少々お待ちください」

　リノは感激したように装う。

「なんというご厚こう意いでありましょう……。では具体的に、どのように進めればよろしいでしょうか」

「これより使いの者を戻もどらせて政府に報告します。おそらく一日以内に提示条件がまとまるでしょうから、書類を持って使いの者が帰き還かんしましたら、私がフォルセスまで馬を飛ばし、最終的な条約を確認してもらえればと思います。そこで調印してしまいましょう」

　素す早ばやくリノは計算を巡めぐらせた。

　往き来するだけで一日半、そしてどれほどヴェザニア共和国政府が検討を急いでも一日かかると考えられた。この序じよ盤ばんの行動でまず三日は浪ろう費ひされると思われる。

　さらにいったんフォルセスに引き揚あげたリノとオルカスが再度交渉の席に着かなくてはならないから、移動などで一日、交渉で一日……。ここからさらに交渉を泥どろ沼ぬま化して、引き延ばせるだけ引き延ばすのが、リノの重要な役割だった。

　短くとも五日間の時間は稼かせげるだろう。上手うまくいけば一〇日間ほどは引き延ばせるだろうか。

「条約締てい結けつと相成りましたら、おそらくヴェザニアから派遣されるのは、官かん吏り五人、治安維い持じのための兵三〇〇といったところではないでしょうか」

「なるほど、了りよう解かいしました。ではその方向で進めましょう。交渉中は、休戦ということでよろしいですね？」

　リノは念押しした。

　大っぴらに降伏交こう渉しように入れば、その間は休戦をするのが一般的な習わしだ。無条件降伏ではないのだから、双そう方ほうともが条件を確認して納なつ得とくし合う必要がある。

　オルカスはジークベルトを向き、口にする。

「では将軍、これよりフォルセス公国と降伏条件について話し合いに入ります。しばらく軍をこの地に駐ちゆう屯とんさせて休戦ということになりますが……万が一条件が折り合わないとなればいつ開戦となるかはわかりませんので、訓練は怠おこたりなきように」

「しゃーねーな。フォルセス公国に時間稼かせぎの時間を与あたえることにはなるだろうが、まぁ結局、どうやったってヴェザニアが負けるはずがないだろう」

　面めん倒どうくさそうにジークベルトが言った。

「開戦となれば我がほうの敗北は確実。我々は非常に前向きに交渉に臨のぞんでおります」

　そこまで言い切ったリノは、ふと気づいたように続ける。

「ちなみに交渉の最中にも、フォルセス公国内の一部の抗こう戦せん派が戦争準備を進めておりますが、あくまで私ども主流派は降伏やむなしと考えております。ご理解ください」

「条約が締結されていない以上、準備をするのは当然のことでしょう。休戦中とはいえ、こちらとて訓練や偵てい察さつは行うのですし。条約がまとまらなければ、即座に軍事行動に移ります」

　オルカスに、ジークベルトが続く。

「わかってるとは思うが……交渉しといて上手くいかないなんてことになれば、敗北後の仕置きは苛か烈れつになるからな。処しよ刑けい台は当然だと思っとけ」

「もちろんですとも」

　さも理解ある風にリノはうなずいた。

　舌先三寸でヴェザニア軍を足止めするリノは、もとより処刑など覚かく悟ごの上だ。処刑台だろうが何だろうが、フォルセス公国とエリザの命脈さえ保たれるのならば、どこへなりとも喜んで行ってやろうという気持ちだった。
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　フォルセスへと引き揚げたリノは、エリザの下もとへと急いだ。エリザは城じよう壁へきの前で、一〇〇〇人ほどの兵士たちを並ばせ、壕ほりを掘ほる作業の監かん督とくをしていた。

　労ねぎらいの言葉を掛けてくれたエリザに、リノは交渉の状じよう況きようを語って聞かせた。

「なら、悪くとも五日は稼げそうね。最低限の準備はできるかな……」

「さらに引き延ばせるよう粘ねばってみるよ。噓うそを言い募つのってでも、こちらの有利なように誘ゆう導どうしていかないと」

「フフ、なんだかチェザーレみたい」

　微び笑しようしながらエリザはつぶやいた。

　リノは肩かたをすくめる。

「まぁな。今さらながらにチェザーレの偉い大だいさがわかった気がするよ。塗ぬり固めた噓をコントロールしていくのも半はん端ぱなことじゃない」

「私には無理だよね。顔に出ちゃう」

「それがエリザの良さなんじゃないか」

「バカにしてるでしょう？」

「してないって。素直な君主に仕えられる俺は幸せ者だ。本当にな」

「どこまで本当なんだか。それでね、次はこっちの状況。いま、ワルターやドロテアが手分けして傭よう兵へいを搔かき集めてる。フォルセス公国内の街にもくまなく募ぼ集しゆうをかけているし、近きん隣りんの傭兵隊長たちにも募兵特許状を発行したところ」

　募兵特許状は、傭兵隊長に傘さん下かの兵を率いて従軍することを許可する書類であり、君主と傭兵隊長との間で交かわされる契けい約やく書しよのようなものだ。

　エリザは続ける。

「それから、カルディノの街で虐ぎやく殺さつされた傭兵隊長の傘下だった兵士たちに、地元に居残った仲間を雇やとってきてくれるよう申し渡わたしたの。お金をずいぶん弾はずむから、一時的なら参戦してもいいって兵はいるんじゃないかな」

　カルディノでチェザーレに虐殺された八人の反乱軍傭兵隊長たちの私兵なら、訓練を積んだ優ゆう秀しゆうな兵たちだ。そのなかでフォルセスに移住を決断した者たちは、教皇軍を押し返すときにも、非常に有用な戦力となってくれた。地元に残った私兵らは農民となっているが、高額の報ほう酬しゆうが期待できる傭兵稼か業ぎようならば一時的に手を貸してくれる可能性は十分にあるだろう。

　だが問題は時間だった。命じればすぐフォルセスに到とう着ちやくするというものではない。

「間に合うかな……」

「それが一番の問題。金銭面での興味は持ってもらえるはずだけど、その傭兵たちがフォルセスまで駆かけつけてくれる時間を稼げるかどうかよね」

「俺の責任が重大だな」

「リノにプレッシャーをかけたいわけじゃないけど、本当にそうかも。なんとか手持ちの兵が五〇〇〇に達すれば、この戦いにも芽が出てくるんだけど……」

「兵が集まれば、戦いに勝つ目算はでてきたってことか？」

「負けない戦いはするつもり。そのために私は、見ての通り壕を掘ってるの。城壁の前に」

「なんで城壁の前なんだ？」

　城壁のように防衛に非常に適した施し設せつがあるのに、なぜ壕なのだろうか。壕は、敵の突とつ撃げきを妨さまたげる役には立つが、城壁と比ひ較かくすればお遊びみたいなレベルでもある。

　城壁はロザリアの手によって補強されていたから、大たい砲ほうを撃うち込まれても簡単には破られない状況になっているはずだった。

「城壁に頼たよりきりじゃ、いずれきっと押し負ける。国力がまったく違ちがう敵だから、長期戦になればなるほど不利になるわ」

「そうだな、その通りだ」

「都市ヴェザニアは近いし街かい道どうも整備されていて、軍の補給も充じゆう実じつするはず。とすれば、ヴェザニア軍は教皇軍よりも包囲戦を長く継けい続ぞくすることが可能よね。ましてや率いる将軍は歴戦のエルツベルガーだから、城壁の内に籠こもっていただけではいずれ負ける」

「だから城壁の他に、念のため壕を掘っておこうってことか？　ちょっと安易すぎないか？」

「今リノが想像したような戦術じゃないよ。フォルセス軍は、城壁を出て敵を迎むかえ撃つ。この壕は、そのための攻こう撃げき用陣じん地ちだと考えて」

「城壁を出る!?　まさか一八〇〇〇もの相手と会戦に持ち込むのか？」

「そのつもり。一いつ生しよう懸けん命めい、考えたの。数倍の敵を会戦で打ち破れる戦術を──」

　それからエリザは滔とう々とうとリノに防衛構想を語って聞かせてくれたのだった。
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「緊きん急きゆうで公国内の街に布告を出していますが、応じ手は少ないです……。報酬は申し分ないはずですが……ヴェザニアの国力を間近で見知っている住人が多いだけに、負けると決めつけてしまっている者が少なくありません……」

　ドロテアが無念そうに報告してきた。

　リノは腕うでを組む。

「そうか……そうだろうなぁ……。現実的には、どのくらいの数になりそうだ？」

「おそらく目め処どとしては五〇〇～一〇〇〇といったところでしょうか。ただし、一度も軍務を経験したことがない者も交じっておりますので、応募者のなかから兵士としてなんとか使える人間を選んでいくことになります」

「あんまり厳しく選別しなくていいからね。弓を射うてるかどうかが最低条件でいいよ。それと戦う決意ね」

　エリザの指示に、ドロテアはうなずく。

「畏かしこまりました。そのように対処します」

「傭兵のほうはどうだ？」

　リノは、ワルターに訊きいた。

「旧反乱軍で、フォルセス公国軍に参加しなかった者たちにも、根こそぎ声を掛かけておる。昔の仲間たちに金を渡して、集めさせておるからな。こちらは報酬に惹ひかれている者が多い。おそらく二〇〇〇近くが集まってくれるのではなかろうか」

「心強いわね。彼らは戦せん闘とう経験も十分だから、即そく戦せん力りよくになるわ」

　エリザはホッとしたように肩をなで下ろした。

「通常の傭兵料の三倍を提示したからのう。この条件を提示されて参戦しない傭兵なぞおらんわい」

「間に合いそう？」

「一週間以内の参戦が条件じゃ、とは伝えておるがな。それを過ぎれば雇わない。準備を終えた者から各自バラバラに、フォルセス目指して集まってくるじゃろう」

　一週間……厳しいところだが、かといって仕方のない日数でもあった。むしろ二〇〇〇の兵が本当に一週間で新しく集められるなら、それはワルターの手しゆ腕わんを褒ほめるべきである。

　リノが言う。

「これだけの金を提示すれば、噂うわさが広まって、他の傭兵からの売り込みも期待できるかもな」

「その期待はしておる。じゃが、なにぶん開戦は差し迫せまっておるからのう」

　いつでも動ける本来のフォルセス公国兵は二一五〇。加えて教皇軍との戦いで負傷した二五〇のうち、すぐ戦線に復帰できる者も合わせれば、二三〇〇前後にはなるだろう。そこからさらに、どのくらいの兵士を積み重ねることができるだろうか。
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　四日経過したころ、ヴェザニアから外交の使者がやってきた。先だってリノが交こう渉しようした相手である、監かん察さつ官かんオルカス・メルリだ。五人ほどの騎き兵へいを伴ともなってきただけであり、こうして乗り込んでくるのは、一応フォルセス公国のまともな国家としての対応には信を置いてくれているようだった。

　一方、農民に扮ふんして密ひそかにヴェザニア軍を監かん視しさせている兵からの報告では、ヴェザニア軍はまだ同じ野営地に滞たい在ざいしたままだという。ヴェザニア側は本気で交渉で決着をつけるつもりでいるようだ。

　ファウネル家の邸てい宅たくの大広間で、エリザを上席に腰こしかけさせ、リノはオルカスを迎え入れた。こちらからの参加者はエリザとリノのほかに、名目上の宰さい相しようであるワルターの三人である。ヴェザニア側から交渉の席につくのはオルカス一人。

「ファウネル様、お初はつにお目にかかります。ヴェザニア共和国軍監察官、オルカス・メルリです。ご機き嫌げん麗うるわしく存じます」

「ようこそお越こしくださいました、メルリさん。申し上げたいことは多分にありますが、言い争っても益はありません。この度たびの戦争にまで発展しかねない事態、交渉で解決できるならそれが最も望ましいことです」

「我が共和国政府としても、事を荒あら立だてず、両国の末永い繁はん栄えいを共に歩むことが最善であると考えております。そこで本日は、我が共和国政府から貴国へ提示する提案をお持ちさせて頂きました。ご確認ください」

　エリザに恭うやうやしく書状が手て渡わたされた。

　リノは背後に回り、書状を覗のぞき込む。ワルターも同様に書類を見やっていた。







◆この度、ヴェザニア共和国がフォルセス公国へと軍を進めたのは、親しい隣りん国ごくであるフォルセス公国を守るためである。万が一、教皇軍がフォルセス地方を支配するようなことがあれば、チェスティ銀行の権利が損そこなわれる恐おそれがあった。

◆チェスティ銀行の返済が終しゆう了りようするまで、チェスティ銀行に代わってヴェザニア共和国政府が、フォルセス公国の徴ちよう税ぜい権を管理する。

◆返済の監視として、ヴェザニアから監かん督とく官を派は遣けんする。

◆ただし、チェスティ銀行への返済が完了すれば、徴税権を返へん却きやくし、監督官も引き揚あげる。

◆フォルセス公国は、ヴェザニア共和国に恭きよう順じゆんを誓ちかうこと。対価として、ヴェザニア共和国は、フォルセス公国を守る。そのために、首都フォルセスに、ヴェザニア共和国は三〇〇の兵士を常じよう駐ちゆうさせる。

◆フォルセス公国の宰相は、ヴェザニア共和国政府が取り決めて派遣する。

◆フォルセス公国は、ヴェザニア共和国に対し、年三万五〇〇〇シリングの貢こう納のうを義務付ける。

◆フォルセス公国が独自に外交を行うことは禁止される。ヴェザニア共和国に外交の権利一いつ切さいを預ける。










　そこまで読み込み、目と鼻の先に大軍を突つき付けての交渉の割には、案外、面めん喰くらうような条件でもないとリノは思った。エリザやワルターもショックを受けた様子もなく、落ち着いた風だった。

　リノは顔を上げ、確かく認にんする。

「これはヴェザニア国会で承認されたものですか？」

「いえ、なにぶん緊急を要する決議事じ項こうでしたので、十人委員会にて取り決められたものです。揺ゆるぎない決定事項なので、ご安心ください」

　万一、教皇軍にフォルセス公国が吞のみ込まれていたら、チェスティ銀行は倒とう産さんしたかもしれないということを考えると、なるほど、ヴェザニアの派兵はまったく理解できないわけではなかった。銀行の倒産はそう珍めずらしいことではないが、チェスティ銀行はヴェザニア最大の銀行である。倒産を放置すれば、国家経済に多大な悪あく影えい響きようを及およぼすという判断だったのだろう。

　ヴェザニアの軍門に降くだることに抵てい抗こうがないなら、そこそこ穏おだやかな条件だ。ヴェザニアはこうして穏やかな条件を提示することで、周辺に支配地域を広げてきた共和国である。少なくとも教皇軍の支配下に入っていたときよりも遥はるかにマシだ。

　先ごろまで教皇軍の傘さん下かにあったフォルセス公国は、年五〇万シリングもの莫ばく大だいな貢納を支し払はらわされていた。それが年三万五〇〇〇シリングというのは、フォルセス公国の国家規模を勘かん案あんした妥だ当とうな条件である。

　一方で、教皇軍の傘下に入っていたときは外交権を手放してしまうことはなかった。だがヴェザニア共和国傘下になると、独自外交の権利をすべて剝はく奪だつされる。それは国家としての魂たましいを売り渡わたしてしまうことでもあった。

　小声で、エリザが訊いてくる。

「どうするの、リノ？」

　リノは言葉で返さず、安心させようとエリザにうなずいてみせた。

　三万五〇〇〇シリング程度なら毎年貢納するのは一向に構わなかったが、外交の権利を委ゆだねるのは受け入れられなかった。国の根幹を放ほう棄きすることなどありえない選せん択たくだ。

「条件はわかりました。今後、ヴェザニアに守ってもらえるのならば、悪くない話なのかもしれませんね。前向きに考えられると思います」

　リノは、満足した面おも持もちを装よそおって言った。

「申し訳ありませんが、ゆっくり時間を掛けるつもりはありません。こちらは軍が釘くぎ付づけになっておりまして、今すぐにでも結論を出してもらわなくてはならないところです。本日のうちに貴国と条約の締てい結けつをするつもりで私は参りました」

「釘付けと仰おつしやいますが、軍を派遣してきたのは貴国の身勝手な振ふる舞まいでしょう。このような重大極きわまる取り決めを、軍の圧力を持って行おうとする貴国は恥はじ入るべきです」

「ですがそれがイタリナ世界の現実です。我々はユートピアに住んでいるわけではありません」

　まったくその通りだ。だからこそリノも、噓うそ八はつ百ぴやくを並べ立てて交渉を引き延ばせるというものだ。

「第一に考えるべきは、フォルセスは決してヴェザニアに敗北した後ではないということです。それゆえ、即そく座ざにヴェザニア共和国に降るという選択はしづらい。ですから別の提案として、ひとまず攻こう守しゆ同盟を締結することはできませんか？」

「攻守同盟……？」

　オルカスは戸と惑まどいの色を強くした。

　この提案は交渉を引き延ばすための単なる噓であり、内容は何でもよかった。もう一度オルカスに話を持ち帰らせ、条件交渉を長引かせることだけが目的だ。

「そうです。両国は手を取り合って、今後は他国からの軍事的脅きよう威いに対たい抗こうしていくという同盟です。それを締結した上で、傘下に降るかの交渉には、せめて三ヶ月ほどは掛けさせて頂きたいと思います。細部で煮に詰つめなくてはならないことも多いですし」

　リノは口八丁でまくしたて、オルカスを追い返したのだった。
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　懸けん命めいに馬を飛ばしたオルカスは、フォルセスからヴェザニアまでを一日で駆かけ抜ぬけた。途と中ちゆう、自らが従軍するヴェザニア陸軍ともすれ違ちがったが、誰だれにも挨あい拶さつすることもなく、一直線に走り抜けた。

　オルカスは、交渉を仕切っているリノが、単なる時間稼かせぎをしている可能性も捨てきれないと考えていた。しかし一方でフォルセスが真しん剣けんに交渉を妥だ結けつしようと考えているであろうとの期待も捨てきれなかった。なぜなら単純な話で、どうやってもフォルセスが、ヴェザニア軍に勝てるとは思わないからだ。そんなことはフォルセス側とて百も承知のことであろう。

　ただし自分には、新しく持ち上がった議題を即そく断だん即そつ決けつする権限が与あたえられていない。交渉に重要な展開があろうものならば、それを政府に持ち帰り、確認を取る必要があった。それが官かん吏りとしての自分の役目だ。

　ヴェザニアの入り口の宿場で馬を乗り捨てたオルカスは、できる限りの全力を以もつて、元首公こう邸ていへと駆け込んだ。

　オルカスを迎むかえ入れた元首は、すぐさま十人委員会を招集し、一同はテーブルを囲んだ。

　交渉の行方ゆくえをオルカスから伝え聞いた一同は、口々に語る。

「攻守同盟？　バカバカしい。ヴェザニアに何の得もないじゃないか。チェザーレに付け狙ねらわれているフォルセスを、どうして対等な条約で守ってやらにゃならんのだ」

「どう考えたって時間稼ぎだろう。だが何の目的で時間を稼いでいるのかってことが問題だ。まさか戦争を決意してのことではあるまい？」

「しかしフォルセスは、教皇軍一五〇〇〇の攻こう撃げきを撥はね返したばかりです。戦争に自信を持つ可能性もありえるかと」

「大軍を撥ね返したばかりだからこそ、戦争なんてできるわけがない。将兵も街の住人も疲ひ弊へいしきっているだろう。そんな状じよう況きようで、新しくヴェザニアの大軍と開戦できるはずもないじゃないか。ましてや軍を率いるのはエルツベルガーだぞ」

　議員たちの議論を聞いたあとで、元首は口にする。

「オルカスに聞きたい。フォルセスの街と軍の状況はどうだったのだ？　その目で見てきたことを報告してほしい」

「はい。フォルセスの街は多数の兵士らが頻ひん繁ぱんに行き交かい、まさに戦争準備の真っ最中といった様子でした。新しく参集してくる傭よう兵へいらも見受けられ、軍備の増強を進めているようであります」

「……ほう？」

　元首は意表を衝つかれたようだった。

「また帰り際ぎわ、フォルセスの西門を出て少し進んだ場所に大勢の兵が並び、壕ほりを掘ほっているのを目撃しました。軍事目的としてはやや奇き異いですし、その意図は摑つかめませんでした」

「とにかく、防戦準備を進めていることは確定と見ていいのだな？」

　腹立たしげに、議員の一人が訊きいてきた。

「と、思われます。間違いありません」

　オルカスの答えに、居並ぶ議員たちは沈ちん黙もくした。彼らの頭の上には、「？」が浮うかんでいるようでさえあった。意味がわからず半信半疑といった面持ちだ。現場を目撃したオルカスとて、せっかく交こう渉しようで決着をつけるチャンスがあるにもかかわらず、フォルセス公国が戦う決意をするなどとは信じがたいのだから、ここで報告だけを待っている議員となれば尚なお更さらだろう。

　オルカスは補足する。

「……しかしです、何の条約も未いまだ妥結していないのですから、交渉を少しでも有利に進めるために、戦う意図を私のような使者に見せつけるのは理に適かなった選択だとも判断できます。現状において、フォルセス公国が戦争準備を怠おこたらないのは、当然であるとも言えましょう」

「おそらく、そうなんだろうな。本気でヴェザニアに対抗してくるわけがない」

　投げやりに、議員の一人が言った。

「いかが致いたしましょう。目下、一時休戦している状況ですが……このまま交渉を継けい続ぞくするべきでしょうか。それとも……？」

　元首が決断する。

「長引かせると、せっかくヴェザニアが、疲弊しきったフォルセスの不意を背後から突いた意味がない。だから休戦は破は棄きし、軍を進めることとする。そして城じよう壁へきの前で軍を展開して圧力をかけよう。さすれば、フォルセスは屈くつ服ぷくせざるを得ないはずだ」

「休戦を破棄して軍を進めれば、戦せん闘とうになる可能性もあります。よろしいですか？」

「もちろん戦闘も許可する。戦闘の流れによっては、そのままフォルセスを攻こう略りやくしても構わない。もともと、軍を以てフォルセスを攻略するつもりだったのだからな」

　元首の一言で、早くも議論には終しゆう止し符ふが打たれた。

　来て早々だったが、オルカスは自宅に立ち寄ることもせず、フォルセス公国領内に駐ちゆう留りゆうしているヴェザニア軍に向けて馬を走らせたのだった。
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　屋や敷しきの執しつ務む室で、リノは、エリザやワルターやドロテアと顔を付き合わせ、目下の軍備状況を確認し合っていた。

　ドロテアが報告する。

「戦闘経験がある者を選別し、確保できた市民兵は七〇〇ほどになりました。彼らには弓かクロスボウを割り当て、即そく席せきの訓練を施ほどこしております。城壁の上から弓を射かける程度なら、有用な兵士になりえるものと思います」

「募ぼ兵へい特許状に応じて参集した傭兵隊長らの軍勢は、今のところ四〇〇といったところじゃな。もう少し増えるじゃろう」

「なんとも心こころ許もとない数だな」

　リノの言葉に、ワルターが応じる。

「近きん隣りんの多くの傭兵隊が教皇軍やヴェザニア軍に吸収されたせいで、主流の傭兵隊は残っておらん。それゆえ、小規模な軍しか率いていない傭兵隊長の従軍を勝ち得るのがせいぜいじゃった」

「旧反乱軍の私兵たちは？」
















「そちらは二〇〇〇近い兵が確保できるはずじゃが、予定の者すべてが到とう着ちやくするまでに、あと三、四日はどうしても必要じゃ。なにぶん距きよ離りがあることだし、彼らのほうも準備が必要じゃからのう……」

「彼らが来てくれれば五〇〇〇は超こえるわね……。なんとか戦えそう……」

　エリザがつぶやいたとき、執務室に、斥せつ候こうを任せていた兵が慌あわてて飛び込んできた。

「失礼します！　ヴェザニア軍が動き出しました！　全軍がこちらに進軍しています！」

「動き出した時間は？」

　ワルターが静かに訊いた。

「日が明けてすぐ、野営地を引き払はらっております！」

「ふぅむ……。となれば、フォルセスの城壁前に着くのは、早ければ一日半……。明日あしたの夕方までには、フォルセスの城壁から、ヴェザニア軍を遠望できるようになるじゃろうて」

「交渉は……ここまでなのか……？」

　リノはテーブルに拳こぶしを叩たたきつけた。

　ドロテアが言う。

「明日までに到着されると兵が足りません。なんとか足止めをしなくては」

「城壁に沿って作っている壕も、まだ中ちゆう途と半はん端ぱね。あと三日はほしいかも……」

　エリザが悩なやましげに口にした。

「ならば、この爺じいが出ることにしようかのう。ワシなりのやり方でヴェザニア軍を足止めし、時間を稼いでみることにしよう。なに、三日程度ならなんとかなるじゃろうて。その間に、二〇〇〇の友軍が到着するなら安いものじゃ」

　唐とう突とつなワルターの話に、エリザが訊く。

「どんな方法で足止めするっていうの？」

「ワシに五〇の兵を預けてくれませぬか。ちと今晩にでも、夜や襲しゆうを掛かけてみることにします。さすがのジークベルトも、まさかフォルセス側から攻撃を掛けてくるとは予想しておるまいて」

「五〇!?　少なすぎ！」

「なぁに、本当はワシ一人での夜襲でもいいのじゃが。大軍勢を装よそおっての奇き襲しゆうにしたいから、五〇を借りていくだけです。五〇は無傷で姫ひめ様さまにお返ししますので、爺の心配などいりませぬ」

「兵士はともかく、ワルターは死ぬつもりじゃないでしょうね？」

「ふぉっふぉっふぉっ。老おいぼれの心配などいりませぬ。今はとにかく、対ヴェザニア戦を遂すい行こうするに足る戦力の確保のため、一日でも長く敵を足止めすることが優先ですじゃ」

　妙みような軍略を用いるのは、ワルターのクセといってもいいくらいだった。とりわけワルターは、機動力に優すぐれる寡か兵へいでの運用を好む。常人から見れば、ほとんど玉ぎよく砕さい攻こう撃げきではないかと思うところだが、なかなかどうして、いつも死なないのだ。

　それゆえ、悪運が強すぎるワルターの用兵ならばと、エリザも五〇の兵を動かすことに同意したのだった。
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　夜も深く更ふけたころ。

　ワルターは五〇の兵を率い、ヴェザニア軍の脇わき腹ばらまで迫せまっていた。数人の歩ほ哨しようがヴェザニア軍の宿営地前に立っているのが見える。

　この奇襲に数百の兵を用いていたら、ヴェザニア軍の監かん視しや斥候に見つかり、ここに至る前に戦闘になっていた可能性もあった。しかし数十人単位の兵ならば問題なくすり抜けられる。尤もつともその分、攻撃力はないのだが。

　月明かりのなか、ワルターは兵たちを見回し口にする。

「いいかお主ら。死ぬようなことがあってはならんぞ。ワシをヴェザニア軍に紛まぎれ込ませたら、すぐにでも撤てつ退たいするんじゃ」

「ワルター様、しかし本当に大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

　兵の一人が心配げに訊いてきた。

「何も心配がないわい。お主らは自分の命だけを心配せい」

　そしてワルター率いる五〇の兵は、夜警に立つ歩哨に向けて、静かに弓をつがえ、火ひ縄なわ銃じゆうを構えたのだった。
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　火縄銃の音と、ふいに巻き起こった鬨ときの声によって、ジークベルトは叩き起こされた。

　敵の本ほん拠きよに分け入って進軍しているのだから、鎧よろいは着たまま眠ねむっていた。そのため頭さえハッキリすれば、すぐにでも戦場に立てる。

　天幕を出たジークベルトは、声が上がった方面へと直行した。兵士たちが右往左往していたが、敵に斬きり込まれたわけでもなく、思っていたよりも被ひ害がいは出ていないようだ。ジークベルトが前線に到着したときには、すでに敵兵の影かげは消えてしまっていた。

　ジークベルトは行き交かう兵士の一人を摑つかまえ、問い質ただす。

「夜襲か？」

「そのようです！　しかし目下、どの程度の規模の夜襲なのかわかりません」

「その割には、ずいぶん大したことがなさそうな攻こう撃げきだな。被害は？」

「歩哨が何人かやられたのと、応戦に出た兵士が二人ほど死亡したようです。それ以外は不明です」

「大方、こちらの休息を妨さまたげる目的の夜襲だろう。どんな指揮官でも思いつく程度の作戦で、想定内のことだ。まったく小こ賢ざかしい」

　それからジークベルトは兵士たちに指示を飛ばしていると、軍の先頭付近で寝ねていたオルカスが慌てて駆かけつけてきた。

「将軍！　何事です!?」

「気にすんな。済んだ話だ。もう寝ちまっていいぞ」

　オルカスへの説明は他の兵士に任せ、ジークベルトは自らの天幕へと引き揚あげた。だが叩き起こされたせいで、尿によう意いが溜たまってしまっていた。天幕には入らず、ジークベルトは近くの小川まで向かった。奇襲でちょっとした騒さわぎがあったため、兵士たちも目が覚めて起きだしてしまっていたので、自じ陣じんの様子を確かめる目的もあった。

　翌日の夕方には、フォルセスの城壁が見える場所に布陣することになる。状じよう況きように応じてそのまま戦闘になるから、兵士たちが奇襲程度で浮うき足立たないように注意を払わねばならなかった。だが、心配したほど兵士たちに緊きん張ちようした様子はない。自軍が安全と知ると、再び兵士たちは床とこにもぐり込んで眠り始めていた。

　小川に着いたジークベルトは用を足し、ゆっくりした足取りで自らの天幕に戻もどった。

　今日は月明かりが綺き麗れいで、酒でも飲んでゆっくりしたい気分だった。だが明日には戦場に身を置くことになる以上、深夜に深酒というわけにもいかない。

　自らの天幕に足を踏ふみ入れたジークベルトは、咄とつ嗟さに人の気配に気づき身を固めた。まさか、刺し客かくか……？

「よう、洟はな垂たれ小こ僧ぞう。出世しおったのう」

「隊長!?」

　思わずジークベルトは声を上ずらせた。その昔、まだ傭よう兵へいとして一兵卒だったころ、嫌いやというほど聞かされた声だったからだ。

「久々に酒でも酌くみ交わそうかと思ってやってきたんじゃ。ほれ、フォルセスの貯蔵庫から拝借してきた上等な葡ぶ萄どう酒しゆじゃぞ」

「……」

　ジークベルトは立ち尽つくしたまま、訝いぶかしげに相手を見やった。鎧は着込んでいたが、まるで自分の天幕であるかのように安らいだ表情で、どっかりと腰こしを下ろしている。

「安心せい。お主を殺そうなどとは思っておらんよ。まぁ座れ」

「さっきの小賢しい奇襲を仕し掛かけてきたのはテメーだな？　ええ、ゴットフリート・カルゼン・ブラッカー隊長さんよ」

　言いながら、うんざり気味にジークベルトは、ワルターの前にぞんざいに腰を下ろした。

「はて、その長ったらしい名前、誰だれじゃったかのう……。この歳としになると物忘れが酷ひどくてなぁ……。なにせ、今朝食べた食事のメニューすらロクに思い出せんのじゃ……」

「教えてやろうか。ハンガリア王に雇やとわれた傭兵隊長として、オスマニア戦線で最大の成果を上げたクソ野や郎ろうのことだ。一〇万人を優に超こえるアミラム教徒を殺し、ドーツやポーラストでも自らの傭兵隊を率いてリスティア正教徒まで一〇万人も殺しまくった殺さつ人じん鬼きだな。この世で最も人を殺した人間の一人だと俺は思うね。待っているのは地じ獄ごくだけだ」

「哀かなしい男がいたものじゃのう。しかし、その傭兵隊長に代わって言い訳させてもらえれば、そやつを雇ったほうが悪いんじゃ。そやつはただ単に、真ま面じ目めに傭兵稼か業ぎように勤いそしんでおっただけなんじゃよ。たぶんな」

　いけしゃあしゃあと言いながら、ワルターは葡萄酒を一本差し出してきた。ご丁てい寧ねいにも、二本の葡萄酒を持ち込んできたらしい。ジークベルトは奪うばうように一本を受け取り、栓せんを抜ぬいて自らの口に水のように流し込んだ。

「おい、オスマニア帝てい国こくの懸けん賞しよう金は一〇〇万シリングにまで跳はね上がっているそうだぞ。どこかの島にある小国あたりなら一つ買えるくらいだ。俺がいまテメーを殺し、オスマニア帝国に亡なき骸がらを持っていってやってもいいんだぞ」

「しばらく見んうちに、小童もずいぶんと付け上がるようになりおったのう。弱兵ジークも、ワシの前でいっぱしを気取れるほどに変わったのは驚おどろきじゃ」

「三〇年前の話をすんな。今じゃ、俺とテメーの立場は逆だ。どうでもいい弱小国の宰さい相しようなんぞになりやがって……。この耄もう碌ろく爺じいが……」

　ジークベルトの言葉にワルターは応こたえず、葡萄酒を呷あおって訊きいてくる。

「ファルコはどうした？　お前と一いつ緒しよに独立したアルノルトは？　それから、遥はるか北東にまで開かい拓たくに行ったカスパルは？」

「ハッ、みんな死んだよ。当たり前だろ。俺だっていつ死ぬとも知れぬ身だ。生しよう涯がいを戦争に捧ささげたテメーのような男が、まだ生き残ってやがるのが異常なんだよ」

「そうじゃのう……なんでワシは生きておるんじゃろうのう……。摩ま訶か不ふ思し議ぎな話じゃ」

　ワルターは首をかしげ、目をしばたたかせた。

「殺そうとしても死なねぇからだろ。こっちが聞きてぇよ」

　かつて自分が喰くらった二敗も、この目の前の男から受けた打だ撃げきだった。独立して自らの傭兵隊を率いたとき、別々の国に雇われてワルターと争うことになったのだ。当時は自信に満ちていた。ワルターになど、軽く勝てるとすら高をくくっていた。だが押し切られて、最終的に敗勢となってしまったのだった。

　ワルターの用兵がそれほど優すぐれているとは思わない。とりわけ優れた戦術を発明したわけでもない。その割に、どうしたものか不思議とワルターは負けないのだ。大勝ちはしないまでも、敵が疲ひ弊へいするまで粘ねばりに粘り、最終的には優勢勝ちをもぎ取ってゆく。なぜなのか、用兵を極きわめたはずの自分でも、その理由は未いまだ摑つかめなかった。

「お主はヴェザニアの陸軍大将をいつまで続けるつもりじゃ？」

「知らねーよ。俺が勝手に決められるわけじゃねぇ。だがよ、大敗しない限りは任せられるんじゃないか。俺の名も、この界かい隈わいではそこそこ鳴り響ひびくようになったしな」

「オスマニア帝国やフランク王国の大軍勢でも相手にしない限り、軍を壊かい滅めつさせるようなことはないじゃろう。お主の本質は弱虫のままじゃからな。だからいつも教科書的で慎しん重ちような用兵をしおる」

「褒ほめてねぇだろ」

「褒めておる。お主はワシを超こえおった」

　ジークベルトには、いまいち確信が持てなかった。同兵数で同条件下で戦えば、誰にも負けない自信があるジークベルトだが、ことワルター相手となると摑み所がなく恐おそろしくもある。

「ところでよぉ、テメーはいつまでここで酒を飲むつもりだ？　いつ帰るんだよ？」

「なんじゃ？　ワシを帰してくれるのか？　こんな風に、敵軍のど真ん中に孤こ立りつしておるワシを」

「帰りたきゃ行けよ。夜が明ける前にな」

「頼たのみがあって来た。それが聞き届けられるまで帰れんわい」

「言っとくが、フォルセス攻こう略りやくは決まってる話だ。テメーにどれほど説得されようが、フォルセスは落とす。傭兵隊長としての矜きよう持じを曲げるようなことを、俺はしない」

「違ちがう、そんなことではない。ワシ亡なきあと、フォルセス公国の軍事顧こ問もんに就任してくれんか？」

　予想外のワルターの提案に、ジークベルトは眉まゆをひそめる。

「なんだぁそりゃ。えれぇ地位が下がるじゃねぇか。あんな弱小国に仕えるくらいだったら、田舎いなかでガキ相手に馬の乗り方でも教えていたほうがマシだ」

「報ほう酬しゆう次し第だいじゃろ」

「はん。フォルセス公国ごときに、俺を雇うに足る報酬が出せるかってーの」

「一八〇万シリング、と言ったら？」

「どこにそんな金があるんだ」

「ワシにはある。この手を夥おびただしい血で染めてきた代価じゃ。フレンツェの銀行に預けてある。ワシが死んだとき、息子むすこに託たくそうと思っていた金じゃ。だが息子たちは、こんな血ち塗ぬられた金がなくても、上手うまくやってくれる能力を身に付けてくれたようじゃからな」

「……一個人の所有にしては、目も眩くらむような富だな。勘かん定じようには十分に見合う……。だが、ヴェザニアの仕事は完かん遂すいせねばならん。テメーも傭兵隊長だったらわかるだろう？」

「ワシの身み柄がらをやろう。こんな老体でも、形式上はフォルセス公国の宰相ということになっておる。お主はワシを捕とらえて手て柄がらを立て、義務を果たせばそれで済む。煮にるなり焼くなり好きにせい。殺しても構わんぞい」

　またもや思いもよらないワルターの提案だ。

「ヴェザニア政府がなんと言うかだな。形けい骸がい化したテメーの身柄なんざ、どうでもいいと判断するかもしれないだろ？」

「そう結論を出さず、まずは判断を仰あおいでみよ。時間は十分にある」

「判断を仰いで待ってる間に、フォルセス側に時間稼かせぎのヒマをくれてやるだけになるかもしれねーだろうが」

「冷静に考えてみよ。ワシが捕らわれれば、フォルセスで将軍が務まるのは姫ひめ様さまか、そのお付きのドロテアくらいのものじゃぞ。息子は頭は切れるが、ここ一番の蛮ばん勇ゆうが欠落しておるから将としては難しい……偶ぐう然ぜんと意外性が支配する戦せん闘とうの現実は、知性だけではとても耐たえることができんからのう……。お主ほどの戦闘巧こう者しやが、まさか歳若い娘むすめ二人を恐れるわけではあるまい？」

　そう指し摘てきされてみれば……たしかにフォルセスを攻せめるにあたって最大の難関と言えば、この目の前の男だけであろうとジークベルトは考えていた。教皇軍一五〇〇〇を押し戻したのも、十中八九、ワルターがフォルセスに籠こもっていたせいだろう。仮に軍を整える時間を与あたえてしまったとしても、ワルターがいないフォルセスなど、自分なら楽に陥かん落らくさせることができるはずだ。

　そこまで考えて、ジークベルトは決断する。

「いいだろう。テメーを引っ捕らえて、ヴェザニア政府の判断を仰ぐことにしよう。あとは一八〇万シリングを寄よ越こせ。そうすれば、俺がヴェザニアの陸軍大将を降りたあとで、フォルセスの軍事顧問を引き受けてやってもいい。尤もつとも、それまでにフォルセスが生き残っていたらの話だがな」

　ジークベルトとしては、仕事の予備はあればあるほどいい。実際にその仕事に就つくかどうかは別として、複数の仕事候補を持っておくことに損など一つもない。それに一八〇万シリングという巨きよ万まんの資金を強ごう奪だつしさえすれば、その後のことは半ばどうでもいいとすら考えていた。

「決まりじゃな。ほれ、好きなようにせよ」

　ワルターは身につけていた剣けんを投げ出してしまった。どうやら本気のようだった。

「俺が手ずから捕ほ縛ばくしてやろう。敵将を自ら引っ捕らえる俺は、実に目覚ましい活かつ躍やくだな」

　苦く笑しようしながらジークベルトは言い、ワルターの両手を後ろ手に縛しばり上げたのだった。




　　　　◆




　翌朝、ヴェザニア軍は進軍することもなく、野営地に留とどまったままだった。

　ワルターが帰き還かんしないことを確かく認にんしたリノは、再びヴェザニア軍の陣じん営えいを訪おとずれていた。すぐさま陣幕へと通されると、待っていたのはオルカスとジークベルトの二人だった。

　リノの顔を見て早々、オルカスは嬉うれしそうに語る。

「昨晩、奇き襲しゆうを仕掛けてきた宰相ワルター・バルダートを捕縛致いたしました。この戦争の帰き趨すうは、ほぼ確定したと見ていいでしょうね」

「その通りかもしれません……。降こう伏ふくの他に選せん択たく肢しはないように思えます……」

　沈ちん痛つうな表情を装よそおい、リノは言葉を絞しぼり出すようにした。

「悪いことは言わない。降伏しろ。あとは俺が上手く取りなしてやっからよ」

　そう言うジークベルトは、なぜか思わせぶりな風だった。何か思うところがあるようだ。ワルターが具体的にどんな話を持ちかけたのかまではリノは把は握あくしていないが、何らかの謀ぼう略りやくを仕掛けたことだけは察しがついた。

　こうしてヴェザニア軍の進軍が再び止まったことだけでも、身を犠ぎ牲せいにしてのワルターの手柄だ。

「ところで、父……宰相はどちらに？」

「深夜のうちに、ヴェザニアへと護送しています。ここで全面降伏してくださるなら、宰相の解放も早まるでしょうね」

「これはもう我がほうの敗北と考えなくてはならない事態ですから、まずもって先の提案を全部吞のまなくてはならないのでしょう。開城を含ふくめて至急持ち帰って検討しますから、三日の猶ゆう予よを頂けませんか？」

「……」

　オルカスは押し黙だまった。

　リノは食い下がる。

「エリザ・ファウネル様の説得だけに留まらず、城内には徹てつ底てい抗こう戦せん派も多数います。兵士たちの動どう揺ようを抑おさえたり、領民に宰さい相しよう捕縛を伝えて開城を受け入れさせたりするには、どうしたってそのくらいの時間は掛かかりますよ。私の立場もご理解ください」

「……いいでしょう。三日だけお待ちします。それ以上は決して待ちません」

　ついにオルカスは期限を区切り、最さい後ご通つう牒ちようを申し渡わたしてきた。オルカスは、宰相を引っ捕らえたことで、最終的に降伏するしか選択肢がないのだと確信しているようだった。

「では三日待って頂ける間、せめて食料の補給などもフォルセス側から行わせて頂けませんか？」

「そのようなことは一いつ切さいご心配なく。とにかく急いでください」

　リノは内心、手を叩たたいて喜んでいた。

　ワルターの身柄は多少心配ではあったが、捕らえられた相手がヴェザニアなら、苛か酷こくな拷ごう問もんなどは行われないと思われた。ヴェザニアは常々「自分たちこそがローマ文明の継けい承しよう者しや」だと公おおやけに宣言しており、他の欧おう州しゆう諸国とは違う文明国を志向している。それゆえ、捕ほ虜りよを手て荒あらく扱あつかう可能性は低かった。

　かつまた、処しよ刑けいはさらにありえない。貴重な要人の捕虜を処刑したところで、何のメリットもないからだ。処刑されるときは、要人が要人でなくなったときである。フォルセスが健在な限り、ワルターは宰相であり続けるのだから、処刑される危険性もないとリノは判断していた。




　　　　◆




「回復した負傷兵を含めて、既き存そんの兵士二三〇〇。旧反乱軍からの新参兵一八〇〇。その他、近きん隣りん国から集めた傭よう兵へい六〇〇。フォルセス公国内の市民兵七〇〇。合計五四〇〇の兵員を確保したわ。これで戦える」

　戦闘訓練を行う兵士たちを眺ながめながら、リノとドロテアを見やり、エリザは強い調子で言った。

「ワルター様の犠牲を無む駄だにはできません。命いのち懸がけで、ヴェザニア軍を叩きのめしてみせます」

　生き真ま面じ目めな面おも持もちで応じたドロテアに、リノが言う。

「犠牲っていっても死んだわけじゃないからな。オヤジなら殺したって生き延びるよ」

　ヴェザニア軍に「必ず返答をする」と約束した三日目だったが、リノは返事をしていなかった。なぜなら、まさに今日、ようやく開戦の準備が整ったからである。これ以上は時間を引き延ばしたところで、フォルセス側にとっても意味がない。

「壕ほりの準備も、昨日ようやく終わったばかり。ギリギリの準備作業だったけど、なんとか間に合ったみたいね」

「砲ほう兵へいや弓兵の配置決めも済ませてあります。また、新参兵のうち三〇人ほどが新たに火ひ縄なわ銃じゆうを持参してきました。火縄銃兵をまとめて中央西門に配置し、火力を集中させたいと思います」

「あとはヴェザニア軍がのこのこやってくるのを待つばかりだな。それまで訓練を怠おこたりなく済ませておこう」

　リノの言葉に、二人は大きくうなずいた。




　　　　◆




　ワルターが捕らえられてから四日後、ヴェザニア軍から使者がやってきたという報告があった。今回も使者はオルカスであるようだ。

　使者たちを北門前で待たせ、エリザとドロテアを伴ともなってリノは会談に向かった。前回は公こう邸てい内に迎むかえ入れたが、開戦を前にした今回は、城じよう壁へき内に招き入れるつもりはなかった。兵の配置は済ませてあったから、それを可能な限り隠いん蔽ぺいしたいためだった。

「ようこそ、メルリさん」

　北門に着くなり、エリザは声を掛けた。

　リノも丁てい重ちように挨あい拶さつする。

「わざわざご来訪くださってすみません」

　だがドロテアだけは敵てき愾がい心しん剝むき出しで、オルカスを睨にらみつけていた。外交交こう渉しようや政治的陰いん謀ぼうなど無む縁えんなタイプであるドロテアは、いつでも直情的だ。

「ファウネル様。いつまで待ってもお返事がないようですね？　悩なやむお気持ちはわかります。しかしまさか、大国ヴェザニアと戦争できるとお考えになっているわけでもありますまい？」

　オルカスの言葉は慇いん懃ぎんながら、はっきり高圧的とわかる含みがあった。

「できましたら、何事もなく引き揚あげてくださればありがたいのですが……」

「そうは参りません。我々も伊達だてや酔すい狂きようで軍事行動に移ったわけではないのです。今日こそ結論を出して頂き、条約の締てい結けつまで行うつもりでやってきました」

　咳せき払ばらいをして、オルカスは強い調子で続けてゆく。

「すでに知れ渡っていることではありますが、フォルセス公国の宰相ワルター・バルダートは我々の手の内にあります。ヴェザニア共和国軍に奇襲を仕し掛かけてきた罪により、共和国法に則のつとって厳重に対処します。裁判では厳しい判決となるでしょう。ヴェザニアの勝利は確定しました。城門を開くか、それとも死か──どうぞご決断を」

「死を選びます。フォルセス公国は、どのような大国と立ち向かうことになろうとも、決して屈くつすることはありません」

　エリザは静かにそう言った。

「……？」

　オルカスはしばし固まり、意味がわからないといった風にだらりと口を開けた。

　リノが穏おだやかに言い聞かせる。

「メルリ監かん察さつ官かん、我々は徹てつ底てい的に抗こう戦せんしますよ。フォルセス公国が軍門に降くだると思ったら大おお間ま違ちがいです。戦争で敗北するのは、あなたがたのほうだ」

「まさかそんな……」

　予想外の事態にオルカスは打ちのめされたようで、グラリとよろめいた。

「お引き取りください。次に顔を合わせるのは戦場になるでしょう」

　決然としたエリザの態度に、これ以上の交渉をしても無駄だと悟さとったのか、オルカスは空うつろな表情で北門を去っていったのだった。








第二章　二将の決断






　城壁の上からは、続々とヴェザニア軍が進軍してくるのが見えていた。

　到とう着ちやくした部隊から早くも布ふ陣じんを始めている。教皇軍が布陣していた場所より、やや奥に陣を敷しいていた。フォルセス側が城壁前に壕を作り、そこまで部隊を押し出しているから、ヴェザニア軍は退ひき気味に布陣するしかなかったのだ。

　エリザが作った壕を挟はさんで、両軍がフォルセス平原で向き合うような格好だ。






　・ヴェザニア共和国軍：二五〇〇〇（歩兵一六〇〇〇、騎き兵へい二〇〇〇、海兵七〇〇〇、火縄銃一四〇、砲ほう八門、ガレー船二四隻せき）




　　指揮官：ジークベルト・エルツベルガー




　・フォルセス公国軍：五四〇〇（歩兵四五〇〇、騎兵九〇〇、火縄銃三四、砲二〇門）




　　指揮官：エリザ・ファウネル








「どうだ、俺たちは勝てるだろうか？」

　ヴェザニア軍の陣営を眺めやりながら、リノは言った。

「リノは勝利に疑いを持っているのですか？」

　ドロテアの言葉には怒ど気きがこもっていた。

「怒おこるなってば……。勝ち負けにかかわらず、有利な外交的成果を収めるのが俺の仕事だ。臨機応変に動けるように、指揮官の考えを知っておくのが必要なんだよ」

　エリザが応じる。

「負けない戦いくさはできると思う、たぶんね」

「曖あい昧まいだな」

「姫ひめ様さま、リノの弱気に惑まどわされることはありません。フォルセスが勝てないわけがないのです」

　ドロテアは、いつでもエリザ側の力を一〇倍増しで考えがちだ。

「少なくとも、私の準備は万ばん全ぜんよ。だけど戦いは、相手あってのことだからね。敵側の将軍の資質や、戦術、考え方によっていくらでも状じよう況きようは変わるでしょう。天変地異だって読めないし」

「エルツベルガーを超こえる傭兵隊長となれば、あとは片手もいないぞ。欧州屈くつ指しの将軍だろう。それでも負けない自信はあるか？」

「だって、私だったら攻せめられないもの。名将として音に聞こえた将軍が、このフォルセスを一体どうやって攻めてくるのか、実は少し興味があるのよね」

　そう言いながら、エリザは全軍を眺め見た。

　眼下には、城壁に沿う形で、深さ二メートルほどの壕が一定の距きよ離りを持って張り巡めぐらせてあった。城壁と壕の距離には意味があり、城壁の上から放った弓矢がちょうど壕の前方に届くくらいの距離感を取っていた。

　城壁の外──城壁と壕の間の陣地には、槍やりと弓を構えた歩兵がずらりと並び、重装騎兵や軽装騎兵が一定間かん隔かくで待機している。この戦力がおよそ三五〇〇。

　そして城壁の上には、一四門の砲ほう列れつに張り付く砲兵、弓兵や銃じゆう兵を一列に配置していた。この戦力がおよそ一八〇〇。緊きん急きゆうで徴ちよう募ぼした市民兵など、接戦に不安のある兵を主に弓兵としている。

　一方、海側の城壁には六門の砲を設置し、敵ガレー船を城壁に近づけさせないための牽けん制せいを行っていた。海側を監かん視しする東側の戦力は一〇〇。

　敵が壕を越こえようとすれば、城壁の上から浴びせられる弓矢と砲ほう弾だんによって、敵の前進を阻はばむ陣形だった。そして城壁の外に配備された三五〇〇は、敵の進しん撃げきを阻む役割だけでなく、いざ攻こう勢せいの命令が下れば、壕に木製の橋を降ろして渡わたり、果か敢かんに敵に攻撃を仕掛ける役割を与あたえられていた。

　これは寡か兵へいで大軍に当たるための、優勢な火力に支えられた機動防ぼう御ぎよ陣地だった。打撃機動力は、城壁外の歩兵と騎兵。防御陣地は、城壁内の砲兵や弓兵や銃兵という、いささか奇き異いで特とく殊しゆな配備である。目の前の平原で行われる会戦に、城壁の効能を積極的に採り入れようとするエリザの苦心の作だった。

　エリザが言う。

「城壁外の歩兵や騎兵の指揮は、私とドロテアね。西門中央から北側を私が主に受け持つから、ドロテアは西門中央から南側をお願い」

「万事、お任せください。たとえ命に代えましても、壕を越えさせることはありません」

「ただ、独自の判断で積極的な攻勢には出ないで。壕を越えて攻撃を仕掛けるときは、必ず私がドロテアの下もとに伝令を走らせるから、辛しん抱ぼう強づよく堪たえてね」

「わかりました。私が姫様の指令を守らないはずがありません」

「リノは城壁の上で、兵たちが効率よく防ぼう御ぎよ力りよくを発揮できるように監かん督とくして。敵の攻勢のポイントは順次移り変わると思うから、その度たびに戦力を移動して、できるだけ火力を集中させてね」

「了りよう解かい。エリザやドロテアと比べれば、ずっと楽な仕事だな」

「海側の砲兵はロザリアや親方に任せているけれど、きっとヒマだと思う。どうしても西側の火力が足りそうになければ、海側から大砲二門、兵五〇までなら引き抜ぬいていいよ」

「ああ、向こう側と連れん携けいを取って対処しよう」

「敵は間もなく布陣を終える。大国ヴェザニアと、もうすぐ開戦──」

　エリザは敵の陣形を見やりながら、つぶやくようにそう言った。
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　フォルセスの城壁を望む、やや小高い丘おかの上。平地が続くフォルセス平原のなかに小さく突つき出ており、フォルセスの城壁を除けば、周囲の地形が一望できる唯ゆい一いつの場所だった。

　そこにオルカスや数人の兵と共に馬を進めたジークベルトは、城壁付近に陣取るフォルセス軍を確かく認にんしていた。

　城壁の周囲の布陣を隅すみ々ずみまで見やったジークベルトは意表を衝つかれ、目を丸くした。押し黙だまったままのジークベルトに、オルカスが不思議そうに問い掛かけてくる。

「将軍……？　どうなさいました？」

「何？　アレを攻めろっつーの？」

　呆あつ気けに取られながらも、ジークベルトは目前の城壁を指差した。

「今さら何を仰おつしやいますか！　フォルセスの者どもは、ヴェザニア共和国政府に泥どろを塗ぬりました。かような弱小国が、我が国の威い光こうに反はん抗こうするなど、あってはならないことです」

　昨日、フォルセスに最さい後ご通つう牒ちようを突き付けに出向いたオルカスは、けんもほほろに追い返され、怒いかりを露あらわにしていたのだった。

　昨日よりだいぶ憤ふん激げきは落ち着いていたが、オルカスはヴェザニアの勝利を疑っていないらしい。尤もつともそれはオルカスのみならず、ヴェザニア軍に従う傭よう兵へいたちも、周囲の村々の住人でさえ、誰だれもが似たような考えだった。ヴェザニアとフォルセスの力量には天と地ほどの差があるのだから、戦えばどちらが勝つかなど一いち目もく瞭りよう然ぜんに思えるのだろう。

「無理。これは落ちんぞ。奇き跡せきでも起きない限りはな」

「将軍はいつから冗じよう談だんを好むようになったのです？」

　あのフォルセス軍の布陣は、城じよう壁へきのそばだからこそ為なし遂とげられる、攻防一体となった特殊なものだ。城壁の外に出て会戦を求めてきたフォルセス軍だが、それでいて壕ほりの内に身を潜ひそめてヴェザニア軍の攻撃を受け止める構えを見せ、城壁のほうは弓やクロスボウや大砲の攻撃拠きよ点てんとして転用するつもりなのだろう。そしてもしヴェザニア軍が攻めあぐね、いざ反転攻勢の瞬しゆん間かんと見れば、壕の内にある軍が素早く逆ぎやく襲しゆうに転じることも可能な布陣になっている。

　相手の予期しない場所に戦線を作って主導権を握にぎるのは勝利への第一歩であり、最初に主導権を獲とったのはフォルセス側であることをジークベルトは認めざるを得なかった。

「いいかオルカス、あの城壁に陣取るヤツらをよく見ろよ。俺が説明してやる──」

　それからジークベルトは、目の前に布陣するフォルセス軍の構えがいかに難なん攻こう不ふ落らくか、あらゆる戦場で培つちかってきた想像力を働かせ、全力で話して聞かせていった。

　なにせ、オルカスは軍の監かん察さつ官かんである。ジークベルトが戦う前に降参するなど許してくれるはずもなく、共和国政府に代わって軍の進退を決めるのがオルカスだ。オルカスが認めなければ、戦争を止めることなどできない。

　しかも無理に攻めて無様な負け方をしたり、兵の大部分を失うようなことがあれば、自分の信用に大きく響ひびく。最悪の場合は、敗戦や逃とう亡ぼうの責任を問われて裁判に掛けられ、無能の烙らく印いんを押され、処しよ刑けいされた傭兵隊長だっているのだ。オルカスに対し、状況は可能な限り正確に報告しておく必要があった。

「──わかったか？　だからな、あの布陣に無む闇やみに躍おどりかかることはできん。戦いたくないわけじゃねーんだ」

　オルカスは口うるさく、一軍の指揮官としてはそれほど有能とは言えない男だが、かといって決して無能というわけでもない。相手の話を理解しようと努め、自分の役割をよく心得ている。長口上さえ我が慢まんすれば、官かん吏りとしてはそれなりに出来た男だった。それゆえ、ジークベルトの忠告を無視するようなタイプではなかった。

「……しかしです。敵の宰さい相しようであり、イタリナ北部ではそこそこ知られた軍事指揮官だったワルター・バルダートは、我々の手の内にあるのですぞ？　将としてフォルセス側に残っている者など、他におりますまい」

「情報官の報告では、フォルセスが反乱軍に加わった際、姫ひめ君ぎみも軍を率いていたというじゃねーか。どうせ大した将じゃあるまいがな」

「それはまぁ、君主である以上は軍を率いることもあるでしょう。ただ、有能かどうかは別問題です。将軍が恐おそれるあの布陣は、宰相ワルター・バルダートが捕ほ縛ばく前に残したものではないですか？」

「その可能性はある。ゴットフリート……あの爺じじいの置き土産みやげなのかもな。そうだとすれば、姫君を左右に揺ゆさぶって崩くずしようがあるだろう」

「ならば、戦せん闘とうを仕し掛かけない手はないでしょう。将軍の前では、フォルセスの姫君など物の数ではありません」

「こんなときだけおだてんなよ。……ふう……だったら試ためしに仕掛けてみっか。開戦は明日あしただ。今日はゆっくり敵さんを確認して、敵の布ふ陣じんを崩す方法を考えさせてもらうぞ」

「頼たのみましたぞ、将軍」

　やはりオルカスも、ヴェザニアの勝利を微み塵じんも疑っていないような口ぶりだった。
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　開戦の嚆こう矢しは、フォルセス防衛軍の砲撃から始まった。

　ドウン、ドウンと鈍にぶいうなりをあげ、ヴェザニア軍の前進に呼応するように城壁上の大砲が火を噴ふく。

　フォルセスの北門と南門の方面からは、ヴェザニア軍の歩兵が押し出して、城壁前に陣取るフォルセス機動部隊に対し弓矢を浴びせかけ始めていた。しかし城壁の上から降り注ぐ弓矢には早くも苦戦し始めているようで、思うように前進ができず、立ち往生をしている様子だった。

　一方、フォルセス西門に当たるヴェザニア軍中央では、砲弾が撃うち込まれるなか、ジークベルトは騎き馬ばを降りて歩兵化し、最前線にまで出張り、虎とらの子の火ひ縄なわ銃じゆう兵一四〇を最前線へと押し並べていた。その他には銃兵を守るように、弓を持たせた一〇〇〇ほどの歩兵を同行しているだけだ。

「心配すんな！　大砲の弾たまなんざ、そうそう当たんねーよ！」

　ジークベルトは兵士たちを督とく励れいし、戦場の喧けん騒そうのなかを大声で続ける。

「いいか、一発ぶち込んでやったら一目散に逃にげろ！　銃兵の仕事はそれだけだ！　歩兵は弓を射かけつつ、銃兵を守れ！」

　ジークベルトに率いられた銃兵たちは、敵の表情までわかる目の前に迫せまった。

　そしてジークベルトは一列に並べた銃兵に指令を出していく。

「構えろ！　火ひ蓋ぶたを切れ！」

　ここに押し出してくる前に、すでに火縄はつけてあった。あとは敵軍に撃ち込むだけだ。

「撃て！」

　ダダダダッと鉄砲音が連続し、フォルセス軍の兵士の幾いく人にんかが目の前で打ち倒たおされていくのをジークベルトは側そばで目撃していた。

　だが、ジークベルトに同行したヴェザニア軍の歩兵や銃兵らが、城壁の上から射うち込まれる弓矢の餌え食じきになり、損害はいやが上にも増えていく。こちら側のほうが、遥はるかに分が悪い。

「ドロテア！　あれがエルツベルガーだ！　最前線まで来てるぞ！」

　陣じん幕まくで挨あい拶さつを交かわしたこともある外交官が自分を指差し、城壁の上から下へ叫さけぶのが聞こえた。

　今回の攻こう勢せいは、自分の姿を晒さらすことが目的だ。都合がいいことである。

「撤てつ退たい！　素す早ばやく退け！」

　ジークベルトは指示を飛ばし、損害を最小限に抑おさえつつ、敵の眼前から撤退した。

　間近から見たフォルセス軍の将兵は、今にもジークベルトに襲おそいかかりたくて仕方がない様子だった。ジークベルトは、接戦に脆もろい銃兵と、さらには自分の姿まで晒すことで、敵の部隊を釣つり出そうと考えていた。並の将軍なら、このエサに食い付いてくるはずだ。

　壕の外まで敵を釣り出せば、あとはいくらでも料理のしようがある。自分を追わせて突とつ出しゆつしてきたフォルセス防衛軍には後ろで待機している歩兵を当たらせ、騎き兵へいには壕の側まで回り込ませて、包囲殲せん滅めつする計画だった。

「火縄を付けろ！　もう一度行くぞ！」

　いったん陣を下げてみれば、自分が指揮していた銃兵一四〇は、すでに一〇人近くが戦死していた。また、周囲を護衛していた歩兵一〇〇〇の被ひ害がいはそれを上回るようだった。

「将軍……また行くんですか……」

　一人の銃兵が弱音を吐はいた。

「だったら、お前はここで待ってるか？　俺が代わりに、その火縄銃を抱かかえていってやるよ」

「申し訳ありません！　将軍自ら同行してくださっているのに……」

　気持ちはわかるだけに、ジークベルトはそれ以上、その銃兵を責めなかった。

「気合を入れろ！　お前たちには、俺がついてる！」

　そう叫び、ジークベルトは先頭を駆かけた。

　敵の総兵力は、教皇軍と争っていたときの情報によれば、せいぜい二五〇〇前後といったところだった。しかし短期間で明らかに倍以上にまで増えている様子であり、城壁の優位がある防衛軍を力押しで破るのは難しい兵力差になっていた。

　さらには壕と城壁を有機的に融ゆう合ごうさせた特とく殊しゆな防ぼう御ぎよ態勢を敷しいており、いくら突とつ貫かんしても被害が増えるばかりであることは確実だ。仮に大砲を以もつて城壁の一部を破ったところで、なんとあの防衛網もうの機能はいささかも破は壊かいされないのである。なぜなら城壁は防御のためでなく、大砲や弓や火縄銃による攻こう撃げきの拠点として活用されており、防衛の主たる役割は深い壕と、その後ろで待つ歩兵や騎兵に与あたえられていたからだ。

　あらゆる戦場を渡わたり歩いてきたジークベルトも、このような機動防御陣地を実地で目撃したのは初めてのことだった。

　勝つ見込みはただ一つ。城壁や壕からフォルセス軍を引き離はなし、釣り出した軍を各固撃破するしかない。そして敵兵力を三〇〇〇程度にまで減らすことができれば、長いフォルセスの城壁には手て薄うすな箇か所しよが必ずでき、相当な被害を覚かく悟ごの上で突貫戦術に移行することも可能であろう。

「よーし、敵のアホ面づらが丸見えだ！　ここらで連中を薙なぎ倒してやろうぜ！　構えろ！」

　敵の前まで進み出ると、わざと聞こえるようにジークベルトは嘲ちよう笑しようしてみせた。

　だがそんな強気とは裏腹に、片かた膝ひざをついて構える銃兵や、その援えん護ごのために弓を射かける歩兵たちは、城壁の上から降り注ぐ弓矢の犠ぎ牲せいになっていく。

「次はあの女指揮官を狙ねらえ！　なんだ、よく見たら可愛かわいい姉ちゃんだな！」

　歩行かちのジークベルトは、悠ゆう々ゆう馬にまたがってこちらを睨にらむ女指揮官を指差した。

　女が甲かつ冑ちゆうを着て前線で指揮を執とっているのは珍めずらしいことだ。そう言えばワルターが、若い娘むすめが将であるようなことを口にしていた。エリザ・ファウネルも女将軍だから、フォルセス軍には珍しくはないのだろうか。

　ジークベルトに愚ぐ弄ろうされたと思ったのか、女指揮官は今にも陣地を飛び出しそうなほど悔くやしがっている様子がありありとわかった。

「撃て！」

　ダダダッと鉄砲音が一面に響き、フォルセス軍の女指揮官のそばに陣取っていた敵歩兵らを薙ぎ倒していく。女指揮官がまたがっていた馬は血を噴き、崩れ落ちた。女指揮官はバランスを崩して馬から飛び降りたが、重い甲冑を自ら支えきれなかったようで、肩かたから地面に転てん倒とうした。

「よう姉ちゃん！　無理すんじゃねえぞ！　戦いくさの真似まね事ごとなら、俺が優やさしく教えてやろうか？」

　そう言い放ち、ジークベルトはゲラゲラと笑ってみせた。自らの命を危険に晒してまで無理をしているのはジークベルトのほうだったが、ここは虚きよ勢せいを張り通さねばならない。

　女指揮官は地面に両手をつきながら顔を上げて打ち震ふるえ、ジークベルトに怒いかりの視線をぶつけてきた。紅潮した女指揮官の歯ぎしりが聞こえてきそうなほどだった。

「お前たち！　あの女指揮官の健けな気げな姿を見られたから、一度撤てつ収しゆうすっぞ！　撤退！」

　再び陣を戻もどしたジークベルトは、左右両りよう翼よくの陣営に継けい続ぞくして戦闘を行わせつつ、中央から自らが率いる小部隊で小こ競ぜり合いを仕掛ける作戦を繰くり返した。

　この攻撃を幾いく度ども繰り返していると、フォルセス軍の騎兵の小部隊が壕ほりを越こえ、ジークベルト隊の撤退時に追撃を敢かん行こうする局面も見られた。しかしジークベルトがどれだけ煽あおり立てても、決してフォルセス軍の主力は壕から距きよ離りを取ってまで追撃してこようとはせず、味方の城じよう壁へきから繰り出される射撃の範はん囲い内に徹てつ底ていして留とどまったのだった。
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　釣り出す作戦が失敗した翌日──。

　ジークベルトは戦闘行動を止めさせていた。無む駄だに戦力を浪ろう費ひするだけになるからだ。

　ジークベルトは悩なやみに悩みつつ、傘さん下かの兵士に周囲の木を切らせ、平原の中央でこれ見よがしに攻城塔とうを作るよう指示した。

　また同時に、攻城塔を作っている隣となりに小屋を建てさせ、そこを基点にして地下を掘ほり進めさせた。坑こう道どうを深く城壁の下にまで延ばし、そこに多量の火薬を仕掛けて、城壁を打ち崩すという攻城の基本戦術だ。掘り出した土は、普ふ通つうの攻城なら敵側に坑道作りがバレないように隠いん蔽ぺいするのだが、わざと小屋の横に積み上げ、坑道を掘っていることをあからさまにした。

　形を変えた釣り出し作戦の一いつ環かんだった。戦闘の押し引きでは引っ掛かからないから、その代わりに捻ひねり出した苦く渋じゆうの作戦である。並の指揮官なら、攻城塔を夜や陰いんに紛まぎれて壊こわしにきたり、坑道を掘る兵士を攻撃して穴を埋うめようと画策してくる。それを各個分断して叩たたこうという考えだった。

　ジークベルトとしては、攻城塔がフォルセスの城壁に取り付くのに有効だとは考えていなかった。なぜならフォルセス軍の大たい砲ほうの火力が大きすぎ、近づいた攻城塔が破壊されるのは目に見えるようだったからだ。

　また仮に坑道をかなり先まで掘り進めても、思うような成果を上げることは難しいと判断していた。壕が作られているためだ。もっと深い場所に坑道を掘ったとしても、防衛側が壕をさらに深く掘り下げ、そばを流れるフォルセス川から水を引き込まれただけで、坑道から攻撃しようとする兵士らが全員溺でき死ししてしまうからだった。

　そんなことはわかっていた。だが、それでも被害を少なく押さえて敵を釣り出すには、この手の作戦しか見み出いだせなかったのだ。
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　二日ほどに亘わたって戦場は奇き妙みような規律が支配し、両軍ともにまったく動かない状じよう況きようが続いた。どちらの大砲も届かない距離に両軍は陣を構えている。

　ただ一つ成果を収めつつあったのは、ヴェザニア軍の攻城塔が形を露あらわにし始めたことだった。完成までにはまだ日数が掛かるが、一〇体ほどの攻城塔が骨組みを見せていた。また、さらに二〇体もの攻城塔の製作に取りかかっている。

　徐じよ々じよに明らかになる攻撃兵器の姿は、味方の兵士の士気を高め、敵の兵士を怯ひるませるのに一役買うはずだった。また坑道を掘る土も、多くの兵士たちに掘らせているため山のように積み上がり、坑道戦術が大いに進展していることを見せつけた。

　戦せん闘とうが止やんで三日後。

　対するフォルセス軍は、黙だまってこちらの様子を眺ながめているだけの軍隊ではなかった。フォルセス軍は壕の外にまで兵士を進ませ一列に並ばせたので、ヴェザニア軍の将兵は揃そろって「何事か？」といった面おも持もちで向こうの動きを注視していた。

　フォルセス軍は戦闘に移る様子はない。兵士たちはシャベルを手に持ち、敵将エリザ・ファウネルの指導の下もとに、なんと二つ目の壕を掘り始めたのだ。エリザは騎き馬ばで駆け回り、二本目の壕が一定の距きよ離り感を取って作られているか、乱れていないかなど、現場工事の監かん督とくをして回っていた。

　ここに至り、降参したのはジークベルトのほうだった。

　壕を作るのは、攻城塔を作ったり、坑道を掘ったりするよりずっと楽だ。それでいて、その安定した効用は、攻城塔や坑道など不安定な戦術を凌りよう駕がする。

　本当に二本目の壕を完成させられたら、攻せめる糸口が小さくなるのはヴェザニア側だった。なおかつハッキリしたことは、いくらジークベルトが弱点を敵側に晒し、フォルセス軍を釣り出そうと躍やつ起きになったとしても、エリザはそれに軽々しく乗るような並の将しよう帥すいではないということだった。どうやら予想以上に、エリザという女君主には、戦の趨すう勢せいを見み極きわめる眼力が備わっているらしい。

　早くもジークベルトは、攻城塔や坑道戦術を放ほう棄きすることにした。そして二本目の壕が完成する前に、大攻勢に望みを繫つないでみようと決意したのだった。
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「お前たち！　こっから初めての本格攻勢に移るぞ！　気合を入れろ！」

　ヴェザニア軍の大軍勢を眺め回しながら、馬上のジークベルトはあらん限りの声を響ひびかせてゆく。

「この五日間、フォルセス軍はお前たちの勇姿に怯おびえ、壕の内側に籠こもってばかりの弱兵であることが証明された！　しょせんフォルセスは、周辺諸国に無視されるのが当然の弱国だ！」

　なかなか思い通りにいかないジークベルトの苛いら立だちも混じった鼓こ舞ぶだった。

「対するお前たちは、欧おう州しゆう各地から選えりすぐった歴戦の強つわ者ものどもだ！　ヴェザニア兵の実直！　ドーツ兵の勇ゆう猛もう！　スイズ兵の忠勇！　ボヘミヤ兵の剛ごう健けん！　その有能なお前たちを指揮するのは、この俺──不敗のエルツベルガーだ！　思い出せ、お前たちは欧州一強い！」

　馬上で身み振ぶり手振りを交えながら、ジークベルトは最後の決起を促うながす。

「もう一度言う、お前たちは強い！　お前たちの力量を以もつて、敵のすべてを踏ふみつぶせ！　あの城壁の向こうには、お前たちの待ち望んだ財宝が待っているぞ！」

『うぉぉぉおおおおおお！』

　やはり略りやく奪だつをちらつかせると、傭よう兵へい主体の軍は一変する。食い詰つめ浪ろう人にんのような兵士たちにとって、目先の財宝は、ときに自分の命以上に大事に見えるものだ。

　その昔、貧しい貴族の末っ子として生まれ、領地を相続することもできず、貧ひん困こんと貴族という殻からからの脱だつ出しゆつを図はかった若かりし頃ころの自分も、この傭兵たちと一いつ緒しよだった。実感を持ってわかる。こんな荒すさんだ世界にあって、命など、いくら投げ捨てても安いものだ。

　幸いなことにオルカスは別の場所で、輜し重ちよう兵と一緒に長期戦に向けた食料陣地を構築するのに大わらわだったから、略奪的なニュアンスに小言をまくしたてられずに済んでいた。

「全戦線に渡って突とつ撃げきせよ！　行け、あの城壁のなかへ！」

　ジークベルトの命令一下、この戦闘で初めて、ヴェザニア軍は全戦線に亘わたって本格的な攻こう勢せいを開始した。両軍の大砲がうなりを上げ、大量の弓矢が飛び交かい、火ひ縄なわ銃じゆうの銃声が辺り一面にこだまする。

　最も攻撃の層が厚いのは、ジークベルト本人が指揮する中央だった。先日は右う翼よくや左翼を主体に攻撃を仕し掛かけていたが、今日は右翼や左翼から重装歩兵を引き抜ぬき、中央へと回していた。代わりに右翼と左翼には軽装歩兵や騎き兵へいを集中させ、機動力を重視する配備を行っていた。

　陸軍に呼応するように、海の方面からも大砲の音が轟とどろいてくる。ここからは確かく認にんできないが、ヴェザニア海軍のガレー船隊が城壁に近寄ろうと奮ふん闘とうしているのかもしれない。

　両軍の全戦線がぶつかり合う様子は壮そう観かんだった。砲ほう弾だんによって人馬が吹ふき飛び、火縄銃によって重装歩兵が打ち抜かれ、大量の弓矢が一人の兵士に集中し、鬨ときの声と怨えん嗟さの声が混じり合う。

　攻勢を掛ける兵士たちは次々と打ち倒たおされてゆく。ジークベルトも最前線に進み出て、兵士たちを督とく励れいし、懸けん命めいに戦線を支えた。

　やはりフォルセス軍の防ぼう御ぎよ陣じん地ちから繰り出される火力は圧あつ倒とう的だ。壕を乗り越えることすらできず、壕を挟はさんで弓の射うち合いや、槍やりを投げたりするだけの苦しい消しよう耗もう戦を強しいられるようになってゆく。

　特に苦戦させられたのは、フォルセス軍から放たれる砲弾のうち、ごくたまに着弾と同時に土つち埃ぼこりが大きく巻き上がり、多数の兵士たちを根こそぎ薙ぎ倒す攻撃が見受けられたことだ。最初は見み間ま違ちがえかと思ったが、砲弾に細工を施ほどこした何らかの新兵器のようだった。特とく殊しゆな砲弾による攻撃は少ないので致ち命めい的なほどではなかったが、敵砲撃音が兵士たちを怯ませるのには十分だった。

　ジークベルトとて、無む闇やみに総攻撃を仕掛けたわけではなかった。この総攻撃で敵陣を突とつ破ぱできる可能性は、楽観的に見積もって二〇％程度であろうと想定していた。それゆえ、攻勢に失敗した瞬しゆん間かんこそが自分の腕うでの見せ所だ。ヴェザニア軍の張り詰めた気力が途と切ぎれて背を向けた瞬間、フォルセス軍の個々の兵は追撃行動に移ってくる。どのような軍隊にあっても流れは同じだ。大激戦の直後の騒そう乱らんのなかにあっては、将軍の事前の指示が行き届かない。個々の兵士の精神状態の問題だからだ。戦場には、興奮し激げつ昂こうした兵士たちが塊かたまりとなって奏でる大きな流れがあるのだ。

　敗勢を壮そう大だいな規模で演出し、フォルセス軍がこちら側に引き込まれたときこそ、自分の戦いくさ巧こう手しゆとしての本領が発揮されるだろう。ジークベルトにとって、この大攻勢は乾けん坤こん一いつ擲てきのチャレンジだった。

　一時間ほどの攻防が続き、戦場は血の色に染まった。ヴェザニア側の戦死者は、すでに一〇〇〇を超こえていると思われた。対するフォルセス側も被ひ害がいは少なくなかったが、こちらの四分の一程度の被害に収まっているように見えた。このまま消耗戦を続ければ、きわどい状況に陥おちいるのはヴェザニア軍のほうだった。

　案の定、もはやフォルセス防衛軍を崩くずすのは不可能であることが明らかになりつつあった。頑がん強きように抵てい抗こうするフォルセス軍は、城じよう壁へきの上から降り注ぐ大量の弓矢や砲弾に支し援えんされ、また深い壕ほりという防衛網もうもあり、一いつ箇か所しよも崩れる様子がない。

　ここに至り、ジークベルトは最後の仕掛けを行うタイミングだと決断した。

「中央に命じる！　陣を下げろ！　下がる味方を援えん護ごしながら退たい却きやくせよ！」

　ジークベルトの新たな命令に、すでに戦線が決けつ壊かい寸前になっていたヴェザニア軍中央が崩れ去るのは一瞬だった。雄お叫たけびが悲鳴に変わり、味方の兵を押しのけるようにして逃にげる者まで現れた。

「右翼と左翼に命じる！　中央の撤てつ退たいを援護するため、追撃に来る敵軍を側面から攻撃せよ！」

　すぐさまジークベルトの側そばにいた幾人かの伝令が散らばり、右翼や左翼の味方にも新しい命令を伝えに向かった。

　これから仕掛けるのは、ヴェザニア軍中央の偽ぎ装そう退たい却きやくだ。尤もつとも、実際的な意味での偽装ではなく、勝てないと見ての本物の退却でもあった。エリザは偽装に引っ掛かるような将軍ではないと、すでにジークベルトも理解していた。だからこれは正しよう真しん正しよう銘めい、本物の退却なのだ。この敵味方の混戦のなか、どこまで味方をまとめられるかはジークベルトの手しゆ腕わん一つだった。

　想定していたように、こちらの退却に寄り添そうような形で、フォルセス軍の兵士たちが壕に橋を架かけて渡わたり、個別に突とつ出しゆつして追ってきた。それに促されるように、続々と壕を越こえてヴェザニア軍の撤退を追ってくる。その分だけヴェザニア軍の被害は、見る間に折り重なっていく。前を向いての攻勢時よりも、混乱が発生しがちな撤退時に喰くらう追撃のほうが、被害は何倍にもなるものだ。

「慌あわてるな！　負けたわけじゃない！　陣を下げるだけだ！」

　浮うき足立つ味方を、ジークベルトは必死で押し留とどめようと努めた。

「俺はここにいるぞ！　その俺より早く逃げるヤツは嘲ちよう笑しようされるぞ！　敵を受け止めながら陣を下げろ！」

　喧けん騒そうに沸わき立つ戦場のなか、ヴェザニア軍中央は多数の被害を出しつつも、続々と壕を渡って追撃に移るフォルセス軍を引きつけ始めていた。肉を切らせて骨を断つ、ジークベルトの最後の試みが、ようやく結実しつつあった。




　　　　◆




「立ち止まれ！　城壁から引き離はなそうとするのは敵の罠わなだ！」

　エリザには、敵将ジークベルトの意図がありありとわかっていた。本来、フォルセス軍は圧倒的に有利な位置取りに成功しているのだから、自ら完璧な陣形を崩す必要など皆かい無むなのだ。

　また、ワルターからも「ジークベルトにはクセがある。あやつは、ワザと自軍の弱点を敵に晒さらしてくる。これ見よがしにじゃ。ノコノコと弱点を突つきに行くと、いつの間にかジークベルトの軍に包囲されているという寸法なんじゃ」と忠告されていたことも、この敵の意図を理解するキッカケになっていた。

　だが、兵士たちが止まらない。戦場の興奮や恐きよう怖ふ、そして迫せまり来る敵を傷つけ殺害した感情などが怒いかりに転化して爆ばく発はつし、逃げる敵を一兵でも多く殺さつ戮りくする機械でもあるかのようになっていた。

「止まれ！　追撃は許可していない！」

　もともと追撃は、エリザの許可がない限りは厳禁していた。だが、大激戦の最中の兵士たちの感情の爆発を、エリザは大きく侮あなどっていた。その点、百ひやく戦せん錬れん磨まのジークベルトのほうが、戦場に身を置く兵士の心の動きをよく理解していたのだと言えよう。

「撤退！　撤退！」

　エリザがいくら叫さけんでも、せいぜい言葉が伝わるのは周囲の近この衛え騎兵くらいで、追撃戦に移行している歩兵らには届かない。彼らの目にあるのは、敵の後ろ姿だけなのだ。

「中央部の味方に散らばって私の言葉を伝えて！　追撃は禁止だと！　早く！」

　エリザは、周りに控ひかえる騎兵に向けて悲鳴のように叫んだ。すぐさま騎兵の一部が馬を蹴けり、味方が突出する各方面に散らばっていった。

　エリザの周りを護衛している近衛騎兵らは、古くからフォルセス公国に仕える騎兵二〇〇で、その意図は確実に届く。しかしフォルセス防衛のため五四〇〇にまで兵を増やし、即そく席せきの軍隊構成にせざるを得なかったため、エリザの意図よりも、自身の目の前の戦場の流れを優先する傭兵や市民兵がどうしても多くなり、整然とした軍事行動が取りづらい状じよう況きようになってしまっていた。

　南門方面を守っていたドロテアが、騎き馬ばでエリザの下もとへと駆かけつけてきて叫ぶ。

「姫ひめ様さま！　ヴェザニア軍の両りよう翼よくが、中央部に転進しています！　追撃している味方が左右から挟きよう撃げきされる危険が！」

　やはりジークベルトの仕掛けだった。ヴェザニア軍が偽装行動をする余よ裕ゆうがあったとは思わない。明らかにフォルセス側が優位を保っていた。だから本当に決壊したヴェザニア軍中央部の状況を見て、咄とつ嗟さに、そして円えん転てん滑かつ脱だつにジークベルトが策を弄ろうしたということだろう。

　戦場の様相を眺ながめ見れば、追撃で突出したフォルセス軍中央の兵が、ヴェザニア軍の右翼と左翼から転進した部隊によって挟撃されそうな状況になっていた。放置すれば壊かい滅めつは確実。今ここが、まさしく戦いの帰き趨すうを決める今際いまわの際きわだ──。

　ここに至り、エリザは当初の計画にはまるでなかった、苦く渋じゆうの決断に踏ふみ切ることにした。

「左右両軍！　壕を出て敵陣に突とつ貫かん！　敵を包囲する！」

　エリザの命令を伝えるため、左右両翼の連れん絡らく将校たちが馬を蹴る。

　寡か兵へいのフォルセス軍だけに、包囲戦は通常ありえない。かつまた、せっかくの城壁からの優勢な火力が、混戦した敵味方の状況にあっては活用することが難しくなる。味方に当たる可能性があるのに砲弾や弓矢を射うち込むことはできないからだ。

　それでも、敵軍の左右両翼が転進したため目の前が空になった味方に、壕を越えさせて、逆に包囲を仕掛けることしかエリザには打開策が見み出いだせなかった。

「中央部の追撃禁止は継けい続ぞく！　なんとか中央を撤退させて！」

　見る間に敵は、フォルセス軍中央を鮮あざやかに挟撃包囲しつつあった。それをこちらが、中央が殲せん滅めつされる前に、さらなる大きな弧こを描えがき、逆に包囲してしまおうという強ごう引いんな押し切り方だった。一歩間違えれば、敵の三分の一未満の兵力しか持っていないこちらの戦線が崩ほう壊かいする。だがそれでも、中央の味方を殺戮されるがままに放置しておくわけにはいかない。

　城壁の外の機動部隊が全ぜん滅めつ覚かく悟ごの、伸のるか反そるかの大勝負だった。

「ドロテアは傘さん下かの騎兵を率い、左さ翼よくの援護を！　最左翼まで突出しても構わない！　ヴェザニア軍の背後を衝ついて！」

「はい！　お任せを！」

　馬を蹴ったドロテアに、エリザは背後から言葉を投げる。

「ドロテア、引き際は間違えないで！　万一撤てつ兵ぺいに手間取るようなら、陣じん地ちには戻もどらず、そのまま隣となり街まで逃げて！」

　頑がん固こすぎるドロテアには聞き届けてもらえるか不安だ。しかし今、頼たのむに足るドロテアに、エリザの指令が届かない方面を任せるしかない。

　味方の左右両翼が壕を渡り、鬨ときの声を上げながらヴェザニア軍へと突貫していく様子を、エリザは固かた唾ずを吞のんで見守っていた。近衛騎兵を抱かかえるエリザも最前線へと進出したかったが、中央の混戦へと加わるべきか、それとも右翼側から包囲戦に加わるべきかを未いまだ見み極きわめかねていた。

　騎上のエリザは静かに壕に架かけられた橋を渡り、注意深く戦せん況きようを見守ったのだった。
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　流れに任せて突出してきたフォルセス軍中央の一〇〇〇ほどを、機動力に優すぐれるヴェザニア軍左右両翼が挟はさみ込む様子を、ジークベルトは「してやったり！」という心境で眺めていた。

　この突出した一〇〇〇の後ろにも、さらにフォルセス軍の数百が続いている。その撤退を阻はばめば、一五〇〇を超えるフォルセス軍を、この包囲戦で殲滅できるはずだ。敵味方の混戦に持ち込めば、フォルセス城壁の支し援えん攻こう撃げきを阻むこともできる。

　ヴェザニア軍一八〇〇〇に一五〇〇の戦死者が出るのと、フォルセス軍およそ五〇〇〇に一五〇〇の戦死者が出るのとでは、その意味合いがまるで異なる。大軍を要して攻城に取り組むヴェザニア軍には必要な犠ぎ牲せいだが、フォルセス軍にとっては絶望的な割合だ。

　目の前で一五〇〇の兵が虐ぎやく殺さつされていく様子を見せつけられたフォルセス軍は、間違いなく士気がガタガタに落ちるはずだ。ずいぶん手こずる相手だったが、ようやく今日、この戦争に一気に終しゆう止し符ふを打つことができるとジークベルトは確信した。

　そのとき……近衛兵の一人が騎馬で駆けてきて声を上げる。

「将軍！　フォルセス軍の左右両翼が、壕を越えて猛もう進しんしてきました！」

　ジークベルトは中央部で混戦のさなかにあったので、遠方の左右まで見通すことはできなかった。最前線に立つのは味方の士気を鼓こ舞ぶするのに非常に役立つが、軍の総指揮官として戦術のみに集中する優位を捨てることにもなる。

「なんだと？　詳くわしい状況は？」

　ジークベルトは報告を促うながした。

「中央部に転進したヴェザニア軍の左右両翼に対し、フォルセス軍の左右両翼が背面から攻こう撃げきを仕し掛かけてきています！　また、敵左翼の一部騎き兵へいが突出し、我が軍の背後に回り込まんとする勢いであります！」

　ジークベルトには、即そく座ざに状況が吞のみ込めなかった。敵の数は実地で見て把は握あくしているつもりだ。陸軍戦力だけ抜ぬき出せば、おおよそ一八〇〇〇ＶＳ五〇〇〇である。ましてやフォルセス軍は城壁上の戦力を近接戦せん闘とうで活用できないから、実質的には一八〇〇〇ＶＳ三五〇〇程度の戦いだろう。これほどの戦力差で、こちらの包囲を、さらに大規模に包囲してくる攻撃行動などありえるのだろうか。

　もしや……フォルセス軍は城壁のなかに予備隊を隠かくしていた……？

　心に芽生えたさまざまな疑心は、ジークベルトの果断な判断を押さえ込んだ。
















　もし敵の兵力が自分の理解の通りであれば、包囲しにきているフォルセス軍の両翼はきわどいほど薄うすく横に伸びているはずで、どこか一点に攻撃を加えるだけで敵右翼も敵左翼も瓦が解かいすると思われた。しかし万一、自分が敵の兵力を見誤っていれば、この逆包囲によって瓦解するのはヴェザニア軍であり、全軍撤てつ退たいの決断が遅おそくなればなるほど被ひ害がいは甚じん大だいになってしまうであろう。

「ぐ……エリザ・ファウネル……よもや、ゴットフリート以上の強つわ者ものとは……」

　これから行う決断の重さにジークベルトの手は震ふるえ、目が血走るほどだった。

　ヴェザニア軍を預かる陸軍大将として、軍を壊滅に追い込まれるわけにはいかない。しかし弱国フォルセスが、予備の兵力を温存していたとも思いがたい。とすれば……。

　ジークベルトの思考は目まぐるしく変わり、どのような戦術を以もつて向き合うべきか、脂あぶら汗あせが額から流れ落ちる困苦に襲おそわれた。伝令を担当する騎兵たちが、最前線に立つジークベルトを取り囲み、固唾を吞んで指示を待っている。

「おそらく……敵の逆包ほう囲い網もうは砂上の楼ろう閣かくだ……。針の一ひと突つきで崩くずれ去るに違ちがいない……。ならばここは──」

　そうジークベルトが言いかけたとき……伝令が馬で駆けてくるのが見えた。すぐそばで馬を止めた伝令は、一息にまくしたてる。

「フォルセス軍右翼に、敵将エリザ・ファウネル！　騎兵を率い、烈れつ火かのごとき勢いでヴェザニア軍左翼を圧あつ迫ぱくしています！　防戦に立った左翼騎兵は散り散りに打ち破られ、左翼の歩兵部隊が攻撃に晒されています！　すでにこの瞬しゆん間かんにも……！」

「撤退しろ！　全軍撤退！」

　命令を手短に叫ぶと、控えていた伝令が一いつ斉せいに散っていく。

　撤退命令を口にした瞬間、その自らの声で、ジークベルトは敗北を悟さとったのだった。




　　　　◆




　陣じん営えいまで退いたヴェザニア軍の兵たちは、フォルセスを攻撃することに嫌いや気けが差し始めていた。軍規が乱れ、命令があっても整列しなかったり、勝手に周囲の村々まで出かけて村人を脅おどしたりする不ふ逞ていな輩やからまで現れていた。次にフォルセス攻撃を指令すれば、逃とう亡ぼう兵が多く出るに違いないと思われた。かといって軍規を守らない者全員を厳しく取り締しまると、軍全体が機能不全に陥おちいりかねない。傭よう兵へい主体の軍の脆もろさは、こういうときに一気に露ろ出しゆつしてしまう。

　ジークベルトは天幕のなか、オルカスと二人だけで向き合っていた。

「このまま攻せめてもフォルセスは落ちない。無理にあの城じよう壁へきへの突貫を継続すれば、傭兵ばかりのこの軍は保もたねーぞ」

「長期戦に耐たえられるよう、私のほうで即席の兵ひよう糧ろう貯蔵施し設せつの建設を終えました。一万数千人の軍勢であっても、ヴェザニアからの補給を貯蔵し、滞とどこおりなく兵士たちに供することができるようになります。共和国政府としては、状況により長期の攻囲戦となっても致いたし方なしという判断です」

「時間をかけると、さらに防備が増強されるだけだ。俺が回りくどい方法を止めて攻撃を急いだのは、フォルセス軍が二重の壕ほりを掘ほり始めたからだ。そのうち壕は三重にも四重にもなるかもしれんぞ」

「……。……まさか将軍が攻めあぐねるとは」

　オルカスはうなった。

「そのまさかだよ。俺自身が一番驚おどろいてるよ」

　そしてジークベルトは身を乗り出し、別の提案を持ちかける。

「だがな、俺に戦略面まで考こう慮りよする権限を与あたえてくれるなら、フォルセスは落ちる。確実にな。俺に行動の自由を与えてみないか？」

「たった今、ご自身の口から『フォルセスは落ちない』と言ったばかりではないですか！　それなのに、将軍が戦略を担になえば落ちるとはこれいかに。共和国政府が無能と言っているようなものですぞ」

「まぁ聞け。俺ならこうするって案をな。まずここの陣営を引き払はらい、軍を転進する」

「どこに？」

「軍を三手に分け、フォルセス公国内をくまなく回らせるんだ。そしてフォルセス公国内の、すべての街や村を略りやく奪だつし、焼き払うんだよ」

「……」

　オルカスは啞あ然ぜんとし、目を見開いていた。

「反はん抗こうする住民は殺さつ戮りくし、若い男や女や子どもは奴ど隷れいとして売り払い、あらゆるものを根こそぎ奪うばい尽つくすんだ。そうすれば、必ずフォルセス公国軍をあの防衛陣地からおびき出すことができる。さらに、敗勢で荒すさんだ傭兵どもに略奪を許すことによって、心の乾かわきを満たしてやることができるだろう。一石二鳥ってわけだ」

「……」

　返答に詰つまるオルカスに、ジークベルトは構わず続ける。

「怨えん嗟さに燃えたフォルセス軍は、冷静ではいられない。戦う前の精神状態からして、こちらのほうが有利と言える。フォルセス軍は形なり振ふり構かまわず、三つに分けたヴェザニア軍のうち、最も近い軍に猛もう然ぜんと向かってくるだろう。だがこちらも迅じん速そくに機動し、一軍がフォルセス軍の背後に回り込み、二つの軍で挟み撃うちする。そして残った一軍で、フォルセス主力が出で払はらっている隙すきに、ここに舞まい戻ってきてあの城壁を攻こう略りやくしてしまおうって寸法だよ。これなら勝てるが、どうだ？」

「なんという傭兵らしい案……」

「俺は根っからの傭兵隊長だよ。傭兵には、傭兵の戦い方がある。この戦争の形振り構わぬ勝利を望むなら、ヴェザニアの栄光など投げ捨て、目を瞑つぶって俺にすべてを委ゆだねることだ」

「ありえない方針です。ヴェザニアにとって、隣りん国ごくであるフォルセス公国内の街や村は重要な防衛線。長きに亘わたって醸じよう成せいしてきた隣国の住民たちの信しん頼らい感を、たった一夜で粉々に打ち砕くだくようなことは、共和国政府の長期的国防政策に重大な悪あく影えい響きようをもたらします。共和国政府に打だ診しんするまでもありません。いや、そのような案を打診するようなことがあれば、私の政府官かん僚りようとしての能力と適性に、大いなる疑義が投げかけられることでしょう」

「そうなんだろうな。わかってたよ。ならば撤退を進言しよう。繰くり返すが、ここに留とどまっていてもフォルセスは落ちない」

　あっさりジークベルトは提案を放ほう棄きした。どだい、採用されるわけもない。

　しかしジークベルトの案を耳にして肝きもを冷やしたのか、オルカスは撤退を吞のむ。

「……急ぎ、共和国政府に打診し、撤退の許可を得てみましょう。一日半、お待ちください。早馬を往き来させ、共和国政府の許きよ諾だくを得ます」

「そうするしかねーんだろうな」

「ですが、将軍は本当にそれでよろしいので？　〝不敗のエルツベルガー〟が敵の城壁を目の前にして、むざむざ撤退となれば、名声に傷がつくのではないでしょうか」

「俺だって手痛い一いち撃げきを喰くらったまま、何もせず逃にげ帰るつもりはねーよ。もう一戦、やってみるつもりだ」

　ジークベルトは、正面切っての決戦に持ち込みさえすれば勝てるという望みを捨ててはいなかった。




　　　　◆




　ヴェザニア軍が撤退行動に移っている様子を、エリザとリノとドロテアは城壁の上から遠望していた。一方の海上ではガレー戦隊が港こう湾わんの封ふう鎖さを解き、洋上に姿を消しつつある。

　ここ一番の決戦に打ち勝った自信はあった。ヴェザニア軍から挟きよう撃げき包囲を喰らった直後の、フォルセス軍の強ごう引いんな逆包囲、そしてヴェザニア軍が逃とう走そうする際の追撃戦の混乱のなかで、敵に大きなダメージを与えることには成功していた。だがそれでも、未いまだ兵力はヴェザニア側が多く、フォルセスが包囲下にあることは変わらない情勢だった。それだけに、ようやく籠ろう城じよう下の緊きん張ちようから解き放たれ、ホッと一息つくことができ、皆みなで労を労ねぎらい合っていたのだった。

「勝利……と見ていいんだろうな。一時はどうなることかと思ったけどさ」

　リノは、大きく息を吐はいて口にした。

　包囲に逆包囲を重ねる際、敵味方が入り交じって混戦していたため、城壁の上から弓や砲ほうによって支し援えんするリノは、手出しすることができない苛いら立だちを耐えねばならなかった。しかも城壁上から眺ながめる逆包囲は、あまりに層が薄く、どこかに一突きを喰らえばたちまち崩ほう壊かいしてしまうほど薄はく氷ひようの上を歩くような作戦だったことは、全体像を上から眺める運命に恵めぐまれたリノには誰だれよりもわかっていた。あの分ぶん水すい嶺れいでの決断次し第だいでは、どちらが勝ってもおかしくなかった。だからこそ安あん堵どもひとしおなのだ。

「フォルセスの損害は比ひ較かく的軽けい微びでした。これも姫ひめ様さまの機動防ぼう御ぎよ陣地が上手うまく機能したからです」

　ドロテアの言葉に、エリザが首をふる。

「ううん、想定通りにいったわけじゃないよ。まさか味方が勝手に追撃するとは思わなくて、一時は頭が真っ白になった。戦線の崩壊を、無理やり力ちから尽ずくで押し切った感じ……。あの瞬間、敵が退たい却きやくしてくれたのが未だに半信半疑で……思い返すと息が苦しくなって、手が震えちゃうの。やっぱり戦場は、何があるかわからない……」

　エリザの言葉は震えていた。極限を乗り越こえたあとに見せる、青ざめた表情だった。

「そんな暗あん中ちゆう模も索さくの状じよう況きようで、ずっと場数を踏ふんでいるはずのエルツベルガーを、エリザは打ち破ったんだ。少しは勝利の余よ韻いんに浸ひたってもいいと思うぞ」

「勝ちというより、なんとか守りきったというところね。ヴェザニア軍はここから引き払っても、まだフォルセス公国領に居座る戦略だってありえるし、油断はできないでしょう。それに、ヴェザニアとの戦争状態が解消されたわけじゃないから、一度引き揚あげても、また軍備を整え直して再侵しん攻こうを受ける可能性は十分にある」

「斥せつ候こうを放って監かん視しを続けよう。エリザの言う通り、再侵攻を受けることは想定しておいたほうがいいだろうな。がっぷり四つで組み合えば、こっちにはとても対たい抗こうできる国力なんかない」

「だったら、あの軍勢をみすみす逃がすわけにはいかないのではないですか？　損害を与えたとはいえど、未だに一五〇〇〇前後の兵力を抱かかえているようです。ヴェザニアの主力が健在な限り、フォルセスは怯おびえて暮らすことを強しいられます」

　そんなドロテアの指し摘てきに、リノはうなずく。

「たしかに敵主力が健在なうちは、対等な外交交こう渉しようなどできる相手ではないかもな。それにオヤジも、ヴェザニアに虜りよ囚しゆうの身だ。フォルセス公国の宰さい相しようを捕とらえている以上、休戦を持ちかけても、ヴェザニアは強きよう硬こうな態度で臨のぞんでくるかもしれない」

「かといって、いくら撤てつ退たい中とはいえ、あの軍勢をどうやって打ち破るのかしら？」

　エリザが疑問を呈ていすと、リノとドロテアはすかさず応じる。

「作戦立案はエリザの仕事だろう」

「姫様なら打ち破れます」

「……無理、なんて言っている場合ではないんでしょうね……。ヴェザニアと対等以上の和平に持ち込むためにも、敵主力には大きな損害を与えておく必要がある……」

　悩なやましげに言ったエリザは、考えながら話していく。

「こちらの手持ちの兵力は、死傷者を差し引いても五〇〇〇弱……。しかも、フォルセスを空っぽにして追撃するわけにもいかないから、どんなに防衛戦力を削けずったとしても、連れて行けるのは四〇〇〇でしょう。よほど意表を衝つく作戦じゃないと、逆に打ちのめされる危険性もある……」

「優良な作戦構想を煮に詰つめるためにも、まずは敵がどんな編制で退却しているかの情報収集からだな。オヤジがいなくなったから、斥候部隊は俺が管理して、逐ちく一いちエリザに情報を報告するようにしよう」

「追撃戦には四〇〇〇を連れていくとして、フォルセス守備隊は九〇〇前後ってところでしょう。万一のためにも、この兵たちをまとめる信頼できる守将が必要ね。本当ならワルターに任せたいところだったんだけど……」

　思わせぶりに、エリザはドロテアを見やる。

「嫌いやです！　厳しい局面ならばこそ、私には姫様のお供という重大極きわまる任務があるはずです！　私なら騎き兵へい突とつ撃げきも、砲兵の指揮も、歩兵や弓兵と一いつ緒しよになって戦うことも何でもできます！　重大な追撃戦だからこそ、私を連れていかないで良いはずがありません！」

　ドロテアは必死で主張したが、エリザは切々と言い聞かす。

「背後を安心して任せられるからこそ、敵の意表を衝く機動戦を縦横に仕し掛かけることができるようになる。置いていける兵は少なすぎるくらいだから、いざとなれば何でもこなせるドロテアに守ってもらうのが一番いいの」

「リノではいけないのですか？　戦場ならリノを連れていくよりも、私を連れていったほうが有用です」

「俺には斥候の監かん督とくがある。あとは国境付近まで敵を追えば、ヴェザニアと何らかの交渉が発生する可能性もある。軍を二つに分けるなら、やはりエリザとドロテアが分かれて指揮を執とるべきだし、俺は外交交渉の可能性があるほうに従軍するのが賢けん明めいだ」

　リノが理路整然と正論で応じると、ドロテアは恨うらめしげな視線を投げてきた。エリザのそばを離はなれたくないドロテアの気持ちはわかるだけに、リノとしても押しづらいところだ。しかし今語ったように、老将ワルターが不在の現状では、エリザとリノが前に出て、ドロテアが背後を守るのが適材適所というものだろう。

　再度エリザが優やさしく伝える。

「ね？　お願い、私が出払う間、ドロテアがフォルセスを守って」

「姫様……どうかお怪け我がはしないでください……」

　その言葉で、渋しぶ々しぶながらドロテアが守将を引き受けてくれたことがわかった。

「今日中に追撃部隊を編制しましょう。その間に斥候からの情報を集めて分ぶん析せきし、どの地点で攻こう勢せいに出ることが可能か考えてみる。フォルセス公国領内での奇き襲しゆうなら、地形も正確に把は握あくしているし、住民たちからの情報も集まる。有利なのはこちらよ」

　勝ちに乗じて戦果を拡大するために、追撃は不可欠な軍事行動だ。しかし、敵が散り散りになって壊かい走そうした直後に追撃戦を敢かん行こうした教皇軍との戦いのときとは違ちがう。整然と退却していくヴェザニア軍には、追撃部隊と向き合えるだけの余力は残っているはずだった。

「こんなときに言う話じゃないかもしれないけど、フォルセス公国の財政状態はボロボロだ。国庫は空っぽだし、教皇軍やヴェザニア軍との立て続けの戦争で、通商や物資の流通まで大きく阻そ害がいされている。できる限り早期に、しかも有利な条件でヴェザニアとの講和を図はかるのは必ひつ須すだよ」
















「ヴェザニアのせいです。せっかく教皇軍を追い返したと思ったら、後ろから襲おそいかかってくるなんて卑ひ怯きようです」

　怒いかりを隠かくさないドロテアに、リノが指摘する。

「だがそれが現実政治レアルポリテイークだ。ヴェザニアを擁よう護ごするつもりは毛頭ないが、漁夫の利を狙ねらったり、弱まった国を叩たたくのは常道だよ。そうやって領地を確保して国防ラインを前へ前へ押し出していかないと、次に滅ほろびるのは自分たちだからな」

「追撃でなんとかヴェザニア軍にさらなる損害を与あたえて、そのままヴェザニアとの外交交渉になだれ込めればベストかもね。やっぱり追撃軍にはリノに従軍してもらって、状況を見つつヴェザニアとの講和を探さぐってもらったほうがいいかも」

「任せてくれ。全力を尽つくしてみるよ」

　フォルセス公国の未来がずしりと自分の肩かたにのしかかっていることを実感し、改めてリノは気持ちを引き締しめ直したのだった。
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　列を作って退却するヴェザニア軍の中央部。

　ジークベルトとオルカスは並んで馬を進めていた。

「死者一五〇〇人、負傷者一九〇〇人……この出兵は、死傷者合わせて三四〇〇人という惨さん憺たんたる結果になりました。数百人の逃とう亡ぼう兵も出ておりますので、残兵力は一四〇〇〇といったところでありましょう」

　オルカスの報告に、ジークベルトは肩をすくめる。

「久々に受けた敗勢だぜ。最初に敵の布ふ陣じんを見たときに嫌な予感はしたんだが……」

「外交伝達官からの報告によれば、共和国政府は、私が書き送った通信文に半信半疑といった様子らしいです」

「そりゃそうだろう。俺だってよ、攻せめる前は楽勝だと思ってたんだからな」

「しかし現実問題……これは私と将軍との間だけの話です……フォルセス公国に勝てないなど決して信じないお歴々のなかには、将軍を解かい雇こして別の傭よう兵へい隊長に攻こう略りやくを任せようという案も出ているようですぞ」

　ジークベルトは鼻を鳴らす。

「ふん、別の傭兵隊長に任せたところで、フォルセスは落ちねーよ。それに、俺を超こえる傭兵隊長などそうそういないと自負している」

「だからこそ、お歴々は信じないのです。なぜ〝不敗のエルツベルガー〟が勝てないのか、と」

「安心しろ。もう一つ仕掛けを準備するつもりだって話したろ。それをこれから行う」

「撤退戦のなかでですか？」

「この山道を越えたあたりで、軍を二つに分けるつもりだ。陣を引き払はらうときに、予あらかじめ部隊の配置を考えておいたんだ」

「ほう、どのような作戦か、具体的にお聞かせください」

「俺が連れてきた手勢──ドーツ兵三五〇〇。そしてスイズ傭兵のうち戦意の高い兵二〇〇〇。この二軍五五〇〇の兵を後方に配置している。そして前方を進ませているのは、敗勢を受けて戦意が衰おとろえた兵八五〇〇と負傷兵一九〇〇だ」

「ふむ」

「ここはフォルセス領内だ。フォルセス軍は追撃戦に出てくる可能性が高い。だから俺は後方の五五〇〇を率いて、ゆっくりと退却する。いつでも反転できるようにしながらな。フォルセス軍は奇襲で背後を衝くと思い込んでいるだろうが、それを捉とらえて、会戦で包囲殲せん滅めつしてやるつもりだ」

「追撃戦に出てこなかったら？」

「近場の街や村にちょっかいを出す。嫌でも追撃戦に引きずり込むつもりだ」

　そんなジークベルトの話に、オルカスは血相を変える。

「何度も言いましたが、略りやく奪だつはなりませんぞ！　私がいるうちは決して許しません」

「フリだよ、フリ。そりゃすべて演技ってわけにもいかないが、本気でやるわけじゃない。あくまで軍の意識は、フォルセスの追撃部隊を待つことに全力で集中させる。略奪に血ち眼まなこになっているうちに、本当に背後を衝かれたら大敗するからな」

「住民に嫌けん悪おされるような行こう為いは決してしないと断言できますか？」

「一人も殺さんよ。五五〇〇もの兵となれば暴走して財産を奪うばうヤツがゼロだとは限らんが、フォルセス軍を殲滅することが優先だ。何か手違いがあれば、勝ったあとにヴェザニアが市民に賠ばい償しようでもすれば済む話だろう」

「どうも将軍は略奪を安易に見ているようですな。いいですか、文明というものは──」

　それからオルカスは滔とう々とうと説教をしてきた。長口上にはうんざりするが、オルカスは真しん剣けんそのものなのだ。

「わかってるっつーの。略奪が目的じゃねぇって。この俺とて、傭兵隊長としての矜きよう持じに懸かけて、負けたままじゃ終われないんだよ。あくまで勝利を手にすることがすべてだ」

　そして真しん摯しにジークベルトはオルカスを見やった。いつにも増して熱心な表情に、オルカスも説教を続けるつもりはなくなったようだ。

「くれぐれも住民を傷つけるようなことはなきように……。私に言えるのはそれだけです」

「オルカスは先行して退たい却きやくする軍の指揮を執とってくれ。そして、速度を落とさずヴェザニアまで撤退してくれや。オルカスの部隊は負傷兵を抱えているから足は遅おそいかもしれねーが、それよりさらに俺の率いる部隊は速度を落としてフォルセス軍の追つい撃げきを受け止める」

「後続部隊は強兵ばかりとはいえど、五五〇〇にまで兵力が落ちます。勝てる目算はあるのですか？」

「エリザ・ファウネルがいかに優すぐれた将であろうとも、妙みような陣地に籠こもらない会戦なら俺が勝つ。わかりきったことだ。こなしてきた戦争の数が違うんだよ」

　積極的に会戦に挑いどむことはない自分だが、成果なしで引き揚あげるわけにはいかない。多少の被ひ害がいが出ても、最終的には勝ち切れるだけの場数は踏ふんでいるつもりだった。城じよう壁へきから引き離しさえすれば、何とでも料理できる。








第三章　外交イニシアティブ






　選別した四〇〇〇の兵士を引いん率そつし、エリザとリノはヴェザニア軍の姿を追った。

　負傷者を引き連れるヴェザニア軍の速度は遅いはずだ。編制にはじっくり時間をかけたものの、追いつくのは容易たやすいであろうと思われた。

　問題は、どのような地形で、どういったタイミングで仕し掛かけるかということだけである。敵の状じよう況きように応じ、深夜まで待つかもしれないし、あるいは日が明けて早々ということもあるかもしれない。こちらに背を向けているとはいえど、自軍より多い数を相手にするから、慎しん重ちように進めねばならなかった。

「斥せつ候こうからの情報によると、ヴェザニア軍は、エミルの街から続く山道を越こえたところだそうだ」

　リノはエリザに近づき、馬の足を止めずに報告した。

「思ったより進行速度は遅いわね。怪我人を抱かかえているからかしら？」

「どんなに少なく見積もっても、一〇〇〇人を超える負傷者がいるとの報告だ。負傷者の程度もさまざまで、荷車に乗せられている者もいれば、鎧よろいを脱ぬいで歩いている者もいる。それだけでも厳しい行軍だよな」

「一〇〇〇！　そんなに……」

「いるだろう。城壁の周りに打ち捨てられた敵兵の死体は、もっとあるんじゃないか？　早く処理しないと疫えき病びようの元になっちまうから、守備に就いているドロテア隊や街の住人たちが総出で死体を運んでいるころだろうけど、なんとも苦痛の作業だよ。考えてみりゃ、踏んだり蹴けったりとはこのことだ。一方的に攻めてきて、勝手に大量の死体を残していくんだもんな」

　街の側そばに死体が散乱している状況は、本当に洒落しやれにならないのだ。腐ふ敗はいが進むと、必ず疫病を運んでくる。それゆえ、街の住人たちにとっても死体処理は死活問題であり、市民が率先して参加しての、懸けん命めいの処理作業が始められていた。重装備のままの死体もあるから、いちいち鎧を脱がせないと処分もできない。戦場となった街では、こうした光景は珍めずらしくもない。

　フォルセス追撃部隊が容易に追いつけそうなことがわかったので、それからは隊列を保っての整然とした行軍を続けた。一定距きよ離りを保ち、どの場所で、どのタイミングで仕掛けるか、慎重に検討していかねばならない。もちろん勝てない状況だと見れば追撃戦を仕掛けないだけだし、敵が国境を越えてゆくまで監かん視しを続けるのが一つの役割だった。多くを決断しなくてはならないエリザの苦く慮りよは、相当なもののはずだ。

　山道をゆっくりした速度で登っていたところ、周辺住民への情報収集に勤いそしんでいた斥候の一人が戻もどってきた。

「この山道を抜ぬけた場所に住む木樵きこりから新しい情報がもたらされました。ヴェザニア軍は今、二つの部隊に分ぶん離りしているという話です」

　斥候の報告に、リノは首をかしげる。

「分離？　どういう状況だ？」

「わかりません。先行して一定速度で撤てつ退たいする第一軍およそ一万と、非常にゆっくりした速度で撤退する第二軍およそ五〇〇〇の速度が乖かい離りし、その距離はどんどん開いているようです」

「確かな情報なのか？」

「木樵は元フォルセス兵で、長らく同地に住んでいる者です。信しん頼らいのおける情報源だと思われますが、引き続き、他の住民たちの目もく撃げき情報も収集を続けます」

　エリザが口をはさむ。

「負傷者は、第一軍と第二軍のどっちにいる？」

「申し訳ありません、そこまでは……」

「大事な情報。それは見れば確かく認にんできるから、もう一度、その木樵に聞いてみて。新しい情報を集める際にも、注意して確認して」

「畏かしこまりました」

「もう一つ。エルツベルガーは、どちらの指揮をしてる？」

「不明です。エルツベルガーの姿を知っている周辺住人はいないかと」

「そうかもしれないけど、それらしい雰ふん囲い気きを放っているはずだから、そこも確認。まぁこれはエルツベルガーを知らない以上、曖あい昧まいな情報になってしまうから、やっぱり負傷者の情報に重点をおいて探さぐってみて。第一軍と第二軍のどちらが負傷兵を抱えているのか。もしくは、両軍に分散しているのか」

「すぐさま参ります。では」

　斥候が馬を蹴った。

　再びリノとエリザは話し込む。

「きな臭くさい予感がするな。敵は仕掛けをしている。でなければ、軍を分ける意味がない」

「私の仮説。エルツベルガーはきっと、私の追撃を待ってる。だからたぶん、後方の第二軍にいるのがエルツベルガーだと思う。フォルセス軍が追いついて背後から襲おそいかかった瞬しゆん間かん、第二軍は反転して会戦に持ち込もうとしてくる……」

「それだ。辻つじ褄つまが合う。ヴェザニア軍としても、フォルセス軍を城壁から引き離はなしたところで戦えば、勝ちを拾えるはずだと考えているに違ちがいない」

「あとは斥候の情報が私の勘かんを裏付ければ、敵の意図は確定と見ていいでしょうね」

「敵が裏をかこうとしているとして、どうやって裏の裏をかく？」

　リノの問い掛かけに、エリザが考えながら話してゆく。

「……そうね……たぶん第二軍は強兵で固められている。そして予想通り第一軍に負傷者が交じっているとすれば、弱兵が多いと考えられる。だから第二軍を無視して、第一軍を殲滅する」

「ならば迂う回かいする必要があるな」

「適切な迂回路は？」

　リノは頭のなかにある近きん隣りんの地図を整理し、最適な進路を伝える。

「ラテリノ街かい道どうを使って大回りしよう。このローマ街道とは、ヴェザニア国境近くで通じている。先回りして、第一軍の頭を押さえてやろうじゃないか」

「ずいぶん大回りになるわね。念のためと思って砲ほうも二門引っ張ってきたけれど……それは捨て置きましょう。全軍、駆かけ足で向かわなきゃ」

「辛つらい行軍を乗り越えるだけの戦果は上がると思うぞ」

「よし。斥候の報告があるまで食事にしちゃいましょう。食事の時間にはかなり早いけど、報告があればすぐに動きたいからね」

　リノはうなずき、馬で駆け出した。そして兵士たちに声を掛けてゆく。

「行軍止まれ！　ここで昼食の時間を取る！　いつもより大目に食べておいてくれ！」

　それからフォルセス軍は行軍を中止し、座り込んで食事を始めたのだった。
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　先行する騎き兵へい九〇〇に、歩兵三一〇〇は駆け足で懸命に続いた。

　迂回路として活用したラテリノ街道は、街道とは名ばかりの悪路で、軍勢の行進にはまるで適していなかった。フォルセス軍は無理を押して進軍に次ぐ進軍を重ね、ヴェザニア軍の第一軍の前に回り込もうと最善を尽つくした。

　速度について来られない兵もいて、歩兵三一〇〇のうち五〇〇ほどが途と中ちゆうで脱だつ落らくするほどだった。脱落した兵には、個別にフォルセスに帰き還かんするように伝えつつ、速度を最優先で進軍した。

　やがてラテリノ街道とローマ街道との交差地点まで到とう着ちやくしたフォルセス軍は三五〇〇にまで数を減らしていた。ラテリノ街道に取り残された兵たちは、大半はフォルセスに帰還するだろうし、近くまで来ていたら自力で追いついてくるだろう。

　交差地点で兵を休ませ斥候を放ち、周辺の情勢を探った。すると、思いがけない近きん距きよ離りにまでヴェザニアの第一軍が迫せまっていることがわかり、全軍は気を引き締しめ直したのだった。






　・フォルセス公国軍：三五〇〇（歩兵二六〇〇、騎兵九〇〇、砲なし）




　　指揮官：エリザ・ファウネル




　・ヴェザニア共和国軍：一〇四〇〇（歩兵七八〇〇、騎兵七〇〇、負傷者一九〇〇、砲八門）




　　指揮官：オルカス・メルリ








　それから態勢を整えたフォルセス軍は、エリザを先頭にして、ゆっくりした速度でローマ街道をフォルセス方面へと向かって進んだ。これから殺さつ戮りく戦を敢かん行こうすることは兵の誰だれもが理解していた。

　敵より寡か兵へいだが、負傷兵を多く抱え込んだ弱兵集団を奇き襲しゆうするのであれば、勝つのは当然の情勢だった。敵はフォルセスで苦しい戦いを強しいられたあとで、敗北で打ちのめされている。その上、戦意がない敵に対し、敵が心構えもできていない状況で、意表を衝つく戦略を以て、意外な方面から強襲を掛けるのだ。この戦いは、どうやっても普ふ通つうの会戦にはならない。

　やがて遠方に、ヴェザニア第一軍の姿を捉とらえた。こちらと比べれば、三倍近い大軍だ。遠目から見るヴェザニア軍の兵士たちは疲つかれ切ったようにうつむき、足を引きずるようにして歩いていた。

　真っ正面から現れたフォルセス軍の姿に、ヴェザニア第一軍の最前列にいる兵たちは不思議そうな面おも持もちで、呆ぼう然ぜんとこちらを眺ながめているだけだった。長い列を作っているため、後方の兵は、前に軍勢がいるとはわからないであろう。

　意外なことに、ヴェザニア第一軍は歩む足を止めなかったし、こちらを捉えている兵も恐きよう怖ふするようなことはなかった。まさか前方からフォルセス軍が現れるとは思考の範はん囲い外がいの出来事であって、ヴェザニアから送られた友軍か、それともまったく別の君主か傭よう兵へい隊長の軍であるとでも考えたのかもしれない。

　フォルセス軍も、ゆっくりした行進速度を変えず、隊列を整えながらも敵へと静かに向かっていった。このままいけば、華はな々ばなしくぶつかり合うような戦いではなく、道で偶ぐう然ぜんすれ違った者同士で殺し合いを演じるような、妙みような戦いになってしまうかもしれない。

　やがて先頭のエリザは馬を止め、自らが率いるフォルセス軍に悠ゆう々ゆうと向き直った。兵たちも足を止め、エリザへと一心に視線を向けた。

　エリザは朗々と声を響ひびかせる。

「見ての通り、あれが我々の前に屈くつしたヴェザニア軍の片割れだ。あの軍勢を、みすみす逃にげ帰すわけにはいかない。これより、掃そう討とうを開始する」

　この時点で、お互たがいの顔が見えそうな距離まで近づいてようやく、ヴェザニア第一軍の最前列の兵たちが動どう揺ようし始めた。ようやく、この軍勢がフォルセス軍だと気づいたのだろう。その表情は恐怖で引きつっている。

「国境を軽々しく侵しん犯ぱんした罪。公国内を踏ふみ荒あらした罪。住民を恐怖に陥おとしいれた罪。我らの街に攻こう撃げきを繰くり広げた罪。その大罪の数々たるや、神をも畏おそれぬ所業である。ゆえに我々の手で、あの者たちに裁きを下す！」

　エリザは馬を回して敵へと向き直り、抜き身を敵のほうへと突つき立てる。

「恩情は無用！　情けは不要！　ヴェザニア陸軍をここで完かん膚ぷなきまでに打ちのめし、北方イタリナの秩ちつ序じよを我々が打ち立てるのだ！　準備はよいか！　全軍突とつ撃げき！」

　エリザの鼓こ舞ぶに感染した兵士たちは雄お叫たけびを上げ、のろのろとした歩みを続けるヴェザニア第一軍に向けて突とつ入にゆうした。

　意表を衝かれたヴェザニア第一軍はまともな抵てい抗こうをすることもなく、フォルセス軍の突入に気づいた兵士たちから次々と逃げ始めた。

　一方にはアドリナ海に臨む砂すな浜はまや岸がん壁ぺきが、そしてもう一方には草原や雑ぞう木き林が広がっており、ヴェザニア第一軍の兵士たちは所構わず方々へと逃げた。雑木林に逃げ込む兵もいれば、海へと一目散にひた走る兵もいた。唐とう突とつなフォルセス軍の出現に、敵兵は恐怖に駆られていた。

　掃討戦のさなか、リノの耳に、交こう渉しよう相手だったオルカスの悲痛な声が飛び込んでくる。

「取り乱すな！　こちらは大軍なんだ！　エルツベルガー将軍が来るまで辛しん抱ぼうしてくれ！」

　声のほうに視線を向けると、大部隊が右往左往する混乱のなか、オルカスが必死で兵を統制しようと試みている姿が目に留まった。

　咄とつ嗟さにリノはオルカスのほうへ剣けんを突き立てて叫さけぶ。

「あれが第一軍を率いる将だ！　討うち取れ！」

　リノは周りの兵たちを促うながし、オルカスを取り巻く一軍に突入したのだった。




　　　　◆




「大変な事態です！　オルカス隊がフォルセス軍の攻撃を受け、壊かい滅めつの危機に瀕ひんしています！」

　急使の知らせに、馬上のジークベルトは息を吞のむ。

「……な、に？」

「オルカス様が兵をまとめて懸けん命めいの防戦に励はげんでおりますが、大半の兵たちが取り乱しており、壊滅は時間の問題となっております！　至急、救きゆう援えんを！」

　咄嗟にジークベルトは自軍を見回し、叫ぶ。

「全軍！　フォルセス軍は前方だ！　続ける者から俺に従え！」

　そして真っ先にジークベルトは馬を蹴けった。騎兵が続き、歩兵がバラバラに後を追いかけてくる。もはや隊列もなにもなかった。

「待ってろ、オルカス……。いま助けにいってやっからな……」

　ジークベルトには作戦を後こう悔かいしているヒマはなかった。今はただ、とにかくオルカス隊に追いつき、軍勢を壊滅から救うことだけが自分にできるすべてだった。
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　ヴェザニア第一軍の抵抗らしい抵抗といえば、指揮官オルカスの周囲にいたスイズ歩兵が密集隊形を組んで防戦に取り組んだくらいだった。しかしエリザ率いる騎兵が後方に回り込むと、さしものスイズ傭兵たちも恐きよう慌こうをきたし始め、オルカスを守るようにしながら円えん陣じんを組んで逃とう走そうを図はかるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　それからは数千の兵が四方八方に逃げ惑まどうのを捕ほ捉そくし、個別に殲せん滅めつしていくという作業で、これが意外と手こずった。戦場での包囲殲滅なら一息に行えるものの、分散した兵を追いかけるにはこちらもバラバラに行動せざるを得ず、しかも林のなかに逃げ込んで木に登ったり、海に飛び込んでまで逃げようとする敵兵もいて、いちいち一兵を打だ倒とうするだけでも手間取って仕方がない。初期の突撃で大打撃を喰くらわせていたが、時間が経たてば経つほど戦果は上がりづらくなっていった。

　手の平からすり抜ぬけるように捨て身の逃走を図る敵兵らに苛いら立だちが増しつつあったころ、リノはローマ街道の地平線上に、猛もう然ぜんと駆けてくる騎兵の集団を発見した。間ま違ちがいない、あれはヴェザニア第二軍の一角だ。急行するため、騎兵を先行させたのだろう。

「撤てつ収しゆう！　他の兵士にも声を掛けながら、エリザの下もとに撤収しろ！」

　周囲に散らばり掃討戦を繰り広げる兵たちに、リノは叫んだ。

　フォルセス軍はそれぞれ近場の味方に声を掛け合い、エリザの下に徐じよ々じよに引き揚あげてきた。エリザとリノは兵をまとめ、戦陣を作ってゆく。

　早くもヴェザニア第二軍の騎兵部隊は、およそ三〇〇メートル離はなれた付近まで迫り、そこで軍を止めた。奇くしくも第二軍の騎兵部隊およそ一〇〇〇と、フォルセス軍三五〇〇が睨にらみ合うような格好になった。

「エルツベルガーがいるぞ。やはりエリザの読み通りだったな」

　リノが言うと、エリザがつぶやく。

「第一軍が襲おそわれたと聞いて駆かけつけてきたのね。あの一〇〇〇なら蹴け散ちらせるけど、後ろからは後続の歩兵が来るか……」

「どうする？」

「敵歩兵が来る前に殲滅できるかどうか。ちょっと押してみましょう」

　撤収してくる兵をまとめながらの布陣だったため、フォルセス軍の陣形は未いまだ中ちゆう途と半はん端ぱだった。しかし陣を整えるよりもエリザは攻撃を優先し、全軍に向けて声を掛かける。

「全軍、散開して進め！」

　エリザの指令に、フォルセス軍は前進を開始した。

　しかしエルツベルガーが何やら叫ぶと、敵騎兵はこちらと同速度で後退し始めた。それからしばらく追ったが、距きよ離りが縮まる様子はない。機動力だけでいえば、騎き兵へいのみで編制されている向こうが有利だ。

「止まれ！」

　エリザの叫びに、フォルセス軍は整然と立ち止まった。

　そしてエリザは、隣となりのリノに言う。

「うーん、ダメね。やっぱり敵は、騎兵だけでは戦せん闘とうに入るつもりはないみたい。こちらの第一軍掃討作戦を牽けん制せいするためだけに、騎兵で張り付くつもりなんでしょう」

「そうだろうな。かといって敵軍の合流をむざむざ目の前で見なきゃならないのは忌いま々いましいが……」

　リノがそう応じた矢先、早くもローマ街かい道どうの向こうに、こちらに必死で駆けてくるヴェザニア兵の姿があった。

「あっ、見えたぞ。敵の歩兵部隊だ」

「よっぽど急いで来たのね。こちらも疲ひ弊へいしてるけど、敵もまた同じか……」

　やがて後続の歩兵が続々と追いつき、ヴェザニア第二軍の騎兵と合流していった。そしてジークベルトが部隊を駆け回り、陣形を作り始めたのがわかった。

　フォルセス軍も同様に、エリザの指示で布陣を進めてゆく。






　・フォルセス公国軍：三五〇〇（歩兵二六〇〇、騎兵九〇〇、砲ほうなし）




　　指揮官：エリザ・ファウネル




　・ヴェザニア共和国軍：五五〇〇（歩兵四五〇〇、騎兵一〇〇〇、砲なし）




　　指揮官：ジークベルト・エルツベルガー








　ジークベルト指揮下のヴェザニア第二軍は、右う翼よく側に騎兵一〇〇〇、中央に歩兵二〇〇〇、左さ翼よくに歩兵二五〇〇といった布陣を整えていた。左翼側が最も厚く、しかもその歩兵部隊も重装備で固められていた。おそらく敵は左翼にフォルセス軍を受け止めさせ、中央の歩兵が左右両軍を連結し、右翼の騎兵を回り込ませるような戦術に持ち込むつもりなのだろう。

　一方のフォルセス軍は、左右両りよう翼よくに四五〇ずつの騎兵を配し、中央には歩兵二六〇〇が厚く陣じん取どるというオーソドックスな陣形を組んでいた。

　布陣を終えると、エリザが訊きいてくる。

「リノなら、どうする？」

「俺なら一時撤てつ退たい。敵のほうが数が多い。正面きっての会戦となれば、おそらく良くて五分五分といったところだろう。いつもと同じ消極的な進言で、エリザに叱しかられるかもしれないけどさ」

「ううん、今回は同意見。私たちはすでに、ずっと兵力が多かったヴェザニア第一軍を蹴散らして大戦果を上げている。追つい撃げきは成功したのよ。にもかかわらず、わざわざヴェザニア第二軍と一か八かの勝負に挑いどむのは、敵のためにしてあげるようなもの」

「なるほど。その通りだ。そうと決まれば、急いでいったん転進しよう。そして敵をやり過ごし、ヴェザニア領に撤退していく敵の状じよう況きようを見み極きわめて次の手を考えようじゃないか」

　リノの言葉にエリザはうなずき、兵を見回して声を振ふり絞しぼる。

「後退！　陣を乱さず、後方へ後退！　左右両翼の騎兵は、歩兵の後退を支し援えんして！」

　フォルセス軍はまず歩兵部隊が後退を開始し、しばらくあとに騎兵が同じ速度で続いた。

　慌あわてたようにジークベルトも味方に叫び、ヴェザニア第二軍も距離を保ちながらフォルセス軍を追ってきた。向き合った陣形同士が戦線を乱さず移動する、奇き妙みような睨み合いが行われた。

　フォルセス軍が整然と後退を続けていると、やがてローマ街道とラテリノ街道の結節点へと到とう着ちやくした。ヴェザニア第一軍に強きよう襲しゆうを掛かけるのに重要な役割を担になった場所だ。

「これより、ラテリノ街道方面へと転進する！　後退する足を速めよ！」

　エリザの指示で歩兵がラテリノ街道をひた走り、そのあとを騎兵が続く。

　ラテリノ街道は、ここから少し行けば細道になり、周囲も崖がけや山で囲まれた場所が多い。そのため会戦には不向きであり、寡か兵へいでも十分に戦える場所だった。しかもフォルセス側は地元であるため、地理を詳くわしく把は握あくしており、敵軍を、こちらに有利な地形で待ち受けることが可能であった。

　ローマ街道とラテリノ街道の結節点で軍勢を止めたヴェザニア第二軍は、呆ぼう然ぜんとフォルセス軍の退たい却きやくを見送ったのだった。




　　　　◆




　ジークベルトはしばらくその場に軍勢を留とどめ、四散していたオルカス隊を収容することに全力を尽つくした。軍の半数に当たる二五〇〇を方々に差し向け、遠方に逃走したり、隠かくれている味方の兵士たちを探させた。

　一方、いつフォルセス軍が舞まい戻もどって急襲してくるかわからないので、三〇〇〇の兵に陣形を保たせて街道の結節点に配置し、自分自身がそこで味方の報告を待った。

　しばらくして、三〇〇ほどのスイズ歩兵に囲まれたオルカスが戻ってきた。オルカスはすでに馬を捨てて徒歩だったし、取り巻く歩兵らも武器は折れ傷を負い、沈ちん鬱うつな表情の者ばかりだった。

「オルカス、無事だったか」

「将軍……申し訳ございません……。布陣するヒマもなく、突とつ然ぜん現れたフォルセス軍に……」

　オルカスは震ふるえていた。しかしそれはオルカスばかりでなく、オルカスと共に防戦に立った兵たちも恐きよう怖ふに打ちひしがれたように身をすくめていた。

「いいんだ。してやられたのは俺のほうだ。まさか、ここまで負けに負けるとはな」

　フォルセス防衛時の戦略戦術もさることながら、自分の撤退時の戦略を見破り、大きく迂う回かいしてオルカス隊を殲滅したことといい、自分との決戦を避さけたことといい、フォルセス軍のなんとも鮮あざやかな手口にジークベルトは舌を巻いていた。敵将エリザ・ファウネルは並の将軍ではない。

　たしかに将としての経験値では自分のほうが上だろうが、柔じゆう軟なんな認にん識しき力や閃ひらめきは相手のほうが上なのだと認めざるを得なかった。少なくとも、自分より格上の将を相手にしているのだと考えを改めねばならない。

「もうすぐ国境だ。ヴェザニアに帰ったらゆっくり休め。な？」

　ジークベルトは優やさしく声を掛けた。

　オルカスは何かを言おうとしたが、その言葉はやがて嗚お咽えつにかき消されてしまった。フォルセス軍と遭そう遇ぐうした際の恐怖や、殺さつ戮りく戦のなかでの極限は理解できるだけに、オルカスの涙なみだに、それ以上ジークベルトは掛ける言葉を見つけられないのだった。

　四散したオルカス隊のうち、ジークベルトの本隊に合流できたのは四〇〇〇にも満たない数だった。負傷兵を除けば、もともと八五〇〇もの兵員がいた軍だから、その半数を壊かい滅めつさせられてしまったということになる。もちろん未いまだ山中を彷徨さまよっていたり、すでにヴェザニア方面にまで逃のがれた兵もいるはずだから、見つからない者が全員死んだというわけではないだろう。

　しかしそれでも、明々白々な大敗だった。ジークベルトは数十年ぶりに、惨ざん敗ぱいの苦い味を嚙かみしめたのだった。
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「それは冗じよう談だんか？」

　ヴェザニア共和国公こう邸ていで、報告を聞き終えた元首は息を吞のんだ。

　情報伝達官が真ま面じ目めな面おも持もちで言う。

「いえ、誠まことの情報にございます。オルカス殿どの率いるヴェザニア軍およそ一万が、撤退の最中、フォルセス軍による迂回と奇き襲しゆう攻こう撃げきによって壊滅させられました。駆けつけたエルツベルガー将軍が決戦を挑みましたが、フォルセス軍は素す早ばやく撤退、まったく打だ撃げきを与あたえること叶かなわず……」

　聴きき入る議員たちも、誰だれもが信じられないといった風に口にしていく。

「なんということだ……」

「エルツベルガーが負けた……」

「まさかフォルセスを落とせないのみならず、ここまで翻ほん弄ろうされるとは……」

　この結果には、ヴェザニア共和国政府関係者の誰もが驚きよう愕がくしていた。弱小で歯し牙がにも掛けないと思っていた国に、がっぷり四つで組んだ戦争で押されるというのか。

「長年、ヴェザニアの陸軍大将を務めていたエルツベルガーも、ついに焼きが回ったのか？」

「傭よう兵へい隊長を変えることを、早々に検討せねばなりませんな」

　議員らの激しいショックは、徐じよ々じよにジークベルトに対する怒いかりに転化し始めたようだった。格下中の格下である弱小国に、ここまで被ひ害がいを被こうむれば、どこかに怒りをぶつけたくなる気持ちもわかる。

　だがオルカスから逐ちく一いち報告されていた戦せん況きよう報告を見れば、ジークベルトの判断や指揮が大きく間ま違ちがっていたようには思えない。元首とて幾いくつもの海戦や攻城戦で指揮を執とった経験は豊富にあったが、その元首から見ても、疑いなくジークベルトは当代一流の将軍だ。

　元首は議員たちを制し、情報伝達官にさらなる報告を促うながす。

「込み入った話はあとだ。状況の確認を優先したい。その後のフォルセス軍の動向は？」

「不明です。おそらく迂回してきたラテリノ街道を戻り、フォルセスに帰き還かんした可能性が高いかと」

「推測でモノを申すな！　この場では、確認した事実のみを報告せよ！」

　元首の一いつ喝かつに、情報伝達官は恐きよう縮しゆくする。

「はっ……」

「動きがあれば細かな情報でも逐一報告するように。深夜だろうと早朝だろうと構わん」

「畏かしこまりました」

　情報伝達官が引き下がると、元首は議員一同を見回して口にする。

「緊きん急きゆう事態だ。フォルセスとの外交窓口を開くことを討議しよう。どのような講和条約に持ち込むか、急ぎ検討せねばならない。そして条約が締てい結けつされるまで、議員一〇人を五人ずつに分け、交代制で常にこの公邸に五人が待機するよう義務づける。即そく時じ判断できる態勢を取るぞ」

　議員らは全員、表情を引き締しめてうなずいた。




　　　　◆




　オルカス隊と合流した本隊は、ようやくヴェザニア国境に入り、すべての兵士たちが心から一息つけたのだった。

　兵は九五〇〇にまで数を減らしていた。開戦した際の陸軍兵は一八〇〇〇を数えたから、その半分近くにまで戦力を減少させてしまったということだ。離り散さん兵や逃とう亡ぼう兵が帰還するならばもう少しマシな数になるだろうが、酷ひどい戦いであったことは間違いない。

　兵たちが安息に浸ひたり始めたころ、ジークベルトの下もとに斥せつ候こうが駆かけてきた。

「将軍！　国境沿いにフォルセス軍の姿が！」

　たちまち周囲の兵たちに緊きん張ちようが走った。必要以上に兵たちはフォルセス軍に怯おびえているようだった。

「心配ねーよ。ヤツらは、決戦を避けたんだ。どだい、こちらに勝てる戦力は持ってない。怖こわがるなよ、お前たち？」

　周囲を見回して、ジークベルトは大声で言った。

　続けて、隣となりをうつむきがちで進む馬上のオルカスにも声を掛かける。

「おい、オルカスもしっかりしろ。監かん察さつ官かんがびくびくしてたんじゃ、兵たちに悪あく影えい響きようがあるだろ」

「私は大だい丈じよう夫ぶです。心配なきように」

　そう応じたオルカスの口調には、どこか怯えた響ひびきがあった。オルカス隊の壊滅が、よほどトラウマになっているのだろう。

　その後、フォルセス軍は国境を越こえ、撤てつ退たいを続けるヴェザニア軍の背後にまで迫せまってきたのだった。もちろん、会戦を挑むには距きよ離りがかなりある。平野が続く場所で、遠目にようやく確認できるくらいの距離感だ。フォルセス軍はつかず離はなれず、ヴェザニア軍を追いかけてくるつもりなのだろう。まったく忌いま々いましいことだ。




　　　　◆




「リノにも意外と積極的なところがあるのね。いつも軍事行動には消極的なはずなのに」

　軍を統とう率そつするエリザが、隣に寄り添そうリノに不思議そうな視線を向けてきた。ヴェザニアとの国境線を越えて軍を押し出すのは、急きゆう遽きよリノが提案したことだった。

「徹てつ頭とう徹てつ尾びこれは外交だよ。実際、三五〇〇しか率いていないっていうのに強国ヴェザニア領まで侵しん攻こうするなんて、内心じゃ緊張で押しつぶされそうだ。だから決戦は避けてくれよ。あくまで撤退するヴェザニア軍にプレッシャーを掛けるだけだ」

　ヴェザニア領への侵攻は、このあとに必ず行われるはずの外交交こう渉しようを有利に運ぶための布石だった。そして講和を求める使者はヴェザニア側から来させる。それが、外交の主導権を握にぎる上での手始めだ。

「私はほんのちょっとだけ、エルツベルガーと会戦を交えてみたい誘ゆう惑わくに駆られてる。ワルターやチェザーレとは違うタイプの、とても真っ当な戦術を採る軍事指揮官だと思う。戦いくさの流れも身に染しみて理解している感じ。エルツベルガーと正面からやり合って勝ったわけじゃないから、防ぼう御ぎよ陣じん地ちなしの会戦ではどうなるか……」

　まんざら冗談とは聞こえず、リノは慌あわてる。

「待ってくれ……。万一刃やいばを交えて敗勢となったら、せっかく外交で優位に立てそうなものが崩ほう壊かいしてしまう。これだけ国力が違う国同士なんだから、一戦でも負けたら押し切られるぞ」

「あはは。わかってる。そんなに戦いたいなら、一度向き合ったときに会戦を挑いどんでるよ。ところで、どこまで追う？」

「理想は首都ヴェザニアの入り口まで。だけどそこまで進出すれば、敵も必死になって、戦せん闘とうは避けられなくなるだろう。どこか手近な街を攻略しつつ、ヴェザニア領を荒あらし回る構えを見せることがベターなシナリオかな」

「ならばそろそろ近場の街に進路を変えましょうか。このまま追っていけば、いずれ敵は踏ふみ留とどまって戦いを挑んでくることになるでしょうし」

「もう少し進むと、西方にレオノの街がある。領内に侵攻されるなんてヴェザニアには想定外だから、普ふ段だんは街に守備兵を置いていない。略りやく奪だつしないことを約束し、食料調達や宿にもお金を払はらえば、街の住民はそこまで激しく抵てい抗こうしないんじゃないかな」

　周囲の街々を焼き討うちして回るというのが長期戦の常道だが、なにせ隣りん国ごくの街である。悪感情を持たれたらマイナス面があまりに大きい。遠方からやってきた軍ならば、まず確実に焼き討ちや略奪を行いプレッシャーを掛けていくだろうが、これだけ近所だと逆に何もできない。形だけ攻略して、街の統治についてはノータッチとするしかないだろう。

「わかった。目標はレオノの街。住民と穏おん和わに話をつけて、城門を開けてもらいましょう。万が一力押ししなくちゃいけなくなっても、市民兵が抵抗する程度なら、率いる三五〇〇ですぐに攻略できる」

「しばらくレオノに居座って、それでもヴェザニアの外交官がやってこないようだったら、また別の街を攻略しよう。敵のいないところで、次々に新しい街を攻略していくゲームだな。そして敵が迫ってきたら、さっさと撤退して転進すると」

　このまま押しても、どうせヴェザニアを落とせるわけではない。ヴェザニアを攻略するには五万の軍勢と、海を渡わたる船が必要だが、強大な海軍が守っていて手の出しようがない。だが戦後を見み据すえ、外交的優位を得るために、戦線維い持じさえできるなら、たとえ苦しくともここは限界まで押しの一手だとリノは考えていた。

　しばらくヴェザニア領内を荒らし回り、小部隊が迎げい撃げきに出てきたら撃破し、大部隊なら戦わずに逃にげ、別の街を攻略することでヴェザニアを翻弄するという作戦で粘ねばるつもりだった。
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「フォルセス軍迫るの報を受け、レオノの街の住人の一部が抗戦に立ちましたが、ほんのわずかな戦闘が行われただけで城門を開くことになりました。そして本日の正午過ぎ、フォルセス軍はレオノの街を出しゆつ立たつし、エレノールの街へと軍を進めております」

　情報伝達官の報告で、公邸の執しつ務む室に居並ぶ議員たちは溜ため息いきをつく。

「なんてことだ……たかがフォルセスごときが、共和国領内を好きに荒らし回るのを指をくわえて見ていなくてはならないというのか……」

　議員たちが打ちひしがれていると、官かん吏りの一人がノックをして部屋に入ってくる。

「失礼します。ただいま、エルツベルガー将軍とメルリ監察官が公こう邸ていに到とう着ちやくしました。いかがなさいましょうか？」

「ここに通せ。今すぐだ」

　元首の言葉に、官吏は畏まって部屋を出て行った。

　誰もが一言も口を開かず、沈ちん黙もくして待った。

　少しすると、ジークベルトが入ってきた。恐縮した面持ちのオルカスも続いている。

「よう。生きて帰っちまったよ」

　開口一番、ジークベルトは飄ひよう々ひようと言った。

「よう、じゃないだろう！　どうしてくれるんだ、この敗戦の責任は!?」

　議員の一人が不満をぶちまけた。

　すぐさまオルカスが進み出る。

「お言葉ですが、議員……。誰がやっても、フォルセスは落ちなかったと思われます。また仮に三万の陸兵を与えられていたとしても、同様の結果になったはず」

「オルカス！　いつからそんな偉えらそうな口を叩たたくようになった!?」

「日々の戦況は、通信文として逐一お送りしていた通りです。かつまた詳しよう細さいな顚てん末まつを、可能な限り素早く報告文にしてまとめます。戦争の細部にわたる報告は、今しばしお待ちください」

　元首が穏おだやかに声を掛ける。

「ジークベルトもオルカスも、死なないでいてくれてよかった。早々に聞きたい。教皇軍との戦いといい、我々との戦いといい、なぜフォルセスはこれほど強きよう[image: 靭]じんなのだ？　思うところを語ってくれ」

「有り体ていに言えばさ、率いる将軍がいいんだな。時々刻々と移り変わる戦せん況きようを読む力があるし、ここ一番で積極果か敢かんになれる勇気がある」

　そんなジークベルトの話に、議員の一人が声を上ずらせる。

「将軍といっても、たしかフォルセスの軍を率いていたのは宰さい相しようワルター・バルダートだろう？　現在は我々が丁てい重ちように監かん禁きんしているのだぞ」

　ワルター・バルダートは要人だけに、牢ろうには繫つながず、公邸の最上階の一室で優ゆう雅がな監禁生活を送らせていた。フォルセスとの講和を探さぐる際の一つのカードになる人間だが、なんといってもすでに老境なので、ヴェザニアの虜りよ囚しゆうになっている間に寿じゆ命みようで死なれたら困る。注意深く扱あつかわねばならない外交カードだった。

「フォルセス軍を率いているのは姫ひめ君ぎみだって話だ。攻城戦のときにも、あと一歩という状じよう況きようで、その姫君に逆包囲を受けてな」

「そういう報告は受けている。ただ、我々も半信半疑なのだよ」

　元首は慎しん重ちような物言いをした。

「俺に言われたってな。ただ、予想外に強い相手だったことは確かだ。同条件下で戦えば、おそらく俺だと勝てない相手なんだろうよ」

　ジークベルトはいささか投げやり気味に言った。

　しかし戦上手として名高いジークベルトが、エリザ・ファウネルを将として高く評価したことで、議員の面々は意表を衝つかれたようだった。

「イタリナにとって、ハンニバルという恐きよう怖ふの再来か、あるいはカエサルのような英えい雄ゆうの降臨か……。見み極きわめてみたい相手ではあるな」

　独り言のようにジークベルトは言った。

「ジークベルトがそれほど評価する人物ならば、我々も根本から考えを改めねばなるまい。フォルセスを吸収するより、温存したまま陸の防ぼう波は堤ていとして活用していく術すべを探ったほうが、ヴェザニアの長期的安定に貢こう献けんすると思うが……諸君らの見解はいかがだろうか？」

　元首は居並ぶ議員らに話を向け、今後の方針の検討に入ったのだった。
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　フォルセス軍が入城したばかりのエレノールの街。

　リノは接収した講堂の一階で、ヴェザニアの外交使節として派は遣けんされてきたオルカスと向き合っていた。あくまで現時点ではお互たがいの腹の探り合いと今後の地ならしなので、最終決裁権者であるエリザは意図的に同席させず、事務官であるリノとオルカスでの話し合いである。

　エリザは万が一エレノールの街での防衛戦を強いられたときのため、軍の一団と城じよう壁へきを見て回り、防備のための協議をしているはずだ。

　オルカスは訪問の目的を滔とう々とうと話してゆく。

「──という事情で、我が共和国政府は講和を求めています。この辺りでお互いに矛ほこを収め、平和に向けての交渉を始めていければと考えているのですが、貴国はどのようにお考えでしょうか？」

　リノが意図していたように、ようやくヴェザニア側から講和に向けての接せつ触しよくがあったということだ。内心、いつ講和の使者がやってくるのかとヒヤヒヤしていたリノだけに、心底胸をなで下ろしたのだった。

　しかしリノはわざと忌々しげな表情を作り、テーブルを叩く。

「どのようにって、おかしくないですか？　ヴェザニア側が一方的にフォルセス公国の国境線を越えてきたんじゃないですか。まったく酷ひどい話ですよ。ありえない」

　本心ではリノは講和に飛びつきたくて仕方なかった。だが逸はやる気持ちをグッと堪こらえ、わざと怒いかり心しん頭とうな風を装よそおってまくしたてた。

「ですがあくまで軍勢を派遣したのは、チェスティ銀行の──」

　それからしばらく、オルカスが盛んにヴェザニアの正当性を主張し、リノがそれに怒りを表明するというやり取りが繰くり返された。感情を露あらわに反論しているように見せたリノだが、これも一種の外交儀ぎ礼れいである。

「──まったくヴェザニアには愛あい想そを尽つかされました。尊敬できる隣国と思っていただけに、誠に残念でなりません。ただ、いつまでも戦争状態を続けるというわけにもいかないのでしょうね。どこかで何らかのケリをつけないと……」

　この交渉で初めてリノが釣つり糸を一本垂らすと、すかさずオルカスは飛びついてくる。

「その通りです。そろそろお互いの未来のため、ここは矛を収めるべき頃ころ合あいなのだろうと思います。方向性が合がつ致ちできるのでしたら、いったん二週間ほどの休戦協定を結んで争いを収めたのち、並行して講和の条件交渉に入ってしまいたいと思うのですが……」

　二週間の休戦協定については、リノは即そく座ざに同意した。もともとヴェザニア軍が再び一万以上の兵を率いて立ち向かってくれば、フォルセス軍はすごすごと国境線の向こうに退散するしかなかったのだ。

　その上で、講和条件の交こう渉しように入り、リノはオルカスと激論を戦わせた。だがヴェザニアは強きよう硬こうに出てくる様子はなく、敗北を認めてさえいるようだった。それゆえ、リノが交渉でどれだけヴェザニア側に深く食い込めるかが重要だ。リノはあらゆる要求を繰り出し、オルカスを辟へき易えきさせ、どこまで妥だ協きようを引き出せるかどうかを探り続けたのだった。

　厳しい条件詰づめが一段落すると、オルカスはヴェザニア政府に内容の承認を求めるため席を立った。だが去り際ぎわ、オルカスが言う。

「一度ヴェザニアに戻もどる前に、ファウネル公にお渡ししたいものがございます」

「私が預かってもよろしいですが」

「元首からのお手紙なので、直接お渡しさせてください」

「そういうことでしたら……。城壁のチェックをしていると思いますので、一いつ緒しよに行きましょう」

　講堂を出たリノは、広場で警護を務めていたフォルセス兵からエリザの居場所を聞き、オルカスと共に向かった。

　エリザは、一〇人ほどの下士官を引き連れ、城壁の上から周囲の地形を調査していたところだった。

　リノとオルカスが近づくと、エリザは声を掛かけてくる。

「あっ、こんにちは、メルリさん」

「ご無ぶ沙さ汰たしています……」

　不思議とオルカスはどこか怯おびえた様子に見えた。エリザが恐こわいのだろうか。

　エリザがリノを見やってくる。

「リノ、話し合いは済んだの？」

「大体な。エリザに直接渡したいものがあるらしくて、お連れしたんだ」

「元首から、直接手て渡わたすようにと申し渡されていた招待状です。どうぞご確認ください」

　恭うやうやしく、オルカスは書状を手渡した。

　だが、やはりその手は震ふるえているようだった。そういえば、ヴェザニア第一軍を指揮していたのがオルカスだったはずで、フォルセス軍は猛もう烈れつな虐ぎやく殺さつ戦を展開したばかりだ。その将であったエリザを恐おそれるのは無理もないタイミングだろう。

　むしろ逃げ出さず、元首からの言伝を懸けん命めいに伝えるオルカスは役人の鑑かがみと言えるかもしれない。

　エリザが書状を広げて読み込み始めたので、リノも後ろに回って覗のぞき込んだ。

　元首からの手紙には、エリザの将としての資質を盛んに讃たたえる言葉が並び、エリザを公邸に招待したいという申し出が書かれてあった。ヴェザニア共和国の総力を挙げて、エリザを歓かん迎げいしたいとまで述べていた。また、エリザを招待している間の安全を保障するため、複数人の人ひと質じちを差し出すことも約束できるし、宰相ワルター・バルダートを事前に釈しやく放ほうしてもいいとまで書かれてあった。

　元首からの、歯の浮うくような絶賛の言葉の数々が並んでいたため、よほどエリザは意表を衝かれたようで、ぼうっと視線を彷徨さまよわせていた。

「チェザーレの誘さそいだったら怪あやしさ満点だったろうが……まぁ、ヴェザニアなら招待を受けても問題ないんだろうな。たぶん。オヤジを解放すると言ってるし、相応の人質も確保できるなら……」

　そうリノが言うと、オルカスが声を上げる。

「失敬な！　我が共和国政府は、陰いん謀ぼうを企くわだてるようなことは一いつ切さい致いたしませんぞ。ご安心ください。ファウネル公は丁てい重ちようにお迎むかえいたします」

　ヴェザニアが陰謀とは無む縁えんだなどと、とうていリノには信じることができなかった。ワルターも昔、フォルセス市民らの間で一度ヴェザニア帰属運動が盛り上がったのは、裏でヴェザニアの工作があったのではないかと強く疑っていた。

　ただ、少なくともヴェザニアならば、チェザーレのような陰いん湿しつで血なまぐさい陰謀を行うことはないだろうと判断できた。公明正大な共和制を是ぜとするヴェザニアが、公式の外交文章で述べた事こと柄がらを軽々しく裏切る可能性はなかった。過去のヴェザニアの歴史や行動がそれを証明している。

「受けても、いいの……？」

　エリザは予想外といった風に、おずおずとリノに問い掛けてきた。君主であるエリザが、一官かん吏りであるリノに伺うかがいを立てるというのも妙みようだが、ともかくリノは穏やかにうなずく。

「エリザもたまには戦場ではなく、宮きゆう廷ていの主役になってみてもいいだろう」

「ならば講和条約は、元首公こう邸ていで締てい結けつできればと存じます。まずはこちらが宰相ワルター・バルダート殿どのの解放と、安全の保障としての人質をお送りします」

　この直後、目的を果たしたオルカスは早々に引き揚あげていった。
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「どうぞ、お出になってください。これより、フォルセス軍の陣じん営えいへとお連れします」

　ヴェザニア公邸の最上階に設けられた貴き賓ひん室を開け、官吏が声を掛けた。その様子を後ろからジークベルトは見やり、壁かべに寄りかかって、監禁されていたワルターが出てくるのを待っていた。監禁といっても、普ふ段だんは国こく賓ひんを招待するために使用している部屋だ。

　のこのこ出てきたワルターは、贅ぜいを尽くした食事を毎日堪たん能のうしていたためか、やや太ったように見えた。

「贅ぜい沢たく三ざん昧まいを楽しんだか？」

　ジークベルトが苦く笑しようして声を掛けると、ワルターはまじまじとこちらを覗き込んでくる。

「思いのほか早くワシが釈放されるということは……ジークベルト、果たしてお主、姫ひめ様さまに負けたな？」

「……」

　ジークベルトはそっぽを向き、応こたえなかった。

「ヴェザニアの陸軍大将は別の傭よう兵へい隊長になるかもしれんのう。ワシあたりを次の陸将に雇やとえと、売り込んでみるのも面おも白しろいやも……ふぉっふぉっふぉっ」

「はん。何なら売り込んでおいてやるよ。オスマニア帝てい国こくから莫ばく大だいな懸けん賞しよう金が掛かってる元傭兵隊長がいるぞってな」

　ヴェザニア共和国とオスマニア帝国は、軍事的には緊きん張ちよう関係にあるが、経済的には深い通商関係で結ばれている。それゆえ巨きよ大だいな貿易相手をなくしたくはないヴェザニアは、まかり間ま違ちがってもオスマニア帝国の賞金首を雇えるはずもないのだった。

「お主は何か誤解しておる。ワシはフォルセス公国の宰さい相しように過ぎん男じゃ。それも、もうすぐ引退予定じゃがな」

「引退する前に寿じゆ命みようで死ぬだろう。この死に損ぞこないが」

「ワシとの約束を覚えておいてくれよ。いずれ、フォルセスの軍事顧こ問もんになるというな」

「そもそも俺が必要かぁ？」

　エリザの柔じゆう軟なんな用兵を実地で見たジークベルトには、なぜワルターがそこまで自分にこだわるのか理解できなかった。

「姫様が手足として使うには、奇き抜ばつな戦術を得意とする将より、正統派の軍略を駆く使しする将のほうがいい。そこでお主じゃよ」

「軍事顧問どころか、ただの手下じゃねーか。俺は願い下げだね、フォルセスみたいな弱小国に雇われるなんてな」

「なに、そのうち大国の仲間入りをするじゃろうて。ワシが育てた姫様と、息子むすこがいる限りはな」

「テメー、自分が育てたって強調したいだけだろう？」

「残念無念じゃ……ワシが育てた姫様と息子の活かつ躍やくが、この歳としのせいで、もうすぐ見られなくなるかもしれないと思うとな……」

「うぜー……」

「ワシが手塩にかけて育てた姫様と息子は──」

　まだ繰り返そうとするワルターに、ジークベルトは言い放つ。

「もう行けよ。テメーの自じ慢まん話ばなしなんざ聞きたかねぇからな」

「ふぉっふぉっふぉっ。ワシも嫌きらわれたもんじゃのう。ではな、洟はな垂たれ小こ僧ぞう」

　そしてワルターは、迎えに来た官吏の後について階段を降りていく。

　最後にジークベルトは、階段の上から声を掛ける。

「エリザ・ファウネルは極ごく上じようの将軍だ。俺が見てきた将のなかじゃ断トツのな。もちろん、テメーよりだ」

　ワルターはニヤリと笑い、手を上げて返してきただけだった。

　そしてジークベルトは、階下へと降りていくかつての自分の司令官の老おいた姿をぼんやりと眺ながめ続けた。自分も歳を取ったものだ。
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　エレノールの街に軍を留めて宿営していたエリザとリノの下もとに、オルカスに引率されたワルターが戻ってきた。またオルカスは、人質を務めるヴェザニア共和国議員五名を引き連れてきた。

　ワルターを迎え、エリザが声を掛ける。

「ワルター！　おかえり！」

「姫様、顚てん末まつはここまでの道中で聞きましたぞ。あのジークベルトと、よくぞ渡わたり合いましたなぁ」

「オヤジ……なぜ太ってるんだよ……」

　リノは首をひねった。

「ふぉっふぉっふぉっ。毎日豪ごう壮そうな料理を振ふる舞まってもらってのう。欲を言えば、もう少しヴェザニアに捕とらえられていたかった」

「もうずっと捕らえててもらえよ。なんなら送り返してやろうか」

　オルカスが進み出てきて、丁重に言葉を掛けてくる。

「ファウネル公、ご紹しよう介かいさせてください。この度、人質としてこちらに滞たい在ざいすることになる五名の方々です。まずヴェネツィア共和国議員であり貴族でもあります──」

　それからオルカスに人質五人を紹介され、エリザとリノは挨あい拶さつに追われたのだった。人質五名は誰だれもが高名で、エリザに匹ひつ敵てきするほどの高位の人物もいた。ヴェザニアが本気で安全を保障し、エリザを招きたがっているのがわかった。

　それからワルターとゆっくり労ねぎらいの言葉を交かわしているヒマもなかった。入れ替かわるように軍の後事と、人質として提供された五名の接待をワルターに頼たのみ、オルカスに案内されながらエリザとリノはヴェザニアへと向かったのだった。
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　着き換がえ室から出てきたエリザの姿を見やったデザイナーが、両りよう腕うでを大きく広げて近寄り、感かん嘆たんの言葉を口にする。

「実にお美しゅうございます……。ファウネル公のような高貴で煌きらびやかな御お方かたのドレスを製作させてもらえるなど、光栄の極きわみです」

　たちまちエリザは芸術家たちに囲まれ、讃さん辞じを一身に浴び始めた。その模様を、リノは部屋の隅すみで静かに眺めていた。

　ヴェザニアで製作されたドレスは大きく両胸がはだけ、身体からだのラインにピッタリと張り付く作りになっており、いささか女性の主張が強すぎる宮廷衣い装しようだった。エリザ自身も外交儀ぎ礼れい用のドレスは多々持っているが、これほど露ろ出しゆつがきわどいものは持っていないはずだ。ヴェザニアで製作されるものは欧おう州しゆうの貴族たちの間で流行の最さい先せん端たんとして持て囃はやされるから、その類たぐいの先せん鋭えい的なものなのだろう。

　当のエリザも、微びに入り細さいにわたり手間を掛かけて製作されたドレスが大いに気に入ったようで、しきりに自分の衣装を眺めやり、上じよう機き嫌げんな様子だった。

「どう、リノ？　この格好！」

　終しまいには、エリザは興奮した面おも持もちで、壁ぎわに佇たたずむリノにまで声を掛けてきた。

「……まぁ、いいんじゃないか」

　リノとしては、芸術家たちのようなストレートな褒ほめ言葉を口にするのは恥はずかしく、そう応じるしかなかった。

「それだけ？」

　物足りない様子でエリザが小首をかしげてきたので、リノは慌あわてて付け足す。

「褒めてるんだ……本当だよ……」

「……」

　エリザは不満そうだ。

「すごく似合ってる。綺き麗れいだと思うよ」

　リノが照れ臭くささを押し隠かくして言うと、ようやくエリザは納なつ得とくしてくれたようだった。

　その後も芸術家たちはエリザを囲んで盛り上がり、さまざまな衣装を着せたがった。普段から王おう侯こう貴族ばかりを相手するヴェザニア一流の芸術家たちも、エリザほど美しいモデルに自分が作った衣服を着てもらえる機会はそうそうないのだろう。エリザのほうも、はしゃぎぶりは止まらなかった。

　芸術家たちやエリザの興奮がやや収まると、頃ころ合あいを見計らったようにオルカスが進み出て、おずおずと口にする。

「他にも、さまざまな品をご用意させて頂きました。この部屋にあるものは、すべてファウネル公への献けん上じよう品でございます。ヴェザニア共和国政府からの心ばかりの品々です。どうぞ、お納めください」

「ファウネル公、これは私が製作した宝石です。身につけてもらえるのでしたら嬉うれしく存じます」

　囲んでいた芸術家の一人が、テーブルの上のイヤリングを取り上げ、エリザに恭うやうやしく差し出した。

「これ、可愛かわいい……！」

　エリザは息を吞のみ、目を見開いた。

　別の芸術家がさらにテーブルから品物を取り上げる。

「この翡ひ翠すいのブレスレットは、遠くオリエントから取り寄せた翡翠を加工したものでございます。お気に召めして頂けますでしょうか」

「えー!?　やだ……こんなの見たことない！」

　エリザは感動もひとしおといった様子だった。こんなに舞い上がるエリザはなかなか見られない。女性にとっては垂すい涎ぜんの芸術品ばかりなのだろう。
















　やはりヴェザニアのような富が集まる場所というのは、度ど肝ぎもを抜ぬくような逸品が溢あふれているものだ。貴族女性の宝石やアクセサリーの知識がまったくないリノも、その価値が途と方ほうもないのだろうということだけはわかった。鍛冶かじ職人の街であるフォルセスでは、とても容易に手に入れることは叶かなわない。

　とはいえ、この場も外交の一いつ環かんであることを、リノは片時も忘れなかった。早くもヴェザニアに懐かい柔じゆうされたエリザの代わりに、リノは舞ぶ台たい裏うらで交こう渉しように入り、講和条約をまとめてしまうことにした。

「メルリさん、先だっての講和条約を早々に確かく認にんさせて頂ければと思うのですが……」

　側そばに控ひかえていたオルカスに、リノは声を掛けた。

「ファウネル公も参加されなくてよろしいのですか？」

「結構です。条約締てい結けつでサインさえしてもらえれば。他はぼくのほうで処置します」

「そうですか、ならば別室に移動しましょう。先日話し合った内容は、すでにヴェザニア十人委員会でも承認されています。そこで条約文をご確認頂ければ」

　それからリノとオルカスは、エリザや芸術家たちに気づかれないよう、静かに部屋をあとにしたのだった。
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　オルカスに案内されて別室に移り、テーブルを挟はさんで改めて向き合った。

　そしてオルカスから提示された書類を、リノは読み込んでゆく。






◆ヴェザニア共和国とフォルセス公国は、両国間の戦争の終結を宣言する。

◆チェスティ銀行の権利は保護され、フォルセス公国は改めて、二〇〇万シリングの借入を確認する。ただし、二〇〇万シリングの返済猶ゆう予よ期間を設け、五年間は元本の返済および利子の支し払はらいの一いつ切さいを免めん除じよすることとする。

◆ヴェザニア共和国は南部の四つの街、およびその周辺一帯の領土をフォルセス公国に割かつ譲じようする。

◆ヴェザニア共和国とフォルセス公国は、攻こう守しゆ同盟を締結する。いずれか一方が第三国より攻こう撃げきあるいは宣戦を受けた場合、もう一方の国は同盟国として参戦する。

◆両国間の戦争による捕ほ虜りよを、双そう方ほうともに無む償しようで解放する。








「なるほど、基本は出来ていますね。悪くはないです」

　読み終えたリノは、さも上から目線で言った。本心は上からどころか、泣きついてでも講和を結びたいし、ヴェザニアとの再戦を心から恐おそれていた。だが外交実務の場においては、わずかでも本音を気づかせてはならない。

　ともかく最初の講和交渉時に、リノが強く押しまくったことがきちんと盛り込まれている。一つは、チェスティ銀行への返済の猶予期間。そしてもう一つは、領土の割譲である。

　実のところ、領土の割譲は半ば無理だと思いつつも、かなり強きよう硬こうにリノが主張した内容だった。リノは六つの街とその周辺を割譲せよと言い張った。四つに減らされたものの、思いの外きちんと書類に盛り込まれていたので内心では驚きよう愕がくしていた。いくら戦せん闘とうに勝ったとは言えど、強国ヴェザニアから領土をもぎ取れるなどと、本心では微み塵じんも思っていなかったのだ。リノだけでなく、この割譲には欧州各国が一いつ驚きようを喫きつすること請うけ合いだ。

　オルカスが生き真ま面じ目めな顔で語る。

「正直かなり譲じよう歩ほしました。しかし元首の強い方針で、フォルセス公国との盟約を深めることを重視することになりまして。今後の攻守同盟のこともありますから、フォルセスとの信しん頼らい関係を強化し、その力を補ほ佐さするのもヴェザニアの役割であると、元首は仰おつしやっております」

「あと一つだけ、いいですか？」

　満額回答を得たにもかかわらず、この期ごに及およんでリノはもう少しだけ押してみることにした。交渉相手の表情や反応を注意深く探さぐり、提案が交渉をぶち壊こわしかねない危険な領域だと思えば、言葉を濁にごらせて即そく座ざに退ひく。それだけのことだ。

　サッとオルカスの顔色が変わる。

「さすがにこれ以上の譲歩は難しいところなのですが……」

「ご心配されるような内容ではないと思います。新たな取引内容を、一つだけ追加してもらえないかなと」

「ど、どのような……」

「新規で一〇〇万シリングを貸し付けてくださいませんか？　金利は、二〇〇万シリングの借り入れと同様、一〇％でお願いします。どうかそれだけ追加してもらえれば」

「ずいぶん押してきますね……」

「戦争で多額の国庫を浪ろう費ひし、このままでは国の復興がままならないのです。今後の攻守同盟を適切に順守するためにも、なにとぞ大国ヴェザニアの力をほんの少しお貸しください。資金はいずれ利息を付けて返すのです」

「まぁ貸付なのでしたら……なんとかなるのかなと……。ただし、これ以上は無理ですよ、絶対に」

　弱り切ったオルカスの表情だったが、無理やりねじ伏ふせることに成功したリノは、これ以上ないギリギリの譲歩をすべて引き出しきったことを、内心で大いに喜んだ。
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　翌日、エリザを囲んで晩ばん餐さん会かいが催もよおされた。ヴェザニアを代表する高名な人々や、各国からヴェザニアに派は遣けんされている外交官らが招かれ、舞ぶ台たいは煌きらびやかな宮きゆう廷てい劇げきの様相を呈ていしていた。

　もちろん主役はエリザである。甲かつ冑ちゆうを脱ぬぎ捨てたエリザは、ヴェザニアから贈おくられた真新しいドレスと宝石類に身を包み、その美しさで出席者たちの注目を一身に集めていた。

　集まった各国の貴族や政治関係者たちは、エリザと一言でも言葉を交かわそうと幾いく重えにも取り囲んでいる。エリザも自分が由ゆい緒しよある貴族であることを思い出したかのようで、立ち居い振ふる舞まいも洗練され、晴れやかな表情で人々の相手をしているのだった。

　この晩餐会の目的は、ヴェザニア共和国とフォルセス公国の間で行われた戦争の講和条約の締結と、両国間の攻守同盟を欧州各国に宣言することにあった。晩餐会の最後に、エリザとヴェザニア元首が並び立ち、条約にサインし、宣せん誓せいすることになっている。

　これほど国際的な大だい舞ぶ台たいで、まさかこんなに早くフォルセス公国が脚きやつ光こうを浴びることになろうとは、リノは宙を浮ういているような感覚だった。

　一万人近い兵士が死ぬという大戦争を繰くり広げた直後なのに、舌の根も乾かわかぬうちに一転して良質な同盟を締結するまでになるのは、率そつ直ちよくなところ欧おう州しゆうではよくあることだ。このパワーゲームこそ政治であり、戦争や憎ぞう悪おすら政治であり、勝利は国の未来を約束してくれる。

　逆に言えば、いくら強国ヴェザニアと対等な同盟を結んだからといっても、それは力によって勝ち得たもので、フォルセス公国が再び弱小国と目されるようになれば、たちまち攻守同盟など曖あい昧まい模も糊こなものになり、ヴェザニアから再侵しん攻こうを受ける可能性だってあった。強くあらねば、国の未来は開けない。

　こうした舞台が煌びやかであればあるほど、リノはますます国政のことで頭がいっぱいになった。気持ちはたちまち冷めていく。たった一人、会場の隅すみでグラス片手に椅い子すに座り、次の国家戦略を苦く悩のうしながら、厳しい顔つきで辺りを睨にらみ回していたのだった。

「お美しい君主ですわね」

　ふと、聞き覚えのある声にリノは視線を上げた。声の主は、フォルセス公国が二〇〇万シリングを借り入れ、戦争の遠因ともなったチェスティ銀行のルチア・チェスティだ。

「ご無ぶ沙さ汰たしています、チェスティさん。このような場でお会いすることになろうとは」

「隣となり、よろしいですか？」

「もちろん、どうぞ」

　椅子を勧すすめると、ルチアは静かに腰こしかけた。

　フォルセス公国の主役はあくまでエリザのみであり、リノは脇わき役やくですらないと自認していた。そのため、せっかく招待された晩餐会だったが、目立たないように隅に腰かけて各国外交官らの動向を追い、眼前で繰り広げられる国際政治の一側面を観察していただけだった。光はエリザの下もとにあり、終始一いつ貫かんあらゆる闇やみは自分一人が引き受ける──それが、リノが心に決めた自分の役割だった。

「あれほど優美な君主に仕えるというのは、どういう気分なのでしょう」

　ルチアの問い掛かけに、素す直なおにリノは応じる。

「チェスティ様も十分にお美しいですよ」

「……もしかして、口説いてくださってます？」

「え？　あ、いや、そういうわけでは……ただ事実を申し述べただけというか……」

　予期せぬ受け取られ方に、さしものリノは困こん惑わくした。

「そこは否定しないのが、男性の優やさしさだと思います」

「す、すみません……。このようなことには不慣れなもので……。ただ、私は平民ですよ。チェスティ様のような方と、とても釣つり合うはずもないですし、まさかそのように受け取って頂くことになろうとは想像しなかったといいますか……」

　交渉力は培つちかってきたつもりだったが、こうした男女間の駆かけ引きはまったくの不得手であるとリノは認めざるを得なかった。男としてどうなのかという気もするが、人には向き不向きがあると考えて諦あきらめるしかない。

「私も平民ですよ。バルダート様と一いつ緒しよです」

「……本当ですか？　チェスティ家はヴェザニアでも有数の名家ですから、てっきり貴族なのかと」

「いいえ、貴族は国政を担当します。私どものような銀行家は、あくまで平民ですよ。欧州最大のメディチ銀行を経営しているメディチ様も、平民の家系ですし」

「言われてみれば……たしかにメディチ家ですら平民ですね……。フレンツェ共和国を実質的に仕切っていたほどの家なのに」

「古いと思いませんか。貴族や平民などという区別は。もはや有名無実なシロモノです。貧ひん困こんにあえぐ貴族など珍めずらしくもありませんし、豊かになった平民層がこのイタリナでは文化や芸術を創つくり出しています。このような世界は変えられるべきです」

　その断定的で強い語調に、存外、ルチアは強い意志を内に秘ひめている女性なのかもしれないとリノは感じた。

「遥はるか昔に作られた身分制度が形けい骸がい化してしまっていることは事実ですね。いずれ自然に消えてなくなると思います」

「私は、男と女という区別も古いと思うのです。女だって、さまざまな分野で活かつ躍やくできるはず。男も女も、同じ人間でしょう？」

　そうなのだろうか。お互たがい人間であることは確かにしても、その性質はまったく異なるようにリノには思われた。

「男性は軍人になったり、政治家になったり、企き業ぎよう体たいを経営したりする道が大きく開かれています。しかし女性は、そのような道を歩むことが容易ではなく、未いまだに子どもを産むためだけの存在だと見られがちです。私はそのような考えを打破したい」

　やはりルチアは、強い信念を持ち合わせた女性のようだった。

「チェスティ銀行の運営に携たずさわっている貴女あなたは十分に活躍されていると思いますよ。私どもと交こう渉しようしてくださったのが貴女でした。女性の銀行家など他に知りません」

「いいえ、あのときはたまたま父が商用で遠出していたから、私が代役を務めたにすぎません。本当は私も銀行経営に深く携わりたいと考え、さまざまな学問を学んできました。私も父に、いずれチェスティ銀行を継つぎたいとお願いしたのですが……結局、父は決してそれを認めず、弟が後こう継けい者しやとなりました」

　そこまで言ったルチアは、キッとリノを見やって感情を覗のぞかせる。

「まだ一四歳の弟ですよ？　私のどこが劣おとるっていうの？」

　咄とつ嗟さにリノは、ルチアの未来がヴェザニア共和国では閉とざされているのなら、その能力をフォルセス公国で活用できないかと思い至った。このような場でも国政のことばかりで頭が占しめられていたリノだけに、目の前のルチアの能力を活いかした場合のメリット・デメリットに頭を巡めぐらせ始めた。

　銀行経営にはノウハウがある。ロザリアを引き抜ぬいたことで大たい砲ほう製造をスムーズに開始できたように、ルチアの手を借りることで銀行や商業システムを整えることができるのではないか。

　産業育成のための基き盤ばんを作るには、銀行家の手を借りることが必要だ。だが大砲製造技師を引き抜くような話と違ちがい、多くの銀行家は富ふ豪ごう層であって、フォルセス公国よりも資金力がある。そんな相手を引き抜くことはできないが……しかしルチアなら……。

「こんな場所ですが、ひとつ提案を思いつきました。チェスティさん、フォルセス公国に来てくださいませんか？」

　唐とう突とつなリノの申し出に、ルチアは意図を察しかねたようで、当とう惑わくの表情を浮かべる。

「隣りん国ごくですからいつでも行けますが、観光するような場所はあまりないのでは……」

「そういう意味ではありません。フォルセス公国に移住を検討してください。チェスティさんに、フォルセス公国の産業育成を手伝ってほしいのです。銀行ならば、フォルセス公国内でチェスティさんが経営すればいいのです。フォルセス公国は、全力を上げてチェスティさんの事業をバックアップします」

「……」

　よほど意表を衝つかれたのか、ルチアは二の句が継げないようだった。

「どうでしょう？　活躍の舞台なら、ご自身で創ればいいのです」

「……。……興味深い話ではありますが……ヴェザニアを離はなれるなど想像すらしたことがありませんでした……。そのようなことが……」

　ルチアは、まったくの拒きよ絶ぜつというスタンスではなさそうだった。それからリノは晩餐会などそっちのけで、ルチアと真しん剣けんに移住計画について議論し、シミュレーションを重ねた。

　リノのほうは十分に議論を深めたつもりだったが、ルチアは尚なおも思案に余っているようだった。

「何か引っ掛かっていることがありますね？　遠えん慮りよなく、言ってみてください」

　そうリノが促うながすと、控ひかえ目にルチアが打ち明ける。

「怒おこらないで頂きたいのですが……さすがにヴェザニアからフォルセスに移住するというのは、どこか都落ちのような気持ちになります……」

　躊ちゆう躇ちよするような言葉だったが、その実、ルチアが大いに迷っていることが伝わってきた。

「気持ちはわかりますよ。ただ、フォルセスはきっと、これから大きく発展します。チェスティさんが本物の銀行家であれば、成長の臨界点に達しているヴェザニアにこだわるより、これからの成長が見込めるフォルセスに重点を置くはずですが？」

「……」

「今日この場で結論をもらおうとは思いませんが、ご自宅に戻もどって考えてみてください。……ただし、フォルセス公国は今後積極的に人材を登用していくことになりますから、一年後や二年後に決断されても、そのときはすでに他の人物が商業面を仕切っていることになるかもしれません。こういうことはタイミングが大切なので、他で状じよう況きようの進展があれば、この提案をなかったことにしてもらう可能性は大きいです」

　リノは可能な限り正直な説明を試みた。同どう僚りようか身内のような存在になる可能性のある相手に、謀ぼう略りやくを働かせるメリットはないからだ。

　ルチアは押し黙だまって考え込み始めた。

　そのとき、ヴェザニア共和国議員の一人が、会場いっぱいに声を響ひびかせる。

「ご列席の皆みなさま！　これより、ヴェザニア共和国元首ヴァレリオ・グロス様と、フォルセス公国君主エリザ・ファウネル様の間で、講和条約の調印、並びに、新たなる攻こう守しゆ同盟の締てい結けつを行います！　中央に進み出るお二人を、どうか拍はく手しゆでお迎むかえください！」

　ざわついていた会場の声はピタリと止やみ、拍手とともに、全員が中央テーブルに注目した。リノやルチアも立ち上がり、拍手に参加する。

　テーブルの上には、講和条約と攻守同盟の契けい約やく文書が二通ずつ置かれていた。

　そして仰ぎよう々ぎようしく進み出た元首とエリザは、皆みなが見守るなかでペンを取り、文書にサインを書き記していったのだった。

　この日行われた講和と、攻守同盟の締結は、欧州各国に衝しよう撃げきをもって迎えられた。大国ヴェザニアが、ほとんどの国から完全無視されていた弱小フォルセスに敗れて領土を割かつ譲じようするなど、天変地異でも起こったかのような出来事だったからだ。

　しかしそれ以上に、ヴェザニアとフォルセスの対等な同盟締結は驚きよう愕がくだったようだ。あまりに国力に差がありすぎる二国間の攻守同盟には、欧州の複ふく雑ざつ怪かい奇きな外交模様が絡からみ合い、さまざまな思おも惑わくを呼び起こすことになったのだった。
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　三五〇〇の兵を引き連れフォルセスへと帰き還かんしたエリザとリノを待っていたのは、市民たちの感喜と熱ねつ狂きようの渦うずだった。立て続けの勝利やヴェザニアとの攻守同盟が欧おう州しゆう各国の外交関係者を驚おどろかせたが、受けた衝撃なら市民たちも同様だったのだろう。

　北門をくぐって広場へと向かう兵士の両りよう脇わきには、市民たちが詰つめかけ、エリザに向けて声を掛けたり、ファウネル家の旗を振ふったりと、凱がい旋せん式でも挙行しているかのようだった。もちろんリノは凱旋式など予定していなかったが、市民たちの間から自然発生的に巻き起こった事態だったのだ。

　防衛任務のため居残った兵までが鎧よろいを着たまま市民の群れに交じり、帰き還かん兵へいに感喜の言葉を投げかけていた。ヴェザニア戦を乗り越こえて生き残った兵は総計四九〇〇前後だったが、その半数は傭よう兵へいにもかかわらず、フォルセスの勝利を我が事のように喜んでいるのにはリノも驚いた。

　本来の傭兵は、契約が終わった瞬しゆん間かんに、金次し第だいで敵陣じん営えいと契約するなど一いつ般ぱん的なことだ。契約の最中に敵陣営に鞍くら替がえするような不届き者にも事欠かない。にもかかわらず、フォルセス公国兵として戦った傭兵たちには、共に大きな危機を乗り越えたことで、共有する想いが醸じよう成せいされたのだろう。

　ふと馬上からリノは市民の列を眺ながめやると、その群れのなかにドロテアの姿を発見した。ドロテアすら、憧あこがれに満ちた少女のような面持ちで、市民に交じってエリザに向けて叫さけんでいたのだった。その目には涙なみだが光っているようでさえあった。

「姫ひめ様さま！　姫様！」

　その横を通り過ぎるとき、ドロテアが跳とびはねるようにして、懸けん命めいに叫ぶ声が聞こえた。

　ドロテアは、すべてがエリザに対する忠誠心のみで回っており、リノのような側に立って国政に携わっているという意識はあまりない。エリザに命じられれば軍も率いるし、どのような軍事作戦でも担当するが、あくまで本質は一いつ介かいの市民なのだ。だからこそ、そんな健けな気げなドロテアが市民たちと一緒に感喜に満ちてエリザに手を振る様子を、リノは優やさしい気持ちで見守ったのだった。

　中央広場に着くと、エリザの前には帰還兵三五〇〇が整列し、その周囲を膨ぼう大だいな数の市民と守備兵が取り巻いた。ほとんどの市民が今ここに集まっているのではなかろうか。

　広場一帯を眺め回し、エリザは声を響かせる。

「皆の歓かん迎げい、嬉うれしく思う。しかしこの歓迎は私にではなく、諸君ら自身にこそ向けられるべきだ。教皇庁、そしてヴェザニアに立て続けに打ち勝つことができたのは、ひとえに市民らの理解と協力の賜たま物ものである」

　一言でもエリザの声を聞き漏もらすまいと、あらゆる市民が一身に耳を傾かたむけていた。

「かつて四〇〇年前、ファウネル家はフォルセス防衛を託たくされて以来、長きに亘わたり市民たちのために仕えてきた。そしてこれからも、ファウネル家は市民たちのため、第一の公僕であろうと願う。フォルセスは市民あってのものである。この勝利は、諸君らが自らの手で勝ち得たものだ」

　そしてエリザは剣けんを抜き、高らかに掲かかげて叫ぶ。

「共に祝おう！　我々の勝利だ！　フォルセスに光を！」

『フォルセスに光を！』

　すべての市民と兵士が絶ぜつ叫きようを以もつてエリザに応こたえた。

　その直後のこと──唐突に市民の一人が「エリザ・ファウネル万ばん歳ざい！」を叫んだ。その声はたちまち伝でん播ぱしていき、市民たちは口々に万歳を唱えた。やがて「エリザ・ファウネル万歳！」の声が広場を包み込むに至り、耳をつんざくような歓かん呼こで充みち満ちた。兵士たちまでが万歳の雄お叫たけびを上げ、自分たちを率いて勝利をもたらした将軍の名を高らかに讃たたえた。

　その日は夜遅おそくまで、エリザを讃える万歳の声が街全体にこだましたのだった。








第四章　マキャベリ見参






　大国ヴェザニアとの対等な同盟は、フォルセス公国にさまざまな点で変化をもたらした。

　フォルセスに帰還したエリザの下もとに、各国から外交使節が戦勝祝いでわざわざ訪問してくるようになったのだ。そのなかにはスペンス王国や、神聖ロクス帝てい国こくのような大国まであった。今までは存在を無視されていたフォルセス公国だったから、物々しい使節が来るようになっただけでも大きな変わりようである。

　欧州には、小国を含ふくめれば百を超こえる国があった。また、ある名ばかりの国の傘さん下かに幾いくつもの国があったり、大きな勢力を築いている領主層などまで多々存在する。これらすべての勢力が外交的な駆かけ引きを日々繰くり広げ、方々で戦争が行われてパワーゲームの関係性が時々刻々と移り変わり、華はな々ばなしくも毒々しい国際政治が彩いろどられていた。

　リノも外交官として応接し、外交使節がエリザに言辞を述べる場面にすべて同席していた。戦勝祝いに駆けつけてくれた国だけでも二〇を超え、その応対だけでも大変な労力を要した。フォルセス公国はまだまだ小勢力だが、それでも国際政治のなかで一人の役者に躍おどり出たということである。外交使節の訪問は嬉しくもあるが、あらゆる国政に関かかわるリノは多た忙ぼうを極きわめ、ひたすら時間に追われることになった。

　また、八つの国が新たにフォルセス公国に大使館を置くという申しん請せいがあり、その規模や目的の調査にも時間を費やすことになった。大使館は、外交や通商を深める上で非常に有用な存在だが、一方でスパイの巣そう窟くつでもあり、こちらも相応の態勢を以もつて迎え入れなくてはならないのだ。

　だが各国の大使館の設立は予想外の事態をもたらした。各国が大使館設立にあたり、フォルセスの城じよう壁へき内にできるだけよい土地を求めた結果、城壁内の土地の値段がにわかに急きゆう騰とうし、市民が不満を訴うつたえてくることになったのだ。そのためリノは、新たにヴェザニアから借り入れた一〇〇万シリングを使い、できるだけ早く城壁外の新市街を整備し、そこも簡易的な城壁で囲って治安を保ち、市街地を大拡張することに決めたのだった。

　やらねばならぬ仕事は積み上がっていた。フォルセス発展のために手をつけたい新構想は山とあった。しかしそれ以上に、国際外交に責任を持たなくてはならない身として、リノにはまだやり残されている重大な懸けん案あんがあった。時を置かず、軍事行動を起こさねばならない──。

　城壁の外で、数百の兵士と陣じん形けいを組む訓練をしていたエリザの下に赴おもむき、リノは声を掛かける。

「兵の疲ひ労ろうはどんな感じだ？」

「だいぶ回復してきたよ。新しい編制も終えたし、下士官や伝令の選せん抜ばつもした。ただ、正規軍と傭兵がスムーズに共きよう闘とうできるようにするための訓練はこれからだけどね」

「その訓練は……まぁ軍事行動をしながらということにしよう」

　ヴェザニア戦で急きゆう遽きよ雇やとった市民兵七〇〇には帰参してもらったが、そのほかの傭兵たちにはまだ契約期間が残っていたため、居残ってもらっていた。それゆえ、目下の兵力は四二〇〇。戦争で死傷者は出たものの、フォルセス正規軍二二〇〇、傭兵二〇〇〇といった構成だ。このうち騎き兵へい九〇〇、銃じゆう兵三四、砲ほう兵二五〇である。

「なーんか、ヴェザニア領に侵しん攻こうしたときといい、今回の軍事行動といい……リノがやたらと果か敢かんになっているような気がするんだけど。私やドロテアよりも」

　エリザは不思議そうな面おも持もちだった。

「それは正しい。物事には流れがあると思うんだよ。今は内に籠こもらず、積極的に仕掛けていくべき瞬間だ。内政の仕事は途と方ほうもないほど抱かかえてるんだけど、そんな場合じゃないんだよ」

「どんな場合？」

「前も話したけど、軍事行動のように見せかけて、実際には外交をやっているんだよ。決着をつけなくちゃならない」

　ふとエリザが、リノを覗のぞき込んでくる。

「リノ、まともに寝ねてないでしょう？」

「エリザだって大変なはずだ。外交使節を迎むかえるために正装したり、兵の監かん督とくのために甲かつ冑ちゆうを着たり……。男とは違ちがって、面めん倒どうくさいことこの上ない」

「面倒くさいだけだってば。私はちゃんと寝てるし、規則正しい食事も摂とってる。リノは仕事しすぎだよ」

「馬上で寝るよ。よし、明日あした出よう。兵にも、出しゆつ立たつを伝えておいてくれ」

　リノは出しゆつ陣じんの日取りを勝手に取り決め、エリザに準備を促うながしたのだった。
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　守備兵一二〇〇を残したフォルセス軍は、兵三〇〇〇を以て城門をあとにした。編制は、騎兵七〇〇、歩兵二三〇〇である。機動力を重視し、砲は引っ張っていかない。また、フォルセスの守将はワルターに任せたため、今回はドロテアも同行している。

　目的地は明確だった。教皇領内にある交通の要よう衝しよう、ミトの街である。ミトはとても小さな街だが、イタリナ半島のなだらかな丘きゆう陵りよう地帯を東西に往き来する際、補給の拠きよ点てんとして都合がいい立地にあった。そしてフォルセス公国が旧反乱軍に加わった際、ミケロット率いる教皇軍を打ち破り、軍を駐ちゆう屯とんさせた場所でもあった。

　二列で進む軍の中央付近、隣となりで馬を走らせるエリザとドロテアに、リノは説明する。

「最速でミトまで進出してしまいたい。だが途と中ちゆうのエリノリアやリタールも占せん拠きよして、今後の統治のための体制を整えておく必要があるな。だから一軍を分ぶん離りして、エリノリアやリタールに侵攻させたいんだ」

「エリノリアやリタールなら一度占せん領りようして住民たちとよく話し合っているし、おそらく抵てい抗こうなく占拠できるでしょうね」

　エリザがうなずいた。

「というわけでドロテアに頼たのみたい。騎兵一〇〇と歩兵二五〇を与あたえるから、エリノリア、およびリタールを占拠してくれ。周辺一帯の村々や集落にも布告を出して、今後はフォルセス公国領となることを、くまなく領民たちに伝えてほしい」

「リノはいつも私と姫様を引き離はなそうと画策しますね？」

　ドロテアは鋭するどい視線をリノに向けてきた。怒おこっているようだ。

「画策じゃないって……。軍を分離するのなら、別働隊はドロテアに任せるしかないだろう……。俺じゃ将なんて務まらないんだよ。オヤジにも指し摘てきされたしな」

「というか、いつから軍を仕切るようになったんですか！　姫ひめ様さまを差し置いて！」

「そりゃ戦争なら何もかもをエリザに任せるけど……この軍事行動は違うんだよ……」

「どう違うんですか!?　説明してください！」

「その……あれだな……ええと……」

　尚なおも睨にらむ視線を変えないドロテアに、リノはほとほと参った。滔とう々とうと説明したところで、それがどれほど理に適かなっていたとしても、リノの言葉ではドロテアが納なつ得とくするわけがないと知っていたからだ。ドロテアを納得させるには、エリザの言葉しかないのである。

　それを理解してか、エリザが言い聞かせる。

「ドロテア、お願い、リノの言う通りにして。安心して別働隊を委ゆだねられるのは、ドロテアだけなの」

「姫様が……そう仰おつしやるのでしたら……」

「リタールの南の山間に夜や盗とうが巣くっているという情報があるから、リタール市民に確かく認にんしてそれが本当なら、討とう伐ばつ隊を編制して送り込んだほうがいいな。周辺の住民たちの信しん頼らいも得られるだろう」

　リノが事務的に伝えると、ドロテアはキッと睨みつけてきた。リノは首を引っ込めつつ、話を続ける。

「そしてエリザ率いる本隊はしばらくミトに居座ることになる。フォルセス軍が駐ちゆう留りゆうしてしまうことに意味があるんだ」

「チェザーレは立ち向かってくるかしら？」

　エリザの問いに、リノは首をふる。

「十中八九、教皇軍は来ないよ」

「なんでそう断言できるの？」

「よく考えてみてくれ。フォルセス公国は、すでに教皇庁とは講和を結んでいるはずだ。反乱軍に加わった直後のことだな。その講和では、どんなことを取り決めた？」

「リノの言いたいことはわかるよ。あの講和では、教皇軍が反乱軍の諸将に対して領地を保証したわよね。だから本来は、あの講和によって、フォルセス公国は、教皇庁から正式に、ミト一帯、リタール一帯、エリノリア一帯に至るまでの領地を所有することが認められている」

「そういうことなんだよ。間ま違ちがいなく形式上、ミトの南西地域にまでフォルセス公国の国境線は広がっているんだ。教皇軍に攻せめられたせいで曖あい昧まいな状態に追いやられてしまったが、フォルセス軍のミトへの進しん駐ちゆうは国際条約で決められたことであって、誰だれにも文句を言われる筋合いはないんだよ」

　リノの説明に、尚もエリザは納得しがたい表情をする。

「だけど結局、チェザーレはあっさり自分の約束を反ほ故ごにして、反乱軍諸将を誅ちゆう殺さつしてしまった。しかもフォルセス公国まで攻め上がってきて、危あやうく滅めつ亡ぼうする寸前までいったよね。そんなチェザーレ相手にして、国際条約なんて何の意味もないと思う」

「そうだ。エリザの言い分は一面正しい。チェザーレと結んだ条約なんてゴミみたいなものだ。ならば、そんなゴミのような条約を守らせる力は何だ？」

「軍事力」

　端たん的てきなエリザの答えに、リノは大きくうなずく。

「それしかない」

「だったら負けてるじゃない。私たちは限界まで踏ふん張って兵五〇〇〇の編制がやっと。だけど教皇軍は、その気になれば一五〇〇〇以上の兵を編制できる」

「そこに、もう一つの要素が加わっただろう？　ヴェザニアとの攻こう守しゆ同盟だ」

　ヴェザニアが本気になれば、三～五万の陸海軍を編制することも可能な範はん囲いだろう。ボトルネックになるのは契けい約やく可能なフリーの傭よう兵へいの数だけで、世界に誇ほこる資金力を持つヴェザニアは、雇やとおうと思えばいくらでも雇える資金を捻ねん出しゆつすることができるはず。この要素を加味すれば、ヴェザニアという虎とらの威いを借るフォルセスのほうが、教皇軍よりずっと強くなっているのだ。

　エリザは戸と惑まどう。

「あっ……。だ、だけど、その要素を想定してもいいの……？　万一教皇軍と事を構えた場合、ヴェザニアが本当に私たちを助けてくれるのかしら……」

「エリザが半信半疑な思いをぬぐい去れないのはわかる。いくら攻守同盟があったといっても、メリットがあるからこそヴェザニアは動く。もう少し考えていくとだ……フォルセスとヴェザニアが戦うことになった理由は簡単なんだよ。ヴェザニアが、教皇軍と直接国境線が交わることを強く警けい戒かいした結果、事前にフォルセスへの進出を決断したことから始まった。もともとヴェザニアは、教皇軍の勢力伸しん長ちようを押さえたい。優ゆう秀しゆうなチェザーレなら、その国際情勢の機き微びをよく理解しているはずだ」

「だからといってヴェザニアが、攻守同盟に則のつとってすぐさま軍を派は遣けんしてくれるという確実な保証にはならないわよね」

「その状態で構わない。チェザーレ側から見れば、もしフォルセス軍と対決したことで、わずかでもヴェザニアが宣戦布告をしてくる可能性を考えると……恐おそろしくて容易にはフォルセスと戦せん端たんを開くことには踏み切れないはずだ。だからこそ、教皇軍との戦争にはならないと俺は考えているわけだ」

　リノの説明に、エリザは息を吞のむ。

「なるほど……ヴェザニアが出てくる可能性が少しでもあれば十分なんだ……」

「第一に、教皇庁との講和で結ばれた条約は間違いなく存在している。ミトにまで進出した俺たちは、チェザーレの下もとに『条約に則って進出した』と通告だけしておく。こちらとしても戦争にはしたくないから、それ以上の侵攻は一いつ切さいしない。国際間のとても微び妙みような力関係のなかで、新しい国境線を保ち続けることができるはずだ」

「周辺国はどう動くかしら」

「大義を持っているのは俺たちであって、他国がフォルセス公国を批判して介かい入にゆうしてくる可能性はほとんどない。もし介入を招けば、教皇軍にとって不利な形になるだけだ」

「……言われてみればその通りなことばかりなのに……どうして今までリノみたいな発想が私にはできなかったのかしら……」

　エリザはうなった。

「適材適所、人にはいろんな役割があるだろう。俺は自分が、どうしてエリザやドロテアみたいに戦場の第一線で果か敢かんに戦えないのか悩なやむばかりだよ」

　その後、ドロテアに任せたエリノリアとリタールの占拠部隊──兵三五〇と分かれ、エリザ率いる兵二六五〇は一直線にミトにまで進出した。

　ここで何もしなければ、いずれ教皇庁に押しつぶされることになる。ならば外交関係の厳しい網あみの目を縫ぬいながら前に出て、ミトを対教皇軍の前線基地として防備を固めるのみだ。

　この軍事行動によって、教皇領内にまで食い込んだフォルセス公国の領地は大きく広がることになった。ヴェザニアからは街四つと周辺地域一帯、そして教皇領の街三つと周辺地域一帯をもぎ取り支配地域を広げたため、いきなり倍以上の国土を持つ国に成長したのだった。

　フォルセス公国の人口はおよそ五〇万人を超こえ、首都や周辺の街へ人口の流入も始まっていた。国営製造所が本格的に軌き道どうに乗ったおかげで、新領地からの収入も合わせ、国家歳入は年一九〇万シリングを見込める予定だった。

　それでもまだ小国に分類されるレベルだが、大いなる成長であることは間違いない。
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　ミトに駐留するとすぐ、リノはチェザーレに対して使者を放った。ローマにいるチェザーレの下には、二日ほどで到とう着ちやくするだろう。

　だが駐留の翌日──。

　斥せつ候こうから、教皇軍およそ一五〇〇が側そばまで接近してきたという急報がもたらされた。

　ミトには七〇〇の守兵を残し、すぐさまミトから兵一九五〇で出しゆつ撃げきしたフォルセス軍は、教皇軍の姿を補ほ捉そくした。なだらかな丘おかの上から見下ろす教皇軍は、とくに布ふ陣じんを整えているわけではなかったが、フォルセス軍を意識している様子で、クロスボウや火ひ縄なわ銃じゆうをこちらに向けて構えている兵もいた。

「どうする？　あの程度なら蹴け散ちらせるけど」

　エリザは、隣で馬を止めるリノに確認してきた。

「戦うつもりはなさそうじゃないか？」

「まぁね。布陣してないし。襲おそいかかったら、逃にげるだけじゃないの」

「なんだろうな……。ここは条約ではフォルセス領ということになっているんだが……教皇軍との二戦目は、休戦したわけじゃない。戦いを収めたヴェザニアと違って、教皇庁とはいちおう戦争状態が継けい続ぞくしているんだよな」

「外交は水面下で行っているの？」

「昨日、ミトを占せん拠きよしたのと同時にチェザーレに使者を送ったばかりさ。だから本格的な交こう渉しようはこれからになるけど、ヴェザニアの姿が背後で見え隠かくれする以上、新しい講和は成るだろう」

「だったら、変にけしかけないほうがいいね」

「そうだな。しばらく教皇軍の示じ威い行動があるかもしれないが、徹てつ底てい的に張り付きつつ、攻こう撃げきを受けない限りは無視する構えでいいかもな。連中を近くで見かける度たび、いちいち出撃しなくちゃならないエリザは面めん倒どうだと思うけど」

「それが私の役割だからね。私には、リノの仕事はできないし」

「もう少し待ってもらえれば、わざわざ軍を出さなくても、ミトに籠こもっているだけで大だい丈じよう夫ぶになるだろう。ミトを要よう塞さい化するつもりだからな」

「要塞化？　なんでミトを？」

「ミトが、教皇軍との睨み合いの最前線基地になる。ミトは小さな街だけに、要塞化するのはそこまで大変じゃない。井い戸どもあるし鍛冶かじ場もあるし、そっくりそのまま包み込んで、鉄てつ壁ぺきの守りにするつもりだ。それと、ここから三〇分ほど馬を南に走らせると、周囲を見み渡わたせる小高い丘があるんだが、そこには小さな城じよう塞さいを築く予定なんだ。今後、ミトには兵五〇〇、そっちの城塞には兵一〇〇を常時駐ちゆう屯とんさせる」

「でも、教皇軍との休戦が成立すれば、別にそこまでする必要なくない？」

「エリザは、チェザーレとの約束を信じられるか？」

　リノの問い掛かけに、エリザは顔を曇くもらせる。

「……そう言えば、そうよね」

「ひとまず無む謀ぼうなことをしてこないヴェザニア側と違って、チェザーレを相手にする教皇領側は、和平をしていても片時も油断せず、常に戦争を想定しておかなくちゃいけない。だからフォルセス領への侵しん攻こうは、ミト近辺で受け止められるようにしておこうと思う」

「やっぱりリノのほうが君主みたい。ここ最近、特に感じるよ」

「そう思うか？」

「うん」

　コクリ、とエリザはうなずいた。それを少しも疑っていない様子だった。

　リノは言い聞かす。

「でも戦争時は、丸っきり立場が逆になる。今までもこれからも、本当に大事なのは戦争だ。俺の役割なんて誰でも務まるが、エリザの役割に代わりはいない」

「リノの仕事が誰でもできるとは思わないんだけど……」

「出兵する前に、ロザリアには、ミトの要塞化の構想をまとめるように伝えてある。明日あしたにはロザリアが着く予定だから、予算と人員を割り当てて、着工はすぐにでも取りかかってもらうつもりだ」

　しばらくリノはエリザと打ち合わせをしていると、教皇軍は転進し、気楽な足取りでぞろぞろと引き揚あげていくのが見えた。向こうもこちらもまともに布陣を敷しこうとしないため、一部の兵が威い嚇かくで弓や銃じゆうを構えたりはしたものの、初めから両軍に戦意がないことはハッキリしていた。

　フォルセス軍は追いもせず、教皇軍が遠ざかってゆくのを見守ったのだった。
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　ミトの街の城壁を見渡せる平原の中央。

「要塞、ワクワクするよね。一度造ってみたかったんだぁ」

　ニコニコしながらロザリアは、丸めた紙を差し出してきた。受け取って開くと、星形の、低くて分厚い城壁で街が囲まれ、幾つもの堡ほう塁るいが複雑に突つき出て、大たい砲ほうが配備されているスケッチが描えがかれてあった。

　スケッチを眺ながめながらリノは訊きく。

「なんだ、幾つもの星が折り重なったようなコレは？」

「稜りよう堡ほ式要塞……通つう称しよう、星形要塞だよ。城壁に対して、大砲の弾たまが垂直に当たらないようにするための工く夫ふうで、壁かべを敵に向けて突き出るように配置することで砲ほう弾だんの威い力りよくを大おお幅はばに殺そげるんだよね。お師し匠しようがミレノで幾つもの星形要塞を造ってるの」
















「ダ・ヴィンチ様の要塞建築に立ち合った経験はあるのか？」

「直接立ち合ったことはないから、自分で造ってみたくって」

　要塞のような建造物の設計が頻ひん繁ぱんに行われているわけではないから、未経験なのは仕方がない。数学や建築工学の知識も豊富なロザリアなら設計する力があるのは知っている。ただ、かなりの予算を費やすから、間ま違ちがいがあってはならない。

「もし少しでも未知数な部分があるなら、誰だれか要塞建築の設計技師を引っ張ってくるか？」

「お兄ちゃんは私じゃ不安なの？　お師匠は要塞設計で欧おう州しゆう一のノウハウを持っているから、もし知りたいことがあったら聞きに行くよ。ここからフレンツェまで近いし」

「不安じゃないんだ。やりたいことが山ほどあるから、ロザリアにはもっと得意な分野に集中してもらったほうがいいんじゃないかって思うわけだよ。大砲の小型化もまだだろう？　榴りゆう弾だんの製造工程も確立されていないじゃないか」

「う～、榴弾製造を流れ作業でできるようになるまでには、以前、一年の時間は欲ほしいって言ったでしょう？　お兄ちゃんが思っている以上に、ずっと危険なんだよ」

「前まえ倒だおしで頼たのむ。早く本格的に戦線に投入したい」

「勝手なことを言うね。空を飛べって言ってるみたい」

「それから、幾いくつかの軍では火縄銃も配備されるようになってきたな。今はかなり使い勝手が悪いけど……あれは相当に改良の余地が大きいんじゃないか？」

「それ、ぜーんぶ私が一人でやれっていうの？　科学者をもっと雇やとったほうがいいよ」

「だから、要塞設計は経験者に任せてもいいんじゃないかって思っているのさ」

「要塞は私が造る！　スケッチ描いてて、すっごいドキドキしてた。いろんなものに目移りしていくお師匠の気持ちが少しわかった気がするんだよね」

「ダ・ヴィンチ様みたいな万ばん能のう人じんは特とく殊しゆだろう。あの人は彫ちよう像ぞうも創つくるし、絵も描かけるし、音楽まで創作できる。ロザリアの才能が活いかせるのは、数学的な知識が関かかわることだけじゃないか」

　リノは事実を述べただけだったが、ロザリアは眉まゆをひそめる。

「……お前はバカだって言われているみたい」

「そこまでは言ってない」

「実はお師匠にも、感性に関わる仕事には才能がないって言われたんだ……。だから私がお師匠みたいに生きていくためには、軍事技術を極きわめるしかないんだよね。このお仕事をやらせてよぉ」

　リノの腕うでを摑つかみロザリアは訴うつたえてきた。

「責任は持てるな？」

「やるよー」

　どこか釈しやく然ぜんとしない軽すぎる返答だったが、大人の応答を期待しても仕方がない。

　漫まん然ぜんとロザリアを眺め下ろしながら、リノは思案を巡めぐらす。

「……たしかに、ロザリア一人に何もかもを集中させるわけにはいかなくなるな。もっと軍事技術者を招いたり、専門的な研究機関とかを整備していく必要があるか……。ロザリアから見て、この科学者はすごいって人物は誰かいるか？」

「今ならやっぱりニコロ・フォンタナ・タルタリア様。あの人は天才だよ、本物の。三次方程式を代数的に解き明かした人なんだけど、著書を読んだときに胸が破は裂れつしそうになったよ」

　三次方程式とか代数的とか意味がわからなかったものの、ロザリアが語るニュアンスでは、自分より遥はるかに上の科学者だと認めているようであった。

「ダ・ヴィンチ様よりも優ゆう秀しゆうか？」

「え～!?　そんなのわかんないよ！　だけど、数学的には一番すごい人だと思う。お師匠は万能人、タルタリア様は人類の叡えい知ち、それでいいじゃない」

「万能人に人類の叡知か……。じゃあロザリアは？」

「私は──」

　なぜか言い淀よどんだロザリアは、恥はずかしそうに頰ほおを染め、もじもじし、上うわ目め遣づかいでリノを見上げてニヤッとした。

　おそらくロザリアなりに自分を高く評価しているのだろうが、さすがに自ら口に出すのは憚はばかられたのだろう。まさか全知全能とでも自己判断しているのではあるまいが……。

「どこに住んでる人なんだろうな」

「ヴェザニアだよ」

「そうなのか？　なら、いずれ会いに行けるな。フォルセス公国で雇えるかどうか打だ診しんしてみよう」

「えっ、タルタリア様にお会いするの……!?　私も行きたい！」

「要塞造りの仕事があるだろう」

「ヴェザニアならすぐだよ！　私も連れていってよ！　お願い、お兄ちゃん！」

　ロザリアは、リノの裾すそを摑んで激しく揺ゆすりながら主張した。子どもの駄だ々だっ子はこれだから面倒だ。

「わかったって……。ただし、すぐじゃないぞ。忙いそがしいから、もし何かの用事でヴェザニアに行くことがあったら、ついでに会いに行ってみる程度の話だ。国内整備で走り回らなくちゃならないことばかりだから、しばらくあとになるだろう」

　科学者同士で接せつ触しよくしてもらえると、雇こ用ようの話もスムーズに行くのではないかと判断し、リノは同行を許すことにした。いずれミトでの軍の編制や統治の処理が終われば、フォルセスに戻もどって軍事科学研究に携たずさわる専門機関を設けるべきだとロザリアとの会話で気づかされたので、図ず抜ぬけた天才がいるのならぜひとも雇いたいところだった。
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　ロザリア到とう着ちやくと同じ日の夕刻──。

　ミト駐ちゆう留りゆうのフォルセス軍に、外交の使者が到着した。フレンツェ共和国の外交官だという。ほとんどの外交使節は仰ぎよう々ぎようしく複数人でやってくるものだが、単たん騎きでやってきたとの報告である。

　軍の訓練を終えて着き換がえたエリザと、ロザリアとの打ち合わせを終えたリノは、揃そろってミト公館の応接室でフレンツェの外交官を迎むかえた。フォルセスでも多数の外交使節を迎えたあとだから、リノにとっては流れ作業の一つでしかなかった。エリザがミトに駐留しているから、各国の使節はしばらくミトのほうに来ることになるのだろう。

　応接室で待っていると、やってきた外交官はエリザを見やり、開口一番、突とつ然ぜん声を張り上げる。

「エリザ・ファウネル万ばん歳ざい！　わたくしはいま猛もう烈れつなる感動に襲おそわれております。あなたこそイタリナの希望の星になるべきだ。それに比べて我が国の政治というものは……」

　やたらテンションが高い男だったので、エリザもリノも引き気味だった。

「こんにちは……」

　エリザが怯おびえがちに挨あい拶さつし、リノも続く。

「ええと、フレンツェ共和国から派は遣けんされてきた方でしたよね？」

「これは失礼いたしました。ファウネル公を間近で見たことで、思わず一人盛り上がってしまいました。いやぁ～、噂うわさには聞いておりましたが、驚きよう倒とうしそうになるほどの美び貌ぼうでございますね。わたくしはフレンツェ共和国書記官、ニコロ・マキャベリと申す者。以降、お見知りおきください」

「よ、ようこそお越こしくださいました、マキャベリさん」

「フォルセス公国にて宰さい相しようの代行を務めておりますリノ・バルダートです。よろしくお願いします」

　フレンツェの書記官ということは、立場としてはヴェザニアの官かん吏りであるオルカスと同等か、それ以下ということだろう。いや、軍を預けられることもあるオルカスよりは、ずっと地位が低いはずだ。ご機き嫌げん伺うかがいを兼かねた外交の挨拶を行う相手としては最も低位の相手であり、この事実一つとっても、フレンツェ共和国はフォルセス公国を大して重要視していないことが窺うかがえる。

　そんなことを考えていると、急にマキャベリが指差してくる。

「今！　まさに今！　バルダート殿どのは、フレンツェ共和国がフォルセス公国を低く見ているとお考えになりましたね？　なぜなら派遣されてきたのが一官吏にすぎないわたくしだから。顔に書いてありました。そうでしょう？」

「……」

　図星だったため、リノはマキャベリに目を見張った。

「とんでもない。わたくしは、外交の挨拶にやってきたのではありません。超ちよう具体的な外交の詳しよう細さいを煮に詰つめにきたのです。ならばこそ、事務官であるわたくしが直接来たのだとお考えください」

「外交の詳細、とは？」

　リノは先を続けるよう促うながした。

「貴国とヴェザニアの攻こう守しゆ同盟が羨うらやましくて仕方がありません。我が共和国も、その攻守同盟のなかにぜひとも加わるべきだと思うのです。わたくしは提案します。貴国とヴェザニアとフレンツェが手を結び、光こう輝きある三国同盟として、北イタリナの勢力均きん衡こうを確固たるものにすべきです」

「それは、フレンツェ共和国政府の正式な打診と見ていいのですか？」

「そう考えてください。もちろん最終決裁は我が国の議会を通す必要があるのですが……まぁ何とかなるでしょう。少なくとも政府中ちゆう枢すうの共通意志なのだとお考えくだされば」

　フォルセス公国より二回り以上も規模が大きく、壮そう麗れいな文化が華はな開く欧州の話題の中心であり、経済大国でもあるフレンツェ共和国のほうから同盟を打診しに来るとは……ずいぶん変われば変わるものだとリノは思った。

　ダ・ヴィンチやミケランジェロなど、非常に多くの先せん鋭えい的な芸術家を輩はい出しゆつし、中産階級が興こう隆りゆうし、科学技術も目覚ましく進歩する都市フレンツェは、欧州人の憧あこがれの都の一つでもあった。都市ヴェザニアが国際貿易と富の中心ならば、都市フレンツェのほうは文化と芸術の中心として、他に並び立つもののない地位を築き上げていた。

　だが、軽々しく乗せられるわけにはいかない。なぜならフレンツェ共和国が存亡の危機に晒さらされていることは、誰だれの目にも明らかだったからだ。

「マキャベリさん、お気持ちはわかりますよ。しかし目下の国際情勢のなかで、一体どこの物好きが、貴国と同盟を結びたがるでしょうか？」

「ですよねー。一いつ蹴しゆうされちゃいますよねー」

　啞あ然ぜんとするほどあっさりと、マキャベリは、自らの提案を退けたリノに同意した。

「欧州政治に携わる者なら誰でも知っていることですが、教皇庁の次の狙ねらいは貴国です。チェザーレはしきりに貴国周辺に出兵を繰くり返し、圧力をかけている状じよう況きようだ。軍事的には弱国でしかない貴国と同盟など、こちらには何一つメリットのない話です。いやそれどころか、デメリットばかりが目に付いて仕方ありませんね」

　フレンツェは経済大国だが、一方で誰もが認める軍事的弱国である。フレンツェには傭よう兵へいを雇う資金ならあるものの、国の強さは兵力の多た寡かだけでは決まらない。フレンツェは共和制を敷しき、民衆の権利が比ひ較かく的てき平等に守られている国であるが、その民衆が常に分ぶん裂れつして争い合う状況が繰り返されており、国の方針がコロコロと移り変わる悲ひ惨さん極まる政治状況を呈ていしていた。そして民衆が豊かであるため、誰も戦争には行きたがらないのも致ち命めい的だった。軍事に精通した者が市民から誰も育たないからだ。

　一方で、ヴェザニア共和国やフォルセス公国が軍事的に精強なのは、兵力の多寡ではなく、国家が一つにまとまっているからである。

　同様に共和制を敷くヴェザニアは、国の意見統一に懸けん命めいに注力して十人委員会のような半ば独裁的な組織を創つくり上げたし、市民は豊かであっても海戦には積極的に従軍するから、軍事に精通した政治家たちも育つ。

　そしてフォルセス公国の場合は君主制を敷き、エリザ一人に権力が集中しているため、国家方針がぶれることがない。エリザ自身も官吏たちも戦争には当然のように従軍し、政治と軍事とは切っても切れないものだと政治関係者の誰もが認にん識しきしている。

　要するにフレンツェは、国家権力よりも民衆の権力ばかりが遥かに肥大化し、民衆は危機から目を背そむけてばかりで豊かさに安住し、政治家たちは人気や知名度だけで当選し、怠なまけきった羊のような国家に成り下がっていた。かつて繁はん栄えいを極めた国家の落日というものは、このようにして成っていくのだという見本のような国だというのが、国際政治関係者の一いつ致ちした見方であった。

「申し訳ないが、マキャベリさん。同盟の要よう請せいは、この場でお断りさせて頂きます。ただ、フレンツェは近きん隣りん国ですし、今後とも良好な関係性を保っていければと考えています」

　冷静に提案を振ふり払はらうリノに、マキャベリは絶望的な表情で口にする。

「ズバリ申し上げます。フレンツェ共和国は、貴国に泣きつきにきました。助けてください、お願いします！」

　形なり振ふり構かまわぬマキャベリの交こう渉しように、リノは啞然とするばかりだった。エリザも困こん惑わくしているようで、呆ぼう然ぜんとマキャベリを眺ながめていた。

　リノはうんざり気味に言う。

「なんでフォルセスに助けを求めるんですか。立て続けの戦争で領土は広がりましたが、それでも貴国より小国ですよ」

「チェザーレ・ボルジアと対立関係にあるという立場が同じだからです。しかも貴国は強い。教皇軍を打ち破り、果てはヴェザニアまで下してしまった。欧州政治の末まつ端たんであくせく働くわたくしから見ても、こいつは途と轍てつもない地ち殻かく変動なんですよ！」

　激しく言い切ったマキャベリは、身体からだを打ち震わせるようにして続ける。

「貴国には神の恩おん寵ちようがある。いや、たぶんきっと、ファウネル公こそ、この世に降臨された本物の女め神がみ様に違ちがいない。わたくしは今日、直接こうしてお目見えさせて頂くことで、それを確信した次し第だいです。エリザ・ファウネル万歳！」

「……」

　エリザは途と方ほうにくれた面おも持もちでリノに視線を向けてきた。

「そしてそして、ヴェザニアとの有利な講和に向けて重要な役割を果たしたのがおそらく貴方あなただ、バルダートさん。ファウネル公の類たぐい希まれなる軍事的能力を、バルダートさんが縦横にコントロールしている。違いますか？」

　そんなマキャベリの指し摘てきに、一いつ瞬しゆん、リノは固まった。
















「…………違います。あくまで私はファウネル公の臣下であり、主君をコントロールするような立場にあるはずがない。私はただ、主君の命令を黙もく々もくと実行しているにすぎません」

「素す晴ばらしい対応です。その受け答えを聞き、わたくしは今、やはり貴方がフォルセス公国にとって重要な柱石になっているのだという認識を深めましたぞ。なるほど、ファウネル公の陰かげに貴方あり。そういうわけでしたか。これは我が政府にも報告する必要があるようだ。なぜならフォルセスとの盟約を締てい結けつするためには、貴方の了りよう解かいが必要だから」

「やめてください……！　あなたは大いに誤解している。その認識は間違いだ」

　下手にリノの立場が強調された報告書がフレンツェ共和国政府に手て渡わたされ、それが各国に伝わるようなことになると、せっかくエリザの影かげに徹てつしようとしていた自分の使命が崩くずれ去ってしまう。一見ふざけてばかりいるように見えるが、その実、こうした交渉のさなかにあって、真しん贋がんを見み極きわめようとする冷静さを奥底に隠かくし持っている男のようだ。注意せねばならない……。

「わたくしは貴方を褒ほめることしかしていないつもりでしたが……。それは少しも世辞ではなく、心からのものです。ですが、そこまで貴方が目立つことを嫌いやがるならば、わたくしは何もするつもりはないのですよ。わたくしは貴方の良き友でありたい」

　マキャベリは極真といった面持ちで言い切った。どこまで本気なのだろうか。

　リノは咳せき払ばらいをして応じる。

「話を戻もどしましょう。率そつ直ちよくに申し上げて、フレンツェは大いなる危機にある。いつチェザーレに征せい服ふくされてもおかしくはない状態だ。そんな相手との同盟を締結するわけには参りません。同盟が目的なら、帰ってもらうしかない」

「しかし待ってください。仮に我が国がチェザーレに蹂じゆう躙りんされたとして……その後、教皇軍の刃やいばはどこに向かうとお思いですか？」

「……」

　リノとて理解はしていた。そのための準備も着々と行っている。ただ、フレンツェという弱者を味方にする意味は薄うすいと判断しているにすぎない。

「そう、貴方はよくわかっていらっしゃいますね。当然、貴国です。チェザーレは必ずもう一度、戦いで屈くつ服ぷくした貴国へと雪せつ辱じよくを晴はらしに行く」

「仰おつしやる通り、いずれは教皇軍との対決は避さけられないと考えています。そのためにフォルセスは、ありとあらゆる手立てを講じ始めているところです。ヴェザニアとの同盟もその一つ」

「フレンツェは豊かな国です。もしチェザーレがフレンツェを吞のみ込むようなことがあれば、もともと持ち得ていた軍事的能力と宗教的権けん威いに、新しく経済的な隆りゆう盛せいまで手に入れることになる。たとえヴェザニアが後ろについていても、フォルセス公国が教皇軍へ対たい抗こうしていくのは容易ではない状況になりましょう。フレンツェを、チェザーレの手に渡わたしてはなりません。ゆえにフォルセスは、フレンツェを守らなくてはならないのです！」

「凄すさまじい論法ですね……。なんというか……痛ましいまでの努力というか……」

　ここに至り、リノはマキャベリに同情の念を抱いだき始めていた。フレンツェのような共和制の国では、単なる一官吏に政治的影えい響きよう力りよくはほとんどない。そして、たかだか一官吏なのだから、国家を身体を張って守るほどの義務も役割も与あたえられていない。そんななかにあって、マキャベリは可能な限りの手を尽つくし、フレンツェを守るため決死の努力を重ねているということだろう。おそらくこの男にとって、今この場は戦場なのだ。

「我が国と貴国で、共きよう闘とうして教皇軍に当たりましょう。フレンツェでは総力を挙げて、対教皇軍のために立ち上がる所存です」

「正直、貴国の軍事的能力にはまったく期待できないのですが……」

　そうリノが言い捨てると、マキャベリは果か敢かんに大声を上げる。

「助けてくださると約束してくれるまで、わたくしは何日でも居座るつもりで参りました！　エリザ・ファウネル万歳！」

「……」

　リノが次の言葉を言い淀よどんでいると、エリザが助け船を出してくれる。

「……えっと、残念ですがマキャベリさん……国政のことはリノに一任しておりますので、彼が拒きよ否ひの判断をする以上は、どうあってもご要望にはお応こたえできないと思います……」

「ならばわたくしは、永遠にミトに居座らねばなりますまい。何もない街ですが、ほんの少しの葡ぶ萄どう酒しゆがあればわたくしは満足です」

　事務的にリノは告げる。

「ミトでの施し政せいがすべて終われば、フォルセスに引き揚あげる予定です」

「フォルセス訪問はしてみたいと思っておりました。場合によっては、わたくしはフォルセスで骨を埋うずめることになるのでしょうね」

　どうあってもマキャベリは、交渉を諦あきらめようとはしなかった。

　その後、マキャベリを公こう邸ていから追い出したが、本当にマキャベリはミトから引き揚げようとはしなかった。宿や民家にはフォルセス兵を詰つめ込んでいたため、マキャベリは宿しゆく泊はくする場所もなく、野宿までしようとしていた。偶ぐう然ぜんマキャベリが広場で寝ね転ころんでいたところをリノが発見し、さすがにフレンツェが派は遣けんしてきた官かん吏りを無下に扱あつかうこともできず、公邸に一室を与えて寝ね床どこを取らせたのだった。




　　　　◆




　チェザーレは、ローマにある自分の邸てい宅たくの執しつ務む室で椅い子すに深々と座り、フォルセス公国から派遣された使者と向き合い、外交官リノ・バルダートの書状を読み込んでいた。背後にはミケロットが立ったまま腕うでを組み、苦々しい面持ちで控ひかえている。

　書状に目を通したチェザーレがうなずく。

「よかろう。反乱直後、フォルセスと締結した講和条約を再確認する。反乱時に占せん領りようした領地はフォルセスのものとして認めるし、教皇庁からの独立も認める」

「ありがとうございます。ファウネル公も、教皇庁との和平を再び取り戻せることを大いに喜ぶでありましょう」

　使者が満足げに応じた。

「ファウネル公にもよろしく伝えておいてほしい。そう遠くないうちに、この俺が、必ず会いにいくとな」

「畏かしこまりました。そのように伝えます。ファウネル公もお喜びになると思います」

　その後、チェザーレは返答の書状を渡し、使者を送り返した。

　フォルセス公国の使者が去ると、ミケロットが不満げに声を掛かけてくる。

「いいのか、チェザーレ。ミトまでの領地をくれてやることになるんだぞ？」

「なに、ほんの刹せつ那なの話だ。フレンツェ共和国を本格的に攻こう略りやくするには、背後の安全が絶対不可欠だからな。こちらにとっても都合の良いことだ」

　強がりではなかった。フレンツェに大軍を進めるならば、他国からの介かい入にゆうは極力なくさねばならない。とりわけフォルセス公国の動きは目め障ざわりになりかねなかった。

「ならば、いよいよフレンツェ共和国攻略に本格的に乗り出すのだな？　フランク王国やスペンス王国は押さえたのか？」

「フランクとスペンスは、ナファリ王国の継けい承しよう権を巡めぐって騒そう動どうを巻き起こしている。俺はそのいずれにも協力の色よい返事を与えることで、フレンツェを我がモノにするための黙もく認にんを双そう方ほうから取った。あらゆるパーツが上手うまくハマったこの瞬間こそ、まさに至高──」

　教皇軍がフレンツェを吞み込むということは、国際関係に重大な影響を与える。リスティア正教の宗教的権威と、大きな軍事力を保有するチェザーレが、豊かな地方であるフレンツェを吞み込んで経済力までつけることは、どの国も望まない。関係各国にとって脅きよう威いにしかならないからだ。

　そのような情勢下にあって、フレンツェ共和国の攻略に乗り出した教皇軍に、万一にでもフランク王国かスペンス王国に介入でもされるようなことがあれば、攻略は失敗することになる。とりわけフランク王国は巨きよ大だいな人口を抱かかえる超ちよう大たい国こくであり、軍勢の編制能力は一五万にも達し、敵に回せば破は滅めつが待っているだけだ。この二国への工作を、チェザーレは慎しん重ちように、長い時間を費やして行ってきたのだった。

「もうすぐ兵の用意ができる。フレンツェのような死に体の雑魚ざこは物の数ではない。せいぜい五〇〇〇の兵があれば落とせるだろうが、編制中の侵しん攻こう軍は一万だ。威い圧あつするだけで降こう伏ふくを引き出せれば、尚なおのことよいだろう」

　ミケロットの報告に、チェザーレはうなずく。

「よし。フォルセス公国領へ兵を入れて威圧するのは一時中止だ。編制が終わればすぐ、まずはフレンツェを吞み込むぞ。その後、俺の餌え食じきになるのは当然フォルセス公国だ。エリザ・ファウネルを我が妻として迎むかえるためにも、不可欠なこと──」

　そしてチェザーレは立ち上がり、窓の外を見やりながら一人笑いを嚙かみしめたのだった。




　　　　◆




「──その上でボルジア様は大いに満足した様子で、『ファウネル公に、遠くないうちに必ず会いにいく』と伝えてほしいと申し渡されました」

　チェザーレの下もとから帰き還かんした使者の報告に、エリザとリノは耳を傾かたむけていた。

　やがて報告を終えた使者が部屋をあとにすると、エリザとリノは顔を見合わせた。使者は何の裏もなく素す直なおに報告しただけだろうが、その真の意味を理解し、思わずリノはうなる。

「エリザに必ず会いに来る……か。わかっていたよ。そうなんだろうな」

「……洒落しやれで言っているわけじゃないことがわかるだけに……恐こわいよね……」

　エリザも困こん惑わくしたように言い、大きく息を吐はいた。

　そんな空気も読まず、部屋にいた男が一人、滔とう々とうと語り始める。

「わかっているなら迷う必要などありません。フレンツェ共和国と共闘すべきです。貴国が決断してくれさえすれば、わたくしは風のようにフレンツェに舞まい戻り、我が政府にあらゆる貴国の要望を叶えるよう伝えてみせましょう。共闘が叶うならば、どのような要望でも吞むつもりです。軍資金ですか？　それとも領地の割かつ譲じようですか？　どうです？」

「マキャベリさんさぁ……なんでアンタがいるんだよ……。フレンツェ人は、遠えん慮りよするってことを知らないのか？」

　他国から派遣された正式な使者を、まさか野宿させるわけにもいかなかったために公邸に部屋を与えたのだが、そのせいで宿泊の翌日から、マキャベリは執務室にまで我が物顔で顔を出すようになっていたのだった。消えゆく国の一官吏など人じん畜ちく無む害がいだと思っていたが、こうまで付きまとい、口をはさんでくるとは予想外だった。

　再び放ほうり出したくて仕方がなかったが、野宿を強要したなどと漏もれ伝わるようなことがあれば、フォルセス公国の品位に重大な疑義が生じてしまう。

　マキャベリは切々と語る。

「リノ殿どの、我々は良き友人であるはずですぞ。互たがいのことは誰だれよりもわかり合える。我々は共に相手の能力を認め合い、切せつ磋さ琢たく磨まするライバル同士であり、親友同士でもあるのです。わたくしはリノ殿の手しゆ腕わんを非常に高く評価しています。つかず離はなれず側そばで政務を拝見していて確信しました。ときに悪事に手を染めることを厭いとわず、陰いん謀ぼうにも長たけ、反逆や裏切りをモノともしない卑ひ劣れつな策士の貴方あなたこそ、君主の補ほ佐さ役として相応ふさわしい」

「……悪事とか陰謀とか策士とか……実は俺のこと、物もの凄すごく貶けなしてるでしょう？」

　リノは顔を引きつらせた。

　マキャベリは、馴なれ馴なれしいことこの上なかった。呼び方も、いつの間にか「バルダート殿」から「リノ殿」に変わっている。エリザのことも、「ファウネル公」から「エリザ様」と呼ぶようになっていた。

「それから、わたくしのことはどうか優やさしく『私のニコロ』とお呼びください。エリザ様も、さぁ！」

「わ、私のニコロ……」

　怯おびえたように小声で応えるエリザに、すかさずリノがクギを指す。

「エリザ、別に従う必要はないんだ。言われた通りに応えなくていい」

「ときにリノ殿は無体なことを言いますね。わたくしほどエリザ様に忠節を尽くす他国の忠臣などいないはずですが？」

　そもそも「他国の忠臣」というのが語ご彙い矛む盾じゆんであり、成り立たない。マキャベリの戯ざれ言ごとは無視し、リノは気になったことを確認する。

「でもフレンツェは、フォルセス公国の軍事的援えん助じよに対して、軍資金や領地の割譲までするつもりがあるの？」

　マキャベリ相手に、徐じよ々じよにリノのほうも言こと葉ば遣づかいがぞんざいになっていた。いつの間にか懐ふところに入り込まれたようで、腹立たしさと苦々しさが入り交じり、なんとも不思議な気分にさせられる。

「わたくしに何なりとご用命ください。希望はすべてフレンツェ政府に掛け合ってみせましょう。貴方のニコロでございます」

「本当に亡国間近なんだな……。マキャベリさん、あなたも大変なんだ……」

「わかって頂けますか。さすが我が友……」

　勝手に友認定してくるマキャベリにも、リノはだんだん慣れてきた。いちいち反応していると疲つかれるだけだが、余計な部分を無視すれば、どうということはない。

　だが馴れ馴れしいマキャベリに、エリザは辟易たじろいでいるようで、口数は少なくなっていた。

　リノは考えながら話していく。

「……だったら……そうだな……いずれ教皇軍との再戦が待っているのは確実な情勢。今の休戦は、ほんの束つかの間の安息にすぎない」

「ですです。ならばこそ、フレンツェ共和国とフォルセス公国が同盟を結び、教皇軍の侵しん略りやくに共きよう闘とうするのが堅けん実じつな戦略だとわたくしは幾いく度ども──」

　マキャベリの言葉をリノが即そく座ざに制する。

「いや、フレンツェとの同盟の可能性はゼロだ。同盟とは、互いに頼たのむに足る相手同士で結ぶモノ。そうでしょう？」

「そんなまさか、フレンツェが頼たよりにならないと!?」

「なると思ってるの？」

「ですよねー。ならば貴方は、同盟のような類たぐいではなく、フレンツェを防ぼう波は堤ていとして利用するべきだ。その謀ぼう略りやくによって教皇軍を躊ちゆう躇ちよさせることができるなら、フレンツェとしても渡わたりに舟ふねというものです」

「防波堤ね……たとえば……フレンツェ共和国政府が、エリザを傭よう兵へい隊長として雇やとうという案はどうだろう」

　何気なくリノが口にすると、マキャベリは目を見開く。

「なんという陰謀……。やはり貴方は、わたくしが見込んだ寝ね業わざ師しであります……」

「やはりコケにされているようにしか聞こえないんだが……」

　おどけたマキャベリの裏に見え隠かくれする器量の片へん鱗りんを、リノも理解し始めていた。

「でも、教皇軍とは講和を確認し合ったばかりでしょう？　この書面で。それでもいいの？」

　エリザが、持っていたチェザーレの書状をかざしながら指し摘てきしてきた。

「それはさ──」

　説明しようとしたリノに、マキャベリが自らの存在を主張するように強ごう引いんに割り込んでくる。

「リノ殿の美しくも汚けがらわしい謀略を、わたくしからご説明申し上げましょう。あくまで休戦や講和は、フォルセス公国と教皇庁との間で交かわされたものにすぎません。そして、教皇軍の侵略を受けているのがフレンツェであり、こちらは紛ふん争そう状態となっております。戦争準備のためフレンツェ政府はどの傭兵隊長を雇ってもいいわけですが、数多あまたいる隊長のなかからエリザ様に依い頼らいするだけであります。つまり傭兵隊長として契けい約やくを交わして戦うエリザ様は、あくまでフレンツェ共和国軍になるのです。この理り屈くつがわかりますか？」

　イラッとしていたリノだったが、マキャベリの説明は正しいものだったので、肩かたすかしを喰くらったような気分だった。

「そうだけど……チェザーレはそう見ないでしょう？　私が傭兵隊長として雇われるってことは、当然フォルセス軍を引き連れていくわけだし……」

「チェザーレがどう感じるかなど個人の感情の問題であって、遥はるか高い視野で見る国際外交とは違ちがうものなのです。我が国に連れてきて頂いたフォルセス兵たちは、すべてフレンツェ共和国軍となります」

「そうなの？」

　エリザが、リノを向いて確かく認にんしてきた。

「その通りだ。さんざんチェザーレに振ふり回された俺たちだからこそ、次の一手ではチェザーレの裏をかいてやろうというアイデアなんだよ。フレンツェとは対等な同盟は結ぶつもりは毛頭ないが、相応のお金を払はらってもらって傭兵として稼かせぎつつ、チェザーレの裏も取る。それなら、軍事行動によって稼げるし、チェザーレの勢力伸しん長ちようまで押さえることができるという一石二鳥の話にできるんじゃないかってな」

「なのであります」

　マキャベリは、さも自分の意見であるかのように大きくうなずいた。

「もちろんマキャベリさん、エリザを傭兵隊長に雇うっていうのは……高くつきますが？」

「……ち、ちなみにリノ殿は、幾いくらくらいの契約金を想定しているでしょうか？」

「契約期間三ヶ月で、八〇万シリングは？」

「高すぎます……。せめて、もう少し現実的な数字を……」

　あまりに吹ふっかけすぎているのはリノとて理解していたから、言葉を濁にごらせる。

「逆に、幾らならお支し払はらいできますかね？　あるいは、領土割譲でもいいですよ。マキャベリさんも、領土割譲をちらつかせていたじゃないですか」

　唐とう突とつに、マキャベリはしたり顔で語り始める。

「わたくしは、こう考えているのです。チェザーレという悪逆非道の暴君と、フォルセス公国という心こころ得え違ちがいのチンピラの二人がいるとします。この二国に絡からまれているフレンツェ共和国は、非常に厳しい立場に追いやられています」

「フォルセスは絡んでない絡んでない。あなたが一方的にやってきただけで──」

　すかさずリノが突つっ込みを入れたが、マキャベリは構わず続けてゆく。

「そんな実直で愛いとしいフレンツェを、誰も助けてくれようとはしません。フランク王国も、そのほかの周辺の国々も、無ぶ頼らい二人に絡まれている我々を、鼻くそをほじりながら見ているだけです。ああ、なんという可哀かわい想そうなフレンツェ！」

「……」

　リノは呆あきれ果てるばかりだった。

「ちなみにここでは、フレンツェは類たぐい希まれなる美少女という設定で。そう、エリザ様みたいな」

「そんな設定はいいから」

「哀あわれ、絶体絶命に追い詰つめられた美少女フレンツェでしたが、命を守るためには、襲おそい来る強ごう盗とう二人のどちらかと手を組むしかありません。止やむにやまれぬ選せん択たくなのです」

「ああそう」

「双そう方ほうともにサタンのような人じん面めん獣じゆう心しんではございましたが……しかしフォルセス公国という悪漢のほうには、ほんの心の片かた隅すみに、自らの罪状を悔くいる程度には人の心が残っておりました。そこに光明を見た美少女フレンツェは決意します。身しん魂こんから悪に染まるチェザーレよりは、改心の可能性が見み出いだせるフォルセス公国に身を捧ささげようではないかと……！」

「……」

　マキャベリの独演会に、リノもエリザも押し黙だまることしかできなかった。

　ふいにマキャベリは、感極きわまったように両りよう腕うでを広げる。

「な、なんという壮そう大だいな人間ドラマ……！　わたくし、こうして話していて興奮して参りました。この人が織りなす愛あい憎ぞう劇げきを、ぜひともいずれ戯ぎ曲きよくとして著あらわしてみたいものでございます。わたくしがもし官かん吏りでなかったとしたら、必ずや人類を代表する劇作家として大成したことでありましょう。間違いない!!」

　クワッと目を見開き、マキャベリは言い切った。

「マキャベリさんさぁ……ずいぶん流りゆう暢ちような長口上だったけど、要するに値切りたいだけでしょう？」

　うんざりしてリノが言うと、マキャベリはいけしゃあしゃあと認める。

「はい。お察しの通りで」

「もういいよ。とにかく、フレンツェ政府がエリザを傭兵隊長として雇う案で進めてみよう。条件はすぐには折り合えないだろうけど、話し合いを重ねて煮に詰つめていけばいい。そちらの政府内で合意ができれば、さっそく募ぼ兵へい特許状を発布してもらいたいんだけどね」

「畏かしこまりました、我が友よ。美少女フレンツェと凶きよう漢かんフォルセスの共闘について、今ここに、実に感動的な陰いん謀ぼうが生まれましたので、わたくしはこれよりフレンツェ首相公こう邸ていに取って返し、政府内での合意を取り付けてみせましょう。急ぎます。ではさらば」

　慌あわただしいマキャベリは軽く挨あい拶さつしただけで、早くも部屋を飛び出そうとしていた。

　リノが背後から声を掛かける。

「ミトでの仕事はだいぶ済んだから、明日あしたには軍の一部を残してフォルセスに引き揚あげることになる。次に来てもらうとしたらフォルセスだよ」

　唐突に立ち止まったマキャベリは、こちらを見やって口にする。

「エリザ様、しばしの別れです。しかしわたくしは困難極まる戦いを乗り越こえ、必ずや美しき貴女の下もとに帰ります。あなたのニコロでございます」

「……さ、さようなら」

　怖おじ気けづいたように、エリザが小さく言葉を返した。

　するとマキャベリはニヤリと笑えみを浮うかべ、忙せわしなく部屋を飛び出していったのだった。








第五章　白金の十じゆう字じ架か






　フォルセス軍はミトに六〇〇の守備兵を残し、リタールに駐ちゆう留りゆうしていたドロテア隊と合流してフォルセスへと引き揚げてきた。

　久々のフォルセスだったが、リノには休むヒマもなかった。

　急ぎ監かん督とくする必要があったのは、首都フォルセスと、周辺の街の都市城じよう壁へきの拡張工事だった。各都市に今ある城壁を崩くずすわけではなく、そのまま残しながら、外がい郭かくに新しい城壁を造って囲い、そこを新市街地域として整備する計画である。

　都市こそが基点だ。フォルセス公国は領域としては広くなってきていて、農村地域には多数の人口を擁ようし、穏おだやかな気候の穀倉地帯を支配下に収めているが、国の発展の主しゆ軸じくは、やはり都市なのだ。人が集まると国が強きよう[image: 靭]じんになる。人口の集積こそが文化を生み出し、経済が活発になり、教育を促そく進しんし、科学力を高め、国家の水準を高くする。加えて、税収も上がり、兵力の多た寡かにも直結することになる。

　首都フォルセスだけとってみても、長らく一八〇〇〇人前後で推移していた人口は、大たい砲ほう製造のための職人が移住してきたり、各国の外交関係者が駐ちゆう在ざいするようになったり、他国の商館ができたりして、短期間で二二〇〇〇人を超こえるまでに成長していた。とりわけ職人の移住希望者が増えていたのだが、地価が急きゆう騰とうしたため住む場所がなく、移住を諦あきらめてしまう者が多くなっていることをリノは聞き及およんでいた。都市の拡張は急務だったのである。

　それに伴ともない、ゴミが大量に発生したり、治安の悪化も進んでいた。新しく形勢されつつあった風ふう俗ぞく街がいも、必要悪であったため追い出すわけにもいかず、周辺地域からならず者を呼び寄せるような状じよう況きようにもなっていた。それら諸もろ々もろに日々対応する役人を増やさなくてはならない。

　リノは、ヴェザニアから新たに調達した一〇〇万シリングのほとんどすべてを使って、主要都市の拡張計画を進めていた。とりわけ首都フォルセスの拡張工事は大規模で、新市街の大通りを予あらかじめ整備した上で五万人程度が居住するスペースを作り出す予定だった。そして老ろう朽きゆう化が進んでいたファウネル家の邸てい宅たくを新市街の中央に引っ越させ、建物を壮そう麗れいにデザインし、新しい公国の基き盤ばんを創つくろうとしていた。

　大規模な公共工事によって、各国から建築に携たずさわる人々も新たにフォルセス公国に呼び寄せ始めたこともあって、公国内の物流はにわかに増大し、ヴェザニアとの交易は同盟前の三倍の規模にまで膨ふくらんでいた。リノは、賑にぎわいと多くのラッシュでごった返す公国内を馬でしきりに往き来しながら、ほとんど不ふ眠みん不ふ休きゆうであらゆる業務の監督に走り回ったのだった。




　　　　◆




　公邸に本日新たに届出がなされた土地購こう入にゆう者しやのリストをチェックしていたところ、ルチア・チェスティの名前を発見して驚おどろいた。首都フォルセスの旧市街と新市街の二箇か所しよに、ルチアが広大な土地を買い求めていたらしく、慌ててリノは書類を仕し舞まうのも忘れて公邸を飛び出した。購入日は今日だから、ルチアがフォルセスに来ている可能性がある。

　まず公邸から近い旧市街の土地に顔を出してみたが、ルチアらしき人物は見当たらなかった。広場のそばにある一等地だ。ひょっとしたら、今後のフォルセスの発展を見込んで投機で土地を買っただけで、誰だれか使いの者が売買の処理をしただけなのかもしれない。

　しかし念のため、リノは新市街のほうにも向かってみたところ……建築関係者たちが行き交かい、土つち埃ぼこりが舞まい上がる新市街の整備工事のなかで、ルチアが土地の周囲を巡めぐり歩いている姿を発見したのだった。やや後ろには、二頭の馬を引いて、チェスティ銀行の執しつ事じ風の従業員の男性が控ひかえている。以前、チェスティ銀行を初めて訪問したときに、案内してくれた従業員だ。たった二人でやってきたのだろうか。

　リノが駆かけ寄ると、ルチアはこちらに気づいたようだった。

「チェスティさん！　来ていたんですか！」

　歩む足を止めたルチアは、旧市街の城壁を見やりながら口にする。

「思っていたほど寂さびしい街ではありませんね。鍛冶かじ場の職人たちの顔が明るくて、この国の将来性を感じさせます」

「さすが、見るべきところを見ているんですね。言ってくれたら迎むかえの者を出したのに」

「私にだって馬くらいは操あやつれます。これからは、一人でフォルセス公国内の街々を往き来しなくてはならないこともあるでしょう。ここが私の新天地になるのだと思います」

　その言葉で、ルチアがフォルセスの土地を買い求めた理由がわかった。誘さそった甲か斐いがあったというものだ。

「決断してくれたんですね。フォルセス公国政府としても、今後はルチアさんに産業政策の相談をさせてもらう機会が多々出てくると思います。頼たよりにしています」

　これからのルチアは、フォルセス公国にとって御ご用よう商人や御用銀行家のようなものになってくれるだろう。フォルセス公国が民間と何らかの仕事をする場合には、まずルチアに相談することになる。

　双方の利益が合がつ致ちする提てい携けいだ。フォルセス公国は商業政策や金きん融ゆう政策のノウハウに乏とぼしかったが、今後はチェスティ銀行が培つちかってきた経験や知識を活用していくことができる。一方でチェスティ銀行のほうは、公国から発注された各種の仕事で堅けん実じつな利益を積み重ねることができる。

　公国の信用力のない現時点では、公国が何らかの利権を与あたえない限り、外から巨きよ大だいな資本を持ってきてくれるような商人や銀行家はまずいない。それゆえ、ルチアに一定の利権を与えて公国内に資本を招き入れ、重商主義的な政策を採り、貿易面でも他国より秀ひいでたノウハウを駆く使ししていくことが必要だった。

　ルチアは自らの土地に目を細め、強い口調で言う。

「さっそくこの場所に、チェスティ銀行の支店を造ります。フォルセス一の壮麗な建物になるよう建築家には依い頼らい済みですし、石材や木材の手配も済ませています」

「さすが、仕事が早いですね」

　世辞ではなかった。リノは心底から感心していた。事前に計画を完成させた上で、相応ふさわしい土地を買い求めたのだろう。

「完成までには数ヶ月ほど掛かりますから、営業はその後ですね。工事の着手を見届けたら私はいったんヴェザニアに戻もどり、フォルセスの鍛冶商品をより良い条件で扱あつかってくれる商人たちとのネットワークを作っておきたいと思います。今後は、国営製造所や工こう房ぼうが輸出する多くの品物は、私が流通に関かかわらせてもらうという条件で、よろしいんでしたよね？」

「ええ。先日、ヴェザニアとの同盟締てい結けつの晩ばん餐さん会かいの際に、打ち合わせをさせてもらった通りで結構です。その代わり、積極的な輸出政策をお願いします」

　これからフォルセス公国が推おし進めていく重商主義政策は、欧おう州しゆうの君主国の経済官かん僚りようたちの間で議論され始めた経済政策である。他国よりいち早く産業基盤を整備して重商主義に参入することで、優位な立場を確立することをリノは狙ねらっていた。

　重商主義は、国内の輸出産業を手厚く保護して育成し、貿易の黒字化を促進して各国から金や銀を多量に獲かく得とくすることで、国富の増大を狙う政策だ。その目的は、巨大な常備軍や官僚制度を維い持じするためである。

　これからは、チェスティ銀行の後押しによって輸出産業を整備し、あらゆる商品の付加価値を高めて輸出を積極的に推し進めてもらうことで、フォルセス公国内に富を蓄ちく積せきしてもらうことが必要だ。その富は、ルチアの経済活動や、公国の給料支し払はらいや公共事業や軍事行動によって公国内で流通するようになり、経済全体を押し上げる力になってゆく。

　何も戦争は、兵士同士が弓や銃じゆうを撃うち合ったり、剣けんをかわすことだけではない。各国間の経済活動も戦争の一いつ環かんであって、ルチアは商業面の最高司令官のような存在になるということだ。ある意味、フォルセス公国が雇やとった傭よう兵へい隊長のようなものだろうか。

　ルチアは自信ありげにうなずく。

「私が関わらせてもらう以上、貿易量は一〇倍に膨らむと思ってください。私も決意して参りました」

「ルチア様……大おお旦だん那な様がお怒いかりでいらっしゃいますから……どうか程ほど々ほどに……」

　ふと、後ろで二頭の馬の手た綱づなを握にぎっていたチェスティ銀行の白しら髪が交まじりの従業員が、困った風に口にした。

「フリスト、お黙だまりなさい！　お父様には関係ないの！」

　ピシャリとルチアは言い放ったが、フリストと呼ばれた従業員は動じた様子もない。

「コルテーゼ家との縁えん談だんの話も持ち上がっているのですから、このようなときに……」

「私はチェスティ家の外交の道具じゃないわ。自分の力で、自分の家を創り上げてみせる」

「お相手はローマでも高名を馳はせる枢すう機き卿きようですぞ……。ルチア様はもう二一歳にもなるのですから、このような格の高いお相手様との縁談を逃のがせば──」

「そうね、この仕事が失敗したら尼に僧そう院いん行き。覚かく悟ごしていることなの」

　そう応じたルチアは、リノに視線を戻して肩かたをすくめる。

「ヴェザニア人は保守的すぎていけません。フォルセスは若い女性君主を掲かかげた国であるだけに、進歩的な国ですね。今後、どちらの国がより発展していくかが一いち目もく瞭りよう然ぜんです」

　進歩的というより、利用できるものは何でも利用しなければ、やがて国が滅ほろんでしまう焦あせりといったほうが正確だ。欧州有数の大国ヴェザニアとは事情が違ちがうのである。

　リノが訊きく。

「でも、そんな大切な縁談のある時期に、本当に良かったんですか？」

「お父様が勝手に決めた縁談です。会ったこともない相手ですよ。でも心配はいりません。失敗したらバルダート様に責任を取っていただきますから」

「……え？」

「もし事業に失敗するようなことがあれば、責任を取って私をもらってもらいます。まさか私を尼僧院に送るつもりですか？」

　叱しかりつけるような口調でルチアは言った。

「……」

　リノは目が点になっていた。

　突とつ然ぜん、ルチアの生き真ま面じ目めな表情がゆるみ、噴ふき出す。

「あはは。やっぱりバルダートさんは純情な方ですね。一度からかってみたかったのです。大だい丈じよう夫ぶですよ、私は覚悟の上のことですから」

　どうやら冗じよう談だんだったらしい。あまりに真しん剣けんな面おも持もちで言うから、固まってしまっていた。

「ルチアさんには敵かないません……」

「これからはルチアと呼んでください。それから丁てい寧ねい語ごも止やめてください。さまざまな場面でご一いつ緒しよすることがあるでしょうからね」

「ならば、ぼくのことはリノと。それでいいかな、ルチアさん？」

「呼び捨てでいいわ、リノ」

　ルチアとリノは打ち解けた雰ふん囲い気きになっていたが、お付きのフリストが背後からブツブツつぶやく声が聞こえる。

「フォルセス公国の宰さい相しよう代行……。チェスティ家にとってずいぶん格式が劣おとる相手ではあるが……やむを得ない場合は仕方ないのだろうか……。いずれにせよ、大旦那様に報告しなくては……」

　リノは聞かなかったことにした。

　ルチアが眉まゆをひそめる。

「ねぇフリスト……。あなた、丸聞こえなのだけれど」

「聞こえるように言いました」

　しれっとしたフリストの言葉に、ルチアが肩を落とす。

「……。リノ、紹しよう介かいしておくわ。フリスト・ダノン。チェスティ銀行の従業員だけど、子どものころからの私の世話役。口うるさいけど許してね」

「よろしくお願いします、バルダート様。しかしルチア様はそうそう簡単には差し上げませんぞ」

　辞じ儀ぎとも威い嚇かくともつかぬフリストの言葉に、リノは苦笑いで挨あい拶さつを返したのだった。




　　　　◆




　フォルセス公国の公こう邸ていの執しつ務む室で、リノは、エリザやドロテアやワルターと打ち合わせをしていた。方々を駆け回っているため、この四人で同時に顔を合わせるのは久しぶりだ。

「──という訳で、チェスティ銀行が支店を造ってくれることになった。だが支店といっても、経営的にはほぼ独立した独自の銀行になるらしい。今後はチェスティ銀行に融ゆう資ししてもらいながら輸出産業を育てていって、最さい先せん端たんの産品の輸出を促そく進しんしていきたいんだ」

　会議の最初に、ルチアと打ち合わせした内容を、リノは事細かに報告していたのだった。

　エリザが疑問を呈ていする。

「今までも大たい砲ほうの輸出には前向きに取り組んできたわよね。すでに何十門と国外に送り出してるし。それとは違うの？」

「それは俺が、止むにやまれず片手間で取り組んでいたみたいなものだ。それに、国営製造所で作ったものを売ばい却きやくしていただけだよ。何もかもを国営だけで賄まかなえるはずもないんだから、やっぱり民間産業を育てないと成長には限度がある。民間の商人たちに奮起を促うながして、公国が積極的に事業活動をバックアップしていこうということなんだよ」

「これからは公国全体で利益を上げていこうということなのかな。チェスティさんはいつから来るの？」

「銀行の建物が完成してからになる。いったんヴェザニアに帰国して、諸もろ々もろの準備をしてくるそうだ」

「まさか、二〇〇万シリングもの借金をしている銀行と、こんな関係に発展するとは思わなかったよ。何があるかわからないね」

「良くも悪くも、人とは付き合ってみろってことなんだろうな。欧州有数の銀行が、フォルセス公国に拠きよ点てんを持ってくれるのは素す晴ばらしいことだ」

　ワルターが口をはさんでくる。

「ワシは商業面のことはわからんのじゃがのう。要するに貿易で稼かせいで、その金を軍事費に充あてていこうということじゃな？」

「ちょっと簡単にしすぎだが、まぁそういうことだ。経済面を強くしていくのは、究極的にはすべて軍事力の増強のためだよ。今の軍備の状じよう況きようはどうなってる？」

　リノが確かく認にんすると、エリザがうなずく。

「目下、総兵力四二〇〇。だけど雇こ用ようしている傭兵たちとの契けい約やく期間がもうすぐ終わるから、どうしたものかと思ってるんだけど。多くの傭兵は継けい続ぞくしてフォルセス公国に仕えたい希望を持ってる」

「優ゆう秀しゆうな兵が多いですが、今の雇用料は高すぎると思います。臨時の兵だからいいものの、継続して雇えば、既き存そんの兵士たちの不満が大きくなるのは避さけられません」

　ドロテアの指し摘てきに、ワルターが応じる。

「急ごしらえでヴェザニア戦の準備をするために、大枚をはたいたからのう。あのときは仕方なかったんじゃ」

「どのくらい兵力が必要か、逆算して考えよう。まず、ミトの街に五〇〇、南の城じよう塞さいに一〇〇、これは教皇領方面の監かん視しのためにも絶対に欠かせない。それから、フォルセスの守備兵は一〇〇〇は残しておいたほうがいいだろう」

　リノが言った。

「とすれば、平時には一六〇〇あれば足りるってことかな。なら、傭兵を一いつ旦たんぜんぶ帰郷させても、既存のフォルセス兵二二〇〇前後で十分に対応はできそうね」

「だけど、フレンツェから募ぼ兵へい特許状が発行される可能性があるだろう？　提示される傭兵料次し第だいでは、エリザに傭兵隊長を受けてもらう。今は少しでも資金が欲ほしいし、チェザーレにも一ひと泡あわ吹ふかせるチャンスだからな」

「ニコロさん……」

　エリザはどうにもマキャベリが苦手らしかった。

　ワルターが語る。

「フレンツェは弱いぞ。今のフレンツェの首相は学者出身じゃし、議員たちも芸術や文芸で名を馳せていた者が、市民から人気で選ばれることが多い。表面上は大層ご立派じゃが、戦争となればとたんに目を背そむけるような者どもなんじゃ。市民らも似たようなもの。政治家が軍事や陰いん謀ぼうに精通していない国は、危機には右往左往するだけで何もできないという典型じゃよ」

「チェザーレが本格的にフレンツェ攻こう略りやくに乗り出したら落ちるだろう。教皇軍にフレンツェを落とされると、フォルセス公国にとってはあまり面おも白しろい状況にはならない。傭よう兵へい隊長を受けたら、やはり二〇〇〇～三〇〇〇程度の兵力をフレンツェに連れていく必要があるだろうな」

「ならば今はすぐに解かい雇こできないにしても、傭兵料は相場通りに変えてもらわなくてはなりません。傭兵たちには私から言い聞かせましょうか？」

　ドロテアは、傭兵料の不公平がどうにも納なつ得とくいかないようだ。厳格すぎて政治家や官かん吏りには向かない性しよう分ぶんだけに、ドロテアは柔じゆう軟なんな措そ置ちを認めたがらない。

「ううん、明日あしたの訓練で整列したときに、まずは私から相談してみる。それでも残りたい兵には残ってもらうってことでいいんじゃないかな」

　軍事に関かかわるこの手の面めん倒どうを厭いとわないのがエリザの長所だった。嫌いやな事こと柄がらを兵たちに伝えるのは副官や下士官に任せるのが普ふ通つうなのに、あえて直接語らうからこそ、兵の信任が厚くなるというものだ。

　次回更こう新しんの傭兵料を平均並みに下げられても、大半が残留を希望するような気がした。現状の国際関係を鑑かんがみれば、せめて四〇〇〇前後の兵力は持っておきたいところだった。また、フォルセス公国の領域が急拡大して税収も大きく増加したため、四〇〇〇くらいの兵力ならばなんとか養える状況ではあった。

　ドロテアが言う。

「市民からも、フォルセス兵になりたいという要望が多く寄せられるようになりました。今までは必要に応じて時おり募兵するだけでしたが、今後は常備兵になるための志願制度を設け、選せん抜ばつ試験などを行っていく必要があるのではないでしょうか」

　リノはうなずく。

「わかってるんだよ……。ただ、手が回らない。軍内にも募兵用の専門の部署を設けて、役人を配する必要があるんだが……。ドロテアに任せてしまってもいいか？」

「私に難しい国家機構のことを判断する能力があるはずがありません。リノの仕事だと思います」

　ドロテアはいささか自分の分をわきまえすぎているのが、立派ではあるが難なん儀ぎなところであった。能力に劣る部分があれば、それを少しも隠かくそうとしない。そして自分の仕事は回りを辟へき易えきさせるほど完かん璧ぺきにこなすが、代わりに相手の仕事にも妥だ協きようを許さない。堅かた物ぶつすぎて取り付く島がないし、ドロテアと一緒に仕事をした者は逃にげ出してしまう。だがそれが、ドロテア流の騎き士し道どうなのだ。

　エリザが心配げに口にする。

「……でも、リノはほとんど寝ねていないでしょう？　一人で何もかもをやるには限度があるわね」

「今しかないんだ。領国が拡張され、戦乱が収まった今しかない。次に来る戦争のためにも、この一時の平へい穏おんは、国を強くする滅めつ多たにないチャンスなんだ」

「そうは言ってもね……。リノに代わるような政治家がいれば……ワルターは？」

「ワシは爺じいですからのぅ。目もロクに見えず、耳も聞こえなくなってきました。立っているだけでも疲つかれます。あとは死ぬだけですじゃ」

　モゴモゴと、さも爺のようにワルターは語った。普ふ段だんはのうのうと盛せい壮そうに暮らしているくせに、こんなときだけは爺になる。

「……どこまで本当なんだよ。とにかく、俺のほうで次に取り組もうとしていることは、大きなところで主に三つある。一つは、官かん僚りよう機構の整備だな。今は俺が全体を統とう括かつして、個別に官吏が対応しているような状況になってしまっているけれど、これを部門ごとに裁量を与あたえて、ある程度まで任せてしまいたい」

「もともとフォルセス公国って、一〇人くらいの官吏で政務を回して、二〇〇人の騎き兵へいが治安維い持じに取り組んでいるだけの小国だったからね。だからリノが何もかもをすることになっちゃった」

　エリザは気むずかしげに言った。

　事実、今までは国政全ぜん般ぱんの検討を宰さい相しようが一人ですべてやっていたようなものだ。そして、徴ちよう税ぜいや外交の使者などを担当する官吏がいただけである。その官吏らも、極きよく端たんな話に聞こえるかもしれないが、お屋や敷しきのメイドとそれほど違ちがいがあるような認識ではなかった。ドロテアがメイドでもあり、エリザの護衛でもあり、ときには将にまでなるのは、そんな状況がもたらしている一つの現象だった。国家というより、小さな組織である。

　だが実のところ、こういったお家事情はどの国でも五十歩百歩であり、大半の君主国では似たような状況だと言ってよかった。かといって共和国が優すぐれているわけでもなく、瞬まばたきする度たびに共和制では内政の混乱が頻ひん発ぱつする。官僚機構が発達しているヴェザニアのような国が特とく殊しゆで例外なだけである。

　リノが強い調子で言う。

「官吏はひとまず五〇人体制にする。各街に、官吏希望者は申し出るようにお触ふれを出しているから、近いうちに面接をしていかなくちゃならないだろう。エリザにも面接してもらうぞ」

「わかった」

「二つ目は、国営製造所で火ひ縄なわ銃じゆうの製造に着手し始めたことだ。製造工程は面倒なんだが、各地から集めた大砲技師のなかには火縄銃の製造ノウハウを持っている者が少なからずいて、開発はスムーズに進んでいる。ただし、どこに弾たまが飛ぶかわからない現状の火縄銃だと、実戦で役に立つかは微び妙みようだ。改良のために、研究開発を進めていかなくちゃならない」

「火縄銃……すっごく使いづらいけど、いいモノだよね。あともう少し改良が成れば化けるかも」

　つぶやくようにエリザが言い、ドロテアがうなずく。

「私もそう思います。農民でも、一旦教え込めば、即そく座ざに実戦投入できる武器は驚きよう異い的だと思います。弓は撃うち方を教えても、さらに長く訓練する必要がありますし、そもそも力のない者はまともに敵を射いれません。しかし火縄銃は違います」

「そう、そこ。市民兵や農民兵が大きな戦力になるっていうことは、軍隊編制に革命をもたらすことになるかもしれない。長い年月を掛かけて必死に訓練を積んだ重装騎兵より、銃を持たせて一週間訓練した普通の市民のほうが有用になるかも」

「考えるほどに恐おそろしいことです。甲かつ冑ちゆうで戦う私たちの存在意義そのものが、廃すたれてしまうのかもしれません」

　女二人の不安げなやり取りに、ワルターが口をはさむ。

「恐れることなどないわい。新しい武器の登場によって兵科の役割は次々に移り変わっていくものじゃが、人間が培つちかってきた軍略は不ふ滅めつじゃ。どのような兵を率いようとも、戦いくさの勘かんは活いかされる。姫ひめ様さまの強さには何にも影えい響きようせんじゃろうて」

　リノも続く。

「火縄銃が戦列に大量配備されるようになると、大きな戦術的革新をもたらすかもしれない。大たい砲ほうの登場と同じか、もしかするとそれ以上の革命。そこまではたぶん、各国の有能な将軍なら気づいている。ただし、具体的にどのような形に戦争が変質していくか、それはまだ誰だれにもわからない」

「肝かん心じんなところが見えないのよね……。誰かが戦争のスタイルを変えると思う。そして次々に変わっていくと思う。それがどのような形になるか、各国の戦争を注視して情報収集に励はげんでいくしかないんでしょう」

　エリザが腕うでを組みながら言った。

「火縄銃研究に関連して三つ目があるんだ。公国科学院を設立しようと考えている」

「公国科学院？　大学みたいなもの？」

「大学のように神学は教えない。科学のみに特化して、研究していく機関を創つくろうと思っているんだよ」

「具体的には？」

「今の軍事技術研究は、工こう房ぼうや国営製造所で職人たちがバラバラに行っている。だけど、製造と研究をきちんと分けて、研究だけに特化した場所を創ろうと考えているんだ。各国から有能な科学者を可能な限り集めて、最新の軍事技術に注力してもらう。火縄銃研究もそこで行うし、大砲や砲ほう弾だんの改良もそこに集中させたほうが効率がいい」

「熟練職人ならともかく、有能な科学者となればびっくりするような高給になるわよね。ロザリア一人だけで年五万シリングも払はらってるし。フォルセスで一番の高給取りはロザリアよね」

「その通りだ。仮に研究が無む駄だになれば、雇やとった科学者の費用も無駄になる。それでも、やらなくちゃならないことなんだ」

　リノは身を乗り出して言った。

　ワルターが口にする。

「フランク王国やスペンス王国は、すでに一〇人以上の高名な科学者を抱かかえて研究活動に邁まい進しんしておる。フランク王国は主に大砲を、スペンス王国は艦かん船せんや火縄銃に主しゆ軸じくを置いているようじゃのう。もちろん他の国々も凄すさまじい努力を重ねて追従しておるわい」

「そういう訳だ。国営製造所の収益も含ふくめれば歳入は年一九〇万シリング前後まで増えているが、実のところ少しの余よ裕ゆうもない。もっとヴェザニアから借りたいくらいだよ。まぁとにかく、俺のほうは色々と進めているから、成果が上がるまで待ってほしい」

　そうリノは言って、三人を見回して続ける。

「国政絡がらみのことについて、他にどうしてもやっておいてほしいことはあるか？」

「私から一ついい？」

「遠えん慮りよなく言ってくれ。エリザは君主なんだ。命令してくれれば、その通りにやるよ」

「ヴェザニア戦のときの話。ヴェザニア軍が撤てつ退たいしたときに、追つい撃げきに向かった私たちに、貴重な情報をもたらしてくれた木樵きこりがいたでしょう？」

「ああ、元フォルセス兵って話だったな」

「追撃が成功したのは、その木樵の情報のおかげ。だからね、その木樵に恩賞を渡わたしてあげてほしいの」

　思わずリノは膝ひざを叩たたく。

「なるほど！　そいつはいい考えだ！　というか、気づけなかった俺がどうかしてたよ。エリザとしては、どのくらいの恩賞がいいと思う？」

「そうね……ファウネル家からは個人的に、一〇〇〇シリングと、ファウネル家の紋もん章しようを描えがいた楯たてを贈ぞう呈ていしましょう。それからフォルセス公国としては、死ぬまで毎月二〇シリングの年金と、希望すればフォルセスの新市街に土地と建物を」

「委細了りよう解かいした。木樵を公こう邸ていに招いて、エリザの手から直接渡してもらう形を整えていいか？」

「もちろん。そうして」

「ちょっとした贈呈式をしよう。そして公国内に広く宣伝しようじゃないか。フォルセス公国に大きな貢こう献けんした者は、たとえ市し井せいの一市民であっても、公国がその行いをきちんと見ていて、献身には報むくいるのだと知らしめるのは非常に良いことだ」

　そこまで言って、リノはさらに贈呈式を発展させることを思いつく。

「……そうだ。単なる一人の表ひよう彰しようだけで終わらせるのは勿もつ体たいない。これを機会に、フォルセス公国の勲くん章しよう制度を創ってもいいかもしれないな。その木樵が第一号の受じゆ勲くん者しやだ」

「第一号受勲者はワシではないのかのぅ……寂さびしいのぅ……」

　ワルターがぶつぶつ言い始めたので、リノが溜ため息いきをつく。

「オヤジに渡したらせっかくの勲章制度が無意味だろ。身内だけで喜びあっているように見えるじゃないか。市井の市民や、一いつ般ぱん兵に渡すからこそ価値があるんだよ」

「このワシも、ファウネル家の紋章が刻まれた楯が欲ほしいんじゃがのぅ……。死出の旅路に、ぜひとも持っていきたいものじゃあ」

　エリザが噴ふき出す。

「あはは。だったらワルターには、お父様の形見の楯を譲ゆずりましょう」

「なんと!?　アイアス様の楯を……今この爺が、どれほどの喜びで打ち震ふるえているか、説明する言葉もありませぬ……」

　ワルターは急に背筋を伸のばし、目を瞬またたかせた。

「そんな大事なものをあげなくていいよ。甘やかすと図に乗るからな」

　リノはぞんざいに言い、三人に確かく認にんを取る。

「他には何かあるか？　国政で、やっておいてほしいことは？　ドロテアは？」

「私は姫様のお側そばにお仕えできれば、それで十分です」

　微み塵じんも疑いを持たない生き真ま面じ目めな顔で、ドロテアは言い切った。

「そういう意味じゃないんだがな。まぁわかった。オヤジは？」

「存亡の危機は乗り越こえた。絶好の機会じゃ。ワシは宰相をリノに譲ろうと思うのじゃが、姫様はどのようにお考えですかな？」

「私は……いつでもいいって思ってた……。あとはワルターとリノの間で話が付けば……」

「俺はどっちでもいいよ。正直、役職なんて少しも重要じゃない。俺のやることはまったく変わらないよ」

「ならば決まりじゃ。今日をもって、ワシは名ばかりとなっていた宰相を引退する。明日あしたから、リノがフォルセス公国の宰相じゃぞ。しっかりやれよ」

　あっさりと、宰相交代が決まってしまった。ただし、以前から議題には上っていたことだ。都合のよいタイミングを待っていただけである。

「一世一代のことだし、お祝いとかしたいな」

　エリザは胸を押さえてそう言った。心なしか、嬉うれしそうな表情だった。

「宰さい相しよう就任は了解した。前からあった話だからな。だけど祝賀会とかは一いつ切さいしなくていいぞ。今は片時も無駄な時間は過ごせない。夕方にはミトまで馬を飛ばして、要よう塞さい造りの進展を確認することになってる。戻もどりは二日後だ」

　淡たん泊ぱくにリノは言い、打ち合わせを切り上げたのだった。




　　　　◆




　夕刻──。

　オレンジ色に染まる山々は美しい光景だったが、リノにはゆっくりと景色を眺ながめているヒマはなかった。

　ミトまでの出張のためリノは南門を出て、通りがかりに国営製造所と、新市街を囲む城じよう壁へき工事が着工しているのを見ながら馬を走らせていた。何もかも急ごしらえだが、多くの職人や工事関係者たちが往き来し、準備は順調に進んでいると思われた。

　それから街外れまで出ると、周囲は草原に囲まれたのどかな農村風景になってゆく。時おり街かい道どうを行き交かう商人や旅人らとすれ違ちがうが、夕日が落ちれば暗くなるので、フォルセスに宿しゆく泊はくするために急いでいるのだろう。ただ、夜でも街道はフォルセス兵が監かん視しし、公国内の大きな街道の治安は保たれるようになったので、夜間になっても問題はなかった。

　馬を進ませていると、背後からかすかに声が飛び込んできた。

「リノ！」

　エリザの声だ。

　馬を止めて振ふり向くと、エリザが馬で追いかけてきていた。スカートのままで馬で疾しつ走そうするのはどうかと思う。

　追いついてきたエリザにリノは声を掛ける。

「どうした？　何かあったのか？」

　エリザが馬をピタリと横に並ばせてきた。

「明日から、リノが宰相になるんだよね」

「形ばかりの話だ。やることは今までと何も変わらないよ」

「本当は、リノに屋や敷しきを贈おくったり、待たい遇ぐうのことも相談しなくちゃならない。いっぱい考えることがあると思うんだよね」

　そのことを伝えに来たのだろうか。すっかり済んだ話だとリノは判断していたが、エリザには大いに重要なことであったらしい。

「家は今まで通りにファウネル家の屋敷の一部屋でいいし、給料だって同じでいい。俺の給料を中ちゆう堅けん国の宰相並みにするくらいなら、そのお金で熟練工か科学者を一人雇ったほうがずっといいよ」

「リノならそう言うと思った。だけどせめて、就任式くらいはさせて」

「色々考えてくれる気持ちは嬉しい。だけど本当に忙いそがしいんだ。就任式となれば一日がかりになっちまうが、その一日すら惜おしいんだ」

「でも、今ここでの就任式なら、いいでしょう？」

「ここで？」

　予想外の提案に、リノは意表を衝つかれた。

　おもむろにエリザは首からつり下げていた十じゆう字じ架かのネックレスを外し、リノに差し出してきた。有う無むを言わせないといった風に押し付けられ、リノは意味もわからず受け取った。

　エリザが子どものころから身につけていた、ファウネル一族に伝わる貴重な十字架のネックレスだ。白金で丁てい寧ねいに作られており、大おお粒つぶの宝石がびっしり十字に並び、とりわけ中央のダイアモンドは指の先ほどもあろうかと思われる豪ごう壮そうな一品だった。ファウネル家が所蔵する宝物のなかでは、最も価値の高いものだろう。

「何かリノに、就任の記念に贈れるようなものを探したんだ。だけどあんまり適当なものがなくて……。それなら、これにしようって決めたの」

　そんなエリザの話に、リノは胸を突つかれる。

「え!?　これを俺にくれるつもりか？　だってこれ、ファウネル家の持ち物で一番価値があるもので……代々引き継ついできたものじゃないか。そんな大事な……」

　王おう侯こう貴族にとって、こういう宝石類の本質は、何も身辺を飾かざり立てたり、他人に誇ほこったりするためにあるものではない。国の滅めつ亡ぼうや一族の没ぼつ落らくが日常茶さ飯はん事じな世の中にあって、もし流る浪ろうの身となっても、希け有うな宝石類を身につけておくことで、逃とう亡ぼう先で再起を図はかったり生活を安定させたりするための最後の守り札になるのだった。

　宝物庫や金庫に保管していても、外部の泥どろ棒ぼうのみならず、内部の守兵やメイドによって持ち去られたり、すり替かえられたりする可能性を完全に避さけることはできない。もし略りやく奪だつに遭あおうものならば、身につけているもの以外は消え去ってしまう時代だ。だから身辺には、命の次に大切な、最も価値があるものを惜しげもなく身につけるのだ。

　王侯貴族が肌はだ身み離はなさず身につけている一品ともなれば、その家のすべてといっても過言ではない場合すらある。

「それは今日からリノのものにして。これから国に何があっても、万一没落してしまうようなことがあっても、本当の危機のときにリノの身を守ってくれるように」

　エリザが、心から自分の将来や人生を案じてくれていることがわかり、リノは思わず泣きそうになった。

　この白金の十字架はあまりに高価すぎ、とても自分に相応ふさわしい品物だとリノには思えない。身分不相応にも限度というものがある。しかし、エリザが心を込こめて渡してくれたものを押し返すほど、不ぶ粋すいではないつもりだった。

「エリザ……ありがとう……。これは肌身離さず身につけておこうと思う……」

　これほどの逸品を本当に貰もらってしまうわけにはいかないが、いったんリノが預かるという形で、エリザの気持ちを大切にすることにした。

「たった二人だけの就任式だけど、フォルセス公国にとって、とても重要な一歩になるんだと思う」

「祝賀会を乱暴に断っちまったのはゴメンな……。エリザにとって、宰相が変わることがそんなに大事だとは考えてなくて……。俺も国政ばかりを考えず、せめて一日くらいは時間を作るべきだった」

　富国強兵のことだけで頭がいっぱいになっていたのを、リノは強く後こう悔かいした。国政に尽じん力りよくするのはエリザのためであったが、ときにはもっと大事なことがあるのかもしれない。

「子どものころから、こんな関係になれればなぁって思ってたの。リノが宰相だって。私の宰相……」
















　エリザは言葉を途と切ぎれさせ、リノに向けて微笑ほほえんできた。

　しばらく二人で言葉もなく、静かに見つめ合った。やがて気き恥はずかしくなり、リノはうつむいて微笑んだ。いちおう微笑み返したつもりだったのだが、面おも映はゆくてまともに視線を向けられない。

　やがてリノは、照れ臭くささを振り払はらうように口にした。

「じゃあ行ってくる」

「うん、いってらっしゃい」

　エリザは笑顔で、小さく手を振ってきた。

　リノはうなずき、馬を蹴けったのだった。

　それからリノは、ミトまでの道中で、新たに首からぶら下げた白金の十字架の重みをずっしりと感じ、何度も握にぎりしめた。その度たびに、なぜだか涙なみだが溢あふれてくる。十字架に触ふれるだけで、リノは胸が一いつ杯ぱいになる気持ちを抑おさえきれないのだった。








第六章　速そつ攻こう、市街戦






　フレンツェ共和国首相アルテロ・ブラッキアリは、公こう邸ていの執しつ務む室で、騒さわぎ立てるマキャベリと向き合っていた。

「──ですから、わたくしが何度も申し上げておりますように、エリザ・ファウネルを傭よう兵へい隊長として招き入れるのが最善手なのです！　いいですか首相、我がフレンツェが生き残るためには、唯ゆい一いつ、チェザーレとフォルセス公国を嚙かみ合わせるしかないのです！」

　マキャベリは首相の机をガンガン叩たたき、困った顔で腰こしかける首相に身を乗り出すようにして弁舌を振るう。

「あの二勢力をぶつけ、戦わせ合い、双そう方ほうの憎にくしみを増ぞう幅ふくさせ、教皇軍がフレンツェへ向けてくる刃やいばを上手うまくいなすことだけが今できる精せい一いつ杯ぱいのこと！　わたくしは決死の努力で、なんとかフォルセス公国を引き込む言げん質ちを取り付けた！　一か八か、この勝負にすべての賭かけ金を注ぎ込むしかないのですよ！」

「そうは言ってもねマキャベリ君……。チェザーレは、我が国との戦争を回かい避ひする可能性を、まだ捨ててはいないようだ。チェザーレが和平をちらつかせているのだから──」

　そんな首相の話を遮さえぎって、マキャベリは両手で机をはたく。

「バカな!?　わたくしはチェザーレとも交こう渉しようし、あの人物の心根にある燃えるような野心を存じております！　チェザーレがフレンツェと未いまだ交渉を続けている理由はわかりきっています！　フランクやスペンスからの介かい入にゆうを避けるための策さく謀ぼうの時間を稼かせいでいるにすぎません！　現に、フランク王国はフレンツェ共和国の防衛に関し、不介入を表明したばかりではないですか！」

「君は闘とう争そう心しんがありすぎる……。我々も懸けん命めいに外交努力を図っているんだ。何も動いているのは君だけではない。ジェリバ共和国やヴェザニア共和国は、我が国の自主独立を強く支し援えんすることを約束してくれたのだ」

　落ち着かせようと首相は試みたが、マキャベリが慟どう哭こくする。

「首相ぉぉおおお……！　戦いを避け続ける弱さが、結果的に敵を引き込んでいるのだということがどうしてわからんのです!?」

「戦争は最悪の手段だ。血に飢うえた狼おおかみどもが周りにいるのなら、狼どもと真っ正面から戦うのではなく、エサでも投げ与あたえて隙すきを作ることが手始めだろう」

　突とつ然ぜん、マキャベリは首相を指差してくる。

「言わせてもらう、あなたはバカだ！　それも、巨きよ大だいなるバカだ！」

　首相はドンと足を蹴って立ち上がり、机を挟はさんで声を荒あららげる。

「なんだと!?　黙だまって聞いてやればぬけぬけと！　バカなのは君だ！　戦争など、そうそう決断できるわけもなかろうが！　一つの戦争で、どれほどの国富が飛び、どれほどの被ひ害がいが出ると思っているんだ!?　自分の家族が死んだときのことを想像してみろ！」

「家族が死ぬ前に、わたくしは武器を取って起たち上がります！　あなたのような腰こし抜ぬけではない！」

「ふぬううううう……言わせておけばぁ……」

　たまりかねた首相は顔を真っ赤にしつつ、大おお喧げん嘩かの成り行きをおそるおそる窺うかがっていた官かん吏りたちに声を飛ばす。

「おい、誰だれか、マキャベリ君を外に連れ出せ！　この野や獣じゆうはギャースギャースとうるさくてかなわん！」

　首相に命じられ、官吏四人がマキャベリを取り巻いて押さえつけた。

　マキャベリは身体からだを揺ゆすって猛もう烈れつに抵てい抗こうしていたが、四人がかりでは敵かなわないようで、やがて引きずられるようにして公邸を放ほうりだされたのだった。

　バカ呼ばわりされたことで、首相は目の前が遠くなるほどの憤ふん激げきを感じ、机に置かれた水をコップでがぶ飲みした。ぜえぜえと呼吸を繰くり返した首相は、なんとか落ち着きを取り戻もどそうとしたが、身体の震ふるえはなかなか収まらなかった。

　マキャベリを外に追いやった官吏四人が戻ってきて、抵抗を諦あきらめたマキャベリがどこかに歩き去ったと報告してきた。そのうち頭を冷やして戻ってくるだろう。

「いつものことだ。まったくあいつは……」

　忌いま々いましげに首相が言うと、官吏の一人が応じる。

「ニコロの言うこともわかるんですがね。このままチェザーレの圧力に妥だ協きようし続けているだけでは、未来は開けないような気がします」

　ドスンと再び椅い子すに腰を下ろした首相は頭をかきむしり、苦しげに声を絞しぼり出す。

「そんなことは端はなっからわかってるんだ……。だが、どれほど私が議員たちに説明しても、戦争をにおわせるような議題は共和国議会で却きやつ下かされる……。交渉の窓口が開いている限り、戦争を回避する術すべを探さぐらねば我が国は動かんのだよ……」

「チェザーレから突き付けられた領土割かつ譲じようの要求を、首相は吞のむつもりですか？」

「そんなものが吞めるかバカもんが！　議会が認めるわけがない」

「しかし回答期限が迫せまっています。無視するようなことがあれば教皇軍が本格的に動き始めるのでは……」

「……くそう……」

　二進につちも三進さつちもいかない状じよう況きように、首相はがっくりとうなだれるばかりだった。

　官吏たちは諦め顔で、誰もが肩かたを落としていた。




　　　　◆




　ローマの自宅に滞たい在ざいしているチェザーレの前で、フレンツェの使者が懸命に語ってゆく。

「──つきましては、どうか先日の要求につきまして、回答期限を二週間延期して頂ければと……」

「いい加減にしろ！　フレンツェとの交渉はいつもそれだ！　バカにしているのか!?」

　チェザーレは、心底から怒いかりをぶつけるようにしてテーブルを蹴った。

　もともと足元を見て無体な要求を突つき付けていたのはチェザーレのほうだった。そんなことは、こちらもフレンツェ側も双方ともに理解している。だがこうした儀ぎ礼れい的演技も外交のうちである。

「申し訳ありません……。ただ、我が国は何事を決めるに際しても議会を通さねばならず、領土割譲という重大な要求は──」

「ダメだ！　回答期限の延期は一いつ切さい吞まない。期限は今日だ。答えを聞かせてもらおう！　回答は!?」

「そ、そんな！　私には、何の権限もありませんので……」

　チェザーレは立ち上がり、後ろに控ひかえていたミケロットを振ふり向く。

「ミケロット、フレンツェ共和国は、教皇庁を嘲あざけり笑い、陰いん謀ぼうを巡めぐらせているようだ。どうにも許しがたいと思わないか」

「そのようだな」

　冷たくミケロットが応じた。

「違ちがいます！　陰謀などそんなことは……！」

　フレンツェの使者が青くなっているのに構わず、チェザーレは滔とう々とうと語る。

「ここ数百年の歴史を思い返せば、フレンツェは常に教皇庁に対して敵対的だった。これ以上ふざけた話はない。誠まことに残念無念なことであるが、やはり不義理を平然と行わんとする輩やからには、軍を以もつて正義を知らしめるしかないようだ」

「軍の編制は終しゆう了りようしている。今こそ狡こう猾かつなフレンツェの陰謀を打ち砕くだくときだろう」

　ミケロットも同意した。

「待ってください……！　我が国は戦争をするつもりはないのです！」

　使者の存在を無視し、チェザーレはミケロットに申し渡わたす。

「交渉は終わりだ。教皇軍最高司令官として命令を下す。兵一万を以てフレンツェ共和国領に侵しん攻こうするぞ。手近な街から占せん拠きよして、悪漢どもに神の大道を知らしめてみせよう」

「了りよう解かいした。さっそく、兵どもに出しゆつ立たつを伝えてこよう」

「お、お待ちを……」

「この使者をつまみ出せ！　今日からフレンツェは我々の敵だ！」

　チェザーレが下士官に命じると、使者は首根っこを摑つかまれ、引き立てられていった。
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　ファウネル家の執務室。

　リノは、エリザやドロテアやワルターと打ち合わせをしていたところ、情報担当官が駆かけ込んできて報告してくる。

「教皇軍が動きました！　兵およそ一万！　フレンツェ共和国領に向けてローマを発たったところです！」

「軍勢の構成は？」

　リノが冷静に確かく認にんした。

「ローマを出た時点でのことになりますが、先せん遣けん隊たいは三五〇〇。ディオニージ・ディ・ナルドが率いております。そして本隊は六五〇〇。こちらはチェザーレ本人が指揮を執とっているとの情報です」

「わかった。引き続き、教皇軍に張り付いて情報を絶やさぬようにしてくれ」

「はっ！」

　情報担当官が引き上げていくと、リノは改めて三人と向き合った。

　エリザが首をかしげる。

「なぜフレンツェは募ぼ兵へい特許状を寄よ越こさないのかしら？　今さらドーツやハンガリア方面から傭よう兵へいを呼び寄せようと思っても、かなりの時間がかかるはず……。戦乱続きのせいでイタリナの傭兵たちはだいぶ各国で吸収しているから、近場の傭兵軍を搔かき集めても、せいぜい二〇〇〇ってところだと思う。頼たのむに足る傭兵軍と言えば、フォルセス公国軍くらいしか望めないはずなのに……」

「想像はできるよ。共和国流の右往左往ってやつだろう。民衆の権力が肥大した国を相手にするときは、こちらも引き気味に構えておいて、細心の注意が必要だ。友人にはならないほうがいい」

　そう言って、リノは肩をすくめた。

「でも、ニコロさんは絶対みたいなことを言ってたわよね」

「あの男は単なる官吏だからな。本人には、間違いなくその気があったんだろう。だがフレンツェの国政を決めるのは議会だ。首相にはそれほど強い権限はない。その点、同じ共和国でもヴェザニアなんかとは一八〇度違う国なんだよ」

　ワルターが口をはさんでくる。

「先だってフォルセス公国が吸収したエリノリアの街も、元は共和国じゃからな。規模は遥はるかに小さいが、民衆は対立ばかりでどうしようもない街じゃった。フォルセスなら一日で決まるようなゴミの処理方法を巡って、三年も市民同士で紛ふん争そうが続くようなところじゃったからな。フレンツェも似たようなものと思ってよかろう。だから有事には弱いんじゃ」

「ただ、教皇軍がこのままフレンツェを攻こう略りやくしてしまうのを、指をくわえて見ているわけにもいかないのではないですか？」

　ドロテアの指し摘てきに、リノがうなずく。

「それは尤もつともな意見だよ。だが冷静に見れば、問題は二つある。一つ目は純じゆん粋すいに軍事的観点からの話だが、仮にフォルセス公国がフレンツェと共きよう闘とうしても、そもそも教皇軍に勝てるのかどうかという問題だ。フォルセス公国が動かせる兵力は？」

「そうですね……ミトやフォルセスでの守備兵も必要ですから……二五〇〇……頑がん張ばって三五〇〇が限度でしょうか」

「だろう？　フレンツェも傭兵を急きゆう遽きよ搔かき集めたとしても、時間的猶ゆう予よを考えれば二〇〇〇がせいぜいだ。フォルセスと合わせても五〇〇〇前後。対する教皇軍は、一五〇〇〇程度なら編制能力がある。今のところ一万しか動かしていないのは、あくまでフレンツェ攻略ならそれで十分だと思っているだけだろう」

「でもフォルセスは、一八〇〇〇の陸軍を率いてきたヴェザニアを打ち払はらいました。姫ひめ様さまが率いれば勝てます」

　真顔で断言したドロテアだが、リノから見れば何の根こん拠きよもなかった。

「そんな簡単に言うなよ……。ヴェザニアに勝ったのは、緒戦で、特とく殊しゆな機動防ぼう御ぎよ陣じん地ちに支えられたからだろう？　こちらが軍を率いていけば、ぶつかるのは会戦になるぞ。勝ちを信じて無む闇やみに突っ込むというわけにもいかないじゃないか」

「リノは姫様の軍事的能力を信じていないのですか！」

「そりゃ勝てるかもしれないし、負けるかもしれない。わかんないよ。確証がない以上、慎しん重ちように事を進めるしかないだろう。どうしてドロテアは根拠もなく断言するんだ……。軍事行動は、神を信じるか信じないかみたいな話じゃないんだぞ……」

「……」

　ドロテアは怒りの表情だったが、反論はしてこなかった。

「もう一つは、教皇軍の侵攻を阻はばむための大義名分だよ。目下、教皇庁とフォルセス公国は正式に休戦し、講和条約を確認し合ったばかりだ。その代わりにフォルセスは、ミトまでの広大な領地を、国際条約に則のつとって正当に手にいれた。にもかかわらず、フォルセス公国のほうからたちまち講和を裏切って教皇軍に戦いを挑いどむようなことになれば、国際的信用に多大なマイナスをもたらすことになる」

「チェザーレなら簡単に裏切ります」

「チェザーレ個人と、フォルセス公国を比べても仕方がないじゃないか。それにチェザーレには教皇庁というバックがあるし、軍事力もある。まだまだ小勢力であるフォルセス公国が、国際的信用を傷つけると、マイナス面のほうが大きいんだよ」

　そこまで説明し、ドロテアの理解が得られるようにゆっくりとリノは続けてゆく。

「だけどな、募兵特許状が舞まい込めば、俺たちはフレンツェ共和国軍ということになる。国際的信用を保ちながら、大手を振って教皇軍と対決できるってアイデアなわけだ。もともと、フレンツェに募兵特許状を寄越せと提案したのは他ならぬ俺なんだ。俺だって指をくわえて見ていたいわけじゃないんだよ」

「その肝かん心じんの募兵特許状はいつ来るんですか？」

「いいか、俺たちが決められる話じゃないからな？　あくまでフレンツェの首相や議会が決めることであって、俺たちが強ごう奪だつできるようなものじゃない。ただ、ああいう国だから、待ってても何も決まらない可能性は十分ある。だからこちらはこちらで淡たん々たんと、万ばん全ぜんの防衛態勢を構築しておくしかないということさ」

「私は、ここでチェザーレの野望を食い止めておかないと危険であるような気がします。無理を押してでも、教皇軍に一いち撃げきを喰くらわせねばなりません」

「チェザーレならいつだって最悪の危険人物だよ。ただ、俺たちにはヴェザニアとの攻こう守しゆ同盟もあるし、防戦に徹てつすれば大軍だろうと粘ねばれることがわかった。ちょっと前みたいに、まったく対たい抗こうができない状況ではなくなった。なんとか国境線を守り抜ぬけば、チェザーレがこれ以上勢力を伸のばすことを警けい戒かいした各国の介かい入にゆうが期待できるようになるはずだ」

　エリザが言う。

「ひとまず今できることは、フレンツェの動静を注意深く探さぐりつつ、もし募兵特許状が舞い込めば即そく座ざに軍事行動に移れるようにしておくことね」

「そうだな。フレンツェ共和国軍として行動できれば、教皇庁との講和なんて関係ないし、軍事的なフリーハンドがもらえることになる。その上で莫ばく大だいな傭兵料まで転がり込む。あらゆる状じよう況きようを想定し、臨機応変に行動できるようにしておこうじゃないか」

　リノの言葉に、エリザは大きくうなずいた。
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　レストの街に滞たい在ざいしていたフレンツェの官かん吏りが公こう邸ていに駆けつけてきて、首相を前にして必死に語る。

「教皇軍の先遣隊三五〇〇が、ただいまレストの街を包囲中であります！　レストの街の住民たち、およそ五〇〇が防戦に起たち、決死の戦いに挑んでいるところであります！　どうか、どうか援えん軍ぐんを派は遣けんしてください！」

「ふぬううううううう……。チェザーレ……好き放題荒あらし回りおってぇ……」

　歯ぎしりした首相は、なんとか声を絞しぼり出す。

「レストの街には、フレンツェ政府が責任を持って、できるだけ早く援軍を編制して送ると伝えよ」

「本当に、援軍が派遣されるのでしょうか……？」

　不安げに、駆けつけてきた官吏が訊きいてきた。

「なんとかする！　だからレストの市民兵らにそのことを伝えに戻もどれっ！」

「はい！」

　表情に希望が戻ったその官吏は、転げるようにして公邸を飛び出していった。

　残った官吏たちが首相を取り囲む。

「首相、もはや交こう渉しようの希望は閉とざされております。戦うしかありません。今すぐ、集められるだけの傭兵を集めましょう」

「フレンツェ共和国法によれば、他国から領土を侵しん略りやくされるという明白な行こう為いがあったときに限定し、首相が議会にて非常事態宣言を発し、大権を持つことを許されております。行動を起こす最後の機会です！」

　官吏たちの熱意に押されるように、首相は苦しげにうなずく。

「……緊きん急きゆうで議会を開く。このような事態にあって、もはや他に道はない……」

「畏かしこまりました！　至急、議員らを国会に召しよう集しゆうします！」

「集められるだけの傭兵を集めよ……。非常大権を以もつて議会を押さえつけ、国庫を開く責任は私が持つ……」

「了りよう解かいしました！」

「……それから、マキャベリ君はどこだ？」

「ニコロなら……首相と言い争いになったせいで、ふて腐くされて酒場で酒でも飲んでいるのではないかと」

「バカもんが！　今はふて腐れてる場合か！　マキャベリ君を捜さがしてここに引っ張ってこい！　今すぐだ！」

　首相は叱しかりつけるように厳命した。
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「わたくしをお呼びですか、ろくでなしの臆おく病びよう野や郎ろう。……おっと失礼、たしか我が国の首相でありましたな。そうでした、そんな方もいましたなぁ。いてもいなくても、どっちでもいいような。はっはっは」

　マキャベリは、あからさまに酒に酔よっていた。

　首相は怒いかりに肩かたを震ふるわせる。

「ふぬううううううううう……言わせておけばぁ……」

「で、何かご用ですか？　こう見えても、わたくし非常に多た忙ぼうな身の上でして。今しがたも酒場の女将おかみと、どちらが多く酒を吞のめるか賭かけをしていたところだったのですよ。一シリングを巡めぐる壮そう絶ぜつな争いで、もう少しでわたくしの勝利が見えてきたはずだったのですが……。途と中ちゆうで賭けを放ほう棄きせざるをえなくなったのは、まったく忌いま々いましいことであります。わたくしの一シリングを返せ！」

「エリザ・ファウネルへの募ぼ兵へい特許状だ。持っていけ！」

　机の上に首相は書類を叩たたきつけた。

「は？　今さら？」

「教皇軍がレストの街を包囲した。だから非常事態宣言を発令することに決めた。臨時議会を召集している」

「ほほう……故事に曰いわく、絶望が臆病野郎を勇ゆう敢かんにするというやつですな」

「ふぬううううううううううう……。君には目上の者に対する敬意が足りない……あまりにも足りなすぎる……」

　目を血走らせ、悔くやしげに身み悶もだえた首相だが、やがて咳せき払ばらいをして続ける。

「だから私の責任で、エリザ・ファウネルを傭兵隊長として雇やとうことに同意する」

「傭兵料は？」

「あえて空白にしてある。マキャベリ君がその場で値切り、勝手に数字を書き入れろ！」

「数千の軍勢を雇うにあたり巨きよ額がくの拠きよ出しゆつが必要だというのに、こんな適当でいいものでしょうか。わたくし、早くも国の将来が心配になって参りました。あ、いや、ずっと以前から絶望ばかりでしたな。そうでした、そうでした」

「酔いは馬で走りながら醒さませ！　路銀だ！　出張の足しにしろ！」

　首相は財さい布ふから銀貨を三枚取り出し、忌々しげにマキャベリに向けて投げつけた。首相のポケットマネーである。官吏の出張にあたって拠出する経費を、いちいち報告書にするヒマすら、今は惜おしかった。

　マキャベリは銀貨を拾い集めながら感喜の声を上げる。

「酒代だ！　ひゃっほう！」

「いいから早く行け！　しっ！」

　猫ねこを追い払うような仕草をして、首相はぐったりと椅い子すに身を沈しずめた。心労が溜たまっていた。

　そして首相は、マキャベリが募兵特許状と銀貨を懐ふところにしまい込み、飛ぶように部屋を出ていくのを呆ぼう然ぜんと見送ったのだった。
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　フォルセスにやってきたマキャベリは、よほど急いで来たのか、服はヨレヨレに乱れきり、髪かみはぼさぼさのまま、酒さけ臭くさい匂においまでまき散らしていた。屋や敷しきの応接室でマキャベリを迎むかえたリノとエリザだったが、その無礼な身だしなみに、ただただ呆あつ気けに取られるばかりだった。不潔な身だしなみのため、できることなら招き入れたくはない最悪の客人である。

「一晩馬で駆かけ続けて参りました。いやぁ、大量の酒を飲んでおりましてな。フレンツェ共和国の正規の使者として、ほんの少しは申し訳ないと思っているのですぞ。こんなわたくしではございますが、貴方あなたのニコロでございます」

　あっけらかんとしてマキャベリは丁てい重ちように挨あい拶さつしてきた。

　エリザが怯おびえた風に応じる。

「こ、こんにちはニコロさん……」

「あなたに何か言っても無む駄だなことはわかってる。さっそく用件に入ろう。さあ、どうぞ」

　リノは用件を言うよう促うながした。

「募兵特許状をお持ちしました。どうかこれにて、エリザ様を傭よう兵へい隊長として雇わせて頂ければと」

「傭兵としての参戦はこちらから持ちかけた話だから、受ける前提では考えてる。ただ、状況を確かく認にんさせてほしい。目下、教皇軍一万がフレンツェ領を侵略している情報は摑つかんでる。そちらの最新の情報を知りたいんだけど」

「ただいま、レストの街が包囲されています。包囲軍は、ディオニージ・ディ・ナルド将軍が率いる教皇軍の先せん遣けん部隊三五〇〇。一刻も早く援軍を送り込まねばならない緊急事態です」

　レストの街の包囲情報は、このマキャベリによってもたらされたものが第一報だった。しかし、先遣部隊の数や率いる将軍を事前に正しく把は握あくできていたことで、フォルセス公国の情報網もうが正しく機能しているのを再確認できた。

　リノはうんざりして首をふる。

「フレンツェは何をやっていたんだよ……。他国のことながら呆あきれ果てるばかりだ」

「わたくしもほとほと呆れているというのが正直な気持ちではございますが、事はなにぶん、心根より愛してやまない我が祖国のことでもございます。フレンツェ人として、最後の最後まで愛あい想そを尽つかすわけにも参りません」

「レストの住民は抵てい抗こうしているの？」

　エリザが確認した。

「はい。およそ五〇〇の市民が起たち上がり、教皇軍に対し決死の反抗をしているという情報にございます。レストの住民たちの苦しさを思えば、胸が痛むばかりで……」

「胸を痛めるのはいいけど、肝かん心じんの援軍を送り込むのがフレンツェ政府の仕事だろう。まさかレストの住民を見殺しにするわけじゃないよね？」

「政府のほうでも懸けん命めいに軍を編制中のようです。わたくしは急ぎこちらに参りましたので子細は存じ上げませんが、今ごろは各傭兵と交渉を始めているころでしょう」

　リノは溜ため息いきをついた。何もかもが後手後手で、本当にどうしようもない。よくぞ今まで生き残ってきたものだと思う。少なくとも経済力だけはあったフレンツェだから、各国に愛想を振ふりまいて、なんとか弱さを隠かくしきってきたのだろうか。しかし、チェザーレは瞞だませなかったということだ。

　マキャベリは肩を落とす。

「エリザ様やリノ殿どのが呆気に取られる気持ちはわかりますとも……。ええ、わかるんです……」

「なんか、この前のテンションがないよね。あなたも気き疲づかれすることがあるんだな」

「首相と大おお喧げん嘩かして、それから公邸にも顔を出さずに仕事をサボり、四六時中大酒をかっくらい、挙げ句の果てに一昼夜徹てつ夜やしてここまで駆けてきたのです。わたくしの頭は朦もう朧ろうとしています。今にも吐はきそうでございます」

「いやいや、本当に吐かないでよ？　外交交渉の場なんだからさ。吐いたら悪い意味で伝説になるよ」

　慌あわててリノは自律するよう求めたが、マキャベリにどれだけ効き目があるだろうか。

「これで気力を保てる男がいたら、それは超ちよう人じんだと思います」

「マキャベリさんは超人の類たぐいだと思ってたんだけどな。いろいろな意味で。まぁいいや。募兵特許状を見せて」

「待ってください、まずは傭兵料の交渉を終えてから……」

「と、言うことは……傭兵料は白紙になってるね？　さあ、こっちの言い値を書き込んでもらおうか」

　ニヤリと笑いながらリノは言った。

「畜ちく生しよう……こんな朦朧とした意識で、ロクに睡すい眠みんも取っていないのに、切れ者な上に腹までやたら据すわっているリノ殿とまともに交渉ができるはずもない……。こんな状態でわたくしを送り込んだ首相が悪い。わたくしは何も悪くない。ああ、なんて不運なニコロ！　わたくしはまさに今、逆境に立ち向かい巨きよ悪あくと対たい峙じする、壮そう大だいで感動的な劇作のなかの主人公その人なのであります！　涙なみだなしでは語れない！」

「朦朧といいつつ、やたら乗ってきたみたいだけど……。先日は、三ヶ月で八〇万シリングって伝えたよね？」

「ですから高すぎます……。どうかご慈じ悲ひを！」

「そこまで高くない。こっちは最低でも二五〇〇……頑がん張ばって三五〇〇近くの兵は出せる状態だよ。そこらで雇える傭兵なんかより、ずっと精強だ。なんせ立て続けの戦せん闘とうを乗り越こえて生き残ってきた兵たちだからね」

「兵士の給料や軍事行動に掛かかるコストをさっ引いても、たった三ヶ月で六五万シリングは優に利益が残る計算じゃないですか。せめて相場の二倍くらいで……」

「フレンツェがどうしてもって言うから仕方なく味方してやろうって思ったのに、残念だ。じゃあ話はなかったことで」

　リノはあっさりと拒きよ絶ぜつを示した。だが実際にはフォルセス側にとって、チェザーレの裏をかき、なおかつ大金まで転がり込むという一石二鳥かつ渡わたりに舟ふねの話だから、受ける前提で話を詰つめていくつもりだった。拒絶は単なる交こう渉しようのパフォーマンスである。

「そんな、我が友よ！　兵三〇〇〇だとして、一ヶ月一〇万シリングが限度です！」

「他の傭兵を当たってよ。その値段で引き受ける傭兵隊は見つかるでしょ？」

　一見ふざけたやり取りのようで、実のところリノとマキャベリとの間では、開けっぴろげでかなり具体的な交渉が行われていた。思考のレベルや速度が一いつ緒しよなので、他愛ない会話の応おう酬しゆうのなかでも、難しい政治的妥だ協きようについて議論できるのだ。

　マキャベリはいきり立つ。

「レストの街で、必死の防戦に起ち上がった市民兵を見殺しにするつもりですか!?　人でなしだ！　悪あく魔まだ！　神様この人です！　リノ殿に神しん罰ばつを喰くらわせてやってください！」

「無理やりすぎる……。なんで俺が、レストの街のことで叱しかられなくちゃならないんだ。おたくの政府の失態であってさ」

「安くしてくれないと吐いてやる！　おっ、おえええ……」

「やっ!?」

　驚おどろいたエリザが小さく悲鳴を上げ、両手で顔を覆おおった。

　リノが制する。

「待て待て待て。そんなに伝説になりたいのか？」

「吐きますよ、吐きますよー!?　さあ、安くしてくれるなら今のうちだ！　おえええ！」

　あえてリノは、マキャベリの見え見えの演技に乗ってやることにした。妥協に向けて詰めていくタイミングとしてはちょうどいい。マキャベリのほうもそれを理解して、わざとらしい演技をすることで先を促しているのだろう。

「はあ……。マキャベリさんに吐かれたら困るから……しょうがないな、兵三〇〇〇で一ヶ月二五万シリングならどう？　契けい約やく期間はひとまず三ヶ月」

「一ヶ月一五万シリング！」

「隔へだたりが大きいね。妥協は難しそうだな。じゃあ止めよう」

「おええええええ！　おうおうおええええええ！」

「一ヶ月二三万シリング」

「一八万シリングでお願いします、リノ殿、どうかそれで！」

　かなり破格の傭兵料であるが、この情勢ならば、まだまだ足元を見られることも確かだった。かといって、やり過ぎもいけない。

　リノは手をポンと打つ。

「わかった。間を取って、キリの良いところで一ヶ月二〇万シリングで決めよう。三ヶ月契約で六〇万シリング。マキャベリさんも、それで妥協しようよ」

「わたくしはフレンツェ市民に張り付けにされかねませんね。ですがわたくしは、リノ殿との深い友情と愛情を鑑かんがみ、それで妥協すべきときなのであろうと考えます」

「友情はともかく、愛情はないと思うけどね……」

「ただ、支し払はらいのほうは一いつ括かつ払いが難しい金額です。なにせ短期間でそこまでの用意ができません。三〇万シリングを契約時にお渡しさせて頂き、残りについては一〇万シリングずつを四ヶ月ごとのお支払いとさせてください。完済は一年後になります」

　分ぶん割かつ払いは仕方がない。巨額の支払いとなれば、どの国家同士でも行われていることだ。そして仮にフレンツェが分割払いの分を支払わなかったとしたら、国際的信用を傷つけるのはフレンツェであって、フォルセス公国は外交上で優位に立てる。それに実のところ、最初に受け取る三〇万シリングだけでも兵たちに給料を弾はずむことができ、その上でも十分すぎる利益が残る取引だった。
















「了りよう解かいした。それでいこう。契約内容について再確認。傭兵隊長はエリザ、兵三〇〇〇、契約期間三ヶ月、傭兵料六〇万シリング、支払い方法は契約時に三〇万シリングで残りは一〇万シリングずつの分割払い……これで間ま違ちがいないね？」

「間違いございません！　募ぼ兵へい特許状はお持ちしましたので、数字を書き込めばすぐにこの場で契約は締てい結けつできます。しかし三〇万シリングなどという巨額の資金は当然この場に持ってきておりませんし、私一人で引っ張ってこられるようなものでもありませんから、フォルセス軍がフレンツェに入城した際にお支払いとさせてください」

　契約は決まった。破格の傭兵料である。ヴェザニア戦のときには、急きゆう遽きよ傭兵らを搔かき集める必要があったから、フォルセス公国も三倍のコストを払はらって傭兵を雇こ用ようした。しかし今度は、フォルセス側が相場を超こえた莫ばく大だいな傭兵料を受け取る側になってしまった。世の中、不思議とうまく回っているものだ。

　また、傭兵隊長としてこれほどの資金が稼かせげるならば、以前ワルターが言っていたように、傭兵商売だけでも軍の維い持じコストが成り立つかもしれないとリノは思った。尤もつとも、いつも戦争があるわけではないので、不必要な兵力まで常時養っておくわけにはいかないが、国際情勢を眺ながめつつ外交的にメリットが見込める案件が発生したら、その度ごとに傭兵業を請うけ負っていくのも悪くない。

　リノは、エリザを見やり確認する。

「エリザ、準備のほうは？」

「編制は終えているから、いつでも出しゆつ立たつできるよ。レストの街の包囲もあるし、一刻も早いほうがいいよね」

「ならば、この交渉が終わったらすぐにでも出ようか？」

「そうね。すぐにフレンツェに入るんじゃなくて、レストの街を包囲している先せん遣けん部隊に向けて直行するのがいいかも。向こうが油断している隙すきに、背後から襲おそいかかるのが最善手でしょう。間に合えばいいんだけど」

「なるほど。先遣部隊を蹴け散ちらして、それからフレンツェに入り、フレンツェ側が別に雇やとっている傭兵軍と合流するという計画か……」

　リノはうなずき、再びマキャベリに視線を戻もどす。

「マキャベリさん、フォルセス公国軍以外で、他にもフレンツェが雇う傭兵たちがいるはずだ。彼らも、エリザの指揮下に置いてもらうという理解でいいのかな？」

「その予定です。他の官かん吏りたちが、現時点でフリーの傭兵隊に声を掛け回っているはずですので、一〇〇〇～三〇〇〇はなんとか集められるのではないでしょうか。そのなかで最大勢力はフォルセス公国軍になりますし、エリザ様の軍事指揮官としての知名度も群を抜ぬいていますから、問題なくエリザ様にフレンツェ共和国軍の最高司令官に就任して頂くことになると思われます」

「委細了解。ならば決まった金額を書き込んで、ここで契約を交かわしてしまおう。フレンツェに入ったらすぐに三〇万シリングを受け取るから、用意しておいてほしい」

「畏かしこまりました、我が友よ！」

「それから、今日レストに向けて出立するフォルセス公国軍には、フレンツェの軍旗を立てさせてもらうよ。しばらくの間、俺たちはフレンツェ共和国軍だ」

　交渉を終えると、すぐさまエリザは兵士たちを招集し、進発の準備を整え始めた。

　一方のリノは、同盟国ヴェザニアの大使館に駆かけつけた。同盟締結の直後、ヴェザニアがフォルセスの一等地に設けた大使館である。そこには外交官が一人常じよう駐ちゆうするようになっており、大きな軍事行動を行う場合は事前に相手国に通告することになっていた。

　リノの報告を聞いたヴェザニアの外交官は、政府に掛け合って何らかの援えん助じよを引き出してもよいと申し出てきた。ヴェザニアとしても、イタリナ中北部の勢力均きん衡こうを実現させるためには、チェザーレがフレンツェを入手することは望んでいないためだった。しかし急を要する軍事行動であるため、リノは援助が間に合わないと判断し、丁てい重ちように断った上で、進展があれば報告することを約束してヴェザニアの大使館を飛び出した。

　そのころには広場に軍勢が集結し終えており、エリザやドロテアも甲かつ冑ちゆうを着て、兵士の前で軍事行動の目的を伝えているところだった。マキャベリも、そこにいるのが当然といった風に、エリザやドロテアと馬を並べて兵士らを見やっていた。

　兵三四〇〇、そのうち騎き兵へい八〇〇、銃じゆう兵六〇という構成である。速度を要する行軍であるため、砲ほうは持っていかない。火ひ縄なわ銃じゆうの持ち手が増えているのは、国営製造所で研究も兼かねて少量ながら製産を開始するようになっていたためだった。

　力をつけたフォルセス公国は、もう後手後手には回らない。いよいよ、あのチェザーレに一ひと泡あわ吹ふかせ、一いち撃げきを喰らわせる軍事行動に乗り出すことになるのだ。

　軍旗には、フレンツェ共和国旗がはためいていた。
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　フォルセス軍は足を止めずに進軍し、フレンツェ領へと踏ふみ込んでいた。とくに歩兵は駆け足だ。

　ヴェザニア戦での追撃のときもそうだったが、フォルセス軍はずいぶん速度を重視する。敵より寡か兵へいで戦わなくてはならない作戦が多いので、機動力で敵の虚きよを衝つくしかないという止やむにやまれぬ事情もあった。

　軍の先頭には騎き馬ばのドロテアが進み、兵士たちを誘ゆう導どうしている。リノとエリザは軍の中ほどで騎兵に交じり馬を進めていた。

　同行していたマキャベリが訊きいてくる。

「このままレストの街まで直行したとして、教皇軍先遣部隊のディ・ナルド軍を討うつには兵力がやや足りないのではないですか？　向こうは三五〇〇、こちらは三四〇〇でございます。確実に勝ちを拾うなら、フレンツェが別に雇っている傭兵軍を吸収してから向かったほうがいいような……」

「もしもレストの街が粘ねばってくれて、その上で最速のペースで進軍すれば、ディ・ナルド軍の背後を衝ける。それなら勝ちは確実だ」

　リノが断言した。同兵力の相手であれば、敵が予想もしていない方面から、布ふ陣じんするヒマも与あたえずに電撃的な攻こう勢せいを掛かければまず負けない。ヴェザニア軍の追撃で敵の虚を衝いたときも、倍以上の兵力に突つっ込んで圧あつ倒とうしている。

「背後を衝けるとは限らないのでは？　教皇軍の諜ちよう報ほう網もうは、当然フォルセスにも入り込んでいるでしょう。事前にディ・ナルド軍が布陣して待ち構えていることもありえます」

「だからこの速度で進軍しているんだろう。教皇軍の諜報網が情報を届けるのと同じ速度を保てれば、敵が情報を摑つかむ前に強きよう襲しゆうできるんだよ」

　そんなリノの話に、マキャベリは息を吞のむ。

「え？　ずっとこの速度でレストまで進むのですか？　歩兵らに休きゆう憩けいする時間も与えずに？」

　エリザが口をはさんでくる。

「この速度に追いつけない兵士は、直接フレンツェに向かうように伝えてる。休息や食事は、ディ・ナルド軍を追い払ってからよ」

「なんと!?　わたくしに休息も与えずフォルセスに派は遣けんした首相に腹を立てておりましたが……フォルセス軍はそれを上回る苛か烈れつな軍隊ですな」

「ニコロさんは、『戦せん闘とうでの堅けん実じつな勝利』と、『お腹なかいっぱい食事をして休息を取ること』のどちらかを選べと言われたら、どっちを取るの？」

「当然、勝利の栄光に決まっております」

「でしょう。戦争は、ありとあらゆる選せん択たくの連続なの。敵軍を完全に敗退させるその瞬しゆん間かんまで、一分一秒ごとに、将の前には選択肢しが用意されている。ほんの些さ細さいな選択ミスが、軍を崩ほう壊かいに導くこともあるわ。あらゆる私情を排はいし、誘ゆう惑わくをはね除のけ、勝ちを追い求める姿勢を貫つらぬけるかどうか──簡単なようでいて、とても難しい。歩兵が辛つらいのは痛いほどわかっているけど、そもそも、そんなことを考えていては戦争に勝てないの」

　マキャベリは、リノにだけ聞こえるように馬を近づけてきて小さく言う。

「リノ殿どの……エリザ様が輝かがやいておられますぞ。外交交こう渉しようの場では清せい楚そで麗うるわしき姫ひめ君ぎみだったエリザ様が、甲冑を着ると美しく煌きらびやかな騎き士しになるのですな。どちらの姿も、わたくしの好みでございます」

「あんたの好みなんて聞いてないよ……。何しに来たんだよ……」

　エリザが説明を続けてゆく。

「ただし、ディ・ナルド軍に襲いかかるかどうかは、本隊であるチェザーレ軍の動向次し第だいね。もしディ・ナルド軍に合流間近だったりした場合は、近くに軍を寄せて威い圧あつするだけに留とどめて、フレンツェに転進するかもしれない。フォルセスを出る前に何人もの斥せつ候こうを放っているから、そろそろ報告があるはずなんだけど……」

「その場合、レストの街はどうなります？」

「だから、それも私の前に提示された選択肢の一つ。私情に流されてレストの街を救うことで頭が占しめられれば、勝てない戦いに引きずり込まれて、結果としてフォルセスに逃にげ帰らなくちゃならなくなるかもしれない。レストの市民兵たちには悪いけれど、フレンツェ共和国軍の戦略を担になう指揮官としては、あくまでレストの街は救うべき対象としてじゃなく、教皇軍を妨ぼう害がいするために設置した一つの障害物としてしか考えないわけ。第一、戦争に勝てなければ、レストを救うどころの話じゃないからね」

　またもやマキャベリは、リノにだけ聞こえるように口にする。

「勝利に向けて冷れい徹てつさを保てるエリザ様も、わたくしは大いに好みでございます……。類たぐい希まれなる力量と、艶あでやかな見目姿が合がつ致ちした、なんと華はなやかな将軍でありましょうか……」

「いやいや、マキャベリさんはレストの街の心配をしなくちゃダメだろう……」

「レストの街は保つかしら？」

　今度はエリザから質問すると、マキャベリは意い気き揚よう々ようと応じる。

「レストは小さな街ですが、フレンツェ南の最大の障害になるポイントだと思われます。もともとレストは一五〇年ほど前に、一人の傭兵隊長が勝手に占せん拠きよし、領主となって治めていた街です。しかし代だい替がわりを続けるうちに、殺人や強ごう盗とうなどが日常茶さ飯はん事じで行われるようになり、領主までが率そつ先せんして不法行こう為いをしでかすようになったので、住民や兵士らが協力して領主を追い出し、住人らの希望によってフレンツェ共和国に編入されました」

　その経けい緯いはリノとて理解していた。このイタリナでは、大して珍めずらしくもない街の歴史である。

　マキャベリは続ける。

「昔は街自体が傭兵業で食べていたようなところなので、市民たちは血気盛んです。それゆえ教皇軍は、首都フレンツェを攻こう撃げき中にレストの住人から背後を衝かれるようなことがないように、最初に排はい除じよすることにしたのでありましょう。レストを抜けば、フレンツェまで障害として立ちはだかりそうな街はありません。なぜなら他の街は、軍勢を見ればあっさり開城するに違ちがいないからです」

　レストは四〇〇〇人ほどの規模の小さな街だったはずだから、守るべき城じよう壁へきの範はん囲いも狭せまく、寡兵でも粘れるはずだった。

　エリザが言う。

「逆に言えば、教皇軍としてはレスト市民たちさえ押さえつければ、フレンツェを攻略するための障害はほとんどなくなると考えているわけね」

「そういうことです。条約で縛しばりつけているはずのフォルセス公国が、まさかフレンツェ軍に変へん貌ぼうして出てくるとは、チェザーレも考えていないでしょうからね」

　そんなやり取りをしていたところ、斥候の騎兵がやってきた。事前に進軍ルートは伝えてあったから、この道に沿って戻ってきたのである。

　斥候は叫さけぶように報告してくる。

「教皇軍の本隊──チェザーレ軍六五〇〇の動向がわかりました！　チェザーレ軍はテレニア海に沿って北上中！　ピノの街へと進軍している模様です！」

「ピノの街へ？　なるほど……レスト攻略はディ・ナルド軍に任せ、自身はフレンツェ攻略前にピノ一帯を占拠してしまおうという方針か……」

　エリザが言った。

　ピノはフレンツェの西側にある港町である。もともとピノは歴史ある中ちゆう堅けん国で共和制を採っていたが、内ない紛ふんに明け暮れているうちに、フレンツェとの戦争に負けて編入されていた。それだけに、ピノはフレンツェに対して内に憎にくしみの気持ちを抱いだいている。チェザーレはその反はん抗こう心しんに目を付け、解放者としてピノに乗り込む戦略なのだろう。

　マキャベリが困ったように口にする。

「ピノの街は……残念ながらすぐに城門を開くでしょうね……。いやそれどころか、チェザーレを歓かん迎げいしかねません。フレンツェは、南からはディ・ナルド軍、西からはチェザーレ軍に圧あつ迫ぱくされ、風前の灯火というわけです」

「だが軍勢の方向が分かれてくれるのはありがたいな。この軍勢だけで、十分にディ・ナルド軍を相手にすることができる」

　リノの言葉に、エリザがうなずく。

「そうね。あとはレストが保もってくれれば、背後から急きゆう襲しゆうできるはず……」

　付き従う歩兵は誰だれもが疲ひ労ろうした様子だったが、それでも軍勢の足を止めずにレストへの道を急いだのだった。
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　あと一〇分もすればレストの城壁が見えてくるという距きよ離り──。

　斥候が慌あわてた様子で駆けてきた。そしてエリザの前に着くと、一息にまくしたてる。

「たった今、レストが落ちました！　砲ほう撃げきによって城壁の一部が打ち崩くずされ、教皇軍兵士らが街へと雪崩なだれ込み、たちまち市民らは降こう伏ふくに追いやられました！」

「間に合わなかったか……。無念……」

　マキャベリはガックリとうなだれた。

　リノが、エリザに訊く。

「どうする？　レストを迂う回かいして、フレンツェに転進するか？」

「ううん、この地点ならギリギリで間に合う。不意を衝ついた市街戦で、教皇軍を撃げき滅めつしましょう」

　そしてエリザの指令で、フォルセス軍扮ふんするフレンツェ共和国軍はいったん足を止めた。エリザとリノとマキャベリは先頭へと馬で駆かけ、ドロテアと合流する。

「ドロテア！」

「はっ」

　ドロテアが生き真ま面じ目めな顔を向けてきた。

「騎き兵へい八〇〇を率い、全力で先行して。騎馬で崩れた城壁を乗り越こえられない場合は、馬から降りて街のなかへと進しん攻こう。フレンツェ共和国旗を掲かかげるのを忘れないで」

「畏かしこまりました！」

　ドロテアは騎兵をまとめるために馬を蹴けった。

「リノは歩兵一〇〇〇を率い、レストの城壁の上へ。今なら教皇軍の不意を衝いて城壁を占拠できるはず。そこから弓や火ひ縄なわ銃じゆうを以もつて、教皇軍兵士を狙そ撃げき！」

「了りよう解かい。ドロテアに続く」

　リノはうなずいた。

「私は歩兵一六〇〇を率いて各門より攻撃する。いっそうの速度を以て、全軍前進！」

　エリザが号令を掛けると、再び軍勢は駆け足で進み始めた。

　歩兵は誰もが重い武装を着て進軍してきたため、疲労の極に達している。それでもエリザは歩兵に奮起を促うながし、突とつ入にゆうを優先した。ここが勝機だと読んだのだろう。

　なぜかマキャベリが興奮したように主張する。

「エリザ様、主役たる肝かん心じんのわたくしは!?　何なりとご命じください！　このニコロ、ありとあらゆる戦略戦術の研究に日々勤いそしんで参りました！　時々自分が、エパミノンダスや大スキピオやリチャード一世の生まれかわりなのではないかと錯さつ覚かくするほどです！　一万人でも二万人でも率い、教皇軍を鬼き神しんのごとく薙なぎ払はらってみせましょうぞ！　わたくしはすごい！」

「あんたはこっちだ。エリザの指揮の邪じや魔まだけはしないでくれ」

　慌ててリノは、マキャベリの腕うでを引っ張り、無理やり自身に従わせた。マキャベリを本隊に張り付かせたままだと、エリザが可哀かわい想そうである。






　・フレンツェ共和国軍：三四〇〇（歩兵二六〇〇、騎兵八〇〇、火縄銃六〇、砲なし）




　　指揮官：エリザ・ファウネル

　・教皇軍：三五〇〇（歩兵二九〇〇、騎兵六〇〇、火縄銃一五、砲三門）

　　指揮官：ディオニージ・ディ・ナルド








　騎兵をまとめたドロテアが、先頭を追い抜ぬく際に声を掛かけてくる。

「姫ひめ様さま、先行します」

「頼たのむわね」

　エリザがうなずいて応じた。

　そしてドロテアは剣けんを掲げ、付き従う騎兵らに号令する。

「これより、城壁を越え敵を殲せん滅めつする！　私に続け！」

　続々と騎兵がドロテアのあとを駆けていく。

　リノも歩兵に向けて声を上げる。

「ドロテア隊を追え！　目的は城壁の占拠、そして弓や銃じゆうを以ての狙撃だ！　いくぞ！」

　騎兵のあとを、リノ指揮の歩兵一〇〇〇が追いすがっていった。

　リノの隣となりを馬で併へい走そうするマキャベリが、高ぶったように語りかけてくる。

「リノ殿どの、胸が高鳴りますな！　いよいよわたくしの腕の見せ所というものです！」

「マキャベリさんは兵の指揮をしたことがあるの？」

「ありませんが、しかし！　わたくしに戦略戦術論を語らせたら三日三晩では終わりませんぞ！　この溢あふれるばかりの思考の渦うずを、いつの日か書物に落とし込んでみたいものであります！　世界中の将軍たちが、わたくしの著作を、戦術のテキストとして使用するようになる日が来るのは確実！　間違いない!!」

　リノはがっかりした。

「あんたは少し黙だまっててくれよ……。実際の戦場を見れば、兵の士気には頭の良し悪あしよりも、勢いや勘かんのほうが重要だってことがわかるだろうさ」

　それからマキャベリは自らの戦略戦術論を情熱的に訴うつたえてきたが、リノは適当に聞き流し、兵の指揮に集中したのだった。




　　　　◆




　フレンツェ共和国旗をはためかせたドロテア騎兵隊の突入に、街の方々に散らばっていたディ・ナルド軍が混乱するのは当然の状じよう況きようだった。将軍の指示もない状況で、個々の兵士たちが戦えるはずもない。

　ドロテア隊は城壁を馬で乗り越えることができたが、街中で馬を駆るのは有利ではないと判断したのか、すぐさま馬を降り、歩兵となって教皇軍兵士たちに襲おそいかかっていった。

「フレンツェ軍だ！　フレンツェ軍が来たぞー！」

　市民たちが口々に喝かつ采さいしていた。

　続いて城壁内に侵しん入にゆうしたリノ隊はすぐさま城壁の上に登り、弓や火縄銃を構えて教皇軍兵士らを狙撃し始めた。すると、城壁の上に残っていたレスト市民兵らが狂きよう喜きしてリノ隊に参加してきた。また、リノは一部の兵士を各城門に派は遣けんし、エリザ隊がスムーズに突入しやすいように事前に城門を押し広げさせた。

　城壁の上から入り組んだ戦線を眺ながめ下ろせば、先頭に立って敵を追い立て、機き敏びんに動いているのがドロテアだ。面覆おおいを下ろしているので、甲かつ冑ちゆうの中身が若い女だと敵は思わないであろう。もともとエリザやドロテアの甲冑は特注の品であり、一いつ般ぱんの重装歩兵のものよりずっと薄うすく、その割に防ぼう御ぎよ性能は同等以上に作られている。多大な手て間ま暇ひまを掛け、二人の身体からだにそれぞれ合わせて作られた一品だ。フォルセスが培つちかってきた鍛冶かじ技術の結けつ晶しようの一つだった。

　ドロテア隊が包囲を狭せばめ、敵を堅けん実じつに押し込んでいく。同時に、エリザ隊が各城門から街へと雪崩れ込んできた。リノ隊はそれを援えん護ごするように、各所で戦う敵に矢を射かけてゆく。

　息つく間もなく瓦が解かいした教皇軍だったが、逃にげる場所もなく、傷を負っていない兵士たちが声を掛け合って防戦に取り組み始めた。

「生き残りは広場へ集結しろ！」

「広場だ！　早く広場に駆け込め！　ディ・ナルド将軍がそこで待っているぞ！」

　各個撃破されつつあった教皇軍は、広場で防御態勢を敷しき直していた。

　城じよう壁へきの上から見ると、将軍を中心に円えん陣じんを組み、狭せまい家と家の間の通路を防御陣じん地ちとしてフレンツェ軍を迎むかえ撃うつ方針のようだった。フレンツェ側が不意を衝くことに成功はしたものの、教皇軍のほうも残留兵力を搔かき集め、冷静に対処しようと奮ふん闘とうしているようだ。

　レストの街は、やや北寄りの中央部に大きな広場があり、そこから放射状に街が広がっている。そのため中央に軍勢を集結されると、城壁の上からの攻撃が届かなくなる。城壁の上からの狙撃を回かい避ひし、かつ軍を整えるためには、広場が最適だと敵将ディ・ナルドは判断したのだろう。

「教皇軍にかなりの打撃を与あたえましたな！　ざまぁみろです！」

　隣で情勢を見守っていたマキャベリが快かい哉さいを叫さけんだ。

　リノは冷静に、考えながら話していく。

「だが主力はまだまだ健在だ。広場に集結されると、城壁の上の狙撃兵たちが遊兵となってしまう……。そろそろ下に降りて近接戦せん闘とうに参加するべきか……」

「教皇軍の殲滅はもうすぐですな！　本気を出したフレンツェに敵かなうと思ったら大おお間ま違ちがいだ！　はっはっは！」

「いいや、ダメだ……。袋ふくろ小路こうじに追い詰つめられた決死の敵を力押しで攻せめると、こちらの被ひ害がいも大変なものになってしまう。自国の街を防衛するなら被害も覚かく悟ごで力押しするところだが、あくまでこっちは傭よう兵へい軍だ。自軍の損害を最小限に留とどめる必要性を、エリザならよくわかっているだろう」

　咄とつ嗟さにリノは決断し、城壁の上の兵士らに命じる。

「全軍、城壁を降りて広場を囲む部隊に参加しろ！　エリザ隊に続け！」

　そしてリノ率いる歩兵一〇〇〇はわらわらと城壁を降り、教皇軍の包囲戦線に参加した。

　教皇軍は、広場を囲む家々を即そく席せきの防御陣地とし、家の上には弓兵を配して守備に徹てつしようとしていた。おそらく一〇〇〇前後は市街戦で打ち倒たおしたろうが、それでも二五〇〇の残留兵力を要している。

　包囲を狭めようと攻勢を掛けていたフレンツェ軍だったが、一進一退の攻防が展開されるようになり、こちらの被害も出始めていた。そのため攻撃を中断したフレンツェ軍は、しばらく広場に陣じん取どる教皇軍と睨にらみ合う形となった。

　街中の包囲戦は時間がかかり、かつ複雑に入り組んだ道々で戦わなくてはならないため、会戦のように短時間での華か麗れいな包囲殲滅というわけにはいかないところだ。そこかしこに障害物があるので、敵の気力が継けい続ぞくしている限り、包囲側にとってもなかなか困難な戦いになる。

　広場に追い詰めた教皇軍を取り巻くような形で対たい峙じしたまま、エリザの下もとに、リノとドロテアが集まった。当然のようにマキャベリもリノについてきた。

　リノが言う。

「包囲はしたものの、難しい情勢だな。だが選せん択たく肢しは、身動きができない教皇軍側にではなく、俺たちの側にある。どうする、次の一手は？」

　エリザが考えながら話してゆく。

「そうね……。敵兵力を削けずるのが目的ならば……あえて北門方面からこちらの兵を撤てつ収しゆうさせて、敵をそこから逃がすようにする。脱だつ出しゆつ口こうを求めて殺さつ到とうし始めた敵は、張り巡めぐらせていた気力がたちまち衰おとろえるわ。だから北門へと向かおうとする敵を挟きよう撃げきして、かなりの打撃を与えられるとは思う」

「作戦としては優すぐれていると思うな。だけど、それをまだ実行していない理由は何だ？」

　エリザの案を実行に移せば、こちらの損害は少なく、決着が着くのは早いと思われた。しかしエリザは兵たちを留め、未だ何の命令も出していない。

「降こう伏ふくを促して捕ほ虜りよにしたほうが得か、それとも敵兵力にさらなる打撃を与えたほうが得か……どちらか判断しかねているから。リノの意見を教えてほしい」

　エリザの言葉にリノが応じようとすると、横からマキャベリがしゃしゃり出てくる。

「戦略戦術に精通したわたくしの案といたしましては、貴奴きやつ等らを捕虜に取り、フレンツェへと引き連れていくのがよろしいのではないかと考えます。二五〇〇もの捕虜をフレンツェ市内で引き回すことで、この戦争の初戦の勝利を、フレンツェ市民に対し高らかに宣言することに相成りましょう。さすればエリザ様の立場も大いに強化されるというもの。ちなみにこれだけの数の捕虜ともなれば、かなりの身みの代しろ金きんを要求できるというものです」
















「一応確認しておきたいんだけど、身代金の行き先は？　エリザがもらえると考えていいのかな？　それともまさかフレンツェの国庫？」

　リノがすかさず確かく認にんした。

「……もちろん身代金は、これはフレンツェ軍の戦果でありますから、一般通念から考えてフレンツェの国庫に入りますです……。莫ばく大だいな傭兵料をお支し払はらいしているのですから、身代金くらいはお願いしますよ、リノ殿……」

「俺は、マキャベリさんとは別の進言をしたいな。捕虜を取っても、身代金の利益に与あずかれるのはフレンツェだけだ。教皇軍はフォルセス公国にとっても重大な敵。ここで敵に打撃を与えておくのが、フォルセス公国としての利益だろう」

「……ニコロさん、ごめんなさい。リノの進言に基づき──」

　エリザが決断を下そうとすると、慌あわてた風にマキャベリが制してくる。

「ま、待ってください！　ならば身代金は折半で！　いやもう絶対、敵を捕とらえてフレンツェに凱がい旋せんしたほうがエリザ様が栄えますって！　エリザ・ファウネル万ばん歳ざい！」

　呆あきれ声でリノは言う。

「フレンツェはさ、こんなに攻められているのに、身代金稼かせぎをしている場合じゃないと思うんだけどな……。まぁいいよ、捕虜だとしても教皇軍の攻勢に打撃を与えられることは確かだから、身代金折半っていうのなら……」

「そもそも敵が降伏するとは限らないけどね。なら、ニコロさんに降伏交こう渉しようをお願いしていい？」

　エリザが依い頼らいすると、マキャベリは胸を張る。

「畏かしこまりました、我が君よ！」

　マキャベリの主君はエリザではないと思う。しかも共和制のフレンツェに、君主はいない。

　勇んでマキャベリは全軍の前に出て、教皇軍の近くまで足を進めた。双そう方ほうともに攻撃を中断していたため、この場にいたすべての兵士の視線が一心にマキャベリに注がれる。

「敵将ディオニージ・ディ・ナルドに告ぐ！　貴軍はわたくしに包囲されている！　潔く降伏するのです！　さすれば将しよう帥すい以下、全軍の命を保証する！」

　すると、円陣の中央に陣取っていた敵将ディ・ナルドらしき人物が進み出てきた。

　降伏するつもりなのかと思いきや……唐とう突とつに、弓を構えて引き絞しぼってきた。狙ねらいはマキャベリだった。

　咄とつ嗟さのことに凝ぎよう固こしたマキャベリに、リノは叫ぶ。

「マキャベリさん、逃げろ！」

　ひゅん、と風を切って矢が放たれた。

　全軍が見守るなか、弓矢はマキャベリのすぐ横をあわや掠かすめ、後ろの家の壁かべへと突つき刺ささった。

「ひょ、ひょわぁぁぁあああああああおおういえあおー！」

　奇き声せいを上げたマキャベリに構わず、ディ・ナルドは次の矢をつがえていた。

「何やってんだ！　早く逃げろっての！」

　リノは再び声を大にした。

　ようやくマキャベリが踵きびすを返し、転げるようにしてこちらに逃げ戻もどってきた。直後、つい今しがたまでマキャベリが立っていた場所に、ぴゅんと弓矢が突き刺さったのだった。

　マキャベリが戻って来るのを待たず、エリザは指示を出す。

「北門方面の兵を撤収！　包囲の一部を解く！」

　そしてエリザは、リノとドロテアを振ふり向き命じてくる。

「ドロテアは七〇〇を率い、東門方面にて待機！　リノも七〇〇を率い、西門方面にて待機！」

「はい！」

「了りよう解かい」

「私が二〇〇〇を以て東、南、西から広場に向けて力押しするから、北門方面が開いた教皇軍の兵士たちは、必ずそこから続々と逃とう亡ぼうを図はかろうとするはず。その流れが大きくなった瞬しゆん間かんを見み逃のがさず、ドロテア隊とリノ隊はそれを挟撃！　敵を殲せん滅めつせよ！」

　早くもドロテアは駆かけ出し、東門へと引き連れる兵をまとめ始めた。

　マキャベリが戻ってきて興奮した声を上げる。

「死ぬところでした！　危あやうく、人類の至宝とも言える頭脳を持つはずのわたくしが、こんなところで命の灯火を絶やしてしまうところでした！　あってはならない異常事態です！」

「だからあんたはこっちだ。エリザの邪じや魔まだけはしないでくれ」

　リノはマキャベリを引っ張り、ドロテアと同様に兵に声を掛かけ始めた。フォルセス軍は、一〇〇人ごとに一個小隊として編制されている。そのため、小隊長に声を掛ければ、必要な数が適時集まるのだ。

「これより、教皇軍に攻勢を掛ける！　銃じゆう隊、火ひ縄なわを付け、前へ！」

　エリザのほうは、早くも攻勢に移るようだった。ドロテアとリノが兵の編制に急きゆう遽きよ取り組んでいるのを横目に、エリザの指示で最前線に進み出た火縄銃の持ち手が、銃を構える。

「放てー！」

　ダダダダッと連続した発はつ砲ぽう音の直後、エリザが声を響ひびかせる。

「全軍突とつ撃げき！」

　エリザは剣けんを掲かかげて広場へと斬きり込んだ。兵士らが続々と続く。

　フレンツェ軍の攻こう撃げきを、当初、教皇軍はしっかり受け止めてきた。ディ・ナルドが果か敢かんに最前線に立ち、歩兵となってメイスを振るい、フレンツェ軍歩兵を薙なぎ払はらってゆく。

　しかし対するエリザも最前線に立ち、歩兵と共に戦列に並んで剣を振るっていた。両軍の将ともが指揮を放ほうり出し、一兵卒となって向き合う戦いはあまりない。市街戦の特とく殊しゆな状じよう況きようがこうした流れを作りだしているのだ。あとは機を見て、リノとドロテアの仕事になるはずだ。

　慌ただしく編制した兵を、リノは指定の場所に押し並べて待機させた。教皇軍からは見えづらいが、広場から北門への逃とう走そうルートに即そく座ざに攻撃を仕し掛かけられる位置だ。

　両軍がぶつかり合う戦線を眺ながめていたマキャベリがうなる。

「むうう……。なかなか耐たえますな、教皇軍も」

「教皇軍はチェザーレといい、ミケロットといい、あのディ・ナルドといい、勇ゆう猛もうな将が多いな。頭脳はチェザーレ一人で、あとは最前線に立つ将ばかりで構成されているのかもしれない。いささか古い気質の軍隊だが、いざとなれば粘ねばり強いものだ……」

　しばらくは勇ゆう敢かんに抵てい抗こうしていた教皇軍だったが、やがて北門方面からの攻撃がなく、その方面がガラ空きであることが知れ渡わたると、一人、また一人と北門へ向けて駆け出していくのが見えた。最初に逃亡を図った兵は早くも北門に到とう達たつし、城門の外へと飛び出していく。まだだ、この程度では、リノ隊もドロテア隊も動かない。

　しかし北門への逃走可能性がにわかに現実味を増してきたことで、もはや教皇軍は逃にげ腰ごしで戦うようになっていた。逃げられる道が一本でもあると思うと、敵に向き合う決死の心がみるみる萎しぼんでしまうものだ。そのため教皇軍の抵抗力は大いに衰え、こちらの被ひ害がいは少数に留とどまっている。

　敵の防衛意志が弱々しくなっているのを見て取ったのか、エリザ隊の攻勢が勢いを増した。押し出されるように教皇軍兵士たちが次々と北門へ逃亡を図り始めている。その波が徐じよ々じよに大きくなり、やがては止めどない逃亡兵の流れとなって教皇軍の戦力と気力をみるみる激減させてゆく。

「ここでの撤てつ退たいは死を導くぞ！　背を見せず敵と向き合え！」

　ディ・ナルドが懸けん命めいに叫さけんで戦線を支えていたが、もはや逃亡兵が続出する流れは変えようがなかった。逃げる兵士が多くなればなるほど、それを見た別の兵も取り残されるのを恐おそれ、フレンツェ軍に続々と背を向け始めた。

「敵の瓦が解かいはもうすぐだ！　このまま押し込め！」

　エリザの鼓こ舞ぶに応こたえるように、フォルセス兵扮ふんするフレンツェ軍は雄お叫たけびを上げ、果敢に敵中へと突入を繰くり出し始めた。この時点で、フレンツェ軍は広場中央にまで斬り込むことに成功していた。

　エリザ隊の被害は最初に数十人の負傷者が発生したに留まっていたが、対する教皇軍は死体が折り重なり、我も我もと逃げようとする兵士たちの狂きよう騒そうによって壊かい乱らん状態に陥おちいり始めた。

　ドロテア隊が動くのが見えた。北門方面へ逃げる教皇兵の波に躍おどりかかってゆく。

「さあ、出番だぞ！　逃亡を図る教皇軍を押さえ込め！」

　リノも兵士たちに声を掛け、ドロテア隊に負けじと北門方面へと兵を繰り出した。ドロテア隊とリノ隊に挟撃された教皇軍の逃亡兵たちは絶望の悲鳴を上げ、たちまちレストの街中は血の海に染まったのだった。








第七章　連れん鎖さする謀ぼう略りやく戦






　混乱と喧けん騒そうのなか、ディ・ナルド率いる教皇軍は全面降こう伏ふくした。

　教皇軍の生き残りはおよそ一六〇〇。レストの街を包囲していた時点と比べれば、半分以下に兵力を減らしたということだ。

　レストの街は血の海に染まっていたので、フレンツェ軍は北門を出たところに臨時の陣じん営えいを構え、手早く戦後処理を行っていた。

　最初に話し合ったのはレストの街の住民たちである。四散している死体などは住民が処理する代わりに、打ち捨てられた甲かつ冑ちゆうや貴重品などはすべて住民が自由に押収していいという許可を出すと、住民は満足してくれた。死体処理は大変だが、教皇軍に街が略りやく奪だつされるよりずっといい。昔は傭よう兵へい業で成り立っていた街だから、二〇〇〇近い死者の甲冑やその人々が持っていた貴重品を合法的に略奪できるのは、彼らにとっても悪くない話なのだ。

　住民との戦後処理が終わると、続いてディ・ナルドが捕ほ虜りよとして引き立てられてきた。といっても、縄なわで縛しばったりするような無礼なことはしておらず、将として遇ぐうしていた。

「こんにちは、ディ・ナルド将軍。良い防戦でした」

　エリザが穏おだやかに声を掛けると、ディ・ナルドは目を見開き、よろめく。

「お前は……エリザ・ファウネル!?　なぜだ!?」

「私は今、フレンツェ共和国軍最高司令官の身にあります。あなたには捕虜として、フレンツェまで一いつ緒しよに来て頂きます」

「フレンツェの司令官だと……？　そんなバカなことが……」

「捕虜たちの身み柄がらはフレンツェ政府に預けられます。フレンツェ政府とチェザーレとの身みの代しろ金きん交こう渉しようによって、いずれ解放されることになるでしょう」

　未いまだ信じられないといった風に、ディ・ナルドは首を振るばかりだった。エリザは講和条約を締てい結けつしているはずの相手国の君主なのだから、教皇軍の将にとっては驚きよう天てん動どう地ちの出来事だろう。




　　　　◆




　チェザーレ軍はピノに入城し、解放者として迎むかえられていた。

　かつてピノとフレンツェは、すぐ側そばの隣りん国ごくとして戦争を繰り広げた共和国同士だ。古くからの良港を持つピノ共和国は、当時海に面していなかったフレンツェ共和国にとって必ひつ須すの地であり、長い年月を掛けてフレンツェがようやく攻こう略りやくした街と地域である。だが戦争といっても、両国ともに実際の戦せん闘とうは傭兵隊長に丸投げで、市民たちにとってはある種のスポーツ観戦のような感覚の戦いだった。

　傭兵に丸投げだったため必要以上に終結に時間が掛かったし、勝敗の行方ゆくえは単に、より多くの傭兵を雇やとえる経済力があったフレンツェに軍配が上がったというだけである。そのためピノの市民は隙すきあらば独立したいという希望を捨てきれず、フレンツェに対して内に対たい抗こう心しんを秘ひめていた。そんな折だからこそ、フレンツェ打だ倒とうに起たち上がったチェザーレを、ピノの市民たちが熱ねつ狂きようして迎えないわけがなかった。

　ピノ周辺一帯は、全体的に豊かなフレンツェ共和国のなかでもひときわ富ふ裕ゆうな商人が多く居住する地域なので、チェザーレにとっても戦争初期でピノを手にすることは重要な意味があったのだ。フレンツェの重要な片かた翼よくをもぎ取ることで戦争する気力を減退させることができるし、ピノの住民たちの歓かん迎げいぶりがそのまま教皇軍の大義名分へと直結するのである。

　ピノの有力者たちとの交渉を終え、満を持してフレンツェに向けて軍を転進しようとしていたところ、チェザーレの下もとに情報担当官が飛び込んできた。

「チェザーレ様、大変な事態です！　ディ・ナルド将軍率いるレスト攻撃部隊は一時レストの街を降伏に追い込みましたが、その直後、唐とう突とつに現れたフレンツェ軍と激しい市街戦を展開！　ディ・ナルド将軍が捕虜となりました！」

「フレンツェ軍？　ロクな軍勢がいるはずがない。情報の間ま違ちがいだろう」

　チェザーレはまるで信じなかった。

「それが……フレンツェ共和国旗を翻ひるがえし、レストに雪崩なだれ込んできたのはエリザ・ファウネル率いる部隊だったらしく……」

「な、に……？」

　さしものチェザーレも、グラリとよろめくのを抑えきれなかった。机に両手をつき、なんとか身体からだを支えた。

「……。……他に情報は？」

「今のところ……」

　情報担当官は申し訳なさそうにうなだれた。

　チェザーレが押し黙だまると、背後に控ひかえていたミケロットが冷静な口調で訊きく。

「教皇庁とフォルセス公国は講和を結んでいる。そんなことがありえるのか？」

「わかりません……」

　情報担当官は首を振ふった。

　チェザーレが念を押す。
















「……エリザ・ファウネル麾き下かの軍勢に翻っていたのは、確かにフレンツェ旗か？」

「それは間違いないようです。レストの街の住民たちも、フレンツェ軍が支し援えんに駆かけつけたことを疑っておりません」

「もしやフレンツェは、エリザ・ファウネルに傭兵隊長を依い頼らいした……？　なるほど……そういうことか……フフフ、面おも白しろい……」

　謀略のなかに生きてきたこの自分が、まさかフォルセス公国ごときに完かん璧ぺきに出し抜ぬかれるとは……。

　チェザーレはつぶやくように続ける。

「その小こ賢ざかしいアイデアは、誰だれの発案だ？　……いや、俺はその男を知っている……あの外交官……」

　悪わる擦ずれしていないエリザ・ファウネルがこのような辛しん辣らつな陰いん謀ぼうを巡めぐらすはずもない。あの外交官リノ・バルダートの策さく謀ぼうに違いないのだ。

　ミケロットが訊いてくる。

「俺が軍を率いて、この目で確かめてきてもいいぞ。どうする？」

「いいや、俺の推測が正しければ、軍事行動は一時取りやめねばなるまい。いいだろう、この俺も伸のるか反そるかの勝負に出なくてはならないようだな。ミケロット、仕事だ。俺の護衛が務まる精せい鋭えい一〇人を選せん抜ばつしろ。できるだけ早くだ」

　リノ・バルダート……自分と同じ言語を駆く使しできる有能な男だとは思っていたが……なかなかどうして、想像以上の才略の持ち主だ。ミトまでの領地を果か敢かんに奪うばって支配下に置いてしまったことといい、この自分を陥おとしいれてくる手しゆ腕わんといい、久々に胸を高鳴らせてくれる。この自分の好敵手として相応ふさわしい。ならば自分も命を懸かけて、この死し闘とうに挑いどむのみだ。
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　エリザに率いられた軍がフレンツェの街に着くと、街の中央を走る道の両りよう脇わきには黒山の人だかりができていた。エリザを一目みようと市民が集まってきたのだ。エリザはすでに欧おう州しゆうでは知らぬ者のない女将軍である。

　リノと並んで馬を進めていたマキャベリが、両脇に並ぶ市民を見み渡わたしながら誇ほこらしげに語る。

「さすがの人気ですな、エリザ様は。わたくしも忠実な臣下として、大いに嬉うれしい限りです」

「あんたはフレンツェの官かん吏りだろうが……。ところで捕虜を預けたあとは、首相との面談と、三〇万シリングを受け取るということでいいんだよね？」

「そのような予定となっております。首相にも三〇万シリングを用意しておくよう、事前に担当官を通して伝えております」

　この行軍は、教皇軍の捕虜一六〇〇をぞろぞろと引き連れての行進であり、敗軍の将ディ・ナルドも馬上で素す直なおに従っていた。捕虜たちは武装解除しているから、反抗する心配はほとんどない。

　市民らの間を行軍して大通りを進み、公こう邸ていの側そばで軍を止めた。捕虜たちを隔かく離りする必要があったからだ。公邸から何人もの官吏が出てきて、マキャベリと共に捕虜たちを手分けし、牢ろう屋やに押し込む作業が始まった。しかし牢屋だけでは入りきれなかったので、公民館や空き屋まで活用し、捕虜を丁てい重ちように確保することになった。

　そうこうしているうちに、フレンツェ首相アルテロ・ブラッキアリが官かん邸ていから出てきて、エリザの下もとへと挨あい拶さつにやってきた。捕虜たちの手配をしていたマキャベリが慌あわてて駆け戻もどってきて、首相の隣となりに立った。忙いそがしい男である。

　首相の姿を見てエリザやリノも自然に馬を降り、向き合った。

　首相が話す前に、マキャベリが紹しよう介かいしてくる。

「エリザ様、こちらが臆おく病びよう者もの……じゃなかった、我が国のいちおう首相アルテロ・ブラッキアリ様でございます」

「ふぬううううううううううううう……このような場所にあってぬけぬけとぉ……」

　首相は地団太を踏ふんだ。

「そして首相、こちらが傭兵隊長を引き受けてくださった、フォルセス公国君主エリザ・ファウネル様でございます」

「エリザ・ファウネルです。ブラッキアリ様には、お初はつにお目にかかります。この難しいフレンツェの政治を良くお治めになっているブラッキアリ様には、常々感心しておりました」

　エリザは貴族然とした立ち居い振ふる舞まいで穏やかに挨拶した。

「これはご丁てい寧ねいに……。この度たびのレストでの戦勝、早くも耳に飛び込んできましたぞ。フレンツェ共和国の最高司令官を引き受けてくださった直後にもかかわらず、実に素す晴ばらしい働き。このアルテロ、大いに感激しております」

「チェザーレ・ボルジアの野心を阻はばむのは、フォルセス公国にとっても、周辺その他の国々にとっても切せつ迫ぱくした課題となっています。我々の平和は、勢力均きん衡こうを実現させてこそ達成されます。また、フランク王国や神聖ロクス帝てい国こくの干かん渉しように立ち向かうためにも、イタリナ各国の団結を乱してはなりません」

　マキャベリがつぶやくように言う。

「さすがエリザ様。高こう尚しようなお考えは素晴らしく、お話しするお姿まで麗うるわしく存じます……」

　首相が何度もうなずく。

「いやまったく、誠まことにその通りですな。勢力均衡政策は以前より、我が国が最重要視している外交方針であります。平和を維い持じすることができてこそ、我が国の繁はん栄えいが保障されます。我々の友好関係を以もつて、ぜひとも実現させていきたいものですな」

「どこかのオヤジが何やら偉えらそうに話しておりますが……実に絵にならないものですな。品位が伴ともなっていないと申しますか……」

　またもやマキャベリがぶつぶつと口にしていたが、丸聞こえだった。

「ふぬうううううううううううう……。聞こえておるわ……この不ふ逞てい書記官がぁ……」

　首相は顔を真っ赤にして悔くやしがった。

　しかしリノには存外、二人がそれほど険悪な仲だとは思えなかった。首相がもしマキャベリを毛け嫌ぎらいしているなら、とっくの昔に解任されていたはずである。首相がマキャベリの手腕を認めているということだろうか。

　勢力均衡は、諸国乱立するイタリナ中北部において確立されつつある国際政治の理論の一つである。同盟などを駆使して各国の軍事力が等しくつり合った状態にすることにより、一つの勢力が突とつ出しゆつして強大になるのを抑おさえ、関係各国が牽けん制せいし合うことによって紛ふん争そうの危険性を低下させて国際平和を維持していくという考え方である。

「ところでブラッキアリ様、今後は教皇軍本隊との衝しよう突とつが予想されますが、それまでの間に我が軍が駐ちゆう留りゆうする場所など、ご指示願えればと考えています」

　それからエリザと首相は、軍の駐ちゆう屯とん地ちや、フレンツェ共和国が集めた他の傭よう兵へいたちをエリザの指揮下に置くことなど、さまざまな内容について手早く協議した。ひとまず立ち話での協議にならざるを得ないのは、未いまだ軍勢を率いているために、執しつ務む室でゆっくりとというわけにはいかなかったからだ。まずは軍をフレンツェ指定の場所に移動して、兵を休ませねばならない。

　軽い協議の最後に、マキャベリが確かく認にんする。

「首相、三〇万シリングの用意は？」

「できておる。すでにフォルセス公国名義でメディチ銀行に預け入れを終えておるから、自由に引き出すなり、他の銀行に送金するなりしたらいい」

　エリザがうなずく。

「それでは我々は軍を移動します。また、フレンツェが独自に雇やとった他の傭兵隊との接見もしていかなくてはなりませんので、しばらく軍務にかかり切りになります。今後はご挨拶もそこそこに、軍事行動に力点を置いて活動させて頂きますので、無礼なことがありましたら何なに卒とぞお許しください」

　そして再び馬にまたがったエリザとリノは、待機していた軍勢を率いて行軍を再開したのだった。




　　　　◆




　チェザーレは、ひたむきな熱意を込めて弁を振るっていた。相手は、ピノの街まで呼び寄せたフレンツェの有力議員八人である。

「私はフレンツェと戦うつもりなど毛頭なかった。我が軍がピノを占せん拠きよし、レストを攻こう撃げきした理由はハッキリしている。貴国の首相アルテロ・ブラッキアリに和平の提案を拒きよ絶ぜつされたからだ」

　ここに集まっているのは、フレンツェ有力議員のなかでも親ボルジア派に属する者たちだ。この議員たちは、チェザーレの父親──現教皇アレクサンデル六世との結びつきが強く、教皇庁がフレンツェに工作を行うための橋きよう頭とう堡ほとなっている。教皇庁の資金を使って、以前よりアレクサンデル六世は、ボルジア家からの贈おくり物として彼らに資金をばらまいてきた。今日もピノまで足を運んできた彼らに対し、チェザーレは心付けとして三〇〇〇シリングずつを手て渡わたしている。もちろんすべて、教皇庁の国庫から拠きよ出しゆつした資金だった。

　真心を込めた面おも持もちで、情熱的な手て振ぶりを交えながらチェザーレは続けてゆく。

「私は提案していた。現在、教皇庁との紛争の元になっているアデラ地区を、正当に折半し、国境線を明確にし、永遠の友情を確認したいと申し出ていたのだ。それをブラッキアリは反ほ故ごにし、アデラ地区はすべてフレンツェのものだと主張したことから、この紛争は始まっている」

「なんと!?　ブラッキアリは議会にて、ボルジア様が『アデラ地区をすべて寄よ越こせ』と一方的に通告してきたなどと申しておりましたぞ!?」

　議員の一人が声を上ずらせた。真実は、この議員の言う通りだった。

　しかしチェザーレはいかにも哀かなしげな表情を作り、苦々しく断言する。

「それは噓うそだ。私がそのようなことを言うはずがない。私が推測するところ、おそらくブラッキアリは私との紛争の機に乗じ、フレンツェの権力を掌しよう握あくしようと画策してのことではないか？」

「……辻つじ褄つまが合いますぞ。まさにブラッキアリは、チェザーレ様との紛争を楯たてにして非常大権まで発動し、国政を我がものにしようと立ち回っております」

　ここに集まった者たちのなかでも最有力の議員ルカ・ラディスが、一同を見回して言った。このラディスは、首相候補の一人として常々目されている。前回の首相選挙では、わずかな差でブラッキアリに敗北していたが、ブラッキアリとは政敵同士だった。

「ブラッキアリが交こう渉しようの席にさえついてくれれば、占せん領りようしたピノを私は即そく座ざにフレンツェ政府に返へん還かんする予定だったのだ。しかし、これほど紛争が拡大していったのは予想外……。これも仕し掛かけられた陰いん謀ぼうだったのか……」

　愕がく然ぜんとした風を装よそおい、チェザーレは慟どう哭こくした。

　ラディスが切々と言う。

「チェザーレ様、もともと我々フレンツェ議会も、戦争など望んではいなかったのですよ。ですがブラッキアリは議会の強きよう硬こうな反発を押し切り、非常大権を発動してしまいました。聞けば、ブラッキアリが非常大権を発動後、膨ぼう大だいな国庫が飛ぶように消えているとか……。我々フレンツェ市民の大事な資金が、ブラッキアリの懐ふところに流れているのではないかと、私は常々疑っておりました」

　集まった議員たちが口々に語ってゆく。

「そうだ、何でもフォルセス公国のエリザ・ファウネルを傭兵隊長に雇うのにも、巨きよ額がくの拠出をしたらしい。議会に諮はかることもせず、かつてない巨額の資金をブラッキアリは独どく占せんするつもりなのだ」

「エリザ・ファウネルへ傭兵隊長を依い頼らいするために、六〇万シリングも払はらったらしいぞ」

「……六〇万シリング……だと!?　バカげた金額だ！　おそらくブラッキアリはフォルセス公国に内通し、そちらから相当な金をもらっているに違ちがいない！」

　盛り上がる議員たちの話の頃ころ合あいを見て、チェザーレが口をはさむ。

「とんでもない金額だ……。もし私が傭兵隊長を受けたなら、フレンツェとの永遠の友情を大切にし、最低限の兵士の維持コストだけで万ばん全ぜんの仕事をこなすものを……」

「もはや我々議員は、この状じよう況きようを傍ぼう観かんしているわけにはいかない。ブラッキアリの非常大権を止めなくては、フレンツェは大変なことになる。諸君、祖国のため、今こそ我々は行動を起こすべきときではないか？」

　ラディスが強く促うながすと、議員たちは気勢をあげる。

「その通りだ！　議会は決起しなくてはならない！」

「己おのれの利益のために非常大権を発動するなど、決してあってはならぬこと……。これはもはやクーデターもやむなし……」

「ラディス殿どの、ブラッキアリを追放後、どうかフレンツェの首相に就任して頂きたい」

　そんな一人の議員の言葉に、ラディスは深刻な面持ちで口にする。

「わかっている……。フレンツェにとって難しい局面ではあるが、誰だれかが対応せねばならぬこと。ブラッキアリの専横を許してはならない。やろう、諸君」

　議員たちは全員が深くうなずき、ラディスの言葉に同意した。

　チェザーレは瞳ひとみを潤うるませ、情熱をほとばしらせる議員たちを見回す。

「ここに集つどう者たちの悲痛なまでの祖国への想おもい、この私の胸にも響ひびく言葉の数々であった……。永遠の友情を結ぶフレンツェの危機、そして諸君らの決起ならば、私も見て見ぬフリをしているわけにはいかない。資金面や軍事面で、ありとあらゆる手助けをしていくつもりだ。いざ決起となった際、諸君らの下もとにいくらでも兵士を送ろう。そして教皇アレクサンデル六世も、フレンツェのクーデターを神の名の下に承認するであろう」

「心強いお言葉、実に痛み入ります……。チェザーレ様には、ぜひとも手を貸して頂ければ……」

　ラディスは政治的な豪ごう腕わんに優すぐれ、フレンツェ政界の最有力者の一人であると同時に、ボルジア家の内通者のような男だ。そしてまた燃えるような野心に溢あふれた男でもある。己の野望のためならば、フレンツェ政府であろうとボルジア家であろうと裏切りかねないのがラディスだ。それゆえ軽々しくコントロールできるわけではないが、この爆ばく弾だんを破は裂れつさせるのにこれほど適したタイミングはないだろうとチェザーレは判断していた。
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　フレンツェ共和国議会の議場──。

　戦争準備で駆かけ回る首相不在のまま、議員たち三〇〇人ほどが集まっていた。首相がいないのは、非常大権を発動して臨時権力を握にぎっていたため、長々と審しん議ぎが行われる議場に居座る必要がなくなったからだった。

　一方、議会は骨ほね抜ぬき状態になっており、国政に関かかわる重大な問題について話し合われることがなく、この戦争の只ただ中なかにあっても街の景観問題や交通事情など、どうでもいい議論に終始するような事態になっていた。この状態は大半の議員たちの苛いら立だちを高じさせ、首相に対する不満が公然と語られるようになっていた。

　そんな折にラディスが登とう壇だんし、議員たちに向けて語りかけてゆく。

「諸君！　フレンツェが長らく培つちかってきた市民の総意に基づく共和制度は今、重大な危機に陥おちいっている！　それもこれもすべて、ブラッキアリの間違った法解かい釈しやくによるものだ！」

　議場の議員たちをゆっくりと眺ながめやり、ラディスは両りよう腕うでを広げて続ける。

「ブラッキアリは戦争勃ぼつ発ぱつを楯にして、非常大権を発動することになった。しかし実は、この教皇庁との戦争はブラッキアリが巻き起こしたものであることが発覚したのだ！　これは重大な売国行こう為いである！」

　首相に常々不満をぶつける議員たちも、さすがにこの話は軽々しく信じられなかったようだ。議員たちからヤジが飛ぶ。

「噓をつけ！」

「戦争を吹ふっかけてきたのはチェザーレの野や郎ろうだろうが！」

「おいラディス、証しよう拠こを見せろ！」

「ラディス、お前、チェザーレ・ボルジアから金もらってるだろ！　今までいくら受けとったか白状してみろ！」

「てめーはボルジアの足でも舐なめとけや！」

　ヤジは見慣れた日常風景だ。ましてや、ラディスのような有力議員になると、敵対勢力側から激しいヤジが飛ぶ。このフレンツェ議会では、ヤジの量が議員の有力度を測る指標のようなものだった。ヤジ程度にクヨクヨするような議員など、ここにはいない。

　ラディスは議員たちのヤジに大きくうなずき、声を大にする。

「よかろう！　私は何よりの証拠を示す！　この度たびの戦争の根源だと諸君らが一方的に考えているチェザーレ・ボルジア様ご本人に、この場に登場願うことにした！　チェザーレ様から真実を聞くがいい！」

　その言葉の直後、奥の控ひかえ室からチェザーレ本人が颯さつ爽そうと登場したことで、議員たちの間からは大きなどよめきが巻き起こった。

　なにせ、フレンツェが戦争をしているはずの敵方の司令官が目の前に現れたのだ。これで驚きよう愕がくしないはずがない。先ほどチェザーレの名前を出してヤジを飛ばしてきた議員たちは、すっかり青ざめていた。

　軽快に登壇したチェザーレは、身み振ぶりを交えて議員らに語りかける。

「親愛なるフレンツェ共和国議員の諸君、私がチェザーレ・ボルジアだ。教皇アレクサンデル六世から、教皇軍最高司令官を拝命している。そして、フレンツェ共和国から激しく敵視され、憎にくしみを浴びているのが他ならぬ私だ。何でも、ある陰謀によると、私が由ゆい緒しよある共和国フレンツェを征せい服ふくし、我がものにしようと企たくらんでいるという」

　陰謀があったのだと、チェザーレはあからさまににおわせた。いつもはヤジでうるさい議員たちも、この話には引きつけられ、耳を澄すまして聴きき入ってきた。

「しかし私は真実を呼び掛かけたい。我が命を人ひと質じちにしてでも、諸君らと自ら対話する必要性を痛感したのだ。だから私はここに来た。その私の誠意を、どうか汲くみ取ってほしい」

　チェザーレがフレンツェの城門をくぐる際に護衛として連れてきたのは、ミケロットが選せん抜ばつした一〇人の兵士だけだった。チェザーレも一〇人の兵士たちも市民の服を着て堂々と城門をくぐったが、もしエリザ・ファウネル率いる兵に見み咎とがめられれば、万が一の危険もありえた。それでも、ここは勝負に出るべき今際いまわの際きわであるとチェザーレは決断したのだ。

　戦争でも、外交でも、陰謀でも、あらゆる戦いには勝敗を分ける瞬しゆん間かんがある。それが今だ。

　チェザーレは身振り手振りを交え、懸けん命めいに語り続ける。

「ここにいる我々はわかり合える。なぜなら私も諸君らも、常つね日ひ頃ごろから至誠の心で政治に当たっているからだ。平和と理想の追求こそ、我々が等しく共有する理念である。わかってほしい。教皇庁とフレンツェ共和国は永遠の友情で結ばれているのだということを」

　チェザーレは「永遠の友情」を合言葉にするつもりだった。このような演説の場では、心に留めやすい短くて語ご呂ろがいいフレーズが、必ず多数の人々の心を捉とらえてくれる。

「歴史を振ふり返れば、たしかに我々の間には、小さな争いは絶えなかった。だがしかし、あまねく芸術や文化を生み出し、世界に二つとない工芸品を次々と生み出すフレンツェ人たちを、我々教皇庁がいかに尊敬し大切に感じてきたか、わざわざ説明するまでもなかろう。諸君らは偉い大だいな人々である。もう一度言う、諸君らは真に偉大な人々である」

「説明するまでもない」と傲ごう然ぜんと言い放つことで、細かい追求をチェザーレは強ごう引いんに押し切った。そして同時に、フレンツェ人たちの自尊心や名めい誉よ欲よくを大いに刺し激げきし、チェザーレに対する反発心を吹き飛ばした。

「もともと私には悪意はない。私がここにいることが、その何よりの証明だ。この私が、敬愛するフレンツェを征服するわけがない。私が戦争を巻き起こす張本人だと言うのなら、私をここで殺すがいい！　それで本当に我々の間の戦争がなくなると信じるのなら、遠えん慮りよなく、誰か私を殺しに来い！　さあ、どうだ!?」

　ゆっくりと、チェザーレは議場を眺め回した。

　議員たちは、誰もが圧あつ倒とうされていた。そして、この戦争の諸悪の根源であると思い込んできたチェザーレが、実は何らかの陰謀によって苦しい立場に追いやられていたのだと今日初めて認にん識しきし、脳天を打ち砕くだかれたようなショックを感じたのだ。

「思い出してほしい。我々の間には、永遠の友情が存在している。だがしかし、お互たがいが大切に培ってきた友情を打ち壊こわす、一部勢力の陰謀があった。それを諸君に、私の口から説明していきたい──」

　そしてチェザーレは、瞠どう目もくする議員たちに対し、首相が権力を握るためにいかに謀ぼう略りやくを駆く使ししていったのか、親身な口調でじっくり時間を掛けて、滔とう々とうと語りかけていったのだった。
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　公こう邸てい、首相の個室。

　エリザとリノは、首相を前にしてフレンツェ防衛計画を説明していたところだった。

　フレンツェは人口一〇万人を擁ようする大都市であり、フォルセスとは一ひと桁けた違ちがうほどの規模である。そのため城じよう壁へきが長大であり、現在フォルセスで進められている拡張計画が達成されたとしても、一回りフレンツェのほうが巨きよ大だいだった。しかもフォルセスの場合は東側が海で守られているため、実際に守るべき城壁はそこまで長くない。フォルセスの旧城壁ならば一五〇〇前後の兵力があれば城壁に一列の弓兵を押し並べることが可能だったが、フレンツェとなれば五〇〇〇でも足りないのだ。

　そのため、エリザとリノとドロテアで周囲を往き来しながら必死で検討を重ね、ピノを占せん拠きよしている教皇軍本隊六五〇〇とは会戦で向き合うしかないという結論に至っていた。

　フォルセス軍はレストでの市街戦で六〇ほどの死傷者を出しており、負傷者は全員をフォルセスに帰き還かんさせたので、おおよそ三三四〇がフレンツェに入城していた。そしてフレンツェが独自に雇こ用ようした傭よう兵へい隊を集めれば、おおよそ二四〇〇の規模になっている。合わせて五七四〇の兵力であり、フレンツェの城門に少数の守兵を置いたとしても、五〇〇〇は会戦に連れていける計算だった。

　六五〇〇ＶＳ五〇〇〇ならば、やや厳しいものの、あとは戦場での采さい配はい次し第だいだと考えられた。エリザの用兵ならば、まずもって優勢を保てるのではないかとリノにも判断できた。エリザのほうも、その話しぶりから、この程度の戦力差ならば会戦に勝ち切れる自信があるようだった。

　首相も会戦には同意だった。もし城壁に砲ほう弾だんでも撃うち込まれようものなら、それだけでフレンツェ市民の戦意が萎なえてしまう危険性を感じているらしく、「市民の見えないところで戦ってほしい」というのが要望だった。

　突とつ然ぜん、扉とびらが力任せに開かれ、その音に三人は視線を向けた。執しつ務む室に転がり込んできたのはマキャベリだった。

「どうしたんだ、騒そう々ぞうしい。マキャベリ君、今は大事な打ち合わせ中だぞ」

　首相は不満を口にしたが、マキャベリは構わずテーブルにドンと両手をつく。

「首相、今すぐお逃にげください！　ここから早く！」

「何を言っているんだ君は……。チェザーレが攻せめてきたとでもいうのか？」

「そのチェザーレが！　チェザーレ本人が議会に……！」

「そんなバカな。冗じよう談だんなら、もっと現実味のあることを言うべきだ」

「首相ぉぉぉおおおおお！　これはあなたの命に関わる問題だ！　頼たのむから、今すぐ亡命してください！」

　マキャベリの面おも持もちは迫はく真しんに満ちていて、とても冗談を言っている様子ではなかった。にわかに信じがたい話だが、マキャベリが意味もなく噓うそを言い募つのる理由もない。

「わたくしも目を疑ったのですが、議会でチェザーレ・ボルジアが演説しているのです！　しかも、にわかにクーデターの機運が盛り上がっております！」

　マキャベリが言葉を言い終わる前に、別の官かん吏り二名が個室に駆け込んできた。

　二人は悲ひ愴そう感いっぱいの面持ちで声を上げる。

「大変です！　牢ろうや公民館に押し込んで監かん視ししていた教皇軍の捕ほ虜りよ一六〇〇が、ルカ・ラディスの手の者によって解き放たれました！」

「逃げ出したディ・ナルドはその一六〇〇をまとめ、議会前に軍勢を集結させております！」

　エリザとリノと首相は血相を変え、ガタガタと音を立てて立ち上ったのだった。
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「──それゆえ首相ブラッキアリや、それを取り巻く周辺には、あらゆる陰いん謀ぼうが存在している。なかでも驚おどろいたのは……そう、諸君らも知っての通り、議会の了りよう解かいを取ることなく、勝手にエリザ・ファウネルに傭兵隊長を依い頼らいしたことだ。傭兵料を聞いて、私はただただ愕がく然ぜんとするばかりだった。たった三ヶ月の傭兵契けい約やくで六〇万シリングも払はらうという！　諸君らは、この暴政を聞いて怒おこらないのか!?」

　今やチェザーレは、演説しながら涙なみだを流していた。自らの弁舌によって激情に駆かられ、溢あふれ出る感情を抑おさえきれなくなっていたのだ。それゆえ演技ではない。これはある意味、真実の涙である。

　チェザーレの涙が議場に伝染したのか、議員たちは誰だれもが深刻な面持ちだった。

「そうだ！　ありえない金額だ！　我々は瞞だまされている！」

「ブラッキアリを追放しろ！　フレンツェは一人の独裁者の持ち物ではない、我々市民のものだ！」

　いま叫さけんだ二人は、いずれもピノまでチェザーレに会いに来た有力議員である。

　チェザーレは身を乗り出し、切々と声を振り絞しぼる。

「六〇万シリングは、フレンツェ市民が懸命の努力の末に蓄ちく積せきした貴重な富ではないのか？　私の良心は、眼前で行われるこれほどの悪逆非道を、決して許すことはできない。今すぐ、まさに今ここで、首相ブラッキアリの追放を宣言し、傭兵隊長エリザ・ファウネルを解任せよ！」

　チェザーレの熱意が通じたのか、議員たちの多くが立ち上がり、怒いかりの拳こぶしを振り上げる。

「独裁者には死を！　ブラッキアリには死を！」

「我々はフォルセス公国の奴ど隷れいではない！　六〇万シリングを取り返せ！」

「フレンツェの真の敵は教皇軍ではなく、フォルセス公国だ！」

「陰謀を巡めぐらし権力を握にぎらんとするブラッキアリを、フレンツェ市民の手で処しよ刑けいしろ！」

　もはやボルジア派とは何の関係もない議員たちまでが怒りを露あらわにして叫んでいた。議場は、議員たちの正義の叫びで満ちあふれた。

　チェザーレは声こわ音ねを変え、優やさしく語りかける。

「私なら、永遠の友情を共にするフレンツェ共和国の傭兵隊長を、一ヶ月わずか三万シリングで引き受けるつもりだ。つまりエリザ・ファウネルなら六〇万シリングもの市民の富を強ごう奪だつするところを、私なら三ヶ月九万シリングで、より確実に、そしてより誠実に行うということだ。貴国を守る傭兵隊長を引き受けようとする私が、貴国に戦争を吹ふっかけるわけがない」

　議員たちはもはやチェザーレを疑っていなかった。議会は、独裁者となった首相を打ち倒たおすべく心をひとつにしていた。

「決してブラッキアリの陰謀に巻き込まれてはならない。真にフレンツェを守るのは大敵エリザ・ファウネルではなく、ましてや反逆者ブラッキアリでもなく、永遠の友情を分かち合う私と、ここに集つどう優ゆう秀しゆうな諸君ら議員である。どうか私に、フレンツェの未来と子どもたちを守らせてもらいたい」

　そしてチェザーレは懸命に声を振り絞る。

「フレンツェと教皇庁が長年培つちかってきた友情が、一人の独裁者の手で破は壊かいされてしまうことがないよう、祈いのるような想おもいを込こめて私は諸君らに真実を伝えたかったのだ。そのために私は、ブラッキアリの魔まの手を縫ぬうようにして、命を懸かけて諸君らの前にやってきた！　どうか私の真心を知ってほしい！　我々の間には、永遠の友情が存在している！　我々は力を合わせて起たつべきだ、真の敵を討うち果たすために！」

　この瞬間、議場は、首相非難の声で充みち満ちた。誰もが激情に揺ゆさぶられ、拳を突つき上げ、フレンツェの正義を守らんと高らかに誓ちかいを立てた。

　ラディスが両手を上げて登とう壇だんし、チェザーレの演説を締しめくくる。

「諸君、聞いての通りだ！　この場で審しん議ぎしよう！　反逆者ブラッキアリの解任と処刑、エリザ・ファウネルの傭兵隊長の解任と追放、そしてチェザーレ様の傭兵隊長就任を！　我々フレンツェ共和国議会には、本物の市民政治を取り戻もどす責任がある！　我々も命を懸けて臨のぞもうではないか！」

　議員たちは絶ぜつ叫きようで賛意を示し、早くもラディスの誘ゆう導どうに従って議事が進められていった。
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　リノたちは事態を見み極きわめようと揃そろって階段を駆け下り、公邸の一階ロビーに降り立った。議場を確認しに行くべきか、軍のところへ戻るべきか何も決まっていなかったが、ジッとしている場合ではなかった。

　官吏の一人が公邸に駆け込んできて、首相の顔を見るなり声を上げる。

「緊きん急きゆう事態です！　ただいま議会において、首相の解任と処刑が決議されました！　議会は次にファウネル公の傭兵隊長解任の審議に移っておりますが、公邸に兵や議員、そして市民たちが押し寄せてくるのは確実な情勢です！」

「こうなったら、もたもたしているヒマはない……。フォルセス軍のところへ戻ろう」

　リノがそう言うと、マキャベリが頼み込んでくる。

「お願いします、首相もお連れください！　どうか首相の亡命の手助けを！」

「言うまでもない。フォルセス軍の正当性を保てるのは首相との契けい約やくが成立しているからこそだ。その首相を敵の前に放ほうり出すわけにはいかない」

「ブラッキアリ様、ご同行を」

　そうエリザが申し出た。

　首相は官吏らを見回す。

「議員や市民がこの公邸に押し寄せてくるかもしれない。私は二度と戻れない可能性がある。あとは頼むぞ」

　すぐさま官吏らはうなずいた。

　想像以上に事態は危機的だ。フレンツェの街はクーデターで大混乱に陥おちいるかもしれない。市民たちも扇せん動どうされて右へ左への騒そう乱らん状態となるだろう。

　首相は言う。

「ただ、マキャベリ君だけは脱だつ出しゆつしたほうがいい。君はいささか反チェザーレの動きで目立ちすぎた。ファウネル公を傭兵隊長として引き入れたのは君なんだ。残るのは危険すぎる。私と一いつ緒しよに来なさい」

「わたくしはあくまで官吏として動いていただけ。わたくしには何の権限もありませんでしたし、心配はいらないでしょう」

「この動きがクーデターに繫つながれば、そんな正論は通用しない。議員たちが武器を手にやってくれば、君は殺されるかもしれないのだぞ」

「わたくしはここに残り、首相に扮ふんします。首相が亡命を図はかるなら、本当の居場所を悟さとられてはなりません。ならば私がここで首相のフリをするのが最善というもの」

　そんなマキャベリの話に、首相は目を見開く。

「何を言うんだ!?　殺されるかもしれんのだぞ!?　首相命令だ！　一緒に来い！」

「残念ですが、あなたはもう首相ではないようです」

「ふぬう……」

「マキャベリさん、ここは首相の言う通りだ。一緒に避ひ難なんしたほうが──」

　リノの言葉をマキャベリが制する。

「リノ殿どの、お心こころ遣づかい、感謝します。ですがわたくしは、愛する祖国フレンツェの行く末を、この場所でずっと見続けたいのです。チェザーレの謀ぼう略りやくにハマったフレンツェは教皇軍に吞のみ込まれ、近いうちに滅めつ亡ぼうすることになりましょう。ならばわたくしの命も、祖国フレンツェと共に」

　マキャベリは、見捨てるには惜おしい人材だとリノには思えた。そのため頭を巡らせたリノは、咄とつ嗟さに提案する。

「まだ勝てる。今ならまだ、必ず勝てる方法が俺たちの手に残されている。軍を動かしてチェザーレを殺すという作戦だ。首相にまだ何らかの権力があるうちに。議会前に集結している一六〇〇なら、フォルセス軍三三四〇だけでも押しつぶせる」

　ここにいる誰もが押し黙だまった。リノの謀略に、誰もが魅み力りよく的なにおいをかぎ取ったのだ。

　リノには確信があった。ここは勝負に打って出るべき今際いまわの際きわだ。もし首相が決断してくれさえするのなら、勝利はこちらに転がり込む。

　しばらく、誰も口を開かなかった。この決断はあまりにも重大だ。フレンツェ共和国において議会の権限は圧あつ倒とう的であり、その議会に逆らうことは、すなわち国家反逆を意味するからだ。他国人であるリノだからこそ提案できたアイデアである。

　やがて苦しげに、首相が官吏らを見やる。

「……議会で、私の解任決議がなされてしまったのは確実か？」

「はい……」

　官吏の一人が深刻な面持ちでうなずいた。

　咄嗟にリノは身を乗り出す。

「こんな場合なんですからどうでもいいんですよ、法的な権限なんて話は。クーデターには、クーデターで返せばいい。首相に流血の事態を招く覚かく悟ごがあるのなら、フォルセス公国はお味方します。クーデターを策動した議員らを殺し、そして陰謀の張本人チェザーレを殺しましょう。もう一度、必ず権力を取り戻せる。これが本当に最後の機会だ」

　おそらく議員たちを何人も殺すことになるだろう。扇動された市民も巻き込んで殺すことになるはずだ。他国人であり、傭よう兵へいとして乗り込んできたはずのフォルセス公国軍が、雇こ用よう主ぬしであるフレンツェでもし大量虐ぎやく殺さつを引き起こそうものなら、各国からの痛つう烈れつな批判と、フレンツェ人からの憎ぞう悪おを受けることになるはずだ。それでも、たとえ地位が不安定だったとしても、首相が中心に留とどまってこの陰謀を決断できるなら、たった一つ残された勝機になるはずだった。逆転に次ぐ逆転を経て、限界ギリギリのところで踏ふみ留まりチェザーレに押し勝てるのだ。

　沈ちん黙もくしている首相に対し、リノは力強く訴うつたえる。

「やりましょう。我々は勝てる」

　首相は、目を閉じたり開けたりを繰くり返し、激しい苦く悩のうに苛さいなまれているようだった。額には、脂あぶら汗あせがにじんでいた。

　やがて首相は、リノに視線を向けてくる。

「……共和国法によれば、もはや私には一寸ちよつとの権力もなさそうだ。共和国法を踏みにじるような行こう為いを、私はしない。私は最後の最後まで、自由と法を尊重するフレンツェ人でありたい」

　そう言って首相は寂さみしげに苦く笑しようし、小さく首を振ふった。

　マキャベリといい、首相といい、本当に頑がん固こ者ものばかりだ。だがリノは、そんな人間を嫌きらいではなかった。この謀略はフォルセス公国軍単独で敢かん行こうするわけにはいかない以上、彼らの決断を尊重するしかない。

　首相や集う官かん吏りたち全員を縛しばって監かん禁きんしてでも、フォルセス公国軍を動かしてフレンツェの権力を掌しよう握あくし、殺さつ戮りくが済んだあとで首相を脅おどし付けながら背後で暗あん躍やくする綱つな渡わたりも、まったく想定できない方法ではなかった。しかしその場合、クーデターにクーデターで首相が対たい抗こうするというフレンツェ人同士が対決する絵図にはならず、他国人である傭兵隊長エリザが言語に絶する奸かん計けいを巡らせるという汚お名めいを残してしまう。リノ一人が責任を背負い込めるならギリギリの手を打てようものだが、エリザの名前を汚けがすような選せん択たく肢しを取れるはずもなかった。

　だが……まさにこの瞬しゆん間かん、リノは乾けん坤こん一いつ擲てきの謀略戦において、チェザーレに完敗したことを認めざるをえなかった。

　勝敗を分けたのは、ほんの紙かみ一ひと重えの差だった。人の心の動き一つで、血ち塗ぬられた陰いん謀ぼうと共に、勝利の栄光はリノの側に微笑ほほえんだかもしれない。その場合、チェザーレはこの場所で死んでいた。リノは胸中にさまざまな思いが去来し、激しい自省の念に駆かられ、身を焼かれるようだった。他にどうすればよかったのか……。

「そうと決まれば急ぎましょう。私たちはもう、フレンツェ共和国軍という立場じゃなくなっているのかもしれない。早くフレンツェを脱出しないと危険なことになる」

　エリザに促うながされ、後事は官吏たちに託たくし、首相にはロビーに飾かざってあった鑑賞用の甲かつ冑ちゆうを着せて公こう邸ていを飛び出した。華はな々ばなしい馬上槍やり試合用に造られた、およそ戦争向きではない甲冑だ。

　するとフォルセス軍の情報担当官が、公邸に向けて馬で駆けてきたところだった。エリザとリノの前で馬を止めて情報担当官はまくしたてる。

「ピノ駐ちゆう留りゆうの教皇軍本隊が動きました！　全軍六五〇〇を率いてフレンツェに進軍を始めております！　かなりの速度で進軍しているとのこと、斥せつ候こうがここに着いた時点で、すでにフレンツェに迫せまっていると判断してよさそうです！　率いるのはミケロット・ダ・コレラ！」

「わかった。こちらは徒歩だから、一足先にフォルセス軍宿営地に戻ってドロテアに伝えて。すぐに進発するから、軍勢をまとめておいてって」

　エリザは手早く伝えた。

「はっ！」

　短く返事をして、すぐさま情報担当官は馬を蹴けった。

　リノとエリザも、着慣れない甲冑を着て足が遅おそくなっている首相を誘導しつつ、フォルセス軍の陣じん地ちへ向けて急いだのだった。
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　マキャベリが公邸の首相の個室から外を眺ながめやっていると、剣けんを手にした議員たちが街中を練り歩きながら、声高々に叫さけんでいるのが聞こえてきた。

「皆みな、聞け！　教皇軍と開戦したのは、首相の独断専行だった！　我々は解放されねばならない！」

「非常大権を発動して独裁的権力を打ち立てようとするブラッキアリを排はい除じよせよ！」

「ブラッキアリはフレンツェ国庫から一〇〇万シリングもの金を騙だまし取った！　歴然とした証しよう拠こもある！　市民諸君、我々の手にフレンツェを取り戻すため、今こそ起たち上がれ！」

「フレンツェは我ら市民のものだ！　ブラッキアリには死を！」

　取り巻く人々に過激な説明をして回る議員たちのせいで、かなりの市民が扇動されているようだった。議員たちに続くように、多くの市民まで公邸に向けて練り歩いてくる。目的地はここだ。マキャベリは腹を括くくった。

　たちまち公邸には、扇動された多数の市民が雪崩なだれ込んできて、「独裁者打だ倒とう！」の声を叫び始めた。同どう僚りようの官吏たちが心配だったが、あくまで彼らも市民の一人であって、クーデターの目的は首相を追い落とすことだけだから、同僚たちが捕ほ縛ばくされたりすることはないと思われた。

　やがて公邸は人で溢あふれかえったらしく、この首相の個室の前まで声が響ひびいてきた。扉とびらを人々が無理やり開けようとしていたが、つっかえ棒を固定させていたので、ガタガタと音が鳴るだけだった。

「市民の敵ブラッキアリ！　ドアを開けろ！」

　その声は、首相のライバル──議員ルカ・ラディスのものだった。マキャベリには、この陰謀の構造が徐じよ々じよにわかり始めていた。首相が消え去れば、次の首相の座はラディスのものだ。

　別の声が叫ぶ。

「ここにはもうブラッキアリはいないのかもしれんぞ!?　くまなく街中を探したほうがいいんじゃないか？」

　慌あわててマキャベリは首相のダミ声を真似まねて、可能な限り短い言葉で応じる。

「なんだ？　騒そう々ぞうしい！」

「出てこいブラッキアリ！　貴様を裁判に掛かける！」

　再びラディスの声だ。

　公邸内がクーデターの人々に占せん拠きよされてざわついていたこともあり、マキャベリの声であることはバレなかった。

　もう一度マキャベリはダミ声を真似る。

「帰れ！」

「扉をこじ開けるぞ！　たたき壊こわせ！」

　ラディスの掛け声が聞こえ、扉が大音おん響きようを立てて揺ゆれた。議員や市民たちが、机や椅い子すなどを扉にぶち当てているのだろう。長くは籠ろう城じようできないことをマキャベリは悟った。
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「フォルセス公国軍に告ぐ！　これより、東門より撤てつ退たいする！」

　エリザが居並ぶ兵士たちを眺め回しながら、馬上から指示を飛ばしてゆく。

「ここフレンツェではクーデターが発生している！　我が軍はフレンツェ共和国旗を掲かかげつつ、扇せん動どうされた市民から攻こう撃げきを受けても一いつ切さいの反撃を行わず、あらゆる忍にん耐たい力りよくを駆く使しして整然と退たい却きやくせよ！」

　兵士たちへの説明はエリザに任せ、リノとドロテアで首相の逃とう亡ぼうの手配を行っていた。

　ドロテアが馬を引っ張ってくる。

「首相のための馬です。どうぞ、お乗りください」

「本当に私だけ逃にげてしまってもいいものだろうか。マキャベリ君が心配なんだ……」

　首相は困こん惑わくした表情で、公邸の方向に視線を向けた。

「躊ちゆう躇ちよしているヒマはありません。マキャベリさんの思いを無む駄だにするつもりですか？」

　強くリノが言うと、首相は意を決したように馬に視線を戻もどした。

　首相が馬に乗ろうとしたので、リノは周りの兵士に声を掛け、ドロテアとも協力し合って首相を馬の上まで押し上げた。馬上槍試合用の甲冑はやたらと頑がん強きようで重く、何人もが手を貸して押し上げるしかない。

「すまない……すまないマキャベリ君……」

　馬に乗ることができた甲冑の首相は、未いまだ躊躇を捨て去れないのか、うなだれるばかりだった。

　リノやドロテアも馬に乗り、兵士たちの列に並んだ。

　エリザが号令を下す。

「前後左右の兵士とはぐれないよう気を遣つかうこと！　行軍開始！」

　フォルセス軍は二列に並び、駆け足で撤退を始めたのだった。
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　首相の個室の隅すみで、マキャベリはきつく縛り上げられていた。個室には多くの議員や市民が押し寄せてきていて、まるで犯罪者を見るような怒いかりの視線をマキャベリに向けている。

　すぐそばでマキャベリを眺め下ろしているラディスが声を荒あららげる。

「マキャベリ！　たかが官吏の分際で舐なめた真似をしおって！　ブラッキアリはどこだ！」

「わたくしは存じ上げないのですよ。首相に、ここにいるよう命令されただけです。わたくしは可哀かわい想そうな被ひ害がい者しやなのです」

「噓うそをつけ！　ブラッキアリの声真似をしておっただろうが！」

「声真似ですと？　あんなダミ声を真似できるわけがありますまい。まさかラディス様は、私の声を誤解なさってしまった？　ぷくく、これは面おも白しろい冗じよう談だんですな」

　マキャベリはこれ見よがしに笑ってみせた。

「貴様ぁ……俺に従えば、今のまま官吏の仕事を続けられるのだぞ!?　何が不満なんだ？」

「わたくしの不満は一つだけ。あなたがフレンツェをチェザーレに売り渡わたしたことだ。わたくしが優しく指し摘てきしておきます。あなたはこの陰謀の主役だと思っているのかもしれないが、所しよ詮せんあなたはチェザーレの駒こまの一つでしかありません。いいや、駒の駒くらいのレベルでしょうな。哀あわれなるはフレンツェ……あなたのような鼠そ輩はいに滅ほろぼされるキッカケを作られたのだから」

「この男を牢ろうに繫つなげ！　そして拷ごう問もんに掛け、ブラッキアリの不当な独裁にどれほど協力したのか調べ上げよ！」

　ラディスは怒りを爆ばく発はつさせ、マキャベリに蹴りを入れてきた。痛打でマキャベリはうずくまったが、ラディスの打だ撃げきは尚なおも続いた。

　その後、何人もの議員や市民が、へたり込んだマキャベリを無理やり立ち上がらせてきた。必死で身体からだを揺すって抵てい抗こうしたものの、多人数に取り巻かれて敵かなうはずもなく、そのままマキャベリは牢へと引き立てられていった。
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　クーデターの混乱の最中、チェザーレがフレンツェ公邸の首相個室を訪おとずれると、ラディスが一人、ソファに余よ裕ゆう綽しやく々しやくで腰こしかけていた。

　チェザーレの姿を認めたラディスが、悠ゆう然ぜんと立ち上がって迎むかえてくる。

「これはチェザーレ様、あなたのおかげで独裁者を打倒することができました。今日この日が、新しいフレンツェ共和国の輝かがやかしい第一歩目となるでしょう」

「新首相とは仲良くやっていきたいもの。私にも、この共和国の傭よう兵へい隊長として、治安と秩ちつ序じよを守る責任がある」

「今後のフレンツェ防衛はお任せしますぞ」

「ときにラディス殿どの。ブラッキアリの陰いん謀ぼうに荷か担たんしていたフォルセス公国軍が撤退を始めたようだ。これをみすみす逃のがすわけにはいかない。あの軍を追撃したいのだ」

「もちろんでございます。あのような不当な輩やからは、ぜひともチェザーレ様の手で打ち払はらってください」

　軍事行動は他人ひと任まかせなのがフレンツェ人の特質だ。新首相にしてこれである。チェザーレは心のなかで失しつ笑しようした。心根まで腐くさり果てたような弱国は、やはり自分が正しく統治せねばならないだろう。

「ならば今ここで募ぼ兵へい特許状を出してもらいたい。我が軍を、フレンツェ共和国軍として行動させる必要がある。そしてフォルセス公国は、非道な陰謀に荷担してフレンツェを侵しん略りやくしてきた賊ぞく軍ぐんだ」

「チェザーレ殿の傭兵隊長就任は、議会ですでに承認されたことですからな。幸いここは公こう邸ていです。今すぐ契けい約やくを交かわしてしまいましょう。官かん吏りらに用意させますので、しばしお待ちを」

　ラディスが急ぎ部屋を出て行くと、チェザーレは窓まど際ぎわに寄り、扇動された大勢の市民が走り回るフレンツェの街の様子を眺めやった。

「……フフフ、フォルセス公国軍を追撃戦で撃げき滅めつしてやろう。その後、このフレンツェを丸ごといただくのはもうすぐだ」

　予想外のフォルセス公国の軍事介かい入にゆうに対し、最初は張り飛ばされたような衝しよう撃げきを受けたことを認めねばなるまい。あの瞬しゆん間かん、たしかに自分は敗北しかけていた。そして後手後手に回ることを強しいられ、ディ・ナルド軍まで撃滅されたチェザーレだったが……自らの命を危険に晒さらし、伸のるか反そるかで仕し掛かけた勝負にギリギリのところで打ち勝った。紙かみ一ひと重えの違ちがいだった。

　ただし、ほんのわずかな差での際きわ疾どい勝利であっても、勝者はすべてを手に入れる。それゆえ、結果だけを見れば自分の圧勝だ。

　しかもここで撤退するフォルセス公国軍を追撃で殲せん滅めつできるのならば、存外、フレンツェ攻こう略りやくに大いに手間取らされたこともそれほど悪いものではなかったと、チェザーレは一人ほくそ笑んだのだった。




　　　　◆




「教皇軍の追撃部隊が迫せまっております！　フレンツェ共和国旗を押し立て、全力で追いかけてきます！」

　エリザとリノの下もとに騎き馬ばで駆かけてきた斥せつ候こうが報告してきた。

　馬を走らせながらエリザが訊きく。

「兵力は？」

「前衛部隊は騎き兵へいおよそ一四〇〇！　指揮官はミケロット・ダ・コレラであることを確かく認にんしています！　しかし後続部隊は不明です！」

　リノが言う。

「ミケロットがいるということは……ピノに駐ちゆう留りゆうしていた教皇軍の本隊がフレンツェに入ったということだ。とすれば、解放されたディ・ナルド軍一六〇〇に、教皇軍本隊六五〇〇が合流し、総兵力は八一〇〇。対するフォルセス軍は三三四〇、そして敵に背を向けて撤退中という不利がある……」

　とくにレストの街で撃滅されたディ・ナルド軍の生き残り一六〇〇は、復ふく讐しゆうの怒りに燃えているはずだ。

「それだけじゃないよ。フレンツェが雇こ用ようした二四〇〇の傭兵たちも、チェザーレの傘さん下かとして追撃部隊に加わってきているはず。とすれば、教皇軍は最大で一〇五〇〇にまで兵力が増強される。クーデターで混乱中のフレンツェに少数の守備兵を残したとしても、一万近い軍勢が迫っていると考えたほうがいい」

「そうか、お互たがいフレンツェ国旗を立てているけど、今じゃ正式なフレンツェ共和国軍は教皇軍側だ。フレンツェが独自に雇やとった傭兵たちも、向こうに加わってるのか……」

　ふとリノは思考を放ほう棄きしてしまいたい気持ちに駆られた。何がなんだかわからない、といって投げ出せば、どれほど楽なことだろう。

　正当な傭兵軍として堂々と乗り込んできたはずなのに、一転して大義名分をなくし、まさか敗軍のような撤退である。最後に、たった一度の勝機は巡めぐってきたはずだったが……フォルセス軍単独で仕掛けられる謀ぼう略りやくではなかったのが悔くやまれる……。

　チェザーレ・ボルジア──危険極きわまりない男であることは重々理解していたつもりだったが、まさか人じん智ちを超ちよう越えつした冷れい酷こくさを持ち合わせていようとは……。

　リノが言う。

「このままフォルセス公国領まで逃げ切るには難しい距きよ離りだな……」

「こちらの歩兵がどれほど駆け足で行軍しても、敵騎兵には間違いなく追いつかれる。いったん小こ競ぜり合いに持ち込まれれば、歩兵の撤てつ退たいが阻はばまれ、教皇軍の後続部隊にまで追いつかれることになるわ。かといってこの兵力差で、防ぼう御ぎよ陣じん地ちもないのに会戦に持ち込んで勝てるわけも……正直、絶体絶命かもしれない……」

　エリザは苦しげにうなった。

　以前、追撃戦でヴェザニア軍を殲滅したのがフォルセス軍だったが、今度はフォルセス軍が追撃を喰くらう番だった。しかも兵力差が大きすぎる。

　エリザは馬を走らせながらも押し黙だまり、見たこともないほど深刻な面おも持もちで一心に前方を見つめていた。会戦で三倍の敵を受け止める方策を、懸けん命めいに思案しているに違いない。

　リノも決死の思いで頭を巡らせた。だがチェザーレに交こう渉しようなど通用しないし、時じ間かん稼かせぎができるわけもない。考えれば考えるほど思考は堂どう々どう巡めぐり。次に打つ手が見えてこない。リノは目の前が暗くなる気持ちを抑おさえきれなかった。

　あまりにも危険な状じよう況きようだった。心血を注いで育て上げたフォルセス公国軍がここで壊かい滅めつしかねない事態が、刻一刻と迫っていた。








第八章　剛ごう将しようドロテア・ストラデルラ






　教皇軍一万が背後まで迫っていた。

　フォルセス軍は兵三三四〇。この兵力で踏ふみ留とどまったところで、勝つのが難しいことは明らかだった。

　エリザ率いるフォルセス軍は以前、二六〇〇の兵で教皇軍一五〇〇〇を打ち破っているし、五四〇〇の兵でヴェザニア陸軍一八〇〇〇を降くだしている。しかしそれらはいずれも防御陣地を創つくり上げる時間的猶ゆう予よがあり、かつまた城じよう壁へきや大たい砲ほうなどに頼たよることができた戦いだった。

　だが今回は違う。陣地を築く余よ裕ゆうはなく、身を隠かくす寄る辺もない。ただ正面から、兵同士が向き合わなくてはならない状況に陥おちいっていた。準備する余裕もない会戦においては、兵力の多た寡かこそが何にも増して重要な要素である。

　リノが言う。

「俺が外交官としてここに残って、チェザーレに交渉を持ちかけてみるべきか……」

「そんな交渉は絶対に成立しないよ。リノだってわかってるでしょう？」

　ふいに、やや後ろを走っていたドロテアが馬を並べてくる。

「姫ひめ様さま、私に歩兵二〇〇と騎兵五〇をお与あたえください。私がこの場に留まって教皇軍を足止めし、フォルセス軍の退路を守りきってみせます」

「……死ぬつもりなんて認められないよ。ドロテアにはこれからも、私のそばにいてもらう」

「この役割を引き受けられるのは私しかいません。このような危機のなかにあって姫様を救うためだけに、私は自らの武に磨みがきを掛かけてきたのです。リノのように政治や外交など務まらない私でも、殿しんがりを引き受けて敵に立ちはだかることならできるのです」

　珍めずらしくドロテアは能弁だった。それほど必死で頼たのみ込んでいるのだろう。

「……」

　エリザは言葉に詰つまった様子だった。

　懸命にドロテアは身を乗り出す。

「私の命など顧かえりみないでください。姫様の退路を守るのは私の本ほん望もうなのです。どうか私の願いを叶かなえてください」

　チラとだけエリザはドロテアを見やり、そして苦く渋じゆうの表情で正面を見み据すえて口にする。

「……どうせ逃にげ切れないのなら、どこかで迎え撃うつのが賢けん明めい……。向こうに見えるあの丘おか……なだらかな斜しや面めん……あそこに全軍で布ふ陣じんしましょう」

「会戦を受けるつもりか!?」

　リノは息を吞のんだ。

　ドロテアも押し留める。

「無茶です、姫様！」

「大だい丈じよう夫ぶ、フォルセス軍なら勝てる。リノ、ドロテア、私を信じて」

　そんなエリザの言葉は、懸命に自分に言い聞かせているもののようにリノには聞こえた。たしかに、会戦に打って出ることに決意したのなら、内心の不安を押し隠し、勝つことのみを追い求めねばならないだろう。

「敵騎兵に喰い付かれる前に、あの丘の上に布陣する。敵を迎むかえ撃つには悪くない場所ね」

「勝算は？」

　リノの問いに、エリザは冷静な口調で応じてくる。

「教皇軍に追つい撃げきを諦あきらめさせればいい。ならば究極的には、兵士の気力の勝負よ。敵と向き合っている限り、私たちは負けない」

「だが敵兵力は三倍。本当に敵に背を向けずに戦い続けることができるだろうか……」

「部隊を壊滅させたくないのなら、ここで前を向いて戦うしかない。どだい逃げられないから他に選せん択たく肢しはないのよ。この追撃で、有効な選択肢を持っているのはチェザーレのほう。ならば、私たちは正面から向き合うのみ」

「……わかりました。姫様、私にお任せください」

　ドロテアは力強くうなずいた。

「……了りよう解かいした。追い詰められたネズミは猫ねこにも勝まさるということを教えてやろう」

　リノも覚かく悟ごを決めた。決めざるを得なかった。他に方法はないのだから。

「二人とも、ありがとう……。ずっと私たちと一いつ緒しよに戦ってきたフォルセス兵ならば、傭よう兵へいばかりの混成軍なんかには決して負けない……」

　あらゆる戦場において、勝者側にとって最大の戦果をあげるのが、そして敗者側にとって最大の被ひ害がいを被こうむるのが、追撃による背後からの一方的な攻こう撃げきだ。ヴェザニア戦でフォルセス公国の勝利が確定したのは、追撃戦によってヴェザニア兵に多大な損害を与えることに成功したからだった。そして教皇軍に追撃を受けかけており、フォルセス領まで逃げ切れない距離に迫られているこの状況は、兵を率いる将軍にとって背筋が凍こおりつくような悪夢なのである。

　しかし逆に考えれば、真っ正面から対たい峙じする実際の会戦においては、兵士の気力が充じゆう実じつし、敵と剣けんを交えている限り、それほど被害は発生しないものだ。熱ねつ狂きようの渦うずのなかで激げつ昂こうした兵士同士の対決は、お互いに身構えている分だけ、案外、敵兵を殺すまでには至らないのである。混乱中の相手や、逃げ腰ごしの相手に側面や背後から襲おそいかかることこそが、勝利に向けての最大のポイントになる。

　会戦中の包囲が極めて大きな打撃を敵に喰らわせることができるのも、側面や背後から攻撃を加えることになるからだ。そして包囲するために長く延ばした陣じん形けいは、多くの兵士たちが最前線に立って攻撃を加えることが可能であり、遊兵が発生しずらい。逆に包囲されると真ん中の兵士は遊兵となり、攻撃の手数でも劣おとるようになる。

　包囲よりもさらに戦果を拡大できるものが、混乱し逃とう亡ぼうしている最中の敵に背後から圧あつ倒とうできる追撃だ。戦争で敵を殲せん滅めつするために、追撃行動は欠かせない。

　ゆえに優すぐれた将軍は、二つの要素を持っている。一つは『包囲・挟きよう撃げき・横撃によって敵を圧倒し、追撃戦に至るまでの流れを演出する用兵の力量』、もう一つが『兵士を果か敢かんに鼓こ舞ぶし、兵士の気力が途と切ぎれないように前を向かせ続ける力量』だ。

　フォルセス軍を率いるエリザや、ヴェザニア軍の傭兵隊長ジークベルトが欧おう州しゆう屈くつ指しの指揮官として名を馳はせているのは、この二つの要素を兼かね備えた将軍だからである。

　どちらかと言えばジークベルトは、前者『用兵の力量』に秀ひいでた将軍だった。そしてエリザは、後者『兵士の気力を鼓舞する力量』に優れた将軍である。ジークベルトは勝てる戦場を創造することに重点を置いて兵を用いる。エリザは兵士たちを熱狂の渦に巻き込み、自らが最前線で剣を振ふるうことで、共に戦う兵士たちに死を覚悟させることができる才能を持つ。

　どちらが優れているというわけではない。あくまでタイプということであって、いざとなればジークベルトとて最前線に出張ってくるし、エリザは戦場の勘かんにすべてを懸かけてギリギリの用兵に挑いどむ覚悟がある。

　ただ、三三四〇という寡か兵へいで、一〇〇〇〇という大軍の追撃部隊を受け止めなくてはならないこのような状況にあっては、エリザのような将軍の能力が最も発揮される場面であることは確かだった。兵力差を恐おそれて兵士が逃げ腰で戦えば大敗は免まぬかれ得ないが、気力を振り絞しぼり敵と向き合っている限りは、そう易やす々やすと軍の崩ほう壊かいまでには至らないからである。

　このまま逃げ切れないのなら、エリザの力量を以もつて一か八かの決戦に挑むのが、まだ壊滅の可能性を逃のがれる数少ない方法の一つといってよかった。

　リノが言う。

「一応、ミトまで伝令を出して、駐ちゆう留りゆうしている六〇〇の兵士は国境線沿いまで呼び寄せておく。だいぶ距離があるから、もちろん間に合わないだろうけどな」

「その伝令と一緒に、ブラッキアリ様にも避ひ難なんしてもらったほうがいいわね。間違いなく苛か烈れつな戦場になる。混乱のなかで死なれたら困るからね」

「そうだな。ブラッキアリ様の亡命の手配もしてしまおう」

　リノがうなずいた。

「たぶんこの会戦は、私とドロテアがキーになる。兵数を考えれば包囲戦では勝てないけれど、一撃の打撃力で敵を上回ればいい」

「私は命を懸かけています。姫様のためなら喜んで」

　生き真ま面じ目めな顔でドロテアが断言した。エリザを逃がすために殿を望んでいたほどのドロテアだ。その言葉は正しよう真しん正しよう銘めいのものだろう。

　エリザは列の横に飛び出し、兵士に声を響ひびかせる。

「全軍に告ぐ！　我々は教皇軍との決戦に向けて、あの丘の上に布陣する！」

　兵士たちは足を止め、誰だれもがエリザの言葉に耳を傾かたむけてきた。

「フレンツェ共和国旗を持つ者は、即そく座ざにここに投げ捨てよ！　我が軍はもはやフレンツェ共和国の傭兵隊ではない！　これより、我が軍はフォルセス公国軍となる！　心せよ、我々は今ここに自らの魂たましいを取り戻もどし、このイタリナで名を馳せる不ふ屈くつの軍隊に戻るのだ！」

　とたん、兵士たちの目の色が変わった。

　フレンツェ旗を持っていたものは、何の感情もなくそれらを地面に棄すてさった。そしてエリザの誘ゆう導どうによって、目の前のなだらかな丘の上に足を進めていったのだった。

　リノは、周りから浮うき立つほど豪ごう勢せいな甲かつ冑ちゆうに身を包んでいたブラッキアリの下もとに近づいた。

「ブラッキアリさん、騎き兵へいを一人護衛に付けますので、このままフォルセスまで走り抜ぬけてください。もうすぐ、ここは戦場になります」

「私だけ逃げてしまってもいいのだろうか……？」

　ブラッキアリは面覆おおいを開けて、訊きいてきた。

「お気持ちは嬉うれしいのですが、戦場に残ってもブラッキアリさんにできることはありません。もうすぐここは凄すさまじい戦場になる。混乱が極きわまり、我々がブラッキアリさんに気を遣つかうこともできなくなります。早々と立ち去ってもらったほうが、我々にとっても安心できるのです」

「……わかった。何から何まで済まない」

　それからリノは伝令を務める騎兵の一人にブラッキアリの護衛を依い頼らいした。その伝令兵には、最寄りのミトの要よう塞さいに入ったら、そこに滞たい在ざいしている六〇〇の兵士を即座にフレンツェ国境付近まで駆かけつけさせるように指示して、昼夜を問わず馬を飛ばすように促うながした。そして伝令兵はブラッキアリを誘導しつつ、フォルセス軍から離はなれていった。

　どんなに急いでも六〇〇の兵士が国境沿いに展開するまでに、一日以上はかかるはずだ。それゆえ戦いの決着は着いたあとになる。それでも、何も手を打たないよりはマシだし、もし敗勢となってエリザを逃がさなくてはならないようなことになれば、無傷の六〇〇の兵士がいるのといないのとでは雲うん泥でいの差である。伸のるか反そるかの決戦に臨のぞむことが決まった以上、あらゆる手を尽つくしておくしかない。

　リノが伝令兵を発たたせたころには、すでにフォルセス軍は、なだらかな丘の上に集結していた。

　部隊に合流したリノが遠方を見み渡わたすと、教皇軍の騎兵部隊がこちらへ向けて猛もう進しんしてくるのが遠目に見えた。まだ距きよ離りはあるが、このまま逃げていたら確実に喰くい付かれていたことだろう。

　ヴェザニア戦でジークベルトと向き合い撤てつ退たいしたときは、撤退地点がすぐそこだった。しかし今回は撤退を続けても一昼夜を駆けなくてはならず、やはり戦う決断をするのが最善だったと改めて認にん識しきしたのだった。

　それからエリザとリノとドロテアは三人で集まり、馬を降りもせずに手早く軍議を始めた。

　エリザが指示を出す。

「まず、右う翼よく第一列には歩兵九〇〇、右翼第二列には騎兵一八〇の計一〇八〇、これは私が直接指揮を執とる。左さ翼よくには歩兵八〇〇、こっちはリノが指揮して」

「わかった、左翼は引き受けよう。だが俺のほうはともかく、エリザが中央で全体を見なくてもいいのか？」

「考えていることがあるの。中央第一列には歩兵八〇〇、そして援えん護ごの銃じゆう兵六〇。中央第二列には、やや右翼寄りで騎兵六〇〇。この中央の計一四六〇はドロテアが指揮を執って」

「我が軍の主力とも言える数と部隊構成ですが、姫ひめ様さまが直接指揮を執るべきではないですか？」

「十中八九、チェザーレやミケロットは私の居場所を強く意識してくると想定できる。だから私を囮おとりにしたいの。ジークベルトは弱点を晒さらすことで敵をおびき寄せようとする戦術を多様したけれど、これを逆に応用して、敵が最初からマークしている私を基点に考えてみたいのよね。その分、ノーマークのドロテアに頼たよることになるけれど……」

「私が姫様の代わりを務めるのですか……。いささか私の能力を超こえているのではないかと思うのですが……」

「そんなことない。ドロテアはいつも私に遠えん慮りよしているだけで、本当は独自に数千の軍勢を率いても十分に戦える。ドロテアのことは誰よりも信しん頼らいしているよ」

　真しん摯しな面おも持もちで言うエリザに、ドロテアは感極まったように口にする。

「……姫様……私はやります……。いかなる使命でも果たしてみせます……」

「チェザーレやミケロットが将軍としても有能であることは確かだけど、それでもジークベルトのような超ちよう一いち流りゆうの指揮官とまでは言えない。彼らは基本に則のつとった用兵を心がけるはずよ。だからこそ、つけ込む刹せつ那なの余地が必ず出てくると思う。……というか……二人には正直に打ち明ければ、ここまで兵力に差があると、わずかに敵が見せる隙すきに懸けるしかないからね」

「そうだな。際きわ疾どい用兵で揺ゆさぶって、敵が弱点を晒してくる瞬しゆん間かんを辛しん抱ぼう強づよく待つしかないのかもしれない」

　リノは、エリザのその考えに同意した。

「教皇軍はきっと、私が右翼に姿を見せれば、そこに最大兵力を割さいてくるはずよ。そこでね、こちらはあえて右翼と左翼を限界まで押し広げて、敵を包囲する姿勢を取りたい」

「しかし右翼一〇八〇、左翼八〇〇なんだろ？　兵力を相当に薄うすく展開せざるを得なくなるし、どこか破られると逆に包囲されかねないぞ」

「わかってる、十分にわかってるの。だけど持ちこたえて」

「無茶な話だが……やるしかないんだろう。死ぬ気で踏ふん張ってみるさ。たぶん一番の負担があるのは、俺が受け持つ左翼より、敵が殺さつ到とうするだろうエリザの右翼になるだろうからな」

「そして中央は敵の攻こう撃げきを支えつつ、できる限り騎兵を温存。戦場の様子を見ながら、ここが間ま際ぎわだと思えば、すぐにドロテアには伝令を飛ばすから、私の指示した場所に向けて騎兵突撃を加えて」

「畏かしこまりました」

　ドロテアは実直にうなずいた。

「だけどね、もし私に何かあって指示が行き届かなくても……教皇軍が隙を見せるタイミングがわずかでもあれば、ドロテアの判断で適切な場所に突撃して。その一点に、フォルセス軍のすべてを懸けるしかない」

　エリザの言う「指示が行き届かないとき」というのは、エリザが負傷か死亡している可能性があることをにおわせる言葉だった。しかし、リノもドロテアも、そのことは指し摘てきしなかった。第一、ここは戦場なのだ。どんなことだって起こり得る。あらゆる事態を想定し、どのような危機に陥おちいっても兵士の気力を保たせることが、軍の壊かい滅めつを避さけるためには絶対不可欠なことだった。

　果たして三倍の軍勢に対し、刹那の勝機を見み出いだすことはできるだろうか……。
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　チェザーレの腹心ミケロット・ダ・コレラが先頭を駆け、教皇軍の騎兵部隊一四〇〇ほどが丘おかの下までやってきた。

　フォルセス軍が布ふ陣じんし始めたのがよほど意外だったのか、ミケロットは驚おどろいた顔でこちらを眺ながめやり、騎兵を広く展開させた。教皇軍騎兵の幾いく人にんかは、これ見よがしにフレンツェ共和国旗を掲かかげていた。ほんの少し前まで、フォルセス軍も掲げていた旗である。

　丘の上から遠方を眺めやると、教皇軍の歩兵部隊が迫せまっているのが見えた。フレンツェが独自に雇こ用ようした傭よう兵へい隊二四〇〇も、やはり交じっているようだ。今や正規のフレンツェ共和国軍は教皇軍側であり、フォルセス公国軍は領土侵しん犯ぱんをしている側である。

　フォルセス軍はエリザの指示で、丁てい寧ねいに布陣を整えていった。敵が前面まできているので、壕ほりを掘ほったり何らかの防ぼう壁へきを設けたりするような時間はないが、なだらかな丘の上に布陣する立ち位置は、敵の突撃の威い力りよくを殺そぐのには有効だ。

　フォルセス軍は右翼と左翼を目め一いつ杯ぱい延ばし、両りよう翼よくを翼つばさのように広くする布陣を整えた。兵数が少ないため、両翼を広げれば広げるほど、歩兵の層が薄くなってしまう。教皇軍には両翼の層が薄いことを悟さとられないように工く夫ふうしながら、上手うまく兵士を折り重ねたりしつつ並べていった。丘の上に陣取っているのも、兵士の層の薄さを隠かくすのに一役買ってくれていた。

　教皇軍の歩兵部隊も到とう着ちやくし、ようやく陣営を固め始めていた。やはり軍勢の規模は、当初予想していた通りである。クーデターに沸わき立つフレンツェには最小限の兵だけを残し、チェザーレは大半の兵を率いてフォルセス軍の追撃に全力を尽くすつもりのようだった。






　・フォルセス公国軍：三三四〇（歩兵二五六〇、騎兵七八〇、火ひ縄なわ銃じゆう六〇、砲ほうなし）




　　指揮官：エリザ・ファウネル




　・フレンツェ共和国軍：一〇〇〇〇（歩兵八六〇〇、騎兵一四〇〇、火縄銃八〇、砲なし）




　　指揮官：チェザーレ・ボルジア








　兵を整列させ始めた教皇軍を尻しり目めに、フォルセス軍はすでに布陣を終えていた。しかし寡か兵へいの側であり、丘の上という優位を活いかすためには、こちらから襲おそいかかる選せん択たく肢しはない。敵が攻こう勢せいを掛かけてくるのをひたすら待つしかない立ち位置である。
















　エリザは中央に単たん騎き躍おどり出て、フォルセス軍一同の目の前に馬を進めた。

　馬ごとこちらに振ふり返り、エリザは声を響かせる。

「見よ！　アレは我々がかつて木こっ端ぱ微み塵じんに打ち破った教皇軍の者どもだ！　性しよう懲こりもなく、またもや我々の前に立ちはだかろうとしている！　だが、何度来ようと同じこと！　あの者どもは、再び我々の手によって葬ほうむり去られる運命にある！」

　いったん言葉を区切ったエリザは、戦場を悠ゆう々ゆうと眺め回してから続ける。

「我が軍がここに布陣した理由はただ一つ！　神の名を騙かたり、我々の領土を侵犯し、挙げ句の果てにはフレンツェまで乗っ取ろうと企たくらむ教皇軍の者どもの野望を、フォルセス公国軍の力を以もつてねじ伏ふせてやるためだ！」

　今日のエリザの鼓こ舞ぶは、いつにも増して熱気がこもっていた。この絶体絶命の状じよう況きようを脱だつ出しゆつするのに、わずかな妥だ協きようすら許されないのだろう。

「貴君らは強い！　今や我が軍は、欧おう州しゆうで最も精強を誇ほこる軍隊だ！　我が軍の戦歴がそれを証明している！　我々は敵に背を向けなかった！　我々は常に仲間と共にあり、戦友を見捨てることはしなかった！　我々は、あらゆる戦場で大軍を討うち果たしてきた！　貴君一人一人の力が、フォルセス公国軍の無敵の力に直結している！」

　兵士たちの顔はみるみる引き締しまってゆく。誰だれもが、敵に背を向けない覚かく悟ごを固めた様子だった。

「クローチェ！　歩兵である貴君はあらゆる戦場で敵を討ち、その数は今や一〇〇を超こえているはずだ！　私やドロテアすら上回る、我が軍有数の戦歴であることを誇るがいい！　私は最大級の言葉を以て貴君を褒ほめ讃たたえよう！」

「うぉぉおおおおおおおおおおおおお！」

　いきなり名指しされたクローチェは、あらん限りの大声で応こたえた。

「ロウリエ！　貴君は伝令兵でありながら、常に果か敢かんに最前線に突とつ入にゆうし、あらゆる戦場で最も早く敵中に突入する騎き兵へいであることを私は見てきた！　その勇気を、私は最大級の言葉を以て賞賛したい！」

「エリザ・ファウネル万ばん歳ざい！」

　エリザの近この衛え騎兵の一人でもあるロウリエは、感極きわまったように叫さけんだ。

「デ・アンジェリス！　傭兵としての参戦でありながら、連戦につぐ連戦のなか、自ら望んで敵中に分け入る姿を、私は幾いく度どもこの目にしたぞ！　正規兵に勝まさるとも劣おとらぬその武勇を、私は最大級の言葉を以て喝かつ采さいする！」

「おおおおおおおおおおお！　エリザ・ファウネル、エリザ・ファウネル万歳！」

　デ・アンジェリスは身体からだを打ち震ふるわせ、剣けんを掲げて咆ほう哮こうした。

「貴君らの働きを、私はいつも見ているぞ！　これから始まる戦いでも、貴君らの勇気と剛勇を、この私に見せてほしい！」

　今や兵士の誰もが、涙なみだを流さんばかりの面おも持もちで一心にエリザを見やっていた。幾つもの困難な戦場を乗り越え、生き残ってきた兵士たちがエリザに向ける視線は、神を見上げるような眼まな差ざしだった。

　兵士たちは誰もが、エリザが自分たちを見捨てて逃にげないことを知っている。共に第一線で戦うことを知っている。フォルセス公国兵には適正な報ほう酬しゆうが約束されていることを知っている。多くの軍に従軍経験のある熟練兵たちすら、エリザを自らの最後の指揮官として認めるまでになっていた。兵士たちにとって、エリザの鼓舞に応えることは、軍人としての人生そのものとなっていた。

「貴君らは栄えい誉よあるフォルセス公国軍の兵士である！　我々は決して敵に背を見せることはない！　戦場のどの場所で戦っていようとも、我々の心は常に一つだ！　共に戦おう、そして死ぬ時も共に！　フォルセスに光を！」

『フォルセスに光を！』

　剣を高らかに掲げた兵士たちの絶ぜつ叫きようが、辺り一面にこだました。
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　フォルセス軍の兵士たちが雄お叫たけびを上げた様子を見やりながら、チェザーレは自軍を整列させて布陣を検討していた。

　フォルセス軍は気力充じゆう実じつしている。しかも丘の上という有利もある。兵力の多た寡かに頼たよって無理な攻勢を掛けると、思いの外大きな損失を出すことにもなろう。

　まさかフォルセス軍が追撃軍に向き合ってこようとは、チェザーレには予想外のことだった。主力軍の逃とう亡ぼうを優先し、幾ばくかの殿しんがりを配して追撃を振り切るのが、エリザにできる精せい一いつ杯ぱいの試みかと思っていたのだ。にもかかわらず、この兵力差で真っ正面から会戦に挑いどみ掛かってくるなど正気の沙さ汰たではない。

　ただし、チェザーレには大きな心の余よ裕ゆうがあった。もはやフレンツェを押さえているのは自分だ。この追撃戦の結果如何いかんにかかわらず、フレンツェが自分のものであることは揺るがない。いずれフレンツェを吞のみ込んだ国力によって、じわじわとフォルセス公国に圧あつ迫ぱくを加えていくのは容易たやすいことだ。いま考えるべきは、尻尾しつぽをまいて逃げ帰るしか道が残されていないフォルセス公国軍に可能な限りの損害を与あたえつつ、自軍の兵力の損そん耗もうを抑おさえ、フレンツェに勝利者として凱がい旋せんすることだろう。

　チェザーレの下もとに集まった将軍や下士官らを前に、敵の布陣を見やりながら口にしていく。

「エリザ・ファウネルが布陣しているのは敵右う翼よくのようだ。右翼で敵を受け止めるつもりか、それとも右翼側から包囲を仕し掛かけてくるつもりか……」

　真っ先にミケロットが応じる。

「いずれにせよ、あの軍勢の力はエリザ・ファウネルあってのものだ。もしエリザ・ファウネルが負傷でもして戦線離り脱だつしようものなら、たちまち兵士の気力は離り散さんしてしまうだろう。この兵力差だ、あの忌いま々いましい姫ひめ君ぎみを押さえれば勝ちは揺ゆるがない」

「そうだな、ならば敵右翼に対たい抗こうし、こちらの左さ翼よくにはミケロットにいってもらおう。そして左翼には騎兵一四〇〇、歩兵三〇〇〇、計四四〇〇を配する。あの姫君に張り付いてくれ」

「了りよう解かいした。いささか兵力が過か剰じようすぎるがな」

　一〇〇〇〇の兵のうちの四四〇〇だ。手持ちの半数を左翼に割さくことになる。それでも、戦いの勝敗はエリザを押さえられるかどうかに掛かっていることは今までの戦せん闘とうでも明らかだ。大兵力を左翼に結集させるだけの価値はあった。

「ただし、殺すなよ。生いけ捕どりにしろ。多少なら傷つけても構わん」

　チェザーレは念押ししたが、ミケロットが吐はき捨てる。

「そんな芸当ができるか。姫君が死なないことを、せいぜい神にでも祈いのるんだな」

　無む謀ぼうな要求であるのは承知だったので、チェザーレもそれ以上は強く押さなかった。

「右翼にはフレンツェ傭兵二四〇〇。ディオニージに率いてもらう。戦闘意欲に劣る兵士ばかりだが、右翼側は崩くずれなければそれでいい。ただし、敵を包囲できそうな機が巡めぐってくれば、それに乗じることを怠おこたるな」

「畏かしこまりました、チェザーレ様」

　ディ・ナルドは深くうなずいた。レストの市街戦でエリザに敗北を喫きつしたことを、本人は強く悔くいている。弱兵のフレンツェ兵を任せても、なんとか統とう率そつしきってくれるだろう。

「そして中央には、俺が率いる歩兵三二〇〇。あくまで攻勢の主力はミケロットが受け持つ左翼四四〇〇になるから、俺の中央軍は側面支し援えんだと思ってくれ。左翼側から敵を押しつぶすぞ」

　布陣を決めると、即そく座ざに将軍や下士官たちは散っていった。

　あとは攻こう撃げきの機を見るだけである。すでに布陣を終えているフォルセス軍には、丘を駆かけ下りて向かってくるような気配は少しもない。闘とう志しを滾たぎらせて、こちらの動向を注視しているだけだ。選択肢はこちらにある。

　チェザーレは軍の先頭に馬を出し、悠々と敵軍を見やりながら攻勢の方針を組み立てていった。エリザが名将であることに異論はないが、あらゆる戦場において最も重要な要素の一つが兵力であることも古今東西において例外はない。どれほど戦意が高い一人の男がいたとしても、二人の男から挟はさみ撃うちにされれば勝てないのと同じことだ。ましてやこの戦いは、一人ＶＳ三人ということになる。

　戦闘が長引けば長引くほど、兵力の差はジワジワと戦せん況きように影えい響きようを与え、やがては決定的な差となって寡兵の側が背を向けることになる。こちらは慎しん重ちように、遊兵が発生しないように両りよう翼よくを延ばして敵を包囲する用兵を心がけ、常に大きな兵力を活かして敵を圧あつ倒とうしていけばいいだけのことだ。

　この自分とて、幾いくつもの戦場で勝利を収めてきた。自らの武勇にも、用兵にも自信がある。負ける要素はほとんどない。

　馬を緩ゆるやかに走らせていると、やや強めの風が出てきた。教皇軍にとって心地ここち好よい追い風だ。丘おかの上に陣取る敵は地形上わずかに優位に立っているが、この追い風は教皇軍に優位をもたらしてくれる。ならば自然条件は対等。

　神の存在など微み塵じんも信じない徹てつ底ていした現実主義者のチェザーレも、この風には、神を超ちよう越えつした何者かが自分に恩おん寵ちようを与えてくれているような気さえした。なんとも都合の良い解かい釈しやくで、チェザーレは独り苦く笑しようした。

　だが風は、猫ねこの興味のように移り変わることがある。攻こう勢せいを掛かけるなら今しかない。

　チェザーレは素す早ばやく決断し、居並ぶ兵士たちに向き直る。

「この風の声を聴きけ！　この追い風は、たった今、神が諸君らに与えたもうた祝福だ。我が軍は正式なフレンツェ共和国軍であると同時に、リスティア教皇によって祝福された神の軍である」

　攻勢を掛けることを察した将兵らは、黙もくしてチェザーレの言葉に耳を傾かたむけてきた。

「あの者たちはフレンツェ共和国を踏ふみにじらんとここまで侵しん略りやくし、市民らによって断罪された独裁者を匿かくまい、無法の限りを尽つくしてきた。リスティア教皇は望んでおられる、あの不ふ逞ていの輩やからに、諸君らの正義を高らかに示さんことを。神は望んでおられる、あの不信心者どもを一人でも多く消し去り、この世に真の安あん寧ねいを取り戻もどさんことを」

　チェザーレは腕うでで空を切り、さらに声を大にする。

「ボルジアの名の下に、諸君らに神の奇き跡せきを約束する！　この戦いは、正道を歩む我々が勝利するであろう！　進め！　今こそあの丘の上へ駆け、腐くさりきった不信心者どもを一兵でも多く薙なぎ払はらうのだ！」

　チェザーレの号令一下、フレンツェ共和国旗を掲かかげた教皇軍は鬨ときの声を上げながら、フォルセス軍に向けて一いつ斉せいに駆けだした。
















　真っ先に敵と刃やいばを交えたのが、ミケロット率いる左翼の騎兵一四〇〇。対するフォルセス軍の歩兵は槍やりを揃そろえてこちらの騎兵突とつ撃げきをよく支えたが、その後ろから三〇〇〇もの歩兵が戦線に雪崩なだれ込んでゆく。

　チェザーレ率いる中央も負けじと駆け、フォルセス軍と刃を交え始めた。最も戦意が低いと思われた右翼のフレンツェ傭よう兵へい隊も、ディ・ナルドが先頭に立って突進したため一定の役割は果たしていた。

　だが驚おどろいたのは、大きな兵力差があるにもかかわらず、フォルセス軍の個々の兵士たちの果敢な戦いぶりに、早くもこちらの最前線が崩れ掛ける場面が見受けられたことだ。教皇軍の兵力が大きいため敵の突入を押し返すのは容易だったが、とても同じ兵士だとは思えない狂きよう的てきな奮ふん闘とうには舌を巻く。フォルセス軍とて同じ傭兵を運用しているはずだが、こうした個々の兵士の戦闘力を最大限にまで高める指揮こそが、エリザ・ファウネルという将の強さなのかもしれない。

　とはいえ、全体としては戦況は互ご角かく。兵力で圧倒する教皇軍は時間が経たてば経つほど有利になる。チェザーレは、敵右翼に陣じん取どるエリザの動向に細心の注意を払いつつ、戦場の流れを正確に把は握あくすることを重視して、前線から引き気味で指揮を執とり続けたのだった。堅けん実じつな指揮さえ怠らなければ、フォルセス軍に劣おとるはずもない情勢だった。




　　　　◆




　フォルセス軍の最前線にあって、エリザは果か敢かんに剣けんを振ふるっていた。敵の激しい攻勢に晒さらされながら、歩兵と一いつ緒しよに戦列に並んで敵を懸けん命めいに押さえ込む。

　騎き兵へい部隊の大半をドロテアに託たくしているから、騎兵でエリザに付いているのは伝令兵と近この衛え騎兵合わせて一八〇騎だったが、彼らもまた伝令兵に至るまで歩兵の戦列に馬を並べて戦いに加わっていた。

「堪こらえろ！　敵の過半はここに集中しているぞ！　私たちが引き受ければ、他の戦線が優位に立てるはずだ！」

　そう叫さけんで、エリザは激戦のなかに身を置く兵士たちを励はげました。

　もともと騎兵一八〇は歩兵の第二列に控ひかえ、折を見て強きよう襲しゆうを掛けるつもりだった。だが敵の攻撃の層が厚すぎ、とても騎兵を温存している余裕などなかったし、悠ゆう々ゆうと指揮を執っているヒマなど見み出いだせなかった。

　敵の半数近くがエリザの下もとに集中していた。この右翼側で戦うのは、フォルセス側は歩兵九〇〇と騎兵一八〇、フレンツェ側は歩兵三〇〇〇と騎兵一四〇〇である。四倍を超こえる兵力差になり、とても数では対抗できるわけもなかった。

「このまま押し込め！　エリザ・ファウネルの部隊を壊かい滅めつさせれば勝利だ！　兵力差を活かして敵には複数で当たれ！」

　ミケロットが前線近くまで押し出してきて、兵士たちを鼓こ舞ぶしているのが聞こえてきた。

　このままではジリ貧ひんであることは明らかだった。後手後手に回り続けるだけでは、現状を打開することはできない。咄とつ嗟さにエリザは決断し、次の指示を出す。

「騎兵はいったん戦列を離はなれよ！　戦線を右翼側に開く！」

　エリザと近衛騎兵、伝令兵の一八〇騎が戦線離脱したため、とたんに歩兵の戦列が乱れ押し込まれ始めた。わずか一八〇騎でも、苦しい戦線においては重要な戦力だったのだ。

　それでもエリザには、現状のまま押し引きを繰くり返していただけでは、いずれ兵力で圧倒されることはわかっていた。無茶な指令であっても、刹せつ那なの勝機を創つくり出すためには果敢に機動するしかない。

　機動、機動、機動、とにかく機動を以もつて敵の虚きよを衝つき続けることだけが、寡か兵へいで勝利をもぎ取る唯ゆい一いつの道だ。兵士たちの気力を高めることは非常に重要だが、それのみに頼ると、時間が経ちいずれ体力尽きた瞬しゆん間かんに一挙に戦線の崩ほう壊かいを招く。高い気力を保持した兵士たちが前を向いている間に、敵を揺さぶり、勝機を見つけることが欠かせない。

「騎兵は大きく迂う回かいして、右う翼よくのさらに奥から敵側面を攻撃する！　全力で駆けよ！」

　エリザは一八〇騎を率い、自らが指揮する右翼の右手に飛び出した。
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　チェザーレの下もとに駆けてきた伝令兵が慌あわてたようにまくしたてる。

「敵右翼がさらに広がっております！　フォルセス軍右翼は、ダ・コレラ将軍率いる左翼を包囲せんとする勢いです！　敵右翼のさらに深いところからエリザ・ファウネル率いる敵騎兵が出現し、ダ・コレラ将軍が対応に追われています！」

「バカな。まさかこれだけの兵力差で、包囲の先手を取るつもりなのか……？」

　名将として名を馳はせているエリザにしては、いささか無謀にすぎる作戦だ。もともとこちらの左翼側は最大兵力を持っており、ミケロットとて包囲されるのを黙だまって見ているわけがない。時間が経てば経つほど、エリザの作戦の無理が露ろ呈ていしていくことになるだろう。

「よし、中央から歩兵五〇〇を割さき、こちらも左翼の深いところに送り込む。ミケロットに伝えよ、敵に振り回されず、決して後手後手に回るなと」

「畏まりました！」

　伝令兵が駆けてゆくとすぐ、チェザーレは中央の部隊の後方に待機していた手持ちの五〇〇を左翼の援えん護ごに向かわせたのだった。
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「エリザ様！　ここはお逃にげください！　我々は補ほ捉そくされ、包囲されかけております！」

　近衛騎兵の一人が、悲ひ壮そう感いっぱいに叫んだ。

　さらに別の兵も続く。

「敵兵力は大きく、我々に対たい抗こうする術すべはありません！　このままでは崩壊やむなし！」

「まだよ！　敵は私たちを意識して多くの兵を割いている！　もう少しで勝機が……！」

　頑がん強きようにエリザは言い張った。

　苛か烈れつな戦線になることは百も承知。最初から、自分を囮おとりにして可能な限り敵を引きつけ、ドロテアにすべてを託すという作戦計画だったのだ。戦線維い持じが苦しくなるほど、作戦は成功しているということである。

「しかし退路が塞ふさがれつつあります！　逃とう亡ぼうする最後のチャンスです！　どうか……」

　近衛騎兵はなんとかエリザを逃がそうと頼たのみ込むように言った。事実、最右翼から突とつ入にゆうしたエリザの騎兵部隊は、分厚い敵の層に阻はばまれ、敵中に孤こ立りつしかけていた。

「あそこだ！　あの黄金のプレートの騎兵がエリザ・ファウネルだぞ！　決して逃がすな！　退路を囲め！　押し包んで敵を殲せん滅めつせよ！」

　ミケロットが兵士を督とく励れいする声が聞こえた。

「くっ……ドロテアに伝令を！　敵中央へ、敵を両断せよと！」

　エリザの指令で、伝令兵が二騎、包囲を突破しようとした。しかし敵兵が群がってきて果たせず、立ち往生するばかりだった。このままでは、伝令兵をドロテアの下に送り込むことができない。

　右翼の歩兵もよく敵を支えているし、自分と共にある騎兵たちも敵中に身を置いて全力で奮闘している。しかしこの兵力差は如何いかんともしがたい圧力だった。

　伝令の道を開くため、エリザは脇わき目めも振らずに剣を振るい続けたのだった。
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　ドロテア指揮の中央、歩兵八〇〇と銃じゆう兵六〇も崩壊寸前だった。もはや銃兵は火ひ縄なわ銃を投げ捨て、混戦のなか槍や剣を振るっている。

　向き合う敵中央はチェザーレ率いる歩兵三二〇〇で、三倍を超こえる兵力をフォルセス軍は当初よく支えていた。だが、この兵力差は如何ともしがたく、時間の経過と共に押し込まれつつある。まだ敵に背を向けていないのでギリギリ踏ん張れているのだが、一いつ箇か所しよでも戦列が破られれば即そく座ざに決けつ壊かいすることは明らかな情勢だった。

　ただしドロテアは、騎兵六〇〇を後方で温存し続けていた。中央の混戦に加わらせたい兵力だったが、その気持ちをグッと堪え、戦局全体を見て投入する頃ころ合あいを窺うかがっていた。ドロテアにも、この戦いを逆転するための唯一の武器となるのが、無傷の騎兵六〇〇であることがわかっていた。最後の決定打になりえる部隊を目先の厳しさを回かい避ひするために投入すれば、いずれ敵に押し負けるだけだ。

　また敵の軍勢は、その半数近くがエリザ率いる右翼側に殺さつ到とうしていた。自分が率いる中央部も苦しいが、エリザの方面はさらに厳しい戦いを強しいられているに違ちがいない。

　反対に、リノ率いる左翼側にはいくらか余力があるようで、逆に敵をやや押し込んでいるようであった。見たところ、左翼側八〇〇に向き合う敵右翼二四〇〇の戦せん闘とう意欲はあまり高くないらしい。

　エリザ周辺に敵が兵力を集中させてくるのは、エリザ自身が読んでいたような展開だったが、想像以上に右翼側が危険な状じよう況きように陥おちいっている。温存していた騎兵六〇〇を、ドロテアはエリザの助けに回したい激しい誘ゆう惑わくに駆かられていた。いや、騎兵だけでなく、この自分自身も敵左翼に突入し、それを率いるミケロットと刃を交え、エリザのために死すのが本ほん望もうであるとさえドロテアには思えていた。

　温存している騎兵六〇〇は、ここ一番での突とつ撃げき用であるとエリザからも強く申し渡わたされていた。それでもドロテアは今にも騎兵に右翼の救きゆう援えんを命じてしまいそうで、胸の鼓こ動どうは高まっていた。

「ああ……姫ひめ様さま……」

　戦場にあって、ドロテアは自分の自制心を抑おさえることができず、涙なみだすら目に浮うかんでくるほどだった。

　もし騎兵六〇〇をエリザ支し援えんに回して右翼側から押し込めば、やや押し込んでいるリノの左翼と共に、両りよう翼よくから敵を包み込む形が取れるのではないか。それなら中央が押し込まれても、むしろ優すぐれた陣じん形けいになると思われた。ワルターから幾いく度ども教授されたハンニバルの包囲戦術も、瓦が解かいした中央に敵を呼び込み、両翼から歩兵と騎兵を以て二重に包囲する形だったのではないか。

　尤もつとも、仮に騎兵を右翼に回したところで、大きな兵力を持つ敵左翼を押し込める保障など微み塵じんもないのだが、エリザ救援にドロテアの脳のう裏りは占しめられていた。エリザ支援に無傷の騎兵を送り込む行こう為いを、戦略的には下等だと知りながらも、ドロテアは自分自身に納なつ得とくさせようと試みていた。右翼の危険な状況が見み渡わたせるだけに、ドロテアの心は激しく搔かき乱された。

　今ドロテアの行動を抑え込んでいる唯一のものは、エリザからの伝令がまだ来ていないということだけだった。

「伝令兵の姿は？」

　ドロテアは傘さん下かの騎兵を振り向き、早口で訊きいた。

「まだ誰だれも……」

「ストラデルラ将軍……！　エリザ様の小部隊が敵に囲まれています！　我々は救援に向かうべきでは!?　全力で駆ければ間に合います！」

　その騎兵の言葉に、ドロテアは心が爆ばく発はつするように決断した。エリザの苦難を救うことが第一だ。

「騎兵は右翼の救──」

　命じかけたそのとき……ドロテアの目に、チェザーレが中央の兵の一部を敵左翼に送り込み始めているのが目に留まった。エリザ率いるフォルセス軍右翼に引きずられるように、敵の中央部の重心が敵左翼側に移動しつつある。おそらくチェザーレは、十分に余よ裕ゆうのある中央の兵を割いて、決壊寸前のエリザの部隊を一気に壊滅させる勝機だと読んでのことだろう。

　戦場を注意深く見渡したドロテアの目には、ふと敵中央と敵右翼の間の敵兵の密度が急激に薄うすくなっている状況が飛び込んできた。

　──突撃するなら今だ。

　ドロテアはそれを確信した。敵中央と敵右翼の境目。教皇軍の視線がエリザに釘くぎ付づけになっているからこそ、敵がわずかに晒さらした最大の弱点だ。

　チェザーレがわざと弱点を晒して呼び込んでいる可能性も排はい除じよはできなかったが……いや、こちらの中央の騎き兵へいが突撃の機会を窺っていると、チェザーレがそこまで先回りして想定しているとは思いがたい。ある意味、あの弱点はエリザが創り出してくれた格好の機会かもしれない。

　ドロテアは今一度確かく認にんする。

「伝令兵はまだ？」

「おそらく、伝令はこちらに向かえない混戦状況にあると思われます！　我々が右翼を救出に行くしか……！」

　騎兵の一人が訴うつたえてきた。

「騎兵全軍に命じる！　我々はこれより、中央突破を敢かん行こうする！　目標は敵中央と敵右翼の連結点！　突破が成れば、敵右翼は捨て置き、即座に転進して敵中央と敵左翼の背後を衝く！」

　ドロテアの命令が予想外だったのか、騎兵は誰もが驚おどろいた様子だった。しかし詳くわしく説明しているヒマはない。この突撃は、ドロテアの直感がもたらした唯ゆい一いつの勝機だった。

　ドロテアは剣けんを抜ぬき、突撃目標を指し示す。

「この突撃が勝敗を決めるぞ！　総員、死を覚かく悟ごせよ！　私に続け！」

　ドロテアが一番に馬を蹴けり、中央部で懸けん命めいに戦線を支える歩兵らの背後を駆けてゆく。

　慌てたように槍やりを構えた騎兵が続々とあとに追いすがってくる。

　無我夢中で雄お叫たけびを上げたドロテアは、剣を掲かかげて敵中へと躍おどり込んでいった。
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　チェザーレには、すでに勝機が見えていた。

　エリザ率いる敵右翼は瓦解寸前である。手元に残していた歩兵五〇〇を左翼に送り込み、敵右翼の殲滅に取りかかる段階だった。敵右翼さえ瓦解させれば、この戦いくさの勝利は確実だ。

　さすがにフレンツェ傭よう兵へいばかりで構成された右翼側は、敵左翼を前にしてまったく前進できない状況だったが、もともとあちら側は期待していない。兵力に支えられて戦線さえ維持できれば、右翼の役割は十分だ。すべては、エリザが受け持つ軍勢を落とせるかどうかに掛かかっているのだ。
















　勝利を見み越こしたチェザーレが唯一気に掛けていたことは、エリザを生いけ捕どりにできるかどうかだけだった。願わくば無傷のまま、それが叶かなわなくともせめて生きたまま捕らえてほしい。心なしかチェザーレも左翼寄りに騎き馬ばを置き、ミケロットが受け持つ戦線の状況を注視していた。

　突とつ然ぜん、兵の叫さけびが聞こえてきた。

「チェザーレ様！　敵中央の騎兵が動きました！　狙ねらいは中央突破と思われます！」

「何!?」

　遠目に見れば、フォルセス軍中央の歩兵の背後を回り込むようにして、騎兵の一団が戦線から躍り出てくる瞬しゆん間かんだった。

　中央突破を図らんとする敵騎兵の数と、その前に立ちはだかる歩兵の数を一いち瞥べつしたチェザーレは、突破されるのは確実であることを咄とつ嗟さに悟さとった。

　思おもい掛けない攻こう撃げきだった。エリザは徹てつ底てい的にマークしていたはずなのに、他にどんな将が中央突破を図はかってくるというのか。

　今から手当てしても間に合わない。ならば、中央突破されたあとの防ぼう御ぎよに全力を注ぐのみ。

「銃兵を戦線から戻もどせ！」

　チェザーレが命じたが、近この衛え兵が慌あわてたように応じる。

「すべて剣を取って敵と交戦中です！　投げ出している銃を拾って火ひ縄なわを付けているヒマはありません！」

「ならば中央の兵を引き抜き、敵騎兵の防戦に当てよ！　鉤かぎ型の陣形を作り、敵が側面を衝つくのを回避せよ！」

「はっ！」

　近衛兵は素す早ばやく返答し、歩兵の戦列に飛び込んでいった。騎兵の突入を防げないとしたら、新たに中央右側に戦線を張ることしか側面攻撃を回避する術すべはない。

　伝令がチェザーレの下もとに駆けてくる。

「中央突破を図る敵騎兵はおよそ六〇〇！　先せん陣じんを切るのは敵将ドロテア・ストラデルラ！　戦線には歩兵三〇〇が展開しておりますが、瓦解するのは必至の情勢！」

　ドロテア・ストラデルラとは面識があったはずだ。以前フォルセスを占せん領りようしたときに、外交官リノ・バルダートと一いつ緒しよに交こう渉しようの席に出てきたエリザの護衛だったはず。たしか自分が、一夜を共にするように命じたことを記き憶おくしているが、あの女は騎兵部隊まで率いるというのか……。エリザだけでなく、ぜひともドロテアも手中に収めたいものだが、今は悠ゆう然ぜんと考えている場合ではなかった。

　見る間に敵騎兵がこちらの戦線を突つき破る。やはり中央突破を防ぐこと叶わなかった。しかしあの騎兵の一軍さえ殲せん滅めつすれば、もはやフォルセス軍に勝機はない。焦あせらず冷静に対処し、あの騎兵を立ち止まらせ、殲滅さえすれば、こちら側の勝利が確定するはずだ。

　チェザーレの前には、急きゆう遽きよ中央の最前線から引き抜かれた歩兵の一軍が揃そろい始めていた。槍を構え、チェザーレの前に二重の列を作って並ぶ。応急処置だが、側面攻撃の衝しよう撃げきを和やわらげることができるだろう。

　さらに別の伝令が転がり込んでくる。

「中央を突破されたことで、右翼のフレンツェ傭兵隊が恐きよう慌こうをきたしております！　ディ・ナルド将軍が必死で統制を図っておりますが、逃とう亡ぼうを図る兵があとを立たず！」

「逃亡兵は処しよ刑けいだ！　よく言い聞かせろ！」

　仮に右翼が瓦解しても、まだ数ではこちらが圧あつ倒とうしている。中央突破して回り込もうとするあの騎兵を防ぎきれば、勝機はまだ十分にあるはずだ。
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「ドロテア隊が中央突破に成功したぞ！　勝利はもうすぐだ！」

　剣を取って最前線で戦うリノは、戦せん況きようが動いたことを悟って叫んだ。

　目の前のフレンツェ傭兵隊は、彼らのすぐ左手側をフォルセス騎兵が駆け抜けただけで恐おそれをなして浮き足立った。弱兵集団が本隊と両断されようものなら、パニックを起こすのは避さけられない。

「敵に背を向けるな！　勝てる戦いなんだ！」

　ディ・ナルドが必死で命じていたが、敵右翼の崩ほう壊かいはもはや避けようがなかった。

　もともとフレンツェ傭兵たちはエリザの指揮下に入るよう命じられていた。しかしクーデターの混乱のなかで急な命令の変へん更こうがあり、チェザーレの配下に付くことになった彼らである。目まぐるしく代わる指揮官に啞あ然ぜんとしたに違ちがいない。そのため最初から戦せん闘とう意欲に乏とぼしく、リノ率いる八〇〇だけでも、二四〇〇を前にして互ご角かく以上の戦いができていたのだ。

　背を向け始めたフレンツェ傭兵軍を見て、リノは命じる。

「ジェルミ小隊、ネスタ小隊の計二〇〇は逃にげるフレンツェ兵を押せ！　残りの全軍はドロテア隊のあとに続いて敵中央に突撃せよ！」

　咄嗟にリノはフレンツェ傭兵軍を壊かい滅めつに追い込む必要性はないと判断し、追撃行動は少数に任せることにした。そして大部分を、主敵である教皇軍の兵力を削けずるために振ふり向けることにしたのだった。ドロテア騎兵部隊の役割は、中央突破を成功させただけで大部分が済んでいる。ここから先で敵部隊と粘ねばり強く交戦するためには、槍や剣を手にした歩兵の存在が欠かせない。

「おのれ！　これ以上行かせるものか！」

　ふとリノの横目には、騎乗のディ・ナルドが何やら叫び、付き従う数名の歩兵と共に、ドロテア騎兵部隊の先頭に向かっていくのが見えた。身を挺ていしてフォルセス軍騎兵を防ぐ腹づもりなのだろう。

「ドロテア！　危ない！　ディ・ナルドが向かっていくぞ！」

　リノは声を振り絞しぼった。

　だが、ディ・ナルドの姿を捉とらえたドロテアは動じた様子もなく、馬の方向をわずかに変えた。そして馬上で身を屈かがめ、無言で真まっ直すぐにディ・ナルドへと向かっていく。

　二将は、互たがいに向けて猛もう然ぜんと馬を走らせた。このままでは馬同士がぶつかる！

　アッと思ったのも束つかの間──。

　剣を振り下ろさんとしたディ・ナルドの腕うでを、ドロテアが斬きり伏ふせていた。剣を握にぎりしめた腕が中空に舞まい上がる。

　ドロテアは、プレートの結節点となっている肘ひじの部分を叩たたき飛ばしたのだ。なんて技量だろうか。

「ぎゃ!?」

　ディ・ナルドは声を上げつつも、歯を食いしばって堪こらえていた。

　だが、それを見た周囲の歩兵は騒そう然ぜんとなり、クモの子を散らすように逃げ出し始めた。もはやフレンツェ傭兵たちは恐きよう怖ふしたように叫び、リノの部隊にもドロテアにも立ち向かうことなく背を向ける。

「貴様ぁ！」

　ディ・ナルドは逃げようともせず、もう一方の腕で馬の手た綱づなを握り、ドロテアに向けて馬を蹴った。

　ドロテアも馬を切り返し、もう一度ディ・ナルドに向けて馬を走らせる。

　再び二将が交こう錯さくせんとする間ま際ぎわ、ディ・ナルドが片足を馬の背中に上げ、身体からだを乗り出した。もはやこれまでと判断し、ドロテアに飛びかかるつもりなのだ！

　ドロテアはいっそう身を屈め、交差する瞬間に素早く剣を突き出した。その剣はディ・ナルドの首を見事に捉え、今にも飛びかかろうとしていたディ・ナルドは馬から崩くずれ落ち、そこで事切れたのだった。
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　フォルセス軍の騎兵部隊は猛然と、チェザーレ率いる中央軍の側面に殺さつ到とうしてきた。

　チェザーレは声を荒あららげる。

「敵騎き兵へいの数などタカが知れているぞ！　臆おくするな！　アレを打ち払はらえば勝利だ！」

　チェザーレを囲む歩兵の一団にも、フォルセス軍騎兵は瞬またたく間に群がってくる。同時に、一部の敵騎兵が中央軍の側面に突入し、こちらの中央の戦線が大きく乱れた。

　すかさずチェザーレは中央の崩壊を防ぐため、二列に並ぶ歩兵らに前進を命じる。

「敵に側面を衝かせるな！　押し出せ！　騎兵など槍の敵ではない！」

　チェザーレは懸命に歩兵に奮起を促うながした。右翼のフレンツェ傭兵隊が逃亡を図っているのが見える今、中央が崩されれば終わりだ。

　ふいに、敵騎兵部隊の中央から、剣を血に染めたドロテアが突とつ貫かんしてくるのが見えた。チェザーレは目があったような錯さつ覚かくを感じた。……いや、おそらく錯覚ではない。ドロテアはチェザーレに向けて剣を突き立て、自らの騎兵部隊に叫ぶ。

「敵中央軍を突き破り、一息に敵左さ翼よくまで駆かけよ！　姫ひめ様さまを救うのです！」

　そう命じながらも、敵将ドロテアはチェザーレに向けて突とつ進しんしてきた。立ちふさがる歩兵などものともせず、何かに取り憑つかれたように斬り込んでくる。その迫はく力りよくに、早くも背を向けて逃亡を図る兵まで現れた。

　ドロテアと一直線上に向き合った瞬間、思わずチェザーレの背筋に悪お寒かんが走った。あの女将軍と交戦すれば、間違いなく自分に死をもたらす。チェザーレの第六感がそれを告げていた。生まれて初めて感じた戦せん慄りつだった。

　チェザーレは、考える前に馬を翻ひるがえしていた。逃亡を図るつもりなどなかったのに、身体が自然にドロテアから遠ざかろうと試みているかのようだった。

「チェザーレ様！　ディ・ナルド将軍が討うたれました！　同時に、右翼が瓦が解かいしています！」

　側そばまで駆けてきた伝令兵が報告してきた。

　右翼兵が逃亡を図っているのは見ればわかったが、まさかディ・ナルドが討たれていたとは予想外だった。軍内でも武勇と忠勇を誇ほこる猛も者さである。討ったのはドロテアなのか？

　応急的に編制した歩兵の戦列では、ドロテア率いる騎兵部隊には抗こうしきれないことをチェザーレは悟った。もはや敗北は免まぬかれえない。今はただ、可能な限り損害を抑おさえて陣じんを退くことに注力せねばならない。

「陣を退け！　敵騎兵を押さえながら撤てつ退たいせよ！」

　すでにチェザーレ自身は戦列を放ほう棄きし、ドロテアから遠ざかっていた。逃げようとする味方歩兵がドロテアに背後を斬られ、絶ぜつ叫きようする。

「ミケロットに伝えよ！　可能な限り素す早ばやく撤退せよと！」

　敵味方が入り乱れる混戦のなか、チェザーレは伝令兵に命じた。

「突貫せよ！」

　背後から、ドロテアが鋭するどく叫さけぶ声が聞こえた。

　馬を翻して逃げるチェザーレをドロテアは追ってくることなく、歩兵を蹴け散ちらしながら中央軍を駆け抜ぬけた。チェザーレを相手にするより、今は全体の戦況を鑑かんがみ、エリザの戦線に突入することを優先したのだろう。そのあとに続き、数騎のフォルセス軍の騎兵がミケロットの部隊へと突入していく。

「いい将軍だ！　いずれお前をもらいにいくぞ！」

　思わずチェザーレが声を投げると、ドロテアはチラとこちらを振り向むいた。

　それから興味をなくしたようにドロテアは前方に向き直り、ミケロットの部隊の側面へと突入していったのだった。
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　ドロテアが教皇軍左翼に突入すると、たちまちミケロット隊は恐慌状態に陥おちいった。来るはずもないところから敵が突入してきたことで、教皇軍兵士たちが愕がく然ぜんとするのは当然だった。まさか中央の部隊を突き破って来るとは思わなかったろう。

　ドロテアに続き、次々とフォルセス軍騎兵が教皇軍左翼に雪崩なだれ込み、辺りは阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれた。

「姫様！」

　敵を敗走させるのは味方騎兵に任せ、ドロテアは必死でエリザの姿を探した。敵兵の打だ倒とうや、混乱する敵の追撃など、ドロテアにとって二の次、三の次のことでしかなかった。すべてはエリザが無事かどうかだ。

　だが、いない。敵味方が交錯するなかで戦場を見み渡わたしたドロテアの目には、エリザの姿は発見できなかった。ドロテアの目の前が暗くなったそのとき……ふと背後から呼び掛かける声が聞こえた。

「ドロテア！」

　すぐ後ろ、エリザがこちらを見上げていた。エリザは馬を捨てて歩兵となっていたため、すぐには見つけられなかったのだ。

　馬を飛び降りたドロテアは、戦場のさなかにもかかわらず、エリザに両りよう腕うでを伸のばして飛びつく。

「姫様ぁ……」

　今にも泣き出しそうなドロテアの声だった。

「あはは。戦場で泣いているヒマはないよ」

「無事で……よかったです……。本当に……」

「馬をやられちゃってね。敵に囲まれて、もう少しで死んでたかもしれないよ。ほら、泣かないで」

　エリザがドロテアの肩かたにプレートの手を置くと、ドロテアは堪えきれないといった風に泣き出してしまった。

　笑えみを浮うかべてエリザが続ける。

「絶ぜつ妙みようなタイミングでドロテアが中央突とつ破ぱを図はかってくれて、これで勝ったなってわかった。なんとか勝利できたのは、ドロテアがいてくれたからだよ」

　すでにこの戦線には、ドロテア騎兵部隊だけでなく、リノが率いる歩兵部隊も乱入してきていた。そのため教皇軍は大兵力を有しているにもかかわらず、側面からの攻こう撃げきを防ぐ術すべもなく、誰だれもが我先にと背を向けていた。フォルセス軍は丘おかを駆け下りながら追いすがり、次々と敵兵の背を叩き伏せていったのだった。
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　逃げる教皇軍を、フォルセス軍は丘を降りたところまでしか追撃しなかった。いや、追撃できなかったのだ。

　兵の損失はそれほどでもなかった。しかし寡か兵へいで大兵力を支え続けていたために兵士たちは心根ともに限界を超こえており、追い続けられるような体力と気力がなくなっていたのである。

　戦せん闘とうで張り詰つめていた意識がぷっつり途と切ぎれた瞬しゆん間かん、どっと疲ひ労ろうが押し寄せて、兵士たちの身体を地面に釘くぎ付づけにした。こうなると、もう戦闘行動は不可能だ。

　比ひ較かく的てき余力のあったリノ率いる歩兵部隊が一部追ったが、小部隊で突出すると逆に危険だし、死に物狂ぐるいで逃にげる敵兵に追いつくのも容易ではないため、早めに追撃を切り上げざるを得なかったのである。

　屍しかばねが打ち捨てられる戦場にあって、フォルセス兵は誰もが座り込み、呆ぼう然ぜんとしながら脱だつ力りよくしていたのだった。エリザとドロテアも気が抜けたように並んで腰こしかけ、ぼんやりとしていた。ただ、エリザが地面に投げ出す手にドロテアは手を重ねており、離はなすまいとしている風だった。

　そんな二人にリノは近づき、声を掛ける。

「勝ったな」

「……ギリギリでね」

　エリザが、溜ため息いきをつくように応じてきた。

「真っ向勝負、力押しで三倍の敵勢に勝てるとは思わなかったよ。チェザーレだって有能な将軍なのにな」

「本当に一分ぶ一厘りんの差だったと思う。ドロテアがあの瞬間、あの場所に突撃するタイミングが少しでも違ちがえば、軍が崩ほう壊かいしていたのはこちらだった。こんな戦い、もうしたくない……」

　追撃が敢かん行こうできなかったため、教皇軍には一五〇〇程度の損害を与あたえただけに留とどまっており、決定的な勝利とまでは言えなかった。フォルセス軍が勝利したのは事実だが、兵士の気力が尽つき、最後の詰めまで徹てつ底ていするのが叶かなわなかったということだ。教皇軍の死者一五〇〇の大半が、ドロテアの中央突破が成功して以降に発生した損害である。

　教皇軍は八五〇〇まで数を減らしたものの、未いまだフォルセス軍よりは大兵力である。フレンツェ守備に残してきた兵と合流すれば九〇〇〇に達するはずで、フォルセス軍としてはやはりこのまま撤退するしか選せん択たく肢しがなかった。

　一方、こちらの死傷者は二〇〇ほど。そのうち半数以上が回復可能な負傷者だったから、被ひ害がいは軽けい微びである。これだけの兵力差があった戦いとしては十二分に素す晴ばらしい結果になってくれた。これも会戦前のエリザの鼓こ舞ぶに感化されたおかげかフォルセス兵が誰も敵に背を見せなかったことと、刹せつ那なの勝利に懸かけたドロテアの中央突破が綺き麗れいに成功したからであろう。

　二人を見下ろしながら、リノはやや冗じよう談だんを交えて言う。

「エリザとドロテアがいれば、どんな大軍勢が相手でも勝てるんじゃないか？」

「こんな勝負、何度もやったらいつかは負けるよ。今回は受けざるを得なかったけど……できれば避さけたいものね」

「リノはずいぶん余よ裕ゆうですね。私は精せい根こん尽つき果てました」

　いつも気き丈じようなはずのドロテアの声には、まったく張りがなくなっていた。

　リノは二人を促す。

「追撃は振ふり切った。この先は外交戦だ。チェザーレの思う通りにはさせないさ。しばらく二人はゆっくり休んでほしい。さあ、そろそろフォルセスに引き揚あげよう」

「わかった。リノを頼たよりにしてるよ」

「任せてくれ。ここからは俺の仕事だ」

　うなずいてエリザは立ち上がり、地べたに座り込む兵士たちを見回した。ドロテアがすぐさま続く。

　エリザとドロテアが立ち上がったのを見た兵士たちは、指示されずとも立ち上がり、視線をこちらに向けてくる。実に規律が行き届いた兵士たちだ。これもエリザが、兵士たちから信しん頼らいを勝ち得ているからこそだろう。

「我々は勝利した！　すべては、諸君ら一人一人の働きがもたらした勝利である！　死者には最大級の敬意を！　諸君らには戦士の栄光を！」

　エリザは剣けんを掲かかげ、居並ぶ兵士たちに向けて声を振り絞しぼってゆく。

「私はここに誓せい約やくする！　諸君らの力を借りて、フォルセス公国を欧おう州しゆう一の強国にしてみせるのだと！　共に歩もう、我々が創つくる新しい未来へ！　フォルセスに光を！」

『フォルセスに光を！』

　リノやドロテアや兵士たちは全員が剣を抜いて中空に掲げ、誓ちかいの言葉を高らかに叫んだ。疲つかれが吹ふき飛んだとでも言わんばかりに、すべての兵士たちが目を輝かがやかせた。

　それからエリザの命令で行軍の準備を整えると、全軍は意い気き揚よう々ようとフォルセスに向けて出しゆつ立たつしたのだった。


























あとがき






　ぼくが欧おう州しゆう近世、とりわけルネサンスに興味を持ったのは中学生のころでした。このころなぜか当時の古典の数々にハマり、授業もまったく聞かずに教師に怒おこられつつも、授業中ずっと古典ばかり読みふけっているというかなり特とく殊しゆな中高生時代を過ごしました。ちなみにその当時は、教科書や参考書において、これでもかとルネサンスの偉い大だいさがプッシュされていた時代でした。

　現在においては、やや修正主義的な視点から、人類を次のステージに押し上げたのはルネサンスにとどまらず、もっとずっと前の時代から始まっていたり、他の欧州諸国や、果てはイスラムやインドやチャイナやジパングなど、さまざまな時代と地域が複雑に絡からみ合い、世界全体として歴史が創られてきたという見方も共有されるようになってきました。

　実のところ歴史とは、事実とイコールなものではありません。その時々の時代の空気感や議論の流れ、勝者と敗者、権力者の意図などによって変転していくものであります。とりわけ平時における修正主義は、研究者にとってちょっとしたレジスタンスのようなもので、波が立たず詰つまらない日々のなかにあって、そういった類たぐいの反政府活動に参加することには抗あらがいがたい魅み力りよくを感じてしまうものなのです。

　そういった学問としての歴史の遍へん歴れきを捉とらえれば、架か空くう戦記といえども著いちじるしい違ちがいはないとも言えます。たしかに独自の設定を用いているところもありますが、それはその時々の歴史も一いつ緒しよであって、その差さ違いの間に明確なルールはないのです。そこにこそ、勝手ながらぼくが本シリーズを楽しんで描えがくことができる理由があるのかもしれません。
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